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本 書 に 関す る お 問い 合わ せ 


この 度 は 小 社 書籍 を ご 購入 いた だ き 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 小 社 で は 本 書 の 内 容 に 関す る ご 質問 を 受 
け 付 け て お り ま す 。 本書 を 読み 進め て いた だ きま す 中 で ご 不明 な 人 箇所 が ご ざい まし た ら お 問い 合わ せく だ さ 
い 。 な お 、 お 問い 合わ せ に 関し まし て は 以下 の ガイ ドラ イン を 設け て お り ま す 。 恐れ 入り ます が 、 ご 質問 の 
際 は 最初 に 下記 ガイ ドラ イン を ご 確認 くだ さい 。 


ご 質問 の 前 に 
小 社 Web サ イト で 「 正 誤 表 」 を ご 確認 くだ さい 。 最新 の 正誤 捕 報 を 下記 の Web ペ ー ジ に 掲載 し て お り ま す 。 


本 書 サ ポー トペ ー ジ | http://isbn.sbcr.jp/89630/ 


上 記 ペ ー ジ の 「 正 誤 情報 」 の リン ク を クリ ッ ク し て くだ さい 。 な お 、 正 誤 情報 が な いり 場合 、 リ ンク を クリ ッ 
ク す る こと は で きま せん 。 


ご 質問 の 際 の 注意 点 
・ ご 質問 は メー ル 、 ま た は 郵便 な ど 、 必 ず 文 書 に て お 願い いた し ます 。 お 電話 で は 承っ て お り ま せん 。 


・ ご 質問 は 本 書 の 記述 に 関す る こと の み と き させ て いた だ いて お り ま す 。 従 いま し て 、 〇 〇 ペー ジ の 〇 行 目 
と いう よう に 記述 箇所 を は っ きり お 書き 添え くだ さい 。 記述 箇所 が 明記 され て いな いり 場合 、 ご 質問 を 承れ 
な いこ と が ご ざい ます 。 

・ 小 社 出版 物 の 著作 権 は 著者 に 帰属 いた し ます 。 従 いま し て 、 ご 質問 に 関す る 回 答 も 基本 的 に 著者 に 確認 
の 上 回 答 い た し て お り ま す 。 こ れ に 伴い 返信 は 数 日 な いし それ 以上 か か る 場合 が ご ざい ます 。 あらかじめ 
ご 了承 くだ さい 。 


ど 費 問 送付 先 一 ーーーーーーーーーーーーー 
ご 質問 に つい て は 下記 の いずれ か の 方 法 を ご 利用 くだ さい 。 


Web ペ ー ジ より 


上 記 の サポ ー ト ペー ジ 内 に ある 「 こ の 商品 に 関す る 問い 合わ せ は こち ら 」 を クリ ッ ク す る と 、 メ ー ル フォ ー ム が 開き 
ます 。 要綱 に 従っ て ご 質問 を ご 記入 の 上 、 送 信 ボ タン を 押し て くだ さい 。 


郵送 
郵送 の 場合 は 下記 まで お 願い いた し ます 。 


〒106-0032 
東京 都 港 区 六本木 2-4-5 
SB クリ エイ ティ ブ 読者 サポ ー ト 係 


還 本 書 内 に 記載 され て いる 会 社名 、 商 品名 、 製 品名 な ど は 一 般 に 各社 の 登録 商標 また は 商標 で す 。 本 書 中 で は *、" ツ マー ク は 明 
記し て お り ま せん 。 

還 本 書 の 出版 に あたっ て は 正確 な 記述 に 努め まし た が 、 本 書 の 内 容 に 基づく 運用 結果 に つい て 、 著 者 お よび SB クリ エイ ティ ブ 
株 式 会 社 は 一 切 の 責任 を 負い か ね ます の で ご 了承 くだ さい 。 


‘©2017 Shikata Shiyomi 本 書 の 内 容 は 著作 権 法 上 の 保護 を 受け て いま す 。 著作 権 者 ・ 出 版権 者 の 文書 に よる 許諾 を 得 ず に 、 本 書 の 一 部 
また は 全部 を 無断 で 複写 ・ 複 製 ・ 転 載 す る こと は 禁じ られ て お り ま す 。 


は じ め に 
「 絵 の 7 割 は 構図 で 決ま る 」 と 言っ て も よい で 
し ょ う 。 少 し 言い すぎ に 感じ る か も し れ ま せん 
が 、 構 図 は それ だ け 大 事 な も の で す 。 も ちる ん 
ポー ズ も で す 。 


「 ポ ー ズ は 何と な くわ か る けれ ど 、 そ も そ も 構 
図っ て な に ? 」 と いう 方 は 多い と 思い ます 。 私 
が イラ スト を 教え て いる 専門 学校 の 生徒 た ち 
も 、 構 図 ・ ポ ー ズ は いつ か 学び た いけ れ ど 「 暖 
昧 で よく わか ら な い 、 難 し そう な も の 」 と 考え 
て いる 生徒 が 大 半 で す 。 


構図 は 、 人 迫力 を 出し た い 、 動 き を 格好 良く 見 せ 
た い 、 可 愛 く 見 せ た い な ど 、「 思 いや 効果 」 を 
伝え た いと き に 、 そ の 目的 の た め に 「 な に を 」 
「 ど の よう に 」「 ど の よう な か た ち で 」 配 置 し て 
画面 を 組み 立て る か 、 と いう 方 針 を 決め る 「 み 
ち し る ベ べ 」 の 役目 を 果たす も の で す 。 


ポー ズ は 、 ア クシ ョ ン 、 必 殺 技 、 色 っ ぽ さ 、 喜 
怒 哀 楽 の 感情 な ど 、 構 図 と 同じ よう に 伝え た い 
「 思 いや 効果 」 の た め に 、 キ ャ ラク ター に 「 ど の 
よう な 姿勢 を 」「 ど の よう な 表情 を 」「 ど の よう 
な か た ち で 」 取 ら せ て いけ ば いい か 、 と いう 方 
向 を 決め る 「 コ ン バ ス 」 の 役割 を 果たし ます 。 


みち し る べ や コン パス は な く て も 、『 伝 えた か っ 
た 」 目 的 地 に カン で た どり 着け る こと も ある か 
も し れ ま せん 。 で す が 、 目 的 地 へ の 案内 板 も な 
く 、 そ も そ も 東 西南 北 も 分 か ら ず 、 真 っ 白 な 世 
界 (これ か ら 描 く 紙 や 画面 ) に 放り 出さ れ た 人 
が 、 偶 然 目 的 地 に た どり 着け る で し ょ うか ? 
例え た どり 着け た と し て も 、 途 方 も な い 時 間 が 
か か っ て いる こと で し ょ う 。 そ の た め に 、 で き 
る だ け 迷 わ ず 、 苦 学 せ ず に 、 可 能 な 限り 楽し め 
る ルー ト で 冒険 (作画 ) が で きる よう に 、「 構 図 ・ 
ポー ズ 」 の 考え 方 を まとめ まし た 。 


目的 地 ま で の 効率 の いい 方 角 を 示す こと は で き 
ます が 、 出 発 点 か ら 目 的 地 ま で ワー プ を させ る 
こと と は どん な 解説 書 や 先生 で も で きま せん 。 ま 
た 、 あ な た の 代わ り に あな た の 思い 通り の 作品 
を 描く こと も 、 誰 に も で き な い の で す 。 必 ず そ 
れ ぞ れ の 「 伝 えた い 思 い 」 に あっ た 道 を 、 自 分 


で 選び 自分 の 足 で 歩い て 行く 必要 が あり ます 。 
そう し て 自分 で 歩い て 、 足 ( 画 力 ) や 、 方 向 感 
覚 (セン ス ) を 鍛え て いく こと が 、「 絵 が 上 手 
く な る と いう こと 」 だ と 私 は 思い ます 。 


その 手助け と な る よう に 、 キ ャ ラク ター 1 人 
を 描く 場合 だ け で も アッ プシ ョ ッ ト と いっ た 顔 
だ け の 構図 か ら ワ ン シ ョ ッ ト (全身 ) まで の 間 
も 、 パ スト アッ プ ( 胸 か ら 上 )、 ニ ー シ ョ ッ ト (も 
も か ら 上 ) な どの 細か い 「 み ち し る ベ べ 」 を 用 意 
し まし た 。 


ポー ズ も 、 動 き が ある ポー ズ 、 重 心 が と れ た ポー 
ズ 、 感 情 を 伝え る た め の ポ ー ズ 、 必 殺 技 ・ 魔 法 
発動 の ポー ズ な ど 「 ほ か に は な いあ な た だ け の 
ポー ズ 」 に た どり 着け る よう 、 コ ン パ ス 、 六 分 
儀 、GPS… の よう な た くさ ん の 道具 を 用 意 し 
まし た 。 い ずれ も 、 お 好み の まま に 役立て て く 
だ さい 。 

すべ て の こと が 一 気 に で きる よう に な ら な く て 
も いい の で す 。 例 えば 、「 今 回 は 画面 を 三角 形 
の 構図 に し て みる か 」 ぐら い の 気 持ち で 、 一 つ 
ー つ 試し て いき まし ょ う 。 最初 は 苦労 し て いて 
も 、 さ ま ざ ま な 構図 ・ ポ ー ズ を 試す うち に 、 自 
然 と 構図 も ポー ズ も 沸い て くる よう に な り ま 
す 。 そ うし て 慣れ て きた ら 、 一 つの 構図 ・ ポ ー 
ズ だ け を 使う の で は な く 組 み 合 わせ て 、 よ り 「 伝 
えた い 」 を 込め た 、 見 ご た え の あ る 作品 を 作っ 
て いき まし ょ う 。 

応用 の イメ ー ジ が わき や すい よう に 、 な る べく 
シン ブル な 作例 を 数 多く 掲載 し まし た 。 CK 例 ・ 
NG 例 の 比較 な どの ほか に 、 私 が 10 年 の 歳 月 
で 実際 に お 仕事 で 制作 し て きた イラ スト 作品 を 
数 多く 盛り 込ん で 、 そ こ で 使用 し て いる 構図 ・ 
ポー ズ の 解説 も 入れ て いま す 。 


本 書 に よっ て 、 今 まで な ん と な く 構 図 ・ ポ ー ズ 
を 避け て いた 皆さん の 心 の ハー ドル を 下げ 、「 伝 
えた い 」 と いう 内 な る 衝動 を 存 分 に 込め た 、 素 
晴らし い 作 品 制作 の お 手伝い が で きれ ば 、 心 か 
ら 嬉 し く 思 いま す 。 


2017 年 3 月 シカ タ シ ヨ ミ 
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本 書 の 使い 方 


本 書 の 構成 


本 書 で は 、 構図 と ポー ズ を 使う と き に どん な 効果 が 得 ら れる か 、 どん な 風 に 考え た らい い の か と いう 基本 か ら 、 構図 
や ポー ズ を 組み 合わ せ て 使う 応用 まで を 、 解説 し て いま す 。 

「Part1 構図 」 で は 三角 形 構図 や 円 構図 、 対 角 線 構図 な ど 、 基本 と な る 構図 の 解説 。 さら に 、 それ ら の 基本 の 構図 を 組み 合 
わせ て ワン ショ ッ ト や ツー ショ ッ ト 、 グル ー プ ショ ッ ト な ど を 描く と き の コ ツ も 解説 し て いま す 。 

「Part2 ポー ズ 」 で は コン トラ ポス ト や S 字 ポー ズ な どの ポー ズ を 考え る と き の 助 け に な る 考え 方 か ら 、 実際 に アク 
ショ ン 、 必殺 技 な ど に 応用 する 方 法 ま で 解説 し て いま す 。 


ポー ズ は 切っ て も 切れ な い 関係 で す 。 こ れ は 構図 、 こ れ は ポー ズ と 決め ず に 自由 な 発想 で 組み 合わ せ て みて く 
だ さい 。 


また 、 デジ タル イラ スト な ら で は の 考え 方 や 、 手法 を 各所 に 散り ば め て あり ます の で 、 併せ て 活用 し て くだ さい 。 


ペー ジ の 構成 
構図 を この 項目 で 使用 し て いる 主 な 
アイ コン 使用 し た イラ スト 構図 ・ ポ ー ズ の アイ コン 
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本 文 の 補足 や ちょ っ と 役に立つ 豆 知 識 な ど を 解説 。 
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構図 の 


EY ーー 
迫力 を 出し つつ 、 遠近 感 を 
出す た め に 、 アオ リ を 選ん で 
描き まし た 。 


描き に くい 場合 は 、 

箱 描き が 有効 。 

筋肉 の 形 や 大 き さ も 
顔 の サイ ズ が 特に 
大 事 。 想定 より 
小さ くす る こと を 
意識 し て 描こ う 。 


ONEWEOINi! 
寄る か 引く か 


大 き さ の 対 
向い て いる 構図 。 


モチ ー フ を 下 か ら 見 上 げた 形 で 描く 構図 で す 。 パー ス が か か っ て いる の で 、 基本 
的 に 上 (画面 上 部 ) は 小さ く 、 下 (画面 下部 ) に 行く に 達 れ て 大 きく 描写 し ます 。 

見 て いる 側 の 手前 (画面 下 ) が 大 きく な る た め 、 人 迫っ て くる よう な 感覚 に な り 、 
「 圧 迫 感 』」 や 「 迫 力 」 が 表現 され ます 。 また 、 キ ャ ラク ター が 描か れ て いる 場合 、 
見 て いる 人 の 頭 の 位置 (アイ レベ ル ) は キャ ラク ター に 見 下さ れ て いる 位置 に な 
る こと も 多く 、 こ の 場合 は 「 圧 人 迫 感 」 や 「 迫 力 」 が さら に 強調 され ます 。 

アオ リ は 、 高 さ を 描写 する 構図 な の で 、 縦 画面 で 描く と より 効果 的 で す 。 

また 、 消 失点 が 上 部 に ある た め 、 自然 と 後述 の 三角 形 構図 (pb.26) に な る こと 
が 多く 、 三角 形 構図 を 利用 し て 安定 感 を 出し た い 場合 に も し ば し ば 使わ れ ま す 。 


初心 者 の 方 は し ば し ば つま づく こと が 多い 構図 
で す 。 アオ リ は どう し て も パー ス が か か る た め 、 立 
体 に 対す る 意識 を 強く 持っ て 描く 必要 が ある か ら で 

す 。 

アオ リ が 描け な い 、 描 き に くい 場合 は 、 顔 や 体 の 
パー ツ を 立方 体 ( 箱 ) に 見 立て て アタ リ を 取る 「 箱 
描き 」 と いう 方 法 が 有効 で す 。 

目安 な ど な し に 自由 に 描く 方 法 に 慣れ て いる 人 も 名 
いと 思い ます が 、 アオ リ や フカ ン な ど が どう し て も 


く て 構い ませ ん 。 立方 体 を 意識 
する こと が 大 切 で す 。 


また 、 アオ リ に は 筋肉 に 関す る 知識 が と て も 重要 で す 。 


「 大 胸 筋 が だ いた いこ の くら い の 大 き さ で あっ て 、 その 下 に 腹 直 筋 が 続い て いる 」 な ど 、 筋肉 は 立体 を 描く 際 の み 
ち し る べ の 役割 を 果たし ます 。 で す の で 、 筋肉 に 関す る 知識 が あれ ば 途 端 に 描き や すく な り ま す 。 最初 は 目立つ 


筋肉 だ け で も 構い ませ ん の で 、 覚え て か ら 描 く と よい で し ょ う 。 
ここ で は 特に アオ リ で 重要 な 筋肉 を 説明 し ます 。 


僧 帆 筋 
アオ リ が 強く な る と 
目立た な く な る 。 


三角 筋 
肩 を 構成 する 大 き な 筋 肉 。 
形 で 覚え る 。 


外 腹 斜 筋 
腰 か ら お 尻 が 始ま る まで の 
な だ ら か な ライ ン 。 


股 
上 か ら 数 えて だ いた い 
4 頭 身 目 に ある 。 


に 第 絡 き で アオ リ の アタ リ な 取っ た 箱 描き の アタ リ を 元 に 、 キャ ラク 
増 き に くい 人 は 、 箱 描き を ぜひ 試し て みて くだ さい 。 も の 。 こ こま で 負 馬 9 アタ リ で な ター を 作画 し まし た 。 


CAN / 図 問 


人 の 図 は 、 アオ リ を 意識 し て いま す が 、 よ く よ く 見 る と 顔 が 大 きす ぎ ま す 。 体 の 部 分 が アオ リ で 描け て いる 分 、 
通常 より も 顔 が 大 きく 見 えて し まい ます 。 ラフ 段階 で は 気づか な く て も 、 着 和 彩 を する と 途 端 に 顔 の 大 き さ が 目立っ 
て きま す 。 上 級 者 や プロ で も 、 ア 
オリ で 描く と 大 変 陥り や すい ミス 
で す 。 

アオ リ の 顔 は 「 こ れ で は 小さ いか 
な と 思っ た より も さら に 1 2 回 
りく らい 」 小さ く 描く こと と が バラ ン 
ス を 取る コツ で す 。 

どう し て も 顔 が 大 きく な っ て し ま 
う 人 は 、 デジ タル な ら で は の 技法 
と し て 、 顔 部 分 の み 拡大 縮小 を か 
け て 調整 し て み ま し ょ う 。 

顔 は 一 番 大 事 な バ パーツ な の で 、 そ 
の まま に し て いて は いけ ませ ん 。 
顔 の 描写 方 法 は p.13 を 参照 し て く 
だ さい 。 


ーー 王 ーー ノン 


一 見 アオ リ ら し く は な っ て いま す が 、 ウエ 顔 を 小さ くし た こと で バラ ンス が 取れ 、 ア 
スト より も 遠い 顔 の 方 が 大 きく な っ て し ま オリ の 迫力 が 出 ま し た 。 
っ て いま す 。 


a 
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アオ リ を 描く 場合 は 、 視点 (カメ ラ ) の 位置 に 気 を 配り まし ょ う 。 モチ ー フ へ の 引き と 寄り を 計算 する こと が 大 切 
で す 。 

アオ リ は 、 キャ ラク ター の イン パク ト を 強く 描け る 構図 で す が 、「 背 景 を どこ まで 描写 する か 」 に 注意 する 必要 が 
あり ます 。 例え ば 、 背景 を 見 せ た い 場合 、 視点 を キャ ラク ター か ら 引 いて 描き ます 輸 。 引 いた 分 だ け 画 面 の 中 で 
キャ ラク ター の 顔 が 小さ く な り 、 必然 的 に キャ ラク ター へ の 感情 移入 は 下がり ます 。 

反対 に 、 状況 説明 を お さえ て で も キャ ラク ター へ の 感情 移入 を 強め た い 場合 は 、 視点 を 寄り に し て 描写 し ます 9。 


Q 


アオ リ は 、 大 き さ の 対比 表現 に 特に 向い て いま す 。 

大 き さ の 対比 と は 、 大 きい モチ ー フ と 小さ い モチ ー フ を 
同じ 画面 に 置き 、 お 互い の サイ ズ の 違い を 分 か りや すく 
描写 する こと で 、 そ れ ぞ れ の 個性 を 効果 的 に 強調 で きる 
表現 方 法 で す 。 

例え ば 、 少年 と 巨大 ロボ ッ ト 、 少女 と 筋骨 隆々 の 戦士 な 
ど 、 イメ ー ジ や サイ ズ が 異な る モチ ー フ は 、 対比 を 意識 
し て 描く と バラ ンス を そこ な わ ず に サイ ズ 感 を 表現 で き 
ます 。 

通常 の 構図 で 大 き さ の 対比 を 試み た 場合 、 大 きい モチ ー 
フ の 方 が 画面 を 占め る 面積 が どう し て も 大 きく な る た 
め 、 そ ちら に 視線 が 行き が ち で す 。 で す が ア オリ を 使っ 
て 、 手前 に 小さ い 方 の モチ ー フ を 配置 し 、 小さ い 方 の モ 
チー フ の 存在 感 を まず 出し て お く と 、 両方 の 個性 を バラ 
ンス よく 表現 で きま す 。 


アオ リ で 足 ま で 映る よう な ダイ ナミ ッ ク な 
動き は 極め て 難易 度 が 高い の で す が 、 非常 
に 追 力 が 出 ます 。 


で は 会 桂 ト ミー ヴォー カー ド シ ル パ ー レ イン 」 
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CAN / 図 症 


客観 的 な 視点 の 構 
いあ 


フカ ン は 、 高い と ころ か ら 見 構図 で す 。 「 高 さ 」「 状 
況 の 説明 」「 客 観 」 を 表現 で きま す 。 場合 に よっ て は 顔 
が 大 きく 描か れる の で 「 親 近 感 」 や 「 可 愛 ら し さ 」 も 表現 
で きま す 。 


U/ 


あま り 使 用 し ませ ん 。 キャ ラク ター の 状況 を 説明 的 に 見 
せ た い と き な ど 、 特 別 な 意味 が ある と き に 使用 する と 
効果 的 な 構図 で す 。 ア オリ と フカ ン は セッ ト で 覚え 、 状 
況 に よっ て 使い 分 け ま し ょ う 。 


アオ リ (p.8) と 同様 に キャ ラク ター の デザ イン 画 に は 


構 トド 


ー 8 距離 感 を 出し つつ 、 世 界 観 を 
高 さ を 表現 し た い 場 合 は 計 トコ 自然 と 描写 する た め 、 フカ ン 


終 画 面 が 向い て いる 。 人 の を 選ん で 描き まし た 。 


描き に くい 場合 は 、 
箱 描き が 有効 で す 。 
筋肉 の 形 や 大 き さ も 
意識 し よう 。 


身体 の 圧縮 に 気 を 

回 つけ る 。 背景 と 
パー ス が 合う よう 
思い 切っ て 圧縮 
し よう 。 


ま 
寄る か 引く か 、 
どの 視点 で 描く か を 
強く 意識 し て 描こ う 。 


多 人 数 を 描く 
場合 に も 有効 
活用 で きる 。 
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上 か ら モ チー フ を 見 下ろ し た 形 で 描く 構図 で す 。 パー ス が か か る の で 、 上 (画面 
上 部 ) は 大 きく 、 下 (画面 下部 ) に 行く に 連れ て 小さ く 描 写し ます 。 
見 下る し て いる 形 に な る た め 、 背景 な ど 周 囲 を 描写 し や すく 、「 状 況 の 説明 」 を 表 


現し た いと き に 向い て いま す 。 


見 て いる 人 の 頭 の 位置 (アイ レベ ル ) は キャ ラク ター を 見 下ろ し て いる 位置 に な 
る こと も 多い た め 、 神 や 鳥 の 視点 と も 呼ば れ ま す 。 極端 な フカ ン は 空 を 飛ぶ ・ 高 
いと ころ か ら 見 下ろ す な ど し な けれ ば 実現 し な い 視 点 の た め 映 画 を 見 て いる か の 


よう な 、 「 客 観 性 」 が 強く 表現 され ます 。 


フカ ン は 、 高 さ を 描写 する 構図 な の で 、 縦 画面 で 描く と より 効果 的 で す 。 
消失 点 が 下部 に ある た め 、 自然 と 後述 の 逆 三角 形 構図 (p.30) に な る こと が 多く 、 逆 三角 形 構図 を 利用 し て 不安 


定 感 を 出し た い 場 合 に ち し ば し ば 使わ れ ま す 。 


フカ ン は 初心 者 の 人 が し ば し ば つま づく こと が 多い 構図 で す 。 パー ス が か か る た 
め 、 立体 に 対す る 意識 を 強く 持っ て 描く 必要 が あり ます 。 

アオ リ と 同様 に フカ ン を 描く と きも 、「 箱 描き 」 を 駆使 し 、 また 筋肉 の 形 や 大 き さ を 有 
効 活 用 し まし ょ う 。 筋肉 に つい て は 筋肉 の 描き 方 (p.166) で 簡単 に 解説 し ます 。 


フカ ン で キャ ラク ター を 描く 場合 、 基本 的 に 顔 を 手前 に 


きく 描写 し ます 。 こ れ に より 親近 感 を 沸か せ た り 、 ま る 


で デフ ォ ル メイ ラス ト の よう に も 見 せる こと が で きる の で 、 フ カン は 、 キ ャ ラク ター を 可愛 らし く 描 写す る と き 


の 構図 と し て も 便利 で す 。 


フカ ン や アオ リ も 顔 が 重要 に な っ て くる 構図 で す 。 こ こ で は 顔 の 描写 方 法 を 説明 し ます 。 


@ フ カン の と き の 顔 の と ら え 方 

球 で 考え る より 面 で 考え る 方 が バラ ンス が くず れ に く 
い の で 、 四角 い 立 方 体 か ら ア タリ を 描き 、 それ を 元 に 
球 に し て いき ます 。 

正面 か ら 見 た 顔 よ り も 目 は 下 の 位 置 に な り ま す が 、 決 
し て 顔 が 伸び て いる わけ で は あり ませ ん 。 正面 か ら 見 
た 顔 よ り も 頭頂 部 が 見 える よう に な り 、 相 対 的 に 顔 の 
下部 分 が 圧縮 され て 見 える の で す 。 


人 @ ア オリ の と き の 顔 の と ら え 方 

同じ よう に 球 で 考え る より 面 で 考え る 方 が バラ ンス が 
くず れ に くい の で 、 四角い 立方 体 か ら ア タリ を 描き 、 
それ を 元 に 球 に し て いき ます 。 

正面 か ら 見 た 顔 よ り も 目 は 上 の 位置 に な り ま す が 、 こち 
ら も 決し て 顔 が 伸び て いる わけ で は あり ませ ん 。 正面 
か ら 見 た 顔 よ り も 額 か ら 首 まで の 部 分 が 見 える よう に 
な り 、 相対 的 に 顔 の 上 部 分 が 圧縮 され て 見 える の で す 。 


VHJ / 図 菊 
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の 図 は 、 フ カン を 意識 し て いま 
す が 、 よ く 見 る と 身体 の 圧縮 が な 
さす ぎ て 、 背景 と の パー ス が 合っ 
て いま せん 。 地面 の 位置 が あや ふ 
や で 笛 に 浮い て いる よう な 感じ 
に な り ま す 。 フ カン は 身体 を 圧縮 
し て 描写 し な けれ ば な ら ず 、 慣れ 
て いな い 場 合 は 思い 切り が いる た 
め 、 上 級 者 や プロ で も 、 フ カン を 描 
く と 大 変 陥り や すい ミス で す 。 フ 
カン は 背景 と セッ ト に な る こと が 
多い た め 、 背 景 と キャ ラク ター の 地 
面 の 位置 が 揃う よう 意識 し まし ょ 


う 。 


背景 と キャ ラク ター の パー ス が 合っ て いな 思い 切っ て 身体 の パー ツ を 圧縮 し て 描写 す 
い の で 、 キャ ラク ター が すべ っ て いる か 、 る こと で 、 違和感 を な くし まし ょ う 。 
宙 に 浮い て いる よう に 見 えて し まい ます 。 
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フカ ン を 描く 場合 も 、 視点 (カメ ラ ) の 位置 に 気 を 配り まし ょ う 。 ど の くら い モ チー フ か ら 引 いて 描く か 、 ど の く 
らい 寄っ て 描く か を 計算 する こと が 大 事 で す 。 

フカ ン は 、 キ ャ ラク ター と 背景 を 同時 に 描写 し や すい 構図 で す 。 メ イン を キャ ラク ター に する の か 幼 、 背景 に す 
る の か @ に よっ て 、 視点 の 引き 具合 を 変え る こと で 印象 を 操作 で きま す 。 


視点 を キャ ラク ター に 寄せ た 作例 で す 。 世界 観 の 表現 度 は かなり 視点 を キャ ラク ター か ら 引 いた 作例 で す 。 キャ ラク 
下がり まし た が 、 フカ ン で も キャ ラク ター の 人 迫力 を 増す こ ター の 占め る 面積 が 少な おく な り 、 その 分 世界 観 の 表現 度 が 


と が で きま し た 。 


上 が り ま し た 。 


フカ ン は 、 アオ リ や 通常 の 構図 に 比べ て 、 多 人 数 を 描写 し や すい 構 
図 で す 。 上 か ら 見 下ろ し て いる 分 、 身体 の 面積 が 少な く な る 上 に 、 
視点 の 引き 具合 に よっ て キャ ラク ター を 描け り る スペ ー ス を 増やす こ 
と が で きる か ら で す 。 

例え 一 人 ひと り が 小さ く な っ た と し て も 顔 を 大 きく 描 り る の で 、 そ 
れ ぞ れ の キャ ラク ター の 個性 を 表現 し や すい と いう メリ ッ ト も あり 
ます 。 

グル ー プ ショ ッ ト (p.114) で も 説明 し ます が 、 多 人 数 を まとめ られ 
る 構図 は 限ら れ て いま す 。 そ の 点 で は フカ ン は 貴重 な 構図 で す 。 
アオ リ の 場合 も そう な の で す が 、 フ カン に は 三 点 透 視 図法 が 関わ っ 
て きま す 。 し か し 、 透 視 図法 に 従い すぎ る と イラ スト が 硬く な っ て 
し まう た め 、 箱 描き な ど を 使用 し て ある 程度 の 目測 で 描く の も 有効 
な 手段 で す 。 

イラ スト で も も ちろ ん で す が 、 フカ ン も アオ リ も マン ガ で は と て も 


多用 され る 重要 な 構図 で す 。 応用 の 幅 も 広い の で 、 ぜひ 描け る よう に な 


フカ ン だ と 、 多く の 情報 が 無理 な く 入 り ます 。 少し 画面 を 引き すぎ 
だ 場合 で も 、 作例 の よう に キャ ラク ター の 身体 を 手前 に 傾け る こと 
で 大 きく 指 写 する こと が で きま す 。 


で 式 会 社 トミー ウォー カー 「 無 展 の ファ ンタ ジア 」 


っ て くだ さい 。 


フカ ン で も 背景 が 収まり きら な い 場合 、 魚眼レンズ を 意識 し て 画面 
全体 を 湾曲 させ る イメ ー ジ で 描い て も よい で す 。 


で 会 アド レナ ライ ズ [ここ ほれ ONE.ONEI(1) だ か 一 
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du 7 図 
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人 物 を 引き 立て る 構 


人 物 メ イン 


人 物 メ イン の 構図 と は 、 キャ ラク ター を 主役 に 据え た 構 特に 背景 や 小物 な ど が 多い イラ スト で は 、 人物 を た だ 真 
図 の こと で す ん 中 に 置く だ け で な く 、 どの よう に し た ら キ ャ ラク ター が 
キャ ラク ター の デザ イン 画 は も ちろ ん 、 ノ ベル ゲー ム の 目立つ の か を し っ か り 意 識 し て 描く と と が 大 切 で す 。 
立ち 絵 や スチ ル 絵 と 呼ば れる シー ング ラフ ィ ッ ク な ども 

人 物 が 主役 の 構図 で す : 


構図 の ポイ 


キャ ラク ター を 目立た せ た か っ た 


人 物 メ イン と 相性 に っ 
の よい 構図 は 非常 の で 、 人物 メ イン で 構図 を 考え 
に 多い 。 a 

こい ポイ > い 人 の 体 に 合わ せ て 終 画 面 
は を 選び 、 背 景 は 目立つ も の を 措 写 
ーー | し な いよ うに し て いま す 。 
主役 を 目立た せる こと を 
第 一 に 考え る 。 


祭 計 な 部 分 は 、 断ち 切る ・ 
ぼかす な ど で 存 在 感 を 削る 。 


人 物 メ イン は ポー ズ で 
構図 を 工夫 で きる 。 回 


人 間 の 体 は 縦 に 長い の で 、 
| 縦 画面 で 描く 方 が 適し て 
いる 。 横 画 面 で も 、 アップ 
に し た り 、 ポー ズ で 工夫 
する こと で スペ ー ス を 
有効 活用 で きる 。 


人 物 画 は ポー トレ イト と も 呼ば れ ま す 。 絵 の モ チー フ は 無数 に あり ます が 、 人 物 
に は ポー ズ や 表情 な ど 表 現 で きる 要素 が 多様 に あり ます 。 

一 枚 の 絵 に 人 物 の どの 部 分 を 描く か だ け で も 、 アッ プシ ョ ッ ト (p.86)、 バ ストア ッ 
プ (p.90)、 ウ エス ト ア ッ プ (p.94)、 ニ ー シ ョ ッ ト (p.98)、 ワ ン シ ョ ッ ト (全身 ) 
(p.102) と いく つも 構図 の 種類 が あり ます 。 複数 の 人 物 を 描く と き は 、 ツー ショ ッ ト 
(p.106)、 ス リー ショ ッ ト (p.110)、 グル ー プ ショ ッ ト (p.114) と いっ た 構図 も 合わ せ 
て 考え な けれ ば な り ま せん 。 ほか に も 、 人 物 を 目立た せ た け れ ば 真ん中 に モチ ー フ を 
置く 日 の 丸 構図 (p.34) を 使っ た り 、 それ で は 芸 が な いと 思え ば 三 分 割 構図 (p.50) = て お け ば 、 効 果 的 に キャ ラク ター 
で 巧み な 配置 に し た り 、 さら に は アル ファ ベッ ト 構 図 (p.66) で ポー ズ を つけ た り 、 を 彩っ て くれ ます 。 

コマ 割り 構図 (.62) で 説明 を 増やし た り 、 フレ ー ム 構図 (p.58) で 視線 を 集中 させ た り …。 また 、 すべ て の 構図 で ア 
オリ (p. 8)、 フカ ン (p.12) も 効果 的 で す 。 それ ぞ れ の 構図 は 別項 で 詳し く 説 明 し ます 。 構図 は 単発 で 使っ た り 、 組み 
合わ せ た り と 自由 で す 。 "魅せ た い 」 要素 に 合わ せ て 選び まし ょ う 。 


《 ) 構図 の 活用 方 : 


人 物 を 自然 に 見 せ た い 場 合 は 縦 画面 の 方 が 合い ます 。 横 画面 で も 描け ます が 、 普通 に 描く と 余計 な 余白 が で きす 
ぎる の で 、 工夫 が 必要 で す 。 横 画面 で 描き や すい の は 、 画面 全体 に パス ト ア ッ プ で 描く と き で す 。 追 力も 出 ます 
し 、 主役 が は っ きり し ます 。 

し か し 、 そ うい っ た アッ プ の 画面 に し な く と も 、 ボー ズ を 工夫 すれ ば 、 横 画面 を 有効 に 使う こと も で きま す 。 底 
辺 や 上 辺 の 広い 三角 形 構図 (p.26) や 逆 三角 形 構図 (pb.30)、 アル ファ ベッ ト 構 図 な ど を 意識 し て ポー ズ を 作る と 
よい で し ょ う 。 


怒っ て いる 表情 と ポー ズ で す が 、 左右 の 広 ポー ズ で 左右 を 幅広 く 使い まし た 。 この よ 
すぎ る 余白 の せい で 、 迫力 が 伝わっ て きま 近づき 、 表情 も よく 分 か る よう に な り ま し うに 動作 を 予感 させ る た め の 余白 を 作る 際 
せん 。 た 。 に も 横 画 面 は 有効 で す 。 


人 物 メ イン の 構図 は 、 人 物 あり き で 
す 。 主役 の 人 物 が 目立た な けれ ば 構 
図 と し て は 失敗 で す 。 主役 で は な い 
モチ ー フ を 画面 か ら 断 ち 切 っ て 印象 
を 薄く し た り 、 カメ ラ の ボケ の よう 
に 余計 な モチ ー フ を ぼかし た りす る 
方 法 な ど が 有効 で す 。 

また 、 三 分 割 構図 や Z 構 図 (p.70) を 


使っ て 、 重要 な 位置 に 人 物 を 配置 す 
こ 奥 の 建物 が 微妙 に 断ち 切っ て 建物 の 背景 を ほか し て 建物 の 
人 200 目立ち ます 。 存在 感 を 落と し まし た 。 存在 感 を 落と し まし た 。 


UM 


Ax きき > / 図 普 


モチ ー フ や 背景 を 引き 立て る 構図 


モチ ー フ メイ ン 


モチ ー フ メイ ン の 構図 と は 、 人 物 以 外 の モチ ー フ や 背景 。 画面 の 中 で 「 こ れ を 目立た せ た い 、 上 魅せ た い 」 も の が あ 
を 主役 に 据え た 構図 の こと で す 。 る と き に 、 そ こ に 視線 を 向け させ る た め の 基 本 的 な 考 
アニ メ や マン ガ で も 、 状況 説明 を する た め な ど で 、 人 物 え 方 を 解説 し て いき ます 。 

以外 の モチ ー フ を 目立た せる シー ン が あり ます 。 


Rg MEMO | 
人 物 で は な く 、 風 景 を 主役 に 
OR モチ ー フ 


対応 する 


# 
主 


風景 は 目立つ 
役 が 作り づら い 


モチ ー フ に は 二 つ の 種類 


(p.78) も 効果 的 。 


モチ ー フ メイ ン の 構図 と は 、 人物 以 外 を 描く 際 の 構図 の こと で す 。 


モチ ー フ に は 、 大 きく 分 け て 二 つ の 物 が あり ます 。「 人 間 以外 の 物体 や 小動物 な 
ど 」 と 、「 背 景 ・ 風 景 」 で す 。 前 者 は 、 人 物 メ イン の 構図 と ほとん ど 同 じ 技 術 が 使 


えま す 。 後者 は 、 目立つ 主役 が 作り づら い の で 、 少し 難し く な り ま す 。 


背景 ・ 風 景 に は 二分 割 構図 (p.46)、 三 分 割 構図 (p.50) が 効果 的 で す 。 ほか に も 
道 や 建物 を 、 三角 形 、 逆 三角 形 、 円 な どの 基本 図形 の 構図 や 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト 構 
図 に 当て は め る こと も 有効 で す 。 ま た 、 斜め 、 対角線 構図 は 、 背景 ・ 風 景 を 効果 


的 に 使う に は と て も よい 構図 で す 。 


「 人 物 以外 の 物体 や 小動物 な ど 」 を 主役 に 据え る 場合 は 、 縦長 の も の は 縦 画面 で 、 横長 の も の は 横 画面 で 描け ば 、 
基本 的 に は うま くい きま す 。 背景 ・ 風 景 は 横 画面 の も の が 多い で す 。 こ れ は 風景 画 は 主役 と な る も の が 少な い の 
で 、 画面 を 広く 使っ て 多く の 情報 で 作品 を 語る 必要 が ある の と 、 横 画面 の 方 が 世界 の 広がり や 空気 感 を 表現 し や 
すい か ら で す 。 た だ し 、 空 高く そびえ る 塔 が モチ ー フ で 高 さ を 伝え た い 場 合 や 、 雲 や 星空 で 空気 感 を 表し た い 場 
合 な ど は 、 縦 画面 の 方 が 自然 で す 。 


人 物 メ イン ・ モ チー フ メ イン の どちら で も 、 一 番 主役 を 目立た せる 方 法 は 
「 主 役 を 画面 内 で 大 きく 描く 」 こ と で す 。 そ の モチ ー フ の 画面 内 で の 比率 が 
大 きけ れ ば 大 きい ほど 、 画面 内 の 存在 感 も 大 きく な り ま す 。 例え ば 、「 風 景 
を メイ ン で 描き た いけ れ ど 、 生き 物 も 描か な けれ ば いけ な い 場 合 」 は 、 画面 
内 で の 生き 物 の 比率 を 小さ く 描き まし ょ う 。 逆 に 「 生 き 物 メ イン で 描き た い 
が 、 風景 も 入れ な けれ ば いけ な い 場 合 」 は 、 生き 物 の 比率 を 大 きく し て 背景 
は 小さ く 描 きま し ょ う 。 

また 、 オー バー ラッ プ 構 図 (pb.78) を 使い 、 モ チー フ と モチ ー フ を 遠近 法 で 
重ね て 、 モ チー ノン 同士 を 関係 づけ た り 、 重ね る こと に よっ て 隠さ れ た 方 の モ 
チー フ の 存在 感 を 削る と いう 方 法 も あり ます 。 

つま り 、 人 物 ・ モ チー フ の 両方 を 画面 内 に 入れ な けれ ば な ら な い 場 合 は 、 主 
役 で な い 方 の 存在 感 を 削っ て いく と いう 思考 を 持つ と と が 大 切な の で す 。 


一 ー -| 
= きき 
画面 内 に 主役 は いま す が 、 小さ い の で 背 
景 の 一 部 と し て 溶け 込ん 々 で いま す 。 


っ 
主役 を 大 きく し て 存在 感 を 増し 、 ま た 痛 


景 に 対し て 主役 で オー バー ラッ プ を す 
る こと で 、 背 景 の 存在 感 を 削り まし た 。 
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マユ メー / 図 問 


アイ レベ ル 


アイ レベ ル と は 『 見 て いる 目線 の 高 さ 」 の こと で す 。 と は アイ レベ ル を 意識 する こと で 構図 」 や 「 印 象 」 に 違い を 
いえ 高 す ぎる 場所 な ど 、 人 物 の 目線 の 高 さ と そい うに は 出せ ます 。 

無理 が ある 場合 も ある の で 、「 撮 影 し て いる カメ ラ の 高 アイ レベ ル は 、 一 枚 絵 の よう な イラ スト で も 全体 の 印象 を 
さ 」 と 考え られ る こと が 多い で す 。 本 書 で も カメ ラ で の 決め る も の な の で 、 し っ か り と 意識 する よう に し まし ょ う 。 
撮影 を 例 に 解説 し て いま す 。 


構 
LEI MENO | 高い 位置 の カメ ラ は 
[不思議 さ 」] で も 、 [迫力 」 で も な く 、 ま フカ ン に な り 、 客観 性 や 
スト レー ト に キャ ラク ター と 情景 不思議 さ ・ % 明 に 


向い て いる 。 


バラ ンス よく 見 せ た か っ た の で 、 
普通 の 位置 の アイ レベ ル を 意識 し て 
描き まし た 。 


アイ レベ ル は 
「 カ メラ の 高 さ 」。 


キャ ラク ター の 目線 と 同 
じ く らい の 位置 ( 顔 か ら 
胸元 あたり ) の アイ レベ 
ル を 意識 し て 描 
ンス が よく 
せる 。 た だ し 、 あり きた り 
な 構図 に な りや すい 


低い 位置 の カメ ラ は 
アオ リ に な り 、 師 力 や 
あたたか み の あ る 表現 
に 向い て いる 。 


一 度 設定 し た アイ レベ ル を 
変え る 場合 は 「 描 き 直し 」 に な る 。 
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アイ レベ ル と は 、 一 般 的 に は 「 見 て いる 人 の 目線 の 高 さ 」 の こと を 言い ます 。 で す 
が 、 人 間 が 見 に 行け な い 高 さや アン グル な ど を 描く こと も ある た め 、 アイ レベ ル を 
「 撮 影 し て いる カメ ラ の 高 さ 」 の 意味 で 使っ て いる こと も 多い で す 。 本 書 で も その 考 
え に 則 っ て 、 ア イレ ベル は 「 カ メラ の 高 さ 」、 モ チー フ に 画面 が 近寄る こと を 「 カ メ 
ラ が 寄る 」 な どの 表現 で 呼び ます 。 


本 項目 で は 、 ア イレ ベル の 高低 に よる 構図 の 変化 を 説明 し ます 。 
まず 右 の 図 の よう に 、 同じ モチ ー フ を 、 カメ ラ が 「 高 い ⑪」「 キ ャ ラク ター の 目線 と 同じ くら い の 位 置 @」「 低 い 
⑨」 で 撮影 し た と 想定 し ます 。 


0 カメ ラ が 高い 位置 か ら 撮 影 o 
フカ ン (p.12) の 構図 に な り ま す 。 見 下ろ し た 画面 に な り 、 地面 が 多く 入っ て い 
ます 。 多 く の 情 報 を 無理 な く 入 れ や すい の で 、 状況 説明 に 向い て いま す 。 

この 構図 は 、 高い 位置 に カメ ラ を 置い た り 、 鳥 の 目 を カメ ラ と 考え て 描く な ど 、 人 
間 の 身長 な どの 限界 を 超え る よう な 要素 が な いと 撮影 が で き な い 位置 な の で 、 不 
思 議 さや 客観 性 を 与え や すく な り ま す 。 

な お 、 S 字 構図 (アル ファ ベッ ト 構 図 (p.66) ) で 地面 の 道 の 奥行 き を 表現 し た い 
場合 な ど に は 、 高 す ぎる フカ ン は あま り 向 きま せん 。 


@ カメ ラ が キャ ラク ター の 目線 と 同じ くら い の 位 置か ら 撮 影 
こち ら は カメ ラ (見 て いる 人 ) が 、 キ ャ ラク ター の 目 株 と 同じ くら い の 高 さ の 構図 
に な り ま す 。 自 分 や 相手 (モチ ー フ ) の 身長 に も より ます が 、 カメ ラ の 位置 を 相手 
の 頭 か ら 胸 あたり の 範囲 で 考え る と 分 か りや すい で す 。 

特殊 な 状況 の 撮影 で は な く 、 キャ ラク ター と 同じ くら い の 身 長 で 見 て いる 光景 で 
す の で 、 画面 の バラ ンス が よく 、 と て も 親近 感 を 与え る 構図 に な り ま す 。 作品 を 
見 る 人 に 余計 な 感情 を 抱か せ た く な い ・ キ ャ ラク ター を 素直 に 見 せ た い な ど 、 ス 
トレ ー ト に 表現 を し た い 場 合 に 向い て いま す 。 S 字 構図 な ど で 地面 の 奥行 き を 表 
現し た い 場 合 な ど に も 向い て いま す 。 

た だ し 、 ス トレ ー ト で ある 分 、 あ りき た りな 構図 で す 。 作品 を 見 る 人 に 特殊 な 感情 
を 抱か せ た い 場合 な ど に は 、 こ の アイ レベ ル の 力 だ け で は 表現 不足 に な る こと も 
あり ます 。 


© カメ ラ が 低い 位置 か ら 撮影 

こと ちら は アオ リ (p.8) の 構図 に な り ま す 。 見 上 げた 画面 に な り 、 空 が 多く 入っ て 
いま す 。 地面 が 入る 量 が 減る の で 、 モチ ー フ が 軸 に 浮い て いる ・ 高 い 位置 に いる 
な どの 場合 を 除い て 、 情報 を や や 入れ に くい 構図 で す 。 

この 位置 の カメ ラ は 、 し ゃ が ん だ り 、 倒 れ 伏し た り し て いる 状況 で 撮影 され た 印 
象 を 与え る の で 、 相 手 が 自分 より 優位 に 立っ て いる な ど 、 人 迫力 を 与え る こと に 向 
いて いま す 。 ま た 、 状況 に と よっ て は 、 撮影 者 が 子ども と いう 印象 を 与え 、 相手 に 
守ら れ て いる な どの 温か い 印象 を 与え る こと も で きる 構図 で す 。 
撮影 の 位置 が 低い 分 、 地面 が 圧縮 され て 見 える の で 、 道 の S 字 構図 の 奥行 き 表現 
な ど に は 向き ませ ん 。 


な お 、 イラスト の 場合 、 大 原則 と し て 一 度 設定 し た アイ レベ ル を 途中 で 変え る こと は で きま せん 。 途中 で アイ レ 
ベル を 変え た く な っ た ら 、 まる ご と 描き 直し な の で 、 最初 の アイ レベ ル の 設定 に は 気 を つけ て くだ さい 。 


> で ユ ヽ N / 図 菊 


斜め 構図 は 、 視線 (カメ ラ ) を 斜め に 設定 し て 描く 構図 。 同じ 斜め を 】 た 構図 に 、 対角線 構図 (p.42) が あり 
で す 。 「 動 き 」 「 不 安定 感 」「 驚 き 」 な ど を 表現 で きま す 。 ます 。 

恋愛 ゲー ム の シー ング ラフ ィ ッ ク ( ス チル 絵 ) や ライ トノ 

ベル の 挿絵 な ど に よく 使わ れ て いま す 。 


構 
EETE 
要素 の 多く が 斜め に な る 美女 を 反り た 一 覆 絵 で す 。 
の で 、 方 向 性 が 生ま れる 2 SE コ 。 平行 に 描い て も あり きた 
ーー - 1 斜め 構図 に し て 何 気 
イン バク ト を 加え まし た 


方 向 に 傾け る か 、 
左 方 向 に 傾け る か で 
印象 が 大 きく 変わ る 


水平 線 は 斜め に 
な る 。 


ー 度 並行 で 描い て か ら 斜 め に 
し て も 、 は じ め か ら 斜 めで 
描い て も どちら で も よい 。 問 角度 は 何 度 も 調整 し 、 


最適 な Eh 象 に する 。 
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(⑱ 構図 の 基本 


カメ ラ (視線 ) を 斜め に 設定 し て 描く 構図 で す 。 画面 内 の 水平 線 も 斜め に な り 
ます 。 

水平 線 が 斜め に な る こと で 、 画面 に 方 向 性 が 生ま れ 「 動 き 」 が 表現 で きま す 。 
同時 に 「 不 安定 感 」 も 生ま れ ま す 。 視界 が 斜め に な っ て いる 光景 は 、 日 常 生 活 
で は 首 を か し げ る な ど し な いと 見 えな い 光 景 で す の で 、 斜め 構図 は 違和感 や 
非 日 常 感 を 与え られ ます 。 そ れ が 作品 の イン パク ト と し て 働き ます 。 

対角線 構図 も 同様 に 画面 内 に 斜め を 使う 構図 で す が 、 斜め 構図 は 水平 線 自体 
が 斜め に な っ て いる の で 、 画面 内 の ほとん どの 要素 が 傾き ます 。 


斜め 構図 を 描く 際 に は 、 二 つ の 方 法 が あり ます 。 『 水 平 線 を 平行 に し て イ 
ラス ト を 完成 させ 、 最後 に 変形 を か け て 傾け る 」 方 法 と 「 最 初 か ら 水平 線 
を 斜め に 設定 し て か ら 描 く 」 方 法 で す 。 

前 者 は いつ も の 描き 方 が 使え る の で 難易 度 が 低く 、 簡単 で す 。 た だ し 、 最 
後に イラ スト を 傾け る の で 、 描き 手 に も 仕上 が り が 読め ず 、 良く も 悪く も 
思い が け な い イラ スト に 仕上 が る こと が あり ます 。 

後者 は 、 最初 か ら 最後 まで 思い 通り の 仕上 が り に する こと が で きま す 。 反 
面 、 水平 線 が 斜め に な る の で 、 パ ー ス 自体 、 斜め に 設定 する 必要 が あり 、 
非常 に 難易 度 が 上 が り ま す 。 

プロ は 、 クラ イア ント に ラフ を 見 せ 、 承諾 を 得 て から 完 成 へ 進め ます が 、 
最後 に な っ て 急 に 斜め 構図 に する な ど 、 ラ フ と 明らか に 違う 作品 を 渡す 
わけ に は いき ませ ん 。 で す の で 、 最初 か ら 斜め 構図 を 想定 し て 描く 必要 が 
あり 、 後 者 を 選択 する こと が ほとん ど で す 。 


の 図 は 、 斜め 構図 に な っ て いま す が 、 
傾け 方 が 今ひとつ で 、 斜め 構図 が 目指 
す 荻 き や イ ン バ ク ト に 欠け ます 。 構 較 
が いま いち 決ま ら な い 場 合 、 デ ジタル 
な ら で は の 方 法 と し て 、 何 度 も 変形 を 
か け て 、 効果 的 な 角度 を 見 つけ る こと 
が 大 切 で す 。 た だ し 、 何 度 も 変形 を か 
け て いれ ば 画像 は 劣化 し て いき ます 。 
劣化 を 避け る 方 法 と し て は 、 画像 が 劣 
化し な い ベク ター 形式 で 描く と と が 最 
も 有効 で す 。 も し く は 、 元 画像 の コピ 
ー を と っ て お き 、 コ ピー に 変形 を か け 
て 最適 角度 を 探し 、 最後 に 元 画像 
一 度 だ け そ の 最適 な 角度 に 変形 する な 角度 が 今ひとつ 決ま っ て お ら ず 、 平 凡 な 
どす れ ば 、 劣化 は 最低 限 で 済み ます 。 で 9。 


何 度 も 調整 し 、 最 適 な 角度 を 見 つけ まし 
た 。 後ろ の 血 が 主役 に 向かっ て 滑っ て い 
く よ う に 見 え 、 関係 づけ が で きま し た 。 
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図 菩 S 裳 / 図 普 


(⑧ 構図 の 活用 方 法 


斜め 構図 は 同じ イラ スト で も 、 傾け る 方 向 に よっ て 印象 が 変わ っ て きま す 。 左 に 傾け る か 、 右 に 傾け る か で は 、 同 
じ イ ラス ト で も 効果 が 違う の で す 。 

特に 画面 内 に 複数 の 人 物 が いる 場合 、 左右 どちら に 傾け る か に よっ て 印象 が 大 きく 変わ る こと が あり ます 。 

た だ 漠然 と 傾け て 驚き を 出す だ け で な く 、 傾け る 方 向 と その 意味 も 意識 し て みて くだ さい 。 


左 に 傾け まし た 。 画面 左側 へ の 動き や 方 向 性 が 生ま れ ま す 。 右 に 傾け まし た 。 画面 右側 へ の 動き や 方 向 性 が 生ま れ ま す 。 

男の子 の 頭 の 位置 が 高く な り 、 か つ 左 側 へ 向かう 流れ が で き て いる 女の子 の 頭 の 位置 が 高く な り 、 か つ 右側 へ 向かう 流れ が で き て いる 
の で 、 男の子 主体 の E 象 に な り ます 。 男の子 が 女の子 に 向かっ て 行 の で 、 女の子 主体 の 印象 に な かり ま す 。 上 の 作例 より も 、 女の子 が ま 
つて いる 印象 が 強く な り ま し た 。 ん ざら で は な い 印 象 が 強く な り ま し た 。 


いま いち な 角度 と は 


前 ペー ジ で 、 いま いち な 角度 の 対 め 構図 に つい て 説明 し まし た 。 
読者 の 中 に は 、 「 イ ラス ト を 斜め に する だ け な の に 、 な せ 試 行 錯誤 を する 必要 が ある 
の ? 考え 過ぎ じゃ な い の ?」 と 思う 人 も いる か も し れ ま せん が 、 斜め 構図 は 思っ た 以 
上 に 難し い の で す 。 

写真 の 世界 で は 水平 線 を 傾け て し まう こと に 対し て の 議論 が 何 度 も 行わ れ て いま す 。 
人 を 驚か せら れる 斜め 構図 で は あり ます が 、 言い 換え れ ば 人 に 違和感 を 与え て し まう 
構図 で も あり ます 。 

違和感 は 、 強 す ぎ て も 、 弱 すぎ て も 、 作品 を 台無し に し て し まう 難し い 要 素 で す 。 カ 
チ っ と は まる 、 ちょ うど よい 違和感 に な る よう に 、 上 手 に 料理 を し な いと いけ ませ ん 。 ーー ーーー ニー 
アナ ログ で し か 作画 が で き な い 時 代 は 、 数 多く の 斜め 構図 の 失敗 作 が 生ま れ て いま し mm 。 一 
た 。 し か し 現代 で は 、 デジ タル の 普及 に より 試行 錯誤 が 許さ れ 、 最適 な 答え を 探す こと | 
が で きま す 。 その 点 で 、 現代 の 絵描き は 恵まれ て いる と いえ ます 。 失敗 な 敵 め の 例 


斜め に する 理由 が な いよ うに 見 え 、 
作品 は 仕上 が り が 命 で す 。 より よい 仕上 が D に な る よう 、 色々 試し て み ま し ょ う ! 単に 違和感 を 与え て いる だ け 。 
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バト ル 


斜め 構図 は 、 い わ ゆ る 美 少 女 イラ スト 以外 に も 、 
バト ル シ ー ン の イラ スト に も 有効 で す 。 特に 、 魔 
法 や 銃 の 発射 シー ン な ど に 向い て いま す 。 

普通 に 描け ば 、 そ の イラ スト 自体 の 印象 だ け で 忠 


動 感 を 出さ な けれ ば いけ ませ ん が 、 斜め 構図 に す 
る こと で 、 た くさ ん の 斜め の 要素 が 画面 内 に 生ま = 

れ 、 それ が 視線 誘導 や 集中 線 の よう な 役割 を 果 ^ 
た し 、 イラ スト の 躍動 感 を 助け て くれ ます 。 ま た 、 幸 
非 日 常 的 で 特殊 な こと を し て いる と いう 驚き を 


与え る こと が で きる た め 、 斜め 構図 は バト ル 描 写 
に 最適 な の で す 。 

ポー ズ の アク ショ ン (p.154) や 、 必殺 技 (p.158)、 魔 
法 発動 (p.162) の 項目 で も 説明 し ます が 、 迫力 の ある バト ル シ ー ン の 描写 に は た くさ ん の 工夫 が 必要 で す 。 斜め 
構図 は バト ル シ ー ン に も 向い て いる こと を ぜひ 覚え て お いて くだ さい 。 


研究 所 の すべ て を 減 ぼ し た サイ 
キッ カー と いう イメ ー ジ で 措 い 
て いま す 。 水平 線 を 斜め に 、 手 前 
の ソフ ァ は さら に 逆 に 食 め に 描 
いて 、 藻 き の あ る 画面 を 意識 し 
まし た 。 


犬 が 主役 な の で 、 犬 の 方 向 に 視 
線 と 動き が 行く よう に 傾け まし 
た 。 一 見 温和 な 絵 で す が 、 これ を 
描い た と き は 学生 で 、 死後 の 世 
界 と いう 暗 際 を 込め て 違和感 を 
与え る よう に 、 斜め に し まし た 。 
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画面 が 安定 する 基本 構 


三角 形 構図 


三角 形 構図 は 、 基本 と な る 構図 の 一 つ で 「 安 「 ま 
と まり 」 な ど を 表現 で きま す 。 

キャ ラク ター デザ イン な ど で 人 物 だ け を 描く 場合 か ら 、 
背景 と 人 物 の 両方 を 描く イラ スト の 場合 まで どの よう な 
タイ プ で も 活用 で きる 万 能 な 構図 と いえ ます 。 


頂点 に 目立た せ た い 
も の ( 顔 な ど ) を 配置 。 


底辺 を 平行 に する と 
特に 安定 する 。 


有名 な 絵画 の 『 モ ナリ ザ 』 も 三角 形 構図 で 描か れ て お り 、 
古く か ら 使わ れ て いる 構図 で す 。 


[iam ueno | 

どっ し り し た 印象 の 絵 に 仕上 げた 
か っ た た め 、 安定 感 の ある 三角 形 
構図 を 選ん で 描き まし た 。 


目立た せ た い 場所 は 
三角 か ら は み 出 し て 
も OK。 


ー』 重心 は 画面 『 


の 下 に 。 


se IM 


26 


三角 形 構図 と は 


文字 通り 三角 の 形 を し た 構図 で す 。 三 角形 は 重心 が 下 に あり 、 上 部 の 要素 ah ら か し は 
が 少な い (軽い ) た め 「 安 定 感 」 を 表現 で きま す 。 ま た 、 三 角形 に 要素 を み 出 し た 方 が 生 
集め る た め 構 図 に 「 ま と まり 」 が 出 ます 。 NB 
三角 形 と いっ て も 必ず し も 三角 の 中 に 収まっ て いる 必要 は な く 、 一 部 分 が 三 
角 か ら は み 出し て も 構い ませ ん 。 綺麗 に 三角 の 中 に 収め よう と する と 、 構図 
が 硬く な っ て し まい ます の で 、 三角 の 形 を 意識 する 程度 で 構い ませ ん 。 
安定 感 を 出し た いと き に 有効 な 構図 で す の で 、 力強い キャ ラク ター を 描き た 
いと き や 、 何 か に 対し て 揺るが ず 構 えて いる ポー ズ な ど を 描く と き に 使う と 
効果 的 で す 。 


三角 形 構図 を 描く と き は 、 頂点 に 一 番目 立た せ た い 物 を 配置 し ます 。 
キャ ラク ター で あれ ば メイ ン に な る 「 顔 」 で す が 、 ほか に 目立た せ た い 物 が ある 場合 は 、 頂点 に 持っ て くる こと で 、 
視線 を 集中 させ る こと が で きま す 総 。 o 


多 人 数 に な っ た 場合 は 、 頂点 に 主 


ス を 配置 し て 目 
役 な どの メイ ン キ ャ ラク ター を 描 NM 立た せま す 。 
く こ と で 、 力 関係 を 表現 する こと 【 
も で きま す @。 
グル ー プ イラ スト や 集合 絵 な ど は 、 
配置 に 迷っ て まとまり を 出す こと 


が 難し いで す が 、「 頂 点 は 主役 」 と 
いう 基本 を 覚え て お くだ け で も 迷 
わ ず に 描く こと が で きま す 。 


人 へ の 図 は 三角 形 構図 を 使用 し て い 
ます が 、 底 辺 の 幅 が 狭く お と な し く 
な っ て し まっ て いま す 。 笑顔 の 表 
情 や 腕組み の 元気 な ポー ズ と 構図 
の 雰囲気 が か み 合っ て いま せん 。 

て の 場合 髪 や 服 を な び か せ て 、 両 
足 を 広げ 、 三角 形 の 底辺 を 広く し 
ます 。 そ うす る こと で シル エッ ト 
が ダイ ナミ ッ ク な 三角 形 に な り 、 
キャ ラク ター の 表情 と ポー ズ が マ 
ッ チ し て 魅力 が 引き 立ち まし た 。 


髪 と 服 を な び か せ 、 全体 の シル エッ ト を 大 
ー ズ と 構図 が か み 合っ て いま せん 。 きく し 、 元気 な 印象 を 追加 し まし た 。 


頂点 に 主役 や ボ 
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ESE:SNiu 上 ll 


三角 形 構図 だ か ら と いっ て 、 必 ず 強 い 安 定 感 が 得 ら れる わけ で は あり ま 


崖 の 上 な ど 不 安 
せん 。 三 角形 の 底辺 を 短く し 、 頂点 を 高く 設定 し た 場合 、 底辺 が 長い 三角 定 な 場所 に 立っ 
形 構図 より も 、 多少 安 定 感 は 少な く な り ます 。 人 
構図 に 使用 する 三角 形 は 正三 角形 や 二 等 辺 三角 形 な どど ん な 形 で も 構い の 
ませ ん 。 底辺 が 平行 に な っ て いる と より 安定 し た 印象 に な り ま す が 、 必ず 人 。 

し も 底辺 が 平行 で ある 必要 も な い の で 、 自由 な 発想 で 構図 を 考え て みて / | 
くだ さい 。 | 
NG 
正三 角形 は 三 辺 が 等 し 正三 角形 で も 少し 傾け 頂点 の 位置 を 変え た り 、 傾け すぎ て 逆 に な っ て し ま 
く 最も 安定 し た 構図 に な る こと で 印象 が 変わ り ま 傾け て みた り … さ ま ざ ま うと 別 の 構図 に な る の で 注 
り ま す 。 す 。 な 形 で 応用 が で きま す 。 意 が 必要 で す 。 
人 構図 の 活用 方 法 


三角 形 構図 は 、 比較 的 簡単 に イラ スト に 適用 で きま す が 、 ま と まり すぎ て し まう 構図 で も ある の で 、 おとなしい 


イラ スト に 仕上 が っ て し まう こと が あり ます 。 そ ん な と き は 、 三 衣 形 の 形 に 変化 を 与え 、 構図 に 動き を 出し ます 。 
三 辺 の 長 さ を 変え て 不 等 辺 三角 形 に し た り 、 三角 形 を 州 め に し て みる な ど 、 変化 を つけ る こと で 動き を 表現 する 
こと が で きま す 。 


不 等 辺 三角 形 に し て リズ ム を 出し た 例 で 
す 。 三角 形 構図 は 安定 し すぎ た 印象 を 与え 
る 場合 も ちる の で 、 アオ リ (p.8) や オー バ 
斜め を 意識 し た 、 か な り 鋭 角 な 三角 形 構図 で す 。 先端 を 鋭角 に する こと で 動き を 出す こと ー ラ ッ プ 構図 (p.78) を 使っ て 奥行 感 を 出 
が で きま す 。 頂点 に 定 を 配置 する こと で 、 六 り の 威力 が 強い こと を 表現 し て いま す 。 し て 変化 を つけ て みる の も よい で し ょ う 。 


L 
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二 人 を 配置 し た 三角 形 構図 で す 。 爆発 に 耐え ら 
れる 雰囲気 を 出す た め に 、 安定 感 が 出る 三角 形 
構図 を 使用 し て いま す 。 


本 式 会 キア ドレ ナラ イズ 『 こ こま RONE-ONE!(2) ] 小川 一 


と に か く ヒ ー ロ ー ら し く 動 き を 出し つつ 、 か つ 強 いい (安定 し て いる ) 感じ を 出す た め 
に 、 か な り 鋭角 で は あり ます が 、 三 角形 構図 を 選び まし た 。 


で 具 科 ミヤ ジ マッ クス 抽 人 員 会 


四角 形 構図 っ て ある の ? 


構図 の 基本 と し て 、 まず 三角 形 構図 に つい て 解説 し て きま し た 。 
読者 さん の 中 に は 、「 三 角形 構図 が らち る の な ら 四 角形 構図 と いう も の も あ 
る の で は ?」 と いう 疑問 を 抱い た 人 も いる か も し れ ま せん 。 も し そう 聞か 
れれ ば 、 「 あ り ま す 」 と お 答え し ます 。 

三角 形 構図 よわ り 、 さら に 安定 し た 構図 に な り ま すね 。 
極端 に 言っ て し まえ ば 、 皆さん が 知っ て いる 図形 で お あれ ば それ は 構図 に で 
きま す 。 「 皆 さん が 知っ て いる 」 と いう こと が 重要 で す 。 つま り 人 間 が 洪 在 
的 に 知っ て いる ・ 刷 り 込ま れ て いる 形 に 当て は め れ ば 、 その 絵 は 漠然 と 描 
か れ た も の より 、 何かしら の 意味 (構図 ) を 持 つの で す 。 アル ファ ベッ ト の 
形 だ っ て 構図 に な り ます 。 「 1 型 構図 」「V 型 構図 」 な ども 十分 成立 し ます 。 
構図 で 描く と いう こと に 慣れ て きた ら 、 自分 で 構図 を 探し て みる の も 面白 
いで すね ! 
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図譜 束 池 川 


不安 定 感 を 与え る 基本 構 V 


逆 三角 形 構図 


逆 三角 形 構図 も 形 構図 (p.26) と 同じ く 基本 の と が 大 切 で す 。 
構図 の 一 つ で す 。 「 不 安定 」「 不 安 感 ・ 緊 張 感 」「 動 き 」 キリ スト の 確 を 描い た 絵画 で も 、 不安 感 を 出す た め に 


な ど を 表現 で きま す 。 逆 三角 形 構図 が 使わ れ て いま す 。 三角 形 構図 と 同様 に 、 
人 物 だ け を 描く 場合 で も 使わ れ ま す が 、 や や 奇抜 な 印 こと ちら も 古く か ら 使 われ て いる 構図 で す 。 
象 を 与え る 構図 な の で 、 し っ か り と 意図 を 考え て 使う こ 


構図 の ポイ ント 


逆 三 角形 の 印象 が 月 れ な い LR MENO | 
程度 に 逆 三 角形 か ら は み 出 し ホラ ー の 印象 を 出す た め 、 
て も OK。 3 


不 妥 感 の ある 
三 を 選ん で 
描き まし た 
\ 

重心 は 画面 の 

上 に 
上 辺 を 平行 
する と 、 不 安定 4 \ 
の 中 で も ある 
程度 の 安定 感 が 
得 ら れる 

くず 
三 辺 の 長 さ を そろ え Bf 
な く て も OK。 リ ん / 
上 
A 
= 
鋭角 を 下 に する こと で 
I V/ 画面 の アン バラ ンス さ 
が 出る 。 
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文字 通り 、 逆 三角 形 の 形 を し た 構図 で す 。 逆 三 角形 は 重心 が 上 に あり 、 コマ 
や ヤジ ロ ベ エ な どの よう に 、 上 部 の 要素 が 多く (重い )、 下 の 要素 が 小さ い ( 軽 
い ) た め 「 不 安定 感 」 を 表現 で きま す 。 不安 定 感 を 出し つつ も 、 三角 形 に 要素 
を 集め る た め 画 面 が ば ぱら ば ら に な りす ぎ ず 、「 ま と まり 」 も 出 ま す 。 

三角 形 構図 と 同じ く 、 逆 三 角形 か ら ある 程度 は み 出 し て 描い て も 構い ませ ん 。 
不安 定 感 を 出し た いと き に 有効 な 構図 な の で 、 例え ば 高 所 を 綱渡り の よう に 
歩い て いる キャ ラク ター を 描い た り 、 落下 し て いる キャ ラク ター を 描く と き に 
使う と 効果 的 で す 。 


三角 形 構図 と 同じ く 、 逆 三角 形 構図 も 動き が 出 や すい 構図 で す 。 な ぜ な ら 、 
三角 形 の 場合 、 必ず 鋭角 が 生ま れる た め 、 三 角形 の 先端 が 「 矢 印 」 の 役割 を 果 
た すか ら で す 。 

先ほど 落下 し て いる キャ ラク ター を 描く 際 に 使う と 効果 的 と 書き まし た が 、 
先端 が 下 を 向い て いる 逆 三 角形 構図 は 、 視線 が 下 へ と 誘導 され る の で 、 自然 
と 落下 し て いる 感じ が 表現 され ます 。 

三角 形 の 構図 は 、 視線 の 誘導 や 矢印 の 役割 も 果たす こと を 覚え て お いて くだ 
さい 。 


人 の 図 は 、 逆 三 角形 を 意識 し よう と し て いま す が 、 足 を 開い て いる こと で 四角 形 の 要素 で ある 安定 感 が 加わ っ て 
いる た め 、 逆 三角 形 構図 の 狙い で ある 「 不 安定 感 」 を 出し 切れ て いま せん 。 も う 少 し イン パク ト が ある と より よく 


な り ま す 。 ドー = 


この 場合 は 、 両足 の 間隔 を 狭め る 
も し く は 上 辺 を 大 きく 広げ る こと 
に よっ て 、 よ り 逆 三角 形 を 強調 す 
る こと で 、 イ ラス ト の 説得 力 や 魅 
力 を 上 げ る こと が で きま す 。 あえ 
て 逆 三 角形 構図 で 不安 定 感 を 出す 
こと に より 、 持 っ て いる 物 の 重 さ 
の 印象 が 増し 、 重い 物 を 担 び る カ 
強い キャ ラク ター と いう 説得 力 が 
出せ て いま す 。 結果 的 に キャ ラク 
ター の イン パク ト が 強く な り ま し 
た 。 


少し 足 を 開い て いる た め 、 シル エッ ト が 、 上 辺 の 重心 を 増し 、 下 半身 部 分 は 鋭角 を 意 
四角 形 ぎ み に な っ て いま す 。 あえ て 不安 定 。 識 し まし た 。 

感 を 出し た い の で 、 四角 形 の 安定 感 は 不要 

で す 。 


図 菩 束 形 員 尾 / 図 勤 
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逆 三 角形 構図 で も 、 三 辺 の 長 さ を 変え て 不 等 辺 三角 形 に し た り 逆 三角 形 を 斜め に し て みる な ど 、 変化 を つけ て み 
まし ょ う 。 

最初 に キリ スト の 春 を 例 と し て 出し まし た が 。 逆 三 角形 構図 は 、 つい 鋭角 を 真下 に し て し まう こと が 多い の で 、 
変化 を つけ た い 場 合 は 、 意識 し て 鋭角 も 傾け て み ま し ょ う 。 


逆 三 角形 構図 に 限り ませ ん が 、 構図 の 形 を 作る こと に と ら わ れ て 、 つい 平面 的 
に 描い て し まう こと も 多く あり ます 。 この よう に 、 奥行 き を 意識 し て 構図 作り 
する こと も 、 一 歩 進ん だ 作品 制作 の た め に は 有効 で す 。 


アイ ドル 風 の 動き を 出し て み ま し た 。 

鋭角 を 斜め に する こと に よっ て 、 より ぐら つい て いる よ 
うな 不安 定 感 を 与え る こと が で き 、 さら に 動き を 強調 
する こと が で きま し た 。 


性 別に 合っ た 構図 を 選ぶ 


男性 キャ ラ (特に 筋肉 キャ ラ ) を 描く の が 苦手 な 人 も 多い で す よ ね 。 

そう いっ た 人 に は 、 逆 三角 形 構図 を 使っ て みる こと を お 勧め し ます 。 

な ぜ な ら 、 筋肉 質 な 男性 は 上 半身 が 膨 か 、 逆 三角 形 の 体系 を し て いる か ら で す 。 
筋肉 質 で な く て も 、 男性 は 基本 的 に 逆 三角 を 意識 し て 描く と 、 緊張 感 が 生ま れ 、 
仕上 が り が よく な り ま す 。 

逆 に 、 女性 は 先述 の 三角 形 構図 を 意識 し て 描く と 、 仕上 が の が よく な り ま す 。 女性 
は 男性 に 比べ て 骨盤 や 太もも が 大 きく 、 下半身 が 大 きく な る こと が 多い か ら で す 。 
また スカ ー ト を 履く こと に よっ て 、 さら に シル エッ ト が 三角 形 に 近づい て いき ま 
す 。 トイ レ の ピクトグラム マー ク で も 、 国際 的 に 男性 は 逆 三 角 、 女性 は 三角 で 表現 
され て いま す よ ね ! 


少し 高度 に な り ま す が 、 余白 や 空間 を 使っ て 逆 三 角形 構図 
を 構成 する こと も 効果 的 で す 。 

右 の 図 は 、 建物 の 頭 に 、 ぽっかり と 開い た 空 を 利用 し て 逆 
三角 形 を 構成 し て いま す 。 ま た 鋭角 に 主役 の キャ ラク ター 
を 配置 する こと に よっ て 、 自 然 と キャ ラク ター に 視線 を 集 
中 させ る こと が で き て いま す 。 

余白 構図 (p.54) で も 説明 し ます が 、 キ ャ ラク ター や 建物 
な ど 上 只 体 的 な オブ ジェ クト を 用 いな いと 構図 が 作れ な いわ 
け で は あり ませ ん 。 

余白 も 大 事 な 構図 の 構成 要素 で す 。 

より よい 絵 を 描く た め に 、 型 に は まり すぎ ず 、 絵 の 中 の さ 
ま ざ ま な 要素 を 利用 し て 構図 を 作り まし ょ う 。 


ライ トノ ベル 『 こ こ ほ れ ONE-ONE! (1) 」 の 表紙 で 手掛け た 作品 で 
す 。 二 人 を 配置 し て 形作っ た 逆 三角 形 構図 で す 。 逆 三 角形 構図 は 
の よう に 上 が 周 ら お の で 、 フカ ン (p.12) の 作画 に も 向い て いま す 。 


で 人 式 会 アド レナ ライ ズ 「 こ これ ONE_ONEI(1) 」 小川 一 K 


オン ライ ン ゲ ー ム 『 シ ル バ ー レ イン 」 で 手掛け た イラ スト で す 。 勢 
い を 強調 する た め に 、 逆 三角 形 構図 を 使用 し て いま す 。 重い 物 ( こ 
こ で は 木 和 ) を 下 に 置く こと で 、 逆 三角 形 構図 で も 安定 感 が 出 て き 


ます 。 で 会社 トミ ー ヴ ウォ ー カ ー ド シル パー レイ ン 』 
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図 菩 束 形 lt / 図 勤 
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主役 を 目立た せる 構 


日 の 丸 構図 


日 の 丸 構図 は 、 基本 と な る 構図 の 一 つ で 「 主 役 を 目 立 
た せる 」 こと が で きま す 。 さ ら に は 「 安 定 感 」 も 表現 可 
能 で す 。 

と に か く 主 役 を 目立た せ た い と き に 有効 な 構図 で す 。 


育 景 は 、 主 役 を 


日 の 丸 と 言っ て も 、 
モチ ー フ 自体 を 、 
必ず し も 丸 形 に する 
必要 は な い 。 


ご ま か し が 効か な い の で 、 
主役 の モチ ー フ は 、 

で きる だ け 魅 力 が 出る 
よう に デザ イン する 。 


⑤ 


初心 者 ・ 上 級 者 関係 な く 使 える 、 シン プル な 構図 な の で 
さま ざま な 媒体 で 見 られ ます 。 人 物 や モチ ー フ を 、 真 ん 
中 に 配置 する こと で 主役 を 明確 に 魅せ る こと が で きま 
す 。 


華 の ある モチ ー フ を し っ か り 
見 せ た か っ た た め 、 
日 の 丸 構図 を 選び まし た 。 


祭 白 が 大 きく な る 
の で 、 基本 的 に 動 


き の あ る 絵 は 表 
現し づら い 。 


主役 が 真ん中 に 来 て 
いれ ば 、 日 の 丸 か ら 
モチ ー フ の 一 部 が 
出 て いて も 構わ な い 。 


、 日 の 丈 構 図 の 基本 。 


日 本 の 国旗 「 日 の 丸 」 の よう に 、 中 心 に 主役 を 置く 構図 で す 。 

どう し て も 目 が 行く 「 中 心 」 に 「 主 役 」 を 置く の で 、 全 構図 の 中 で も 最も 安 
定 感 を 出す こと が で き 、 ま た 主役 を 強調 する こと が で きま す 。 

日 の 丸 と 言っ て も 、 主役 は 必ず し も 丸 の 形 を し て いな く て も 構い ませ ん 。 
重要 な こと は 「 中 心 に 主役 を 置く 」 と いう こと で す 。 

まだ 背景 が 描け りな い 人 や 、 背景 を 思い 浮か べ る こと が 難し い 人 も 無意識 
に 使っ て いる 構図 で す 。 円 構図 (pb.38) に も 通ずる 部 分 が あり ます 。 


中 心 に 配置 する 主役 の 一 部 が 、 画面 外 に 繋が っ て いて も 構い ませ ん 。 例 
えば 、 右 の 図 の よう に 人 鐘 を 主役 に 据え た い イ ラス ト の 場合 、 そ の 下 に 塔 が 
伸び て いて も 問題 は な い の で す 。 

また 、 国 旗 の 日 の 丸 の デ ザイ ン の よう に 、 必ず し も 主役 の モチ ー フ が ぽ つ 
ん と 独立 し て 配置 され て いる 必要 も あり ませ ん 。 

日 の 丸 構 図 は 、 結果 的 に 「 主 役 が 中 心 に ある 」 と いう 原則 を 守っ て いれ ば 
よい の で す 。 


人 へ の 図 は 、 き ちん と 日 の 丸 構図 に な っ て いま す が 、 シンプル な 日 の 丸 構 
み し さ を 感じ させ ます 。 も う 少 し イン パク ト が 欲し いと ころ で す 。 

この 場合 は 、 キ ャ ラク ター 
の デザ イン に こだわ る な 
ど し て 魅力 を 増し た り 、 キ 
ヤラ クタ ー が 画面 に 占め る 
面積 を 大 きく する な ど し て 
みる と 、 よ り よ く な り ま す 。 
日 の 丸 構 図 は 単純 な 構図 
で ある が ゆえ 、 画面 が 単調 
に な ら な いよ うに 、 と に か 
く 魅 力 的 で 目立つ 主役 を 
配置 し て あげ る よう に し 
まし ょ う 。 


シン プル な キャ ラク ター な の で 、 さ 


情報 は スト レー ト に 伝わっ て きま す が 、 すべ て キャ ラク ター の デザ イン 自体 を 考え 直し 、 女 の 

が シン ブル に まとまり すぎ て いま す 。 余白 が 多 子 か ら 天 使 に 変更 し まし た 。 日 の 丸 構図 で も 映 

い の で 、 さみし さも 感じ ます 。 える よう に 、 キャ ラク ター の 占め る 面積 を 大 き 
くし 、 イ ン バ パクト を 強く し て いま す 。 
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図 基 当 9 / 図 菊 


日 の 丸 構 図 に も 、 背景 は あっ て 構い ませ ん 。 

た だ 、 ま ず 主 役 あ りき の 構図 な の で 、 主役 が か すん で し まう よう な 目立つ 背景 は (特別 な 意図 が な い 限り ) 避け 
た 方 が 無難 で す 。 

か と いっ て 、 複雑 な 背景 を 描い て は いけ な いと いう わけ で は あり ませ ん 。 例え ば 、 た くさ ん の 岩 の 中 に ぽつんと 


花 が ある イラ スト の よう に 、 画面 の 中 で 浮い た 要素 や 色彩 な ど を 対比 させ る こと で 、 主役 が 目立つ よう 工夫 すれ 
ば よい の で す 。 


背景 を ほか すこ と に より 、 主役 に の み 焦 点 が 行く よう に し まし た 。 


と 
花 と 岩 と いう 違い すぎ る 要素 と 明る さ に よる 対比 で 主 


役 の 花 を 目立た せま し た 。 日 の 丸 構図 で ある と 同時 に 
フレ ー ム 構図 (p.58) に ちな り ます 。 


手抜き 構図 !? 


「 日 の 丸 構図 」 を [手抜き 構図 」 と いう 人 も いい ます 。 本 当 に そう で し ょ うか が ? 

確か に 、 「 背 景 を 描く の が 面倒 ] 「 描 け な い か ら 描 いて いな い 」 な ど と いう の で あれ ば 、 
手抜き と いえ ます 。 で す が 、 本 当 に 素晴らし い 日 の 丸 構図 は 、 引き 算 に 引き 算 を 重ね て 、 
必要 な も の だ け を 項 選 し て 残し た 結果 、 その 構図 に た どり 着い た 作品 で あわ る こと が 多 
い の で す 。 

国旗 の 日 の 丸 だ っ て そう で す 。 デザ イン や シン ボル マー ク の 究極 の 目的 は 「 誰 が 見 て 
も 正確 に 情報 が 伝わる ] と いう こと で す 。 老若 男女 ・ 国 籍 問わ ず 、 誰が 見 て も 同じ よう 
に 意図 が 伝わる よう に する に は 、 不要 な も の を 削り 、 情報 を シン プル に する こと が 最も 
有効 で す 。 

日 の 丸 は 、 丸 、 赤 、 余白 と いう 三 要素 以外 すべ て を そぎ 落と すこ と で どの 国 の 誰が 見 て も 、 太陽 を 表し て いる こと が 分 か る 
よう に な っ て いて 、 世界 中 で 高く 評価 され て いる デザ イン で す 。 

シン フル イズ ベス ト 。 だ か ら こ そ 、 日 の 丸 構図 は 興 が 深い 構図 で す 。 

写真 の 世界 で は 日 の 丸 構図 で 素晴らし い 作品 を 撮れ る こと が 、 一 流 の 写真 家 の 証 だ と も 言わ れ て いま す 。 イラ スト で も そ 
うか も し れ ま せん ね ! 


人) 構図 の 活用 方 法 


一 枚 の イラ スト に 複数 の 主役 が 存在 し て いる 場合 で も 、 日 の 丸 
構図 は 適用 で きま す 。 

た だ し 、 画面 内 に モチ ー フ を ば ら ば ぱら に 配置 し て は 日 の 丸 構 図 
と し て 成立 し ませ ん 。 複数 の モチ ー フ で 日 の 丸 構 図 を 効果 的 
に 使う た め に は 、 複数 の モチ ー フ を 一 つ に まとめ る よう に し ま 
し ょ う 。 

具体 的 に は 、 ほか の 構図 で 一 旦 モチ ー フ を まとめ て か ら 、 日 の 
丸 構図 と し て 配置 する 方 法 が 有効 で す 。 

右 の 図 で は 逆 三 角形 構図 で 複数 の モチ ー フ を 一 つ に し て 、 その 
うえ で 日 の 丸 構図 に し て いま す 。 

本 書 で も 何 度 か 述べ て いま す が 、 一 つの イラ スト に 一 つの 構図 
だ け を 適用 する の で は な く 、 時 と 場合 に 応じ て 、 複数 の 構図 を 
組み 合わ せま し ょ う 。 


オン ライ ン ゲ ー ム 「 無 限 の ファ ンタ ジア ] で 手掛け た 、 ハロ ウィ ン を 意識 し た 
スー バー デフ ォ ル メイ ラス ト で す 。 日 の 丸 構図 は 、 円 構図 や デフ ォ ル メ と 非常 
に 親和 性 が 高く 、 丸 を 意識 し て 描い た スー パー デフ ォ ル メイ ラス ト に は 最適 
で す 。 で 会 ドミー ウォー カー | 舞 盟 の ファ ンタ ジア 」 


宮島 の ご 当地 萌え バッ ケー ジ で 手掛け た 作品 で す 。 キャ 
ラク ター も の の バッ ケー ジ は 、 まず キャ ラク ター で お 客 さ 
ん を 引き 込む 必要 が ある の で 、 日 の 丸 構 図 が 最適 で す 。 ス 
ーー バ パー デフ ォ ル メ は し て いま せん が 、 フ カン (p.12) を 使 
い 、 丸 っ こい 印象 に 仕上 げ て いま す 。 


RIEUS (he う SM) 
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図 菩 9 / 図 普 


全体 に 円 を 意識 する 構 ( 〇 ) 


円 構図 


円 構図 は 、 円 の 形 を し て 描く 構図 で 「 安 定 感 」「 は 画面 全体 を 引き 立て る 効果 が あり ます 。 

和 」 「 優 し さ 」 結束 」 な ど を 表現 で きま す 。 安定 感 や 調和 を 表現 で きる の で 、 人 物 の 多い グル ー プ 
似 た 構図 に 、 日 の 丸 構図 (pb.34) が あり ます が 、 日 の ショ ッ ト (p.114) の よう な 集合 絵 に も 効果 的 で す 。 

丸 構図 が 主役 ひと つ を 引き 立て る の に 対し て 、 円 構図 


飾り 要素 な ども 円 を 
意識 し て 配置 する と 、 
より まとまる 。 


日 の 丸 構図 と は 違っ て 、 
円 は 画面 の 中 心 に 配置 
し な く て も よい 。 


主役 を 少し で も 目 立 
た せ た い 場合 、 主役 
の み 大 きく し た り 、 円 
か ら は み 出 させ た り 


する と よい 。 
場合 に よっ て は 、 円 は 
画面 を は み 出し て も よい 
画面 内 に 収まる の が TE 
半 円 や 四 分 円 ( 記 型 ) で も サッ カー チー ム の 絵 で す 。 チー ム 
効果 を 発揮 する 。 全体 の 物語 性 を 表現 し た か っ た の 


で 、 円 構図 を 選ん で 描き まし た 。 
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円 や 螺旋 を 意識 し て 、 それ に 沿っ て 描く 構図 で す 。 円 な の で 特定 の 角 が な 
く 、 ど の 角度 も 平等 に 扱わ れる た め 、 抜群 の 安定 感 」「 調 和 感 」「 や さ し 
さ 」 を 表現 で き 、 複数 の モチ ー フ を 平等 に 一 つ に 囲う と いう 意味 で 結束 」 
も 表現 する こと が で きま す 。 通常 、 特定 の 何かと いう より 、 イ ラス ト 全 体 
を 見 せ た い 場 合 に 有効 で す 。 

近い 構図 と し て 日 の 丸 構図 が あげ られ ます 。 日 の 丸 が 円 を モチ ー フ に し 
た 構図 で す の で 、 円 構図 と は 抜群 の 親和 性 が あり 、 よ く 同 時 に 使用 され ま 
す 。 特に 、 円 構図 は 画面 が 平等 に な る 分 、 主役 が 目立ち に くい 場合 が あり 
ます 。 そ の よう な 場合 は 、 日 の 丸 構 図 も 用 いて 中 心 に 主役 を 据え る こと 
で 、 主役 が は っ きり し た イラ スト に で きま す 。 


日 の 丸 構図 より 、 円 構図 は 柔軟 で す 。 も ちろ ん 、 画面 の 真ん中 を 狙っ て 円 
を 作る と より 安定 感 が 生ま れ ま す が 、 日 の 丸 と は 違い 、 必ず し も 円 の 配置 
を きっ ちり 画面 の 中 心 に する 必要 は あり ませ ん 。 変化 を つけ る の が な か な 
か 難し い 構 図 で す の で 、 時 と 場合 に よっ て 、 円 の 位置 を 上 下 左右 に 配置 し 
て みる の も 一 つの 手 で す 。 

また 、 円 の 形 も 正 円 で な く 、 少々 歪ん で いて も 構い ませ ん し 、 円 の 印象 を 
失わ な い 程 度 な ら 途 切れ て も 構い ませ ん 。 た だ し 、 歪 みす ぎ て 三角 形 に 
見 えて し まわ な いよ うに する な ど 、 円 の 印象 だ け は 失わ な いよ うに 注意 
し まし ょ う 。 


人 ム の 図 は 、 綺麗 な 円 構図 で す が 、 
キャ ラク ター が 円 に 則っ て 同じ 大 
き さ で 描か れ て いる た め 、 メ リハ 
リ の 少な い 画面 に な か っ て いま す 。 
こと の 場合 は 、 や は り 主 役 を 目立た 
せ て あげ まし ょ う 。 

主役 を 目立た せる 場合 、 先述 し た 
日 の 丸 構 図 を 当て は め る 方 法 以 
外 に も 、「 主 役 の み 配 置 を 変え る 」 
「 主 役 を 大 きく する 」 な どの 方 法 が 
あり ます 。 特 に 主役 の 配置 を 、 円 
の 流れ を 変え る 位置 に し た り 、 場 
合 に よっ て は 思い 切っ て 円 か ら 外 
し た りす る こと で 変化 を つけ る と 


効果 的 で す 。 置 や 装飾 で この キャ ラク ター が 主役 か な ? 
と いう の が 分 か り ま すか が 、 平坦 な 印象 で 
す 。 


主役 の 大 き さ や 配置 を 変え 、 円 の 流れ を 月 
すこ と に よっ て 存在 を 明確 に し まし た 。 イ 
ラス ト に メリ ハリ が 生ま れ 、 イン パク ト も 
強く な り ま し た 。 
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円 構図 は 、 動 き 」「 変 化 」「 方 向 性 」 の つけ に くい 構図 で す が 、 柔軟 な 構図 で も あり ます 。 必ず し も 円 が 画面 内 に 
収まっ て いる 必要 は な い の で す 。 円 を 思い 切っ て 大 きく し 、 画面 端 で 断ち 切る と 、 変化 が つき 、 大 き な 動 き や 方 
向 性 が 生ま れ ま す 。 


な びく 髪 で 円 を 構成 し まし た 。 マン ト な ど 、 服 を 使用 し て 円 を 形作る こと も で 
きま すし 、 な び か せる こと で 動き や 方 向 性 も 表現 で きま す 。 


人 魚 姫 が 王子 様 を 助け る シー ン を 四 分 円 を 意識 し て 指 
きま し た 。 左下 に 海中 描写 の た め の 空 間 を 作り つつ も 、 
上 部 は まとまり が よく な っ て いま す 。 


円 を 増やし すぎ る と …… に _@ 

\ 
円 構図 で は 、 基本 的 に は 一 つの 円 を 用 いま す が 、 曖 奈 羅 に 見 られ る よう に 、 一 つ 年 11 “ 人 
の 画面 に 複数 の 円 構図 が の っ て も 間違い で は あり ませ ん 。 た だ し 、 一 つの 画面 に 『 る ll 
あま り に 円 を 増やし すぎ る と 危険 な 面 も ちあ わり ます 。 
も と も と 円 は と て も 誘 目 性 の 高い デザ イン 要素 で す 。 画面 の 中 に 一 つ で も ある だ る 7 。。 


け で 、 つい 円 に 視線 が 集中 し て し まい ます 。 さら に 同じ 画面 に 複数 の 円 が ある と 、 


| 

に 
どの 円 に 目 を や っ た らい いか 、 分 か り に くく な っ て し まい ます 。 の 9 Sa | 
また 、 な ゼ 証 性 が 意 い か と いう と 、 円 や 丸 と いっ た も の は 、 目 を 連想 させ る か ら 
で す 。 円 が ー つ 揃う と 、 それ は 顕 章 に な り ます 。 目 に 対し て 人 間 が 反応 する の は 、 a ¢ 
野 央 を 稀 茂 し て いた 時 代 の 名 残り だ と 言わ れ て いま す 。 そう いっ た 理由 で 、 や さ 千 和 5 7 9 
し さ を 静 で きる も 、 た くさ ん 江 か れ て し まえ は 不気味 さ や を 表現 し 科 。 る yy 


て し まう こと が あり ます 。 日 『 
円 を 神 数 使う 坦 合 、 大 小 に 差 を つけ て メリ ハリ を 意 議 し た り 、 数 も 上 限 を 決め る な ど 、 工夫 を し て みて くだ さい ね 。 


円 構図 は 、「 や さ し さ 」 を 表現 する こと に 、 と て も 向い て いま す 。 
また 、 円 は 曲線 な の で 、 や わら か そう な 女性 を 描く 際 に は うっ 
て つけ の 構図 で す 。 こ の 場合 、 同 じ く 曲線 で ある S 字 ポー ズ 
(p.124) と 、 と て も 親和 性 が 高く < 有効 で す 。 女性 を 描く 場合 に 
は 、 積極 的 に 組み 合わ せる と よい で し ょ う 。 

右 の 図 は 『 不 思 議 の 国 の アリ ス 』 の アリ ス を 描い た 例 で す 。 主役 
の アリ ス を 円 を 意識 し た ポー ズ で 描き 、 同 時 に S 字 も 意識 し た 
ポー ズ に し て いま す 。 周囲 を アリ ス と 関係 の ある 要素 で 囲っ て 
画面 を 引き 締め て いま す 。 

これ まで 説明 し て きた 、 三角 形 構図 (p.26)、 逆 三角 形 構図 (p.30)、 
日 の 丸 構図 お よび 円 構図 は 、 基本 と な る 単純 な 図形 を 用 いた 構 
図 で す 。 こ れ ら の 図形 は 、 使い や すく 、 図形 と し て 形 が 完成 し 
て いる の で 、 一 つの 構図 で も 作品 を 完成 させ る こと が で きま す 。 
た だ 、 構図 は いく ら で も 応用 が 効く と と を 覚え て いて くだ さい 。 


© 


マン ト の 部 分 を 円 に し て いま す 。 な 
く て も よい 部 分 で す が 、 余白 を 埋め 
る た め 、 躍動 感 を 出す た め 、 また マ 
ント に よる 視線 誘導 で キャ ラク ター 
に 視線 が 戻っ て くる こと を 狙っ て い 


ます 。 で 人 AW ミ ヤグ マッ クス 


剣 と 髪 で 円 を 作っ て いま す 。 
分 も 全休 的 に 円 や 曲線 を イメ ー ジ し て 描い 


その ほか の 部 


ド 会 桂 トミ ー ウ ォ ー カ ー | 無 慌 の ファ ンタ ジア 』 
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動き が 出る 構 eo] 


対角線 構図 


対角線 構図 は 、 画面 を 横切る 斜線 を 使っ た 構図 で す 。 いま す 。 

「 動 き 」 「 奥 行き 」「 リ ズム 」 な ど を 表現 で きま す 。 さま ざま な 構図 と 親和 性 が 高い の で 、 ほ か の 構 
画面 内 に 横切る 対角線 を 意識 する だ け で プロ らし い 印 合わ せ も 可能 な 応用 の 幅 が 広い 構図 で す 。 
象 に な る の で 、 初心者 か ら 上 級 者 まで 幅広 く 使わ れ て 


机 MO 

ダイ ナミ ッ ク に 、 奥 行き 
を 感じ られ る 作品 に し た 
か っ た の で 、 対角線 構図 
を 選び まし た 。 


二分 割 構図 (p.46)、 


三 分 割 構図 (.50) より 
| 自由 度 は 高い 。 


バー ス を 意識 し て 、 
手前 を 広く 、 奥 を 狭く 
描く こと に より 、 
筐 行き が 表現 で きる 。 


必ず し も 「 線 ] に 
こだわ ら な く て も 
OK。 

ある 程度 の 流れ が 
あれ ば 要素 が 

分 断 さ れ て いて も 
対角線 構図 に な る 。 


ON ETIROINIT! 
要素 を 並べ 
対角線 に する こと 
が で きる 。 
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MS 構図 の 基本 
、 対角線 構図 基本 。 


画面 に 対角線 や 斜線 と な る 要素 を 横 切 ら せ る 構図 で す 。 二 分 割 構図 や 三 分 割 
構図 と は 違っ て 、 水 平 ・ 垂 直 に こだわ る 必要 が な い の で 自由 度 が 高く 、 斜め の 
線 な の で 動き や リズ ム が 生ま れ ま す 。 ま た バース と 組み 合わ せる こと て 奥行 
きも 表現 で きま す 。 

線 は 画面 上 で 途切れ て も 構い ませ ん 。 対角線 と いう 名 が つい て いま す が 、 必 
ず し も 線 が 画面 を 横断 し て いる 必要 は な く 、 あ る 程度 の 長 さ が あっ て 、 線 を 意 
識 さ せる よう な 要素 で あれ ば 対角線 構図 は 成立 し ます 。 

多く の 場合 、 線 と な る モチ ー フ を 画面 か ら 断 ち 切 る 必要 が あり ます の で 、 断ち 
切ら な い 日 の 丸 構 図 に 慣れ て いた り 、 イラ スト を は じ め て 間 が な い 人 は 、 使 用 
する の に 勇気 が 必要 か も し れ ま せん が 、 反面 、 要素 を 断ち 切る こと が で きる 
よう に な る と 、 作品 が 上 達し て 見 える よう に な り ま す 。 


対角線 は 一 つの 画面 に つと いう 決ま り は あり ませ ん 。 道路 な ど を 描く 場合 、 
道 自 体 の 線 以外 に も 、 ガー ドレ ー ル な どの 線 も 複数 発生 し ます 。 

また 、 例え ば X の よう に 線 を 交差 させ て も 構い ませ ん 。 こ れ は パー ス の 一 点 
透視 で も よく 使わ れる 手法 で す 。 特に この 場合 、 人 間 は 線 の 流れ に 沿っ て 視 
線 を 動か す 性 質 が あり ます の で 、 線 が 交差 する 部 分 に 注目 させ る こと が で き 
ます 。 そ の あたり に 主役 と な る モチ ー フ を 置く と 、 狙い の は っ きり し た メリ ハ 八 
リ の ある イラ スト に 仕上 げ る こと が で きま す 。 


人 の 図 は 、 綺麗 に 画面 を 横断 する 
対角線 構図 に な っ て いま す が 、 完 
全 な 対角線 を 作ろ うと する あま り 
に 主役 の 人 物 に 標識 の 柱 を 重ね て 
し まっ て いま す 。 こ れ は 写真 用 語 
で 「 串 刺し 」 と 呼ば れる よく な い 
構図 で 、 人 物 の 頭 か ら 生 えて いる 
よう に 見 えて 不気味 な 印象 に な っ 
て し まい ます 。 

先述 の 通り 、 対角線 は 画面 を 横断 
し て いな く て も 、 あ る 程度 の 長 さ 
が あれ ば 成立 し ます 。 こ の 場合 、 
人 物 だ け で も 十分 、 対角線 構図 に 
な る の で す 。 


対角線 を 意識 する あま り 、 人物 の 頭 か ら 柱 人物 の み の 構図 で も 、 あ る 程度 の 長 さ が あ 
が 生え て いる よう に 見 えま す 。 これ は 「 串 。 れ ば 対角線 構図 と な り ま す 。 
刺し 」 と 言わ れ 、 写真 で は 避け る 構図 で す 。 対角線 構図 は 柔軟 な 考え 方 が 大 事 で す 。 


因 凍 北 弄 着 が 図 薄 
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MS 構図 の 活用 方 法 


対角線 構図 の 「 線 」 は 、 具体 的 な 「 線 」 で な く て も 構い ませ ん 。 二 つ 以 上 の モチ ー フ を 、 並べ て 置く だ け で も 画面 
に 「 流 れ 」 が 生ま れ ま す 。 こ の 「 流 れ 」 が 「 線 」 の 役割 を 果たす の で す 。 

で は 、 手前 と 斜め 奥 に 料理 を 並べ た も の が 使わ れ て いま す が 、 これ は 複数 の 料理 で 画面 に 「 流 れ 」 を 作っ て 、 対 
角 線 構図 に し て いる の で す 。 並べ る 要素 同士 が 重なっ て いる 方 が 奥行 き は 感じ られ ます が 、 張 の よう に 画面 上 に 
点 在 する 要素 で も 、 そ こ に 流れ さえ 感じ られ れ ば 、 対角線 構図 に な り ま す 。 

も し 描い て みて 流れ が 生ま れ に くい と 感じ た ら 、 デ ジタル な ら で は の 技法 と し て 、 要素 を 前 後 左右 に 動か し て バ 
ラン ス を 取っ て み ま し ょ う 。 


この 二 つ の 料理 は 、 厳密 に いう と 「 線 ] で は 京 在 す る 名 電 で [流れ ね を 作り 「 線 ] に し て いま す 。 流れ の 最後 に 配置 し た 人 物 も 「 線 」 
あり ませ ん が 、 画面 を よぎる 「 流 れ ] が 「 線 」 の 一 部 に な っ て いま す 。 また 、 人 間 は 「 線 ] が あれ ば 視線 で 線 を た どる 習性 が あり ます の 
の 役割 を 果たし て いま す 。 これ も 対角線 構図 "で 、 線 が 人 物 へ の 視線 誘導 の 効果 も 果たし て いま す 。 

で す 。 


線 
ーー ュー ーーー | 
デザ イン の 世界 で の お 話 で す が 、 デザ イン の 中 で 使わ れる 「 線 」、 特に デザ イン の 領域 
を 区 切る 「 肝 線 ] を 使う 隙 に は 注意 が 必要 と され て いま す 。 な ぜ な ら 、 「 線 ] と いう も の ! 
は 誘 目 性 が 高く 、 デザ イン の 道具 と し て 使わ むれ て いる は ず の 「 線 ] が ほか の デザ イン 要 


素 より 目 を し いい て し まう こと が 、 し ば し ば ある か ら で す 。 この 場合 、 「 線 ] を 細く し た り 、 

a し た り 、 SEE 誘 目 性 を 落と し ます 。 男 画 画 旧 
対角線 構図 の 「 線 」 も 、 同じ で す 。 「 線 ] 自体 を 主役 に する 場合 に は よい の で す が 、 

画面 の エッ セン ス と し て 対角線 を 使い た い 場 合 、「 線 」 は 目 を 引き すぎ な いよ うに 注意 

し て くだ さい 。 「 線 ] が 目 を 引き すぎ る 場合 の 対処 法 も 、 デザ イン と 同じ で す 。 「 線 ] を 細 

くし た り 、 色 を 薄く し た り 、 破線 ( 点 在 の 流れ に よる 対角線 ) に し た り し て み ま し よう 。 

ほか の 構図 で も て の よう な 考え 方 は 大 事 で す 。 構図 が 強 す ぎ て 、 意 図 し な い 画面 に な っ 

た りす る 場合 な ど は 、 より よい イラ スト に する た め に 引き 算 を 試し て み ま し よう 。 


対角線 構図 は 積極 的 に ほか の 構図 と 組み 合わ せ て み ま し ょ う 。 
自由 度 が 高く 、 柔軟 な 構図 な の で 、 ほ か の 構図 と 組み 合わ せ て も 邪魔 
に な り に くい の で す 。 最初 か ら 別 の 構図 に 組み 込ん で 考え て も よい で 
すし 、 画面 に 「 動 き 」「 奥 行き 」「 リ ズム 」 が 足り な いと 感じ た 場合 に 
エッ セン ス と し て 気軽 に 加え て も 構い ませ ん 。 

斜め 構図 (pb.22) な ど に は 、 自然 と 組み 合わ せる こと が で きま す 。 ま 
た 、 日 の 丸 構 図 (p.34) や 円 構図 (p.38) な ど 、 動き や 奥行 き の 表現 が 
あま り 得 意 で は な い 構 図 に 使う と 、 画面 が 華やか に な り ま す 。 
二分 割 構図 、 三 分 割 構図 と 組み 合わ せる 場合 は 垂直 ・ 水 平 の 線 が 主 
役 な の で 、 若 干 の 注意 が 必要 で す が 、 こ れ ら の 構図 は 縛り が 多い の 
で 、 単調 な 仕上 が り を 避け る 意味 合い で も 、 対角線 構図 を 組み 合わ せ 
る こと は 有効 で す 。 

ほか の 構図 と 組み 合わ せる 際 に 、 も し 対角線 を あま り 目 立た せ た く な 
い 場 合 に は 、 し っ か り と し た 「 線 」 で は な く 点 在 する 流れ 」 を 使う よ 
うに し て 、 線 の 意識 を 希薄 に する な ど 、 パラ ンス を 見 て 調整 し て みて 
くだ さい 。 


ダイ ナミ ッ ク な 動き で は あり ませ ん が 、 無数 に 線 を 用 
意 す る こと で 動き を 出し て いま す 。 また 、 集中 線 を イ 
メー ジ し て いる の で 、 視線 が 集まり や すい で す 。 
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背景 に 効果 的 な 構 


二分 割 構図 は 、 画面 を 上 下 ま た は 左右 に 二分 割 する 構 また 、 二 分割 構図 と 似 た 構図 で 、 シ ン メト リー 構図 と い 
図 で 「 安 定 感 」「 落 ち 着き 」「 対 比 , な ど を 表現 で きま す 。 う も の が あり 、 本 項目 で 解説 し て いま す 。 

画面 中 央 で 二分 割 さ れる の で 、 片 方 に 主役 、 も う 片 方 二分 割 構図 、 シ ン メト リー 構図 と も に 安定 感 の ある 調 
に それ を 補足 する モチ ー フ を 入れ る こと が で き 、 状 況 を 和 の 取れ た 構図 で す 。 

分 か りや すく 説明 する こと が で きま す 。 


| ueno | 


情報 量 の 少な | 


縦 画面 で も 横 画 面 
で も 、 上 下 左右 に 
分 割 で きる 。 


| 

- 片面 に は 主役 を 置い て 
も うつ 片面 と の 対比 の 
効い た メリ ハリ の ある 
画面 を 意識 する 。 


境界 線 を 表す 要素 は 、 
多少 で こ ぼ こ し て も 
構わ な い 。 


両面 に 似 た 要素 を 置く 場合 
は 、 シ ン メ トリ ー 構 図 (p.48) 


面 は 明暗 や と 呼ば れる 。 


違い を つけ 
た り 、 ほ ぼかし た り 

し て 、 主役 が ある 
側 と の 差 を 分 か り 
や すぐ する 


N 
NM 
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画面 を 上 下 も し く は 左右 で 均等 に 分 割 する 構図 で す 。 縦 画面 の 構図 で も 横 画 
面 の 構図 で も 使用 で きま す 。 

水平 も し く は 垂直 の ライ ン で 画面 を 綺麗 に 分 割 す る の で 、 非常 に 安定 感 が 出 
ます 。 ま た 、 分割 に より 画面 が 整理 され て 見 や すく な る こと で 、 画面 全体 の 情 
報 が スト レー ト に 伝わる 構図 な の で 、 状況 説明 を し た い イ ラス ト に も 向い て い 
ます 。 

特に 風景 に 向い て いる 構図 で す 。 分 か りや すい 例 だ と 、 海 と 空 を 水平 線 を 利用 
し て 等 分 に 分 割 し て 描い た り 、 花畑 と 山 を 等 分 に 分 割 し て 描い た りす る 使い 方 
が あり ます 。 


画面 を 分 割 する 境界 線 は 基本 的 に 水平 また は 垂直 に し まし ょ う 。 

二分 割 構図 は 画面 を 綺麗 に 等 分 する 関係 上 、 中 心 の 境界 線 が 命 で す 。 境 界 線 
が 斜め に な っ て いる と 違和感 が 強く 出 て し まい ます 。 斜め に な っ た 水平 線 に は 
また 別 の 効果 が あり ます 。 斜め 構図 (p.22) や 対角線 構図 (p.42) を 参照 し て 
くだ さい 。 

境界 線 を 表す 要素 は 、 多少 で と ぼ こ し て いた り 、 ぼや け て いて も 構い ませ ん 。 
画面 を 等 分 で 分 割 する 効果 が あれ ば 、 境 界 線 は 何で も よい の で す 。 


の 図 は 、 二分 割 構図 に な っ て 
いま す が 、 見 せ た い 主役 が パッ 
と 見 で 分 か り に くく 、 意図 の 伝 
わら な い 平凡 な 印象 に な っ て し 
まっ て いま す 。 より よ くす る た 
め に は 、 〇 の 図 の よう に 片面 に 
主役 を 用 意 し まし ょ う 。 片 面 に 


主役 が 現れ る こと に よっ て 、 画 


面 に 明確 な 対比 が 生ま れ 、 イラ 


スト の イン パク ト が ぐっ と 強く 
な り ま す 。 


綺麗 に 二分 割 さ れ て いま す が 、 画面 全体 が 落 片面 に 主役 を 置く こと に よっ て 、 両面 に 対比 
ち 着 いて いる の で 、 も う 少 し メリ 八 リ が 欲し 。 が 生ま れ 、 結果 と し て 全体 に メリ ハリ の ある 
いと ころ で す 。 イラ スト に な り ま し た 。 
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図 蘭 暴 背 | 


ここ まで は 主 に 水平 線 を 利用 し た 画面 の 分 割方 法 を 説明 し て きま し た が 、 より 面白 味 が ある 分 割方 法 を 探し て 
み ま し ょ う 。 

例え ば 、 木 や 電柱 な ど を 画面 の 中 央 に 横 切 ら せる こと に よっ て 、 画面 を 分 割 す る こと が で きま す 。 ま た 、 半分 だ 
け 空 いた 扉 、 フ ェ ン ス や 壁 な ども 画面 を 分 割 する 境界 線 に 使え る の で す 。 

つま り 、 境 界 線 と な る も の が 、 垂直 や 水平 で あり 、 画面 の 半分 ご と に 描か れる も の が 違え ば 二分 割 構図 は 成立 し 
ます 。 


ビル の 影 で 画面 を 分 断 し て み ま し た 。 境界 線 を 表す 要素 は 必ず し も 実体 の ある 
も の で な く て も 構い ませ ん 。 明暗 の 対比 で 、 面 白い 画面 に 仕上 が っ て いま す 。 


1 | 


半分 だ け 開い た 窓 か ら 少女 が 覗い て いま す 。 片面 の 窓 
部 分 に 映っ た 手前 の 背景 を 描写 する こと に よっ て 、 少女 
が 憧れ て いる 外 の 世界 も 同時 に 描い て いま す 。 


二分 割 構図 に 似 た 構図 で 、 シ ン メ トリ ー 構 図 と いう も の が あり ます 。 
シン メト リー 構図 と は 二分 割 し た 画面 の 両方 に に それ ぞ れ 鏡 写 し の 
よう に 似 た モチ ー フ を 描く 構図 で す 。 た だ し 、 例え ば 左右 に 分 割 し て 
配置 し た モチ ー フ が 、 必ず し も 左右 対称 で ある 必要 は あり ませ ん 。 
二分 割 構図 で は 、 分 割 し た 両方 に 目立つ モチ ー フ を 置く と 、 主役 が ぼ 
や け て し まう た め あ まり お 勧め で は な い の で す が 、 似 た モチ ー フ を 置 
く シ ン メ トリ ー 構 図 は 、 画面 が より 安定 する 効果 が ある の で 、 よく 使 
用 され ます 。 

右 の 図 の よう に 、 双子 の イラ スト を 描く 際 な ど に 有効 で す 。 た だ し 、 
同じ よう な モチ ー フ が 並ぶ 構図 で ある た め 、 単調 な 画面 に な る 可能 
性 も 高い の で 、 構 図 の 意味 と 役割 を 考え 、 印象 的 な モチ ー フ を 選ぶ 
よう に し まし ょ う 。 


| 3 さゆ 
EK 


シン メト リー 構図 は 、 ポー ズ 
や シル エッ ト が 左右 対称 か ら 
離れ て も 成立 し ます 。 大 ま か 
に 似 て いる こと が 大 切 で す 。 


ゲー ム の 背景 と アイ レベ ル 


ビジ ュ ア ル ノ ベ ル ゲ ー ム の 背景 で は ロケ ーション ハン ティ ン 
グ で 写真 を 撮影 し 、 それ を も と に トレ ス ・ 着 彩 を 行う と いう 手 


段 で 描か れる こと も 多く あり ます 。 撮影 の 際 に 、 画面 の 真ん中 
(5096%) の 位置 に アイ レベ ル (p.20) が 来る よう カメ ラ を 構え る 


こと が 基本 と な っ て いま す 。 委員 長 「 ち ゃ 、 ち ゃ ん と 絵 を 描き な さい よね 上 』 


ビジ ュ ア ル ノ ベ ル ゲ ー ム 以外 で も 、 5096 の 位置 に アイ レベ ル が 
必要 な 育 景 は 多く 、 筆者 も そう いっ た 資料 を た くさ ん 撮り た め 
て いま す 。 


ゲー ム や アニ メ で 背景 を 注意 し て 見 て みて くだ さい 。 アイ レベ ル は 真ん中 に な っ て いる 作品 が 多い は ず で す 。 


49 


固 藻 回 | | 
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多く の モチ ー フ を 描か な けれ ば な ら な いと き に 「 ま と ま 
り 」 を 出す こと が で きま す 。 ま た 、 空間 を 使う と き の 目 
安 に も な り ます 。 

割 され た 線 と 、 その 交点 


画面 が 終 で も 機 の 
場合 で も 、 均 等 に 
三 分 割 する 。 


二分 割 構図 ほど 


三 分 割 に よっ て で きた 「 面 ] を 
識 し て モチ ー フ や 余白 を 
する 方 法 も ある 。 

主役 に 面 を 多く 使う と 主従 が 

は っ きり し て メリ 作り が 出る 。 

面 全体 の 3 分 の 1、3 分 の 2 な ど 
を 意識 し て 配置 する 。 


散ら ば っ て 見 える モチ ー フ に まとまっ た 印象 を 与え る こ 


と が で きる 構図 で す 。 


A ク な 波 と 富士 山 と 複数 の 舟 が 描か れ た 葛飾 
北斎 の 『 神 奈川 沖 浪 裏 』 で は 三 分 割 構図 も 使わ れ て い 


ます 。 


[im Meno | 
要素 が 多かっ た 中 で 、 
それ ぞ れ の 要素 を 目 立 
た せつ つ 、 で きる だ け 
まとまり を 出す た め 、 
三 分 割 構図 選ん で 
描き まし た 。 


目立た せ た い 


三 分 割 に よっ て で きた 「 線 」 に 
配置 する 場合 、 要 素 が 線 全 体 を 
また いで いる 必要 は な く 、 線 に 
か か っ て いる 程度 で も OK。 


衣 線 に 乗っ て いれ ば 、 線 い っ ぱい 


まで 要素 は な く て も OK。 


画面 を 上 下 左右 に 三 分 割 ず つ 、 合計 9 つの 面 に 分 けた グリ ッ ド に 則っ て 、 要素 
を 配置 する 構図 で す 。 図 の よう に 画面 が シン プル な 場合 で も 、 左 ペ ー ジ の イラ 
スト の よう に 複雑 な 場合 で も 効果 を 発揮 し ます 。 デザ イン の 世界 で も グリ ッ ド いり 
レイ アウ ト と 呼ば れ 、 多用 され て いる 手法 で す 。 
グリ ッ ド を 利用 する 方 法 は 、 大 きく 分 け て 3 つ あ り ま す 。 

@ グ リッ ド の 線上 に 要素 を 配置 する 方 法 

⑯ グ リッド の 4 つの 交点 に 要素 を 配置 する 方 法 

@ グ リッ ド が 区 切っ た 面 に 要素 を 配置 する 方 法 
この うち 、 線上 や 、 特に 交点 に 重要 な 要素 を 配置 する と 効果 的 で す 。 
面 に 要素 を 配置 する 方 法 は 空間 の 配置 の 目安 と し て 便利 で す 。 


三 分 割 構図 を 使え ば 、 空間 に 色々 な 意味 を 与え や すく な り ま す 。 
例え ば 、3 つ に 分 けら れ た 画面 の うち 、3 分 の 1 の 面 を 副題 、 も し く は 余白 の 
要素 と し て 利用 し 、 残っ た 3 分 の 2 の 幅 の 広い 面 に 主題 を 描く と 、 空間 の バラ 
ンス が 取れ る 上 に 主役 が は っ きり し て 魅力 的 な 画面 に か り ま す 。 

た だ 、 こ の 配置 方 法 は 二分 割 構図 ほど 厳密 な も の で は な く 、 スペ ー ス や 要素 が 
多少 ズレ て も 問題 は あり ませ ん 。 都度 調整 し て み ま し ょ う 。 


EE my ayA と アァ テア 
FE FF 
a a 
デニー デー た だ ーー 
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天体 観測 を テー マ に し た 作品 
で す 。 AA の 図 で は 、 画面 中 の 3 
分 の 2 を ビル が 占め て し まっ 
て いる た め 、 ビ ル が テー マ の 作 
品 の よう に 見 えて し まい 、 星空 
を テー マ に し た イラ スト と し て 
は 印象 が 弱い で す 。 一 方 、 〇 の 
図 で は 、 ビ ル を 3 分 の 1 に 設定 
し 、 星空 の 空間 を 3 分 の 2 に 設 
定 し まし た 。 ま た 人 物 を 線上 に 
設置 し た た め 、 より 主題 が は っ 
きり し た 絵 に な っ て いま す 。 

表現 し た い テ デー マ を ふま えて 空 
間 の 調整 も し て み ま し ょ う 。 


主役 の いる 空間 が 狭 すぎ て 、 パッ と 見 た と き 主役 の いる 空間 を 広く 取る こと に よっ て 、 ひ 

に 、 ビ ル が メイ ン に 見 えて し まっ て いま す 。 と 目 で 主題 が どこ か 分 か る よう に な り ま し 

また 、 天体 観測 が テー マ の イラ スト だ と 分 か た 。 また 、 グリ ッ ド の 線上 に 主役 を 配置 し 直 

り に くい で す 。 し て 、 より 空間 を 活か し た イラ スト に し て い 
ます 。 
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と |_ 


ョ 構図 の 活用 方 法 


三 分 割 構図 の 交点 に 主役 を 置く と 映え る と 説明 し まし た が 、4 つ あ る 交点 の どこ に 配置 し て も 、 同じ 役割 を 果 た 
す と は 限り ませ ん 。Z 構 図 (p.70) や 余白 構図 (p.54) で 詳し く 説明 し ます が 、 構図 に お いて は 「 ど こ に 置く か 」 
に よっ て 、 絵 の 印象 は 変わ っ て きま す 。 イ ラス ト が 完成 し た と 思っ て も 、 キャ ラク ター や その ほか の 要素 の 位置 を 
変え て 、 より よい 印象 が な いか 探す こと は 、 と て も 大 切 で す 。 

三 分 割 構図 は 余白 を バラ ンス よく 見 せる こと が で きる な の で 、 構図 に 則 し て いれ ば レイ アウ ト を 大 きく 変え 
て も バラ ンス は 崩れ に くい も の で す 。 デ ジタル イラ スト な ら で は の 手法 で す が 、 色々 と 配置 を 変え て 実験 し て み 
まし ょ う 。 


主役 を 右上 に 配置 し た 例 で す 。 主役 を 左下 に 配置 し た 例 で す 。 主役 を 右 下 に 配置 し た 例 で す 。 
いき な り 重 要 な 要素 が くる の で 、 より は 安定 し ます が 、 あ まり ここ も 、 主役 が 置か れる 位置 で 重い 要素 が 下 に 配置 され 、 また 
艇 か せ た り 違和感 を 感じ させ る 主役 が 置か れる 位置 で は な い の は な い の で す が 、 重い 要素 が 下 視線 的 に 最後 に 見 られ る 位置 な 
位置 で す 。 で 、 違 和 感 を 感じ ます に 配置 され る の で 、 比較 的 安定 の で 、 最 も 安定 感 を 得 られ ます 。 
感 が 出 て きま す 


何 分 割 構図 ? 


三 分 割 構図 を 説明 し まし た が 、 実は 皿 分 割 構 図 も わり ます 。 や ろう と 思っ 
た ら 五 分 割 構図 だ っ て で きま す ! 

最初 の 方 で 少し デザ イン 業界 の グリ ッ ド レイ アウ ト に つい て 説明 し まし 
た が 、 こち ら は 時 と 場合 に よっ て 、 いく ら で も 画面 を 細分 化し て デザ イ 
ン の レイ アウ ト を 考え た り も し ます 。 た だ 、 グリ ッ ド を 細分 化す れ ば する 
ほど 、 画面 の 管理 が 大 変 に な り ま すし 、 縛り が 多く な っ て し まい ます 。 人 
に よっ て 考え 方 は まち まち だ と 思い ます が 、 筆者 は 絵 は で きる だ け 自 由 
に 描く も の だ と 思い ます の で 、 絵 に は あま り 細 分 化し た グリ ッ ド を 使用 
する こと は お 勧め し ませ ん 。 

三 分 割 構図 に し て も 、 あく まで 目安 で す 。 画面 が 自由 すぎ て 配置 に 困る 
場合 に 、 制限 を 与え て 描き や すく し て くれ る も の だ と 思い ます 。 

の みん な 同じ ルー ル や 配置 で 描け ば 、 みん な よい 絵 に な る わけ で は あり ま 
せん 。 構図 に 縛ら れ 、 使わ れ す ぎ な いよ うに 、 状況 に よっ て 上 手 に 利用 
し て あげ まし ょ う ! 


三 分 割 構図 に は 、 交点 が 4 つ あ り ま す が 、 この 交点 の 対角線 上 に お 
互い に 関係 の ある 要素 を 配置 する と 、 関係 性 が 増し 、 画面 が 面白 く な 
り ま す 。 

例え ば 、 右 の 図 の よう に 敵 キ ャ ラ を 左上 に 、 主役 を 右 下 に 配置 する こ 
と に よっ て 、 対 立 し て いる イメ ー ジ が 強く な り 、 ま た 動き も 出 ます 。 
単に 上 下 同士 、 左右 同士 の 相対 し た 交点 で も 、 敵対 は 表現 で きま す 
が 、 より イン パク ト の 強い 画面 に し た い 場 合 は 、 対角線 上 の 交点 に 
配置 する と 効果 的 で す 。 


4 点 す べ て に 重要 な 部 分 が 来る よう に 配置 し て あり ます 。 
で 4 誠 全 トミ ー ウ ォ ー カ ー「 シ ル パ バー レイ ン ) 


三 分 割 構図 の 面 を 使っ て いま す 。 大 き さ に 差 が あっ て も 、 広い 面 に 
配置 し て いる キャ ラク ター は 目立ち ます 。 
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図 菩 虹 背 川 


祭 白 を 活か す 構 


ゅ 余白 構図 


余白 構図 は 、 画面 内 に 意図 的 に 余白 を 残す 構図 で 「 上 白 を 活か し て 空気 感 や 進行 方 向 を 表現 し た り 、 

品 さや 高級 感 」「 方 向 性 」「 空 気 感 や 余 裕 」「 寂 し さ 」 な の で は あり ませ ん が 、 さま ざま な シー ン で 意図 的 に 使わ 
ど が 表現 で きま す 。 れ て いま す 。 

高級 品 の パッ ケー ジ や 上 品 さ が 求め られ る デザ イン に 使 日 本 画 が 得意 と する 構図 で 、 古く か ら 使わ れ て お り 「 間 」 
用 され る こと が 多い で す 。 その ほか マン ガ の コマ で も 余 を 愛す る 日 本 人 な ら で は の 構図 か も し れ ま せん ね 。 


構 


前 進 し て いる イメ ー ジ と 、 
進軍 し て いる イメ ー ジ を 
与え た か っ た の で 、 左 に 
奈 白 を 入れ て 、 祭 白 構 図 
に し まし た 。 


何 も な い ス ペー ス 
で あっ て も 大 き な 
意味 を 生む 。 


な ど に 困っ た と き は 、 石 配置 は 強く 、 左 配置 は 弱い 
日 の 刃 構図 、 二 分 割 構図 、 印象 を 与え る 。 

三 分 割 構図 な ど を 参考 に これ は 断ち 切ら れ て いて も 同じ 
する と よい 。 効果 を 発揮 する 。 


54 


計算 を し て 「 余 白 (空間 ) を 置く 」 の が 余白 構図 で す 。 余白 は 「 美 し さ 」 や 「 高 
級 感 」 を 表現 で きま す 。 ま た 、 キ ャ ラク ター の 視線 の 方 向 に 空間 が あれ ば 、 そ 

の キャ ラク ター が 前 に 進む 「 方 向 性 」 を 感じ ます 。 

要素 が 多 す ぎ て 画面 が 窮屈 な 場合 に は 空 な ど で 余白 を 作る こと で 抜け が で き 

て 「 空 気 感 や 余裕 」 を 感じ させ られ ます 。 さら に 、 大 きす ぎる 余白 は 「 寂 補 感 」 

も 生み ます 。 

何 も な い ス ペー ス で あっ て も 、 効果 的 に 使え ば これ ほど の 意味 を 画面 に 生む の 

で す 。 

な お 、 余白 と いっ て も 必ず し も 白 で ある 必要 は あり ませ ん 。 要素 が 少な く 、 目 
立た な い 空 な ども 、 立派 に 余白 と し て の 役割 果たし て くれ ます 。 | 


キャ ラク ター の 左側 の 空間 と 、 右側 の 空間 は 、 違っ た 効果 を 発揮 し ます 。 
日 本 の マン ガ は 、 コマ も ペー ジ も 右 か ら 左 へ 進み ます 。 な の で 、 左側 に は 進行 
方 向 (未来 ) が 描か れ て いる の で す 。 そ の 印象 が 強い た め 左 側 に 空間 が ある と 
その 方 向 に 進ん で いく 印象 を 与え た り 、 左側 の 空間 に 描か れ た イメ ー ジ が 、 ま 
だ 先 の こと で ある よう に 感じ させ られ ます 。 

逆 に 、 右側 の 空間 に 描か れ た イメ ー ジ は 、 過ぎ 去っ た 過去 の も の で ある よう に 
感じ させ られ る の で す 。 


⑩ は 、 左側 に イメ ー ジ が 出 て お 
り 、 先 の こと を 考え て いる よう に 
見 えま す 。 帰宅 後 の 自分 の 子 ど 
も の 誕生 日 会 を イメ ー ジ し て い 
る な ど 、 ポジ ティ ブ な 雰囲気 も 
あり ます 。 逆 に 、@ は 右側 に イ 
メー ジ を 出し た の で 、 過去 の 記 
憶 を 呼び 起こ し て いる よう に 見 
えま す 。 亡くな っ た 子ども の こと 
を 思い 出し て いた り 、 子ども の 頃 
の 楽し い 記憶 で 自分 を 慰め て い 
る か の よう な 、 ネガティブ な 雰 
囲 気 が 出 て いま す 。 

この よう に 、 ちょ っ と し た 位置 の | 生 バ ZN 


違い だ け で 画面 の 印象 が 変わ り )。 左 に イメ ー ジ が ある の で 、 未 来 の こと を 規 像 右 に イメ ー ジ が ある の で 、 過去 の こと を 思い 
ます の で 、 試し て みて くだ さい 。 し て いる よう に 見 えま す 。 出し て いる よう に 見 えま す 。 
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余白 の 大 き さ に は 目安 が な い の で 、 経 験 と 勘 に 頼る 部 分 が 
大 きく 、 上 級 者 向け の 構図 と いえ ます 。 で す が 、 よ り よ い イ 
ラス ト を 描く た め に は 必ず 身 に つけ て 欲し い 構 図 で す 。 
余白 を 置く 際 の 目安 と し て 、 二 分割 構図 (p.46)、 三 分 割 構 
図 (p.50)、 日 の 丸 構図 (p.34) な ど に 従う と バラ ンス の よい 
余白 に な りや すい で す が 、 絶対 で は あり ませ ん 。 

いく つか の 実例 と と も に 解説 し ます 。 


銃弾 の 先 に 余白 を 作る こと で 、 方 向 性 を 与え て いま す 。 逆 三角 
形 構図 (p.30) で 不安 感 や 県 張 感 を 、 また 顔 と 心臓 を 三 分 割 構 
大 きく 余白 を 取っ て 、 具体 的 な 表情 に 頼ら ず 加 独 や 悲し み を 表現 し まし 図 の 点 に 配置 し て いま す 。 銃弾 は 三 分 割 構図 に 従う より 、 も う 
た 。 余白 の お か げ で 、 何 も な い ・ 空 っ ぼ と いう 心象 も 表現 で き て いま す 。 少し 余白 が 欲し か っ た の で 、 ち ょ っ と だ けず らし て いま す 。 
右 の 余白 は 、 ネガ ティ ブ な 表現 に 向い て お り 、 その 範囲 が 大 きけ れ ば 大 き 銃弾 と 余白 を 使っ た 作品 と し て は グラ フィ ッ ク デ ザイ ナー 福 
いぼ ほど 効果 を 発振 し ます 。 田 紫 紅き さん の 「VICTORY」 が 有名 で す 。 


別れ た 恋人 を 忘れ られ な い シ ー ン を 描き まし た 。 三 分 禄 構図 の 点 に 主役 
の 男性 と 元 恋 人 の 女性 を 配置 。 女性 の 奥 の 男性 は 重要 で は な い の で 、 点 
に も 線 に も か か ら な いよ うに し て シル エッ ト に し て いま す 。 

女性 は 左 を 向い て 未来 へ 進み 、 顔 を 断ち 切る こと で 主役 へ の 未練 の な さ 
を 表現 し て いま す 。 主役 は 右 を 向い て 、 過去 を 振り 切れ て いな い 状態 を 
表現 し まし た 。 


四隅 に 余白 を 大 きく 取 つ て 高級 感 ・ 上 品 さ を 出し て み ま し た 。 
和 の テイ スト に 合わ せ て 、 背景 を 円 型 の 丸 窓 に 閉じ 込め 、 主役 
を 日 の 丸 構図 で 配置 し て バラ ンス を 取っ て いま す 。 


先ほど マン ガ を 例 に 、 左右 の 余白 (空間 ) に よる 時 間 表 現 
の 違い を 説明 し まし た 。 同 様 に マン ガ の ペー ジ め くり か ら 
「 右 側 の 空間 に 強い も の 」「 左 側 の 空間 に 弱い も の 」 を 表現 
で きま す 。 

日 本 の マン ガ は 右 か ら 左 に 進む の で 、 右側 に は 流れ と し て 
勢い が つい て いま す 。 右側 か ら の 攻撃 で 勝利 する 方 が 流れ 
が スム ー ズ に 進み ます 。 な の で 、 右 配 置 の キャ ラク ター が 
強い こと が 多く な り ま す 。 逆 に 、 左 配置 は 読む 流れ を 遮る 
立ち 位置 な の で 、 読み 手 に 違和感 を 与え ます 。 そ の 違和感 
が 敗北 を 予感 させ る の で す 。 

右 の 図 は 、 右側 を 向い た キャ ラク ター ( 左 配置 ) が 右側 か 
ら の 攻撃 ( 右 配置 ) に 備え て いま す が 、 こ れ は 「 右 側が 強 
く 、 左側 が 弱い 」 の で 、 防戦 の イメ ー ジ に な り ま す 。 逆 に 
左側 を 向い て 左側 と 戦っ て いる と 、 同じ 状 況 で も 攻め る イ 
メー ジ に な り ま す 。 

これ は 特撮 や アニ メ な どの 映像 業界 を 含め 、 さ ま ざ ま な 業 
界 で 使わ れ て いる と て も 強い 原則 で す 。 右側 に いる の に 負 
けた 場合 は 、 あ と で 復活 する … な どの 高度 な 伏線 に 使え な 
いこ と は あり ませ ん が 、 基本 的 に は 従い まし ょ う 。 


余白 を 上 手 に 使っ た 例 
で す 。 余白 の お か げ で 、 
剣 が 出 て いな く て も 剣 
を 振る っ た 感じ が 強調 
され て いま す 。 た だ し 、 
右向き で 左 配置 な の 
で 、 この キャ ラク ター 
は 負け る が 防戦 の 可能 
性 が 高い 印象 を 与え て 
いま す 。 
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枠 を 意識 する 構 


フレ ー ム 構図 


フレ ー ム 構図 られ た 枠 ( フ レー ム ) の 中 に 主役 を 写真 や 映像 の 構 て も よく 使わ れ て いて 、 西部 劇 映 
配置 する 構 主役 の 強調 」「 奥 行き . な ど を 表現 で 画 の 決闘 で 、 相手 の 股下 か ら 主 ノ / 構え て い 
きま す 。 枠 で 囲む の で 額縁 構図 と も 呼ば れ て いま す 。 る 次 が 見 える と いっ た 構図 も フレ ー ム 構図 に な り ま す 。 
フレ ー ム が 集中 線 の 役割 を 果たし 、 見 て いる 人 を 引き 

象 的 な 画面 に な り ま す 。 


[フレーム と な る 要 | 
素 の 位置 は 、 中 必 
で な く て も よい 。 


決闘 シー ン で 、 主役 を 引き 立て つ 
つ 、 見 て いる 人 を 引き 込み 、 緊張 
感 を 与え る フレ ー ム 構図 を 選び ま 
し た 。 


主役 と の 明暗 差 な | 
ど 、 対比 を 意識 す 
る と より よく な る 。 | 


フレ ー ム に する 要素 
は 、 四角 や 、 決 まっ た 
形 で な く て も よい 。 
枠 に は ま ら ず 柔軟 な 発 


っ レー ム の 奥 に 主 
役 を 配置 する 。 


逆 に フレ ー ム 自体 | 
有 | を 主役 に する と い 
= ーー | う 応 用法 ちあ る 。 
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文字 通り 主役 を 「 フ レー ム ( 枠 ) 」 で 囲む 構図 で す 。 別名 で 「 ト ン ネ ル 構 図 」 と も 言わ れ て いま す 。 手前 に ある フ 
レー ム の 奥 に 主役 を 配置 する の で 、 奥行 き が 出 ます 。 何 より フレ ー ム が 集中 線 の 役割 を 果たす の で 、 奥 の 主役 が 
と て も 引き 立ち ます 。 また 、 シ ッ ク で 美しい 作品 に 仕上 が る こと も あり ます 。 
多く は 、 トンネル や 窓 に よ に り フ レー ム を 作り ます 。 

また 戦闘 要素 の ある マン ガ ・ ゲ ー ム ・ 映 画 で は 、 左 ペ ー ジ の 作例 の よう に 、 敵 キ ャ 
ラ の 股下 も よく 利用 され ます 。 こ の よう な 場合 、 必然 的 に 敵 キ ャ ラ が 主役 より 手 
前 に 大 きく 描写 され ます 。 結果 敵 キ ャ ラ の 方 が 画面 を 占め る 面積 が 大 きく 、 また 
主役 が 敵 キ ャ ヤラ の 手中 に ある な どの 印象 が 与え られ る の で 、 敵 キ ャ ラ の 方 が 強い 
と いう 描写 が で き 、 画面 に 緊張 感 が だ 生ま れ ま す 。 


必ず し も 日 の 丸 構図 (pb.34) の よう に 、 主役 を 画面 の 中 心 に 据え る 必要 は あり 
ませ ん 。 

日 の 丸 構図 も 、 同じ く 主 役 を 引き 立て る 構図 で す が 、 あ ちら は に 主役 が 画面 の 中 心 
に いな けれ ば な ら な いこ と に 対し 、 フ レー ム 構 図 は 画面 の どの 位置 に フレ ー ム を 
置き 、 そ の 中 に 主役 を 据え よう と も 、 主役 は 目立ち ます 。 余白 構図 (p.54) の 項 
目 で も 説明 し まし た が 、 画面 の どの 位置 に 要素 を 据え る か に よっ て 作品 の 印象 は 
大 きく 変わ り ます 。 配置 に 制限 が な い フ レー ム 構 図 で は 、 色々 な 位置 を 試し て み 
まし ょ う 。 

と は いえ 、 フ レー ム 構 図 と 日 の 丸 構図 を 同時 に 使っ て も 問題 は あり ませ ん 。 その 
場合 は より 主役 が 強調 され る な り ま す 。 


人 AA の 図 は 、 フ レー ム 構 図 に な っ て 
いま す が 、 フ レー ム の 明る さと 主 
役 の 明る さ が 同 じ で 、 主役 に 視線 
が 集中 し に くく な っ て いて フレ ー 
ム 構 図 の 効果 を 発揮 し きれ て いま 
せん 。 こ の 場合 は 、 フ レー ム と 主 
役 に 対 比 え を つけ まし ょ う 。 例え ば 、 
明暗 の 対比 が 有効 で す 。 〇 の 図 は 
フレ ー ム を 暗く 、 主役 を 明る くし 
た の で 、 よ り 視 線 が 主役 に 集中 す 
る よう に な り ま し た 。 
対比 を つけ る 方 法 に は 、 明暗 の ほか 
に も 、 色彩 で 違い を 出す 、 主役 は は 
っ きり 描写 し 、 フレ ー ム は ぼかす な 
ど が あり ます 。 


綺麗 な フレ ー ム 構図 で す が 、 フレ ー ム と 主 。 フレ ー ム を 暗く 、 主役 を 明る くし 、 対 比 を 

役 に 対比 が な い の で 、 主役 が 全体 的 に ぼん つけ る こと で 、 よ り 主 役 に 視 線 が 集中 する 

や り し て いま す 。 よう に な り 、 フレ ー ム 構図 の 効果 が 増し ま 
し た 。 
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図 藤 ケー で J / 図 遂 
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フレ ー ム 構図 に は 弱点 が あり ます 。 応用 の 幅 が 少な いた め 、 作 
品 を 見 て いる 人 に 「 こ れ は フレ ー ム 構図 」 と 分 か りや すく 、 平 
凡 な 画面 に な りや すい こと で す 。 変化 を つけ る た め に は 、 フ 
レー ム を 工夫 し て み ま し ょ う 。 変化 の コツ と し て は 、 トンネル 
や 窓 な ど 、 分 か りや すい フレ ー ム を 選ば な いこ と で す 。 一 歩 進 
ん だ イラ スト を 描き た い 場合 は 、 な る べく フレ ー ム 構図 だ と 気 
づか れ に くい 、 自然 な モチ ー フ を 選び まし ょ う 。 


のみ ( 
トイ カメ ラ 風 の ぼけ で 四隅 を 囲っ て フレ ー ム を 作り まし た 。 レト ロ な 写真 の 雰 
囲 気 が 出 て 、 か つ 手軽 に 使え る の で 、 利 用 シー ン も 多い 手法 で す 。 


ti 
木々 や 械 つっ ぱ で 画面 を 囲い 、 フ レー ム を 作っ た 例 で す 。 深 
い 森 の 奥 と いう 印象 も 足せ る の で 、 絵 の 雰 囲 気 を 高め る 効 
果 も 得 られ ます 。 


構図 の 基本 の 項目 で 、 フレ ー ム 構図 は 、 作品 が 美しく 仕上 が る こと が ある と 説明 し まし た 。 そ 


れ は 、 フレ ー ム が 絵画 の 「 額 緑 ] の 役割 果たす こと が ある か ら で す 。 


「 フ レー ム 」 を 直訳 する と 「 枠 ・ 額 縁 ] で す 。 額縁 は 、 絵 を 保護 する 目的 ちち り ま す が 、 絵 を よ 
り 美しく 見 せる た め に も 使わ れ ます 。 絵画 の 世界 で は 、 額縁 の あめ る な し で は 作品 の 値段 が 数 十 
倍 も 変わ る こと が あり 、「 絵 の 値 段 は 額縁 の 値段 ] と まで 言わ れる こと が ある ほど 、 額縁 は 重要 


な も の と され て いま す 。 


額縁 に は 、 飾り の 役割 以外 に 外界 と 作品 まで の 「 余 白 」 を 作る 役割 も あり ます 。 余白 は デザ イ 


ン 用 語 で 「 ホ ワイ トス ペー ス (必ず し も 白 と は 限り ませ ん 。 余計 な 要素 が 少な けれ ば ホワ イト スペ ー ス は 成立 し ます ) 」 と 言 
われ て お り 、 これ は デザ イン を すっ きり と 見 せる 働き の ほか に 、 「 美 し さ 」 を 演出 する 働き が あり ます 。 アッ プル 社 の 広告 や 
バッ ケー ジ 、 また 腕時計 な ど 高 級 品 の 広告 で は 、 この ホワ イト スペ ー ス を 上 手 に 活用 し て いま す 。 
祭 白 が 少な く 、 情報 が 7 人 ん だ ん に 盛り 込ま れ た スー パー の チラ シ は 見 て いて 楽し いも の で す が 、 余白 の 多い 高級 品 の 広告 と 
見 比べ て みて くだ さい 。 美 し さ と いう 観点 で は 、 余白 が 多い デザ イン に 軍配 が 上 が る と 思い ます 。 
絵 で も 同じ で 、 い つも 、 すべ て を 描き きれ ば 、 必ず し も 仕上 り が よく な る と いう も の で は あり ませ ん 。 「 あ えて 残す ・ あ えて 


見 せな い 」 と いう こと で 、 演出 で きる 効果 も ある の で す 。 


フレ ー ム 構図 は 、 主役 の いる スペ ー ス 以外 の 空間 を 、 フレ ー ム 自体 が し ば し ば 隠し て し まう こと も あり ます が 、 そこ を 、 作 
品 を 美しく 見 せる た め の 余白 と と ら えて 考え て みる と 、 発想 の 幅 が 広がる か も し れ ませ ん 。 


_ フレ ー ム | 


フレ ー ム 構図 の 基本 は 、 主役 を フレ ー ム の 奥 に 配置 する こと で す 。 
た だ 、 応用 と し て 、 フレ ー ム 構図 の 主従 を 逆転 させ る 表現 方 法 も あり 
ます 。 コ ツ は 、 フ レー ム の 要素 を 豪華 で 目 を 引く も の に し 、 フ レー ム 
を で きる だ け 小 さく 、 その 奥 を シン プル に する こと と で す 。 

例え ば 、 右 の 図 は 病弱 で 外 の 世界 に 憧れ て いる お 姫 様 と いう スト ー 
リー で 描い た イラ スト で す 。 フ レー ム は お 姫 様 と 豪 著 な 家具 を 使っ て 
構成 し 、 奥 に は シン プル で ある が ゆえ に 広々 さ を 感 じ る 世界 を 描き 
まし た 。 

逆転 の 発想 で は あり ます が 、 構図 の 常識 や 基本 理念 と いう 桁 に と ら 
われ な いこ と で 、 印象 に 残る 作品 を 描く こと も 可能 で す 。 フ レー ム 構 
図 は 、 発想 や 応用 が 、 特に 重要 な 構図 で す の で 、 柔軟 な 思考 で 挑ん で 
みて くだ さい 。 


サン タ の 衣装 に 合わ せ て 、 クリ スマ スリ ー ス で キ 
ャ ラク ター と 背景 を フレ ー ム に 収め 、 ま と め て 
み ま し た 。 


で 会 せ ト ミー ウォ ー カ ー「 シ ル パ ー レ イン 』 


& 


キャ ラク ター た ち で 、 主役 の 幽霊 を 囲 お よう に フレ ー ム 


を 作っ て み ま し た 。 


で 株式 会 人 の 本 当 に 笑い あな た の そば の 條 い 計 ・ 條 い 記 大 内 


図工 レー ご / 図 藤 
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/ | パ 画面 を コマ で まとめ る 
アコ マ 割 り 構図 


コマ 割り 構図 は 、 イラ スト と し て は 一 風 変 わ っ た 構図 で ライ トノ ベル の 挿絵 で は 、 本 文 の 情報 を な る べく た くさ 
U 明 」「 時 間 の 変化 」「 構 図 の 整理 」 に 長け て いま ん 1 枚 の 絵 に 詰め 込み た いと き な ど に よく 使わ れ て いる 
ます 構図 で す 。 

コマ 割り と いう と マン ガ の 印象 が 強い で す が 、 イラ スト マン ガ の 流れ を くん で 、 時 間 の 経過 を コマ 割り で 表現 し 
で も た くさ ん の 情報 を まとめ た りす る の に 適し て いま す 。 た りす る こと も で きま す 。 


マン ガ の よう な コマ 割り も も ちろ ん ーー ーー same! 

使え る が 、 この よう に キャ ラク ター て 小説 表紙 を 想定 し た 
主体 で コマ を 彩る よう に 置く と いう 、 | イラ スト で す 。 

イラ スト な ら で は の コマ 割り も ある 。 複数 の 情報 を 、 整 理 し て 


ー つ の 画面 に 収め 、 
全体 で 効果 的 な 印象 を 
出し た か っ た の で コマ 
割り 楊 図 を 選 びました 。 


// 
一 | コマ ご と の 


境目 も 工夫 
ハト へ | する と よい 。 


基本 的 に は コマ 
ご と に 構図 を 


| まえ る 。 


コマ か ら は み 出 す / ニー/ た 
こと も 効果 的 。 ンコ 
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し 


コマ 割り 構図 は 、 一 つの 画面 を 複数 の コマ で 細分 化し て 描く 構図 で す 。 

一 枚 絵 より 、 情 報 を 多く 込め る こと が で きる の で 「 状 況 の 説明 」 が し や すい 構 B 
また 、 コ マ ご と に 違う 時 間 を 描写 で きる の で 「 時 間 の 変化 」 も 表現 で きま す 。 さ ら に 、 
ー つ 一 つ 描 写 を 区 切る こと で 画面 が すっ きり する の で 、 「 構 図 の 整理 」 に も 有効 で す 。 
また 、 コマ 割り 構図 に は 、 画面 か ら マ ン ガ の 有 雰囲気 が 醸し 出さ れる 効果 が あり ます 。 
特に 、 明る く ポ ッ プ な イラ スト を 目指 し た い 場 合 に は 便利 で す 。 さら に 、 マン ガ が 好き 
な 人 を 引き 込め る イラ スト に も な る で し ょ う 。 


で す 。 


コマ の 進む 左向き に フカ ン の バス ト ア ッ プ で 状 
キャ ラク ター を 向け 況 説明 。 峠 子 で 顔 を 見 せな 
て 自然 な 流れ を 作る 。 いこ と で 引き 込ま せる 。 


コマ 割り は 、 コマ ご と に 効果 的 な 構図 を 使い ま 
し ょ う 。 アオ リ 、 フカ ン 、 オー バー パー ス か ら 、 アッ プ 
ショ ッ ト に ワン ショ ッ ト 、 図形 の 構図 まで 、 コマ の 状況 
に 応じ て た くさ ん の 構図 を 使い まし ょ う 。 

も ちろ ん 、 い くつ も の コマ に それ ぞ れ 構図 を 考え る 必 
要 が ある の で 、 難易 度 が 上 が り 、 作画 の 手間 も その 分 
だ け か か り ま す 。 た だ し 、 情 報 量 が 多く な る の で 、 一 
枚 絵 より も ずっ と キャ ラク ター の 魅力 を 伝え られ る 構 


図 で も あり ます 。 まだ 目 は 見 せ 


な い 。 


アオ リ と 断ち 切 
り で 全 税 を 見 
せ 、 イン バク ト 
で 締め る 。 


人 ム の 図 は 、 コマ 割 り 構 図 を 施し た 作品 で す が 、 各 コ マ が すべ て 平坦 で 似 た よう な 構図 に な っ て いま す 。 情報 が 伝 
わる こと は 伝わり ます が 、 効果 的 で は な い 画 面 と いえ ます 。 〇 の 図 で は 、 コ マ ご と に 構図 を 練っ て 、 画面 を 面白 
くし よう と 試み まし た 。 画面 全体 で より 迫力 が 出 て いま すし 、 見 る 人 の 気持 ち も 高まる 効果 が 期待 で きま す 。 


右上 の コマ は 斜め の カ 
ッ ト に 変え 、 次 の 拳 の 
コマ へ の 流れ を 作る 右 
腕 を 入れ まし た 。 


図 藤 G 墨 4U/ 図 


選 礎 2 
N , 
: > グ 
すべ て の コマ が 似 た 雰 還 気 に な り 、 平坦 
な 印象 で す 。 マン ガ を 描く こと に 慣れ て 


いな い 人 が コマ 割り 構図 を 使用 し た 上限 
に 、 よ く こ の よう な 仕上 が り に な り ま す 。 


拳 の アッ プシ ョ ニー ノ 全体 的 に 変形 ゴマ と コ 
ッ ト で 人 迫 と パ マ の 大 小 の 対比 を 意識 
ンチ の 予感 を 強 し 、 動き を 出す と と も 


化し まし た 。 


ー コ マー コマ 構図 を 練っ て 、 より 魅力 的 
な 一 枚 絵 に し まし た 。 


に 、 空い た 上 空 スペ ー 
ス で 効果 的 に 疫 の や ら 
れ 姿 を 描写 し て いま 
す 。 上 空 に 飛ん で いる 
瑞 は 、 拳 の アッ プシ ョ ッ 
ト か ら 主 役 へ 向かう 対 
角 線 構図 (.42) の 役割 
も 果たし て いま す 。 
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G 


コマ を 有効 活用 する 


構図 の 活用 方 法 


コマ 割り 構図 は 、 マ ン ガ で 使わ れる コマ が その まま 適用 で きる 場合 も 多い で す が 給 、 一 枚 絵 な ら で は の コマ 割り 
表現 も あり ます 9 ⑥ 。 また 、 基本 的 に コマ 割り 構図 は 、 マ ン ガ の 表現 な の で 、 縦 画面 の 方 が 相性 が よい で す が 、 
工夫 次 第 で 横 画 面 で も 使え な いこ と は あり ませ ん ⑨。 


敵対 を 表現 し まし た 。 同じ くら い 強 い ラ イ 
バル を 表現 し た い の で 、 全体 的 に シン メト 
リー を 意識 。 た だ し 、 あく まで 主役 が 強い 
よう に 、 祭 白 構図 (p.54) の 考え に 則っ て 
主役 は 右 、 ライ バル は 左 配置 で す 。 上 ニ つ 
の コマ の 端 を 斜め に し て いる の は 、 方 向 性 
を 与え る こと と 、 下 の コ マ へ の 誘導 を 意識 
し て いま す 。 


イラ スト の 中 に 写真 で コマ を 作っ て み ま し 
た 。 日 の 丸 構 図 (D.34) と フレ ー ム 構図 
(p.58) の 効果 も あり 、 キャ ラク ター の 大 き 
さや 動き の 違い に よる 対比 も 狙っ て いま 
7 


ヒロ イン と 、 ビリ ビリ に や ぶれ た 手紙 で コ 
マ を 作っ て み ま し た 。 コマ か ら 外 れ た だ 場所 
に 主役 を 置き 、 そ れ を 囲む よう に コマ を 配 
置 する と 画面 が より デザ イン チッ ク に な り 
ます 。 コマ の 流れ や 状況 説明 が 重要 な マン 
ガ の 表現 方 法 か ら は 外れ る の で 、 マン ガ の 
印象 を 受け や すい コマ 割り 構図 で も イラ ス 
ト な ら で は の 雰囲気 が 出 て きま す 。 


時 間 の 経過 に よっ て だ ん だ ん 落ち 込ん で くる 女 
性 で す 。 

さみし さ を 出 す た め 、 あえ て 同じ よう な 構図 を 
選ん で いま す 。 三 分 割 構図 (p.50) で コマ を 
作成 

余白 構図 を 利用 し 、 コマ を 左 へ 徐々 に 動か すこ 
と で 、 時 間 の 経過 を 表現 。 また 、 女性 の 後ろ の 
空白 を 増やし て いく こと に よっ て 、 ネガ ティ ブ 
感 が 増し て いる と いう 表現 を し て いま す 。 

穴 怒 哀楽 (D.146) や 表情 (p.150) も 有効 活用 
し て いま す 。 また コマ 以外 を 黒く し て フレ ー ム 
構図 の 効果 を 出す と 同時 に 、 白 と 黒 と の 対比 
で より さみし さ を 人 強調 し て いま す . 


コマ の 中 に キャ ラク ター が いな けれ ば な ら な いと いう 
理由 は あり ませ ん 。 マ ン ガ で も 多用 され て いる 方 法 で 
す が 、 コ マ か ら キ ャ ラク ター を は み だ さ せる て と 面白 い 
作品 に な り ま す 。 

右 の 図 は 一 つの コマ し か 画面 に あり ませ ん が 、 コ マ 
か ら ダ イナ ミッ ク に キャ ラク ター が は み 出 し て いま 
す 。 こ うい っ た 場合 、 作品 か ら キ ャ ラク ター が 飛び 出 
し て 近づい て 来る の で 、 荻 き や 親近 感 を 与え る こと が 
で きま す 。 

また 、 余白 構図 の 効果 で 、 コ マ 内 部 の 雑多 な 情報 を 、 
すっ きり と させ 、 イラ スト を 上 品 な 印象 に 傾け る こと 
が で きま す 。 


オー バー パー ス (p.130) で 強調 し た 部 分 を コマ か ら 飛 び 出 させ 、 印象 を 強め て も 面白 く な る で し ょ う 。 


コマ に よっ て シー ン を 変え て 、 状況 を 説明 
し て いま す 。 斜め 構図 (22) や Z 構図 
(p.70)、 オーバ ー ラ ッ プ 構図 (p.78) な ど 、 
多数 の 構図 を 使っ て いま す 。 


こね 式 会 トミ ー ク ウォー カー 『 シ ル パ バー レイ ン } 


不思議 を 描い た も の で す 。 コマ を 等 計 
分 に 分 割 する 手法 も あり ます 。 すべ て を 上 
平等 に 扱う の で 、 要素 が 多く て も 、 情報 
を すっ きり まとめ る こと が で き 、 グル ー 
プシ ョ ッ ト (p.114) で も 使い や すい 方 
法 で す 。 この 場合 、 コマ ご と に 構図 を か 
な り 変 えて いま す が 、 まとまり を 出す と 
と に 成功 し て いま す 。 


RFBEES 
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図 競 


図 聞 CG 蜂 A 


Bd 


アル ファ ベッ ト 構 図 


アル ファ ベッ ト 構 図 は 、 アル ファ ベッ ト の 形 を 意識 し て 描 
く 構図 で す 。 ア ルフ ァ ベ ッ ト の よう に 、 誰 も が 知っ て いる 
形 は 「 ま と まり 」 「 親 近 感 」 を 覚え ます 。 

バス ト ア ッ プ か ら 全 身 絵 まで 幅広 く 活用 で きる 構図 で す 。 
さら に 、 構図 だ け で な く 、 ポー ズ に も 使う こと が で きま 


構図 の ポイ 
MEMO | 


電柱 と 少女 を すっ きり と まとめ て 
関係 づけ る た め 、「N] の 
アル ファ ベッ ト 構 図 を 選び まし た 。 


アル ファ ベッ ト の 形 に 

従い 過ぎ な く て も よい 。 
大 ま か な ア タリ と し て 
考え る 。 


アル ファ ベッ ト の 
形 自 体 の 印象 で 
| 選択 を する 。 


「S 字 ポー ズ 」 が ある よう に 
アル ファ ベッ ト の 形 は 構図 
| に も ボー ズ に も 使え る 。 
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す 。 

本 書 で 解説 し て いる 日 の 丸 構 図 (p.34)、 円 構図 
(p.38)、Z 構 図 (p.70)、S 字 ポ ー ズ (p.124) も すべ て 
アル ファ ベッ ト 構 図 と 同様 の 考え 方 で す 。 


多く の 人 が 知っ て いる 、 な じみ の 
ある 形 な の で まとまっ て 見 える 。 


別 の アル ファ ベッ ト の 
構図 に 変え られ る も の 
も ある 。 


アル ファ ベッ ト の 形 を 意識 し て 描く 構図 で す 。 三角 形 構図 の コラ ム (p.29) で 
も 解説 し まし た が 、 アル ファ ベッ ト は 、 世 界 中 の ほとん どの 人 が 知っ て いる 
形状 で あり 、 親しい 形 と し て 吊り 込ま れ て いま す 。 そ の 形 に 沿っ た 構図 は 自 
動 的 に 記憶 の 中 の 形状 と 照ら し 合わ され 、 ど こと か で 見 た こと の ある 「 ま と 
まり 」 や 「 親 近 感 」 を 覚え る の で す 。 

日 の 丸 構図 、 円 構図 、 構図 は 特に 有効 な アル ファ ベッ ト 構 図 で す 。 発想 や 
考え 方 次 第 で 、 応用 が で き 、 作 画 の 助け に な る 構図 で す の で 、 ぜひ 意識 し 
て み ま し ょ う 。 


どの アル ファ ベッ ト で も 構図 に 利用 で きま す 。 

最初 か ら 特定 の アル ファ ベッ ト に 当て は め る つも り で 考え て も よい で すし 、 
いま いち まとまら な い 場 合 に 、 当 て は め ら れ そ うな アル ファ ベッ ト を 選ん で も 
よい で す 。 その 形 に 則 す る と いう こと が 大 事 で す 。 

字 の 形 か ら 受 ける 印象 その まま に し て 選ぶ こと が ポイ ント で す 。 ア ルフ ァ 
ベッ ト の 下 の 部 分 が し っ か り 両 足 が つ いて いる A や 日 、 下 の 部 分 の 面積 が 広 
い L は 安定 感 を 出し た いと き に 使え ます 。 上 が 広がっ て いて 接地 面 が 小さ 
い V や 、 片 方 だ けが 広く て 丸まっ て いる D は 、 逆 三角 形 構図 (p.30) と 同じ 
く 、 動き や 不安 定 感 を 表現 し た いと き に お 勧め で す 。 


人 の 図 は 、! を 選ん だ アル ファ ベッ ト 構 
図 で す 。 要素 が 少な すぎ て 、 表現 に 乏 
し く 、 棒 立ち と 変わ り ま せん 。 

変化 を つけ る た め に ほか の アル ファ 
ベッ ト を 探し ます 。 こ こと で は M を 選ん 
で 、 〇 の 図 の よう に 一 人 画面 に 足し て 
握手 させ る こと で 、 画面 を 賑やか に し 
まし た 。 

O と Q も し く は C、V と W、F と E な ど 、 
字形 が 似 て いる と き は 少し の 工夫 で 別 
の アル ファ ベッ ト 構 図 に で きま す 。 思っ | 
た よう な 印象 に な ら な い 場 合 、 別 の ア yl 

ルフ ァ ベ ッ ト に で き な い か 試し て みる {構図 で す 。 や は り 棒 立 ちの 印象 は 拭え 
と よい で し ょ う 。 RRB 


AI 
寝 転 が る カッ ブル を つなげ る A 構図 。 両 
足 が つ いて お り 、 三 角形 構図 も 満た し て 
いる A は 抜群 の 安定 感 。 


正座 を 利用 し て の し 構図 。 1 構図 より 足場 


が 広い の で 、 安定 感 が 強まり ます 。 


画面 異 に 一 人 追加 し 、 M 構 図 に 変形 さ 
せる こと で 、 画面 の 印象 を 変え る こと に 
成功 し まし た 。 日 構図 と し て も 使え そう 
で す 。 
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図 落 7 ミ ェ ろ NM / 図 芋 
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対角線 構図 (p.42) で 、 具体 的 な 線 で は な く 、 流れ で 線 に な っ て いれ ば よい と 説明 し まし た が 、 アル ファ ベッ ト 構 
図 も 同じ で す 。 

アル ファ ベッ ト の 型 に は め よ うと 、 無理 を し て イラ スト を 硬く し て し まう より も 、 何 と な くそ れ ら し い 形 に な っ 
て いる 程度 で 構い ませ ん 。 

要素 が つなが っ て お ら ず 点 在 し て いて も よい で すし 、 モチ ー フ が 重なっ て 結果 的 に アル ファ ベッ ト に な っ て いて 
も よい で す 。 も ちろ ん 、 変化 を つけ た い 場合 に は 、 目立た せ た い も の や 余計 な も の を アル ファ ベッ ト か ら は み 出 
させ て も 構い ませ ん 。 あく まで アタ リ の 一 種 と 考え て 、 柔軟 な 思考 で 当て は め て いき まし ょ う 。 


水 の 魔法 を イメ ー ジ 。P 構 図 。 P は 右 部 分 に 動き が つき ます 。 も ちろ ん 逆 の q で 
も OK。 


素材 麻 


9 
ニ ビ 未来 
画 未 来 


Y 構 図 。 大 きく 傾け て 勢い を 出し て いま す 。 


変形 X 構 図 。 A 構図 も 足し て 安定 感 を 増し て いま  KL な ど 、 多 数 組み 合わ せ て み ま し た 。 
す 。 何気ない 光景 も 構図 に よっ て 格好 よく 見 せら れ ま す 。 


(9 構図 の 活用 方 法 
自分 で 構図 を 開発 する | 


アル ファ ベッ ト 以 外 の 形 で も 構図 は 作れ ます 。 

アル ファ ベッ ト 構 図 は 、 多く の 人 が アル ファ ベッ ト を 知っ て いる か ら 
こそ 、 まとまっ て 見 え 構図 と し て 成立 し て いま す 。 多く の 人 が 知っ て 
る 文字 や 図形 で あれ ば 同じ よう に 構図 に で きま す 。 

右 の 図 は ハー ト を モチ ー フ に イラ スト を 構成 し まし た 。 逆 三角 形 構 
図 (p.30) の 亜 種 と し て 、 動き や 不安 定 感 を 出し つつ 、 少し 可愛 らし 
さも 出 て いま す 。 

この よう に 、 工夫 と 発想 次 第 で た だ 描い た イラ スト より も 特別 な 意味 
や まとまり を 与え る こと が で きま す 。 

こう いっ た 特殊 構図 は 、 つ いそ の 形状 に こだわ り が ち に な り ま す が 、 
使用 する 意味 を 忘れ な いよ うに する こと が 大 切 で す 。 

動き が 必要 に な っ た ら 斜 め 構図 (pb.22) を エッ セン ス と し て 加え た り 、 
空間 を 扱い た けれ ば 三 分 割 構図 (p.50) を 試す な ど 、 ほ か の 構図 と 積 ーー 一 
極 的 に 組み 合わ せ て みる の も よい で し ょ う 。 


す 。 ウエ スト アッ プ と いう 限ら れ た 要素 で も アル ファ ベッ し 構図 で も あり 、 J 構図 で も あり 、 D 構 図 で も あり ます 。 どちら に せ 
作る こと が で きま す 。 よ 、 ま と まり は 非常 に よい で す 。 


は 式 会 せ ア ドレ ナラ イズ [内 内 ラン ラン 】 人 放 和 


= 


キー ウォ ー カ ー シル バー レイ ン 


図 藤 7< ろ NMJEN / 図 甘 
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視線 の 流れ を 意 


Z 構 図 


Z 構 図 は 、 見 る 人 の 視線 の 動き を 意識 し た 構図 で 「 目 を 引 
きた い 」 「 最 後 まで 要素 を 見 せ た い 」 と き に 向い て いま す 。 
人 は 何 か 作品 を 見 る と き に 、 無意識 に Z の 形 に 沿う 流 
れ で 目線 が 動く 法則 が あり ます 。 そ の 法則 を 使っ て 、 見 
せ た い 要素 を Z の 形 に 配置 する こと で た くさ ん の 情報 を 


簡潔 に 伝え る こと が で きま す 。 

雑誌 な どの レイ アウ ト デ ザ イン で も 使わ れ て いま す 。 

Z の 流れ 上 は し っ か り 描 き 込 ん で 、 そ れ 以 外 は 少し ラフ 
識 す る こと で 時 間 短 縮 す る こと 


構 


[nm MEMO | 


怪 環 映 画 を イメ ー ジ し て 
Z の 流れ を 
意識 する 。 


| Z の 四隅 に 主要 な 
モチ ー フ を 配置 
| する 。 
左上 、 右 上 、 左 下 、 
右 下 。 どこ に 何 を 
(人 配置 する か も 重要 。 
4 
| 必ず し も Z の 真ん中 の 
線 は 必要 な い 。 
だ け で も 流れ は 


9 隅 に 何 を 置く 


> 


公 
り 


似 た 考え 方 で 、 
左上 、 右 上 、 左下 、 
右 下 の 重心 を 考慮 
し た 配置 方 法 も 
ある 。 


Z の 文字 の 流れ を 意識 し て 要素 を 配置 する 構図 で 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト 構 図 (p.66) の 
内 の 一 つ で す 。 

通常 、 人 間 の 視線 は 「 左 上 、 右 上 、 左 下 、 右 下 」 と Z の 文字 に 沿う 流れ で 移動 し て い 
く と いう 法則 が あり ます 。 そ の 流れ に 沿っ て 情報 を 配置 する と 見 て いる 人 は 自然 
に 画面 に 目 を 走ら せら れる の で 、 情 報 を すん な り と 受け 取る こと が で きる の で す 。 
また 、 どこ に 要点 を 置く か に よっ て 作品 自体 の 注目 度 を 高め る こと も で きま す 。 
視線 誘導 に より 、 その 作品 の 中 で 大 切な 要素 を 効率 的 に 伝え る こと が で きる 構図 
で す 。 


図 藻 N 


Z 構 図 は 、 隅 の 4 点 に 重要 な 要素 を 配置 する と 特に 効果 的 で す 。 こ の 4 点 は 、 すべて が 同じ 働き を する わけ で は 
な く 、 場所 に よっ て 重要 度 が 違い ます 。 こ の 法則 を グー テン ベル グ ・ ダ イア グラ ム と 言い ます 。 


人 の 視線 は 導入 の 左上 か ら 、 右上 ・ 左 下 を 通っ て 、 右 下 9@ へ Z の 形 で 流れ ます 。 
間 の 右上 と 左下 は 、 そこ まで 注目 され る 場所 で は あり ませ ん の で 、 重要 な も の や 
目立つ も の を 配置 し て も あま り 効 果 を 発揮 し ませ ん 。 視線 が 通る 場所 な の で 、 こ 
こ に も イラ スト に 必要 な 要素 を 配置 する と 画面 全体 の パラ ンス が よく な り 、 情 報 
が スム ー ズ に 伝わり ます 。 


左上 は 視線 を 導入 する 一 番 重要 な 箇所 で す @。 こと に 人 を 引 
きつ ける 要素 を 配置 する と より 


右 下 は 終点 な の で 二 番 目 に 重要 な 箇 9。 目線 の 締め く 
くり に 印象 深い 要素 を 配置 し ます 。 
右上 と 左下 の 二 つ は 通過 点 で 、 注目 度 は 低い 場所 で す 。 あま 
り 重 要 で は な い 要 素 を 配置 し ます 。 


‘A= 


人 ム の 図 は 、4 点 に 要素 を 配置 し て いま す が 、 要 
素 の 重要 度 は 意識 し て いま せん 。 右 下 に 主題 で 
ある 少女 を 置い た た め に 視線 の 流れ が スム ー 
ズ に 行か ず 、 意図 し な い 違 和 感 が 出 て し まい ま 
し た 。 

〇 の 図 は グー テン ベル グ ・ ダ イア グラ ム に 則り 、 
要素 の 配置 を 整理 し た も の で す 。 情報 が すん 
な り と 伝わる よう に な り 、 視線 誘導 に 成功 し た 
イラ スト に な り ま し た 。 

Z 構 図 に する 場合 、 必ず し も グー テン ベル グ ・ 
ダイ アグ ラム に 則 ら な いと いけ な いわ け で は あ 
り ま せん 。 イ ラス ト に よっ て は どう し て も 右上 
や 左下 に 重要 な モチ ー フ を 配置 し た い 場 合 も 


あり ます し 、 わ ざと 違和感 の ある 配置 で 不思議 
な 印象 を 狙う と いう 方 法 も あり ます 。 あ くま で 
目安 と し て 使い まし ょ う 。 


重要 な 要素 の 配置 が バラ バラ で 、 
意図 し な い 違 和 感 が 生ま れ て いま 
す 。 


則 つ た 配置 に 変更 し まし た 。 視線 
の 流れ が スム ー ズ に な り 、 情報 が 
伝わり や すく な り ま し た 。 
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Z 構 図 の Z の 大 き さ に 注意 が 必要 で す 。 


Z の サイ ズ は 、 大 きく て も 多少 小さ く て も 成立 し ます 。 Z の 形 に パー ス を か ける な ど し て 奥行 き を 表現 し て も も ち 
る ん 構い ませ ん 。 た だ し 、 小 さす ぎる Z は あま り 効 果 的 と は いえ ませ ん 。 な ぜ な ら 、Z に 至る まで の 余白 が 多い と 、 
余白 の 印象 が 強く な り 、 結果 見 て いる 人 は Z の 流れ が 認識 で きず 、 視線 誘導 の 効果 が 無く な ね る か ら で す 。 また 、 構 
図 を 複数 組み 合わ せる こと は と て も 大 事 で す が 、 同じ く 4 点 に モチ ー フ を 置く 構図 と いっ て も 中 心 に 寄っ て 配置 
する 三 分 割 構図 (p.50) と は 、 若干 相性 が 悪い と いえ ます 。 


三 分 割 を 意識 し すぎ る と 、 日 の 丸 構 図 (p.34) の 役割 の 
方 が 大 きく な っ て いま す 。 


Z は ダイ ナミ ッ ク に 使う こと で 効果 を 発揮 し ます 。 


レイ アウ ト デ ザ イン と イラ スト 


本 書 で も た び た び レイ アウ ト デ ザ イン に つい て 触れ て きま し た が 、 デザ イン と 
イラ スト に は と て も 深い 関係 性 が あり ます 。 両方 と も 見 る 人 を 意識 し た 美術 に 
関す る も の で 、 構図 の 考え 方 も 多く の 部 分 で 共通 し て いま す 。 そもそも 、 「 デ ザ 
イン ] の 語源 は 「 デ ッ サ ン 」 と 同じ 「designare (計画 を 記号 に 表す ) 」 で す 。 見 
る 人 に 情報 を 伝え る た め 効果 的 な 計画 を し 、 具体 的 な 形 で 表現 を する と いう こ 
と で すね 。 絵 も デザ イン も 、 大 元 は 同じ 目的 な の で す 。 

イラ スト に 限ら ず 繧 は 自由 な も の だ と 思い ます 。 で す が 、 絵 を 仕事 に し た い 場 
合 や 、 ファ ン を 増やし た い 場 合 な ど 、 絵 を 手段 と し て 具体 的 な 目的 を 叶え た い 
場合 は 、 本 書 の よう な 技術 を 積極 的 に 身 に つけ る こと も 大 切 で す 。 特に 、 この 
Z 構 図 は 、 仕 事 で と て も 役に立ち ます 。 ポス ター 書籍 ・ 雑 誌 な ど 、 イ ラス トレ ー 
ター の 仕事 は デザ イナ ー と の 連携 が 強く 求め られ ます 。 その 際 に 、 お 互い の 分 
野 で 同じ 知識 を 持っ て いる と いう こと は 、 と て も 強み に な る の で す 。 


イラ スト の 専門 学校 で も 、 その 多く で は デザ イン の 授業 が カリ キュ ラム に 組み 込ま れ て いま す 。 逆 に デザ イン の 専門 学校 で 


も 、 イラ スト の 授業 が 組み 込ま れ て いる こと が 多い で す 。 


イラ スト と レイ アウ ト デ ザ イン は 、 相互 に 影響 し 合っ て いる 大 切な 知識 や 技術 な の で 、 ぜひ 身 に つけ て みて くだ さい 。 


Z 構 図 と 関係 が 深い 考え 方 に 、「 画 面 内 の 重心 バラ ンス 」 が あり ます 。 こち 
ら は モチ ー フ の 「 重 さ 」 か ら 画 面 四隅 の 要素 の 配置 を 決め る 考え 方 で す 。 
画面 を 上 下 で 分 け て 考え た 場合 、 上 に 軽い 要素 を 、 下 に 重い 要素 を 配置 
する と 画面 が 安定 し ます 。 こ れ は 、 人 間 の 見 慣れ て いる 風景 に 関係 し て 
いる と され て いま す 。 上 は 空 の 印象 が ある の で 軽く 感じ 、 下 は 大 地 の 印 
象 が ある の で 重く 感じ る と いう こと で す 。 

画面 を 左 と 右 で 分 け て 考え た 場合 、 左 に 軽い 要素 を 、 右 に 重い 要素 を 配 
置 する と 画面 が 安定 し ます 。 こ れ は 、 右 利き の 人 口 が 多く 、 右 に 重い 物 
を 持つ か ら と いう 説 が あり ます 。 

それ ら を 組み 合わ せ て 考え る と 、 左上 に 一 番 軽い 要素 、 右 上 に 二 番 目 に 
軽い 要素 、 左下 に 二 番 目 に 重い 要素 、 右 下 に 一 番 重 い 要素 を 配置 する こ 
と が 、 最も 見 る 人 に 安定 感 を 与え られ る と いう こと に な り ま す 。 重 さ は 、 3 | | 
軽い も の は 薄く 、 重い 物 は 濃く 色 を 置い た り 、 軽い も の は 小さ く 、 重い も の は 大 きく 描く こと で 調整 可能 で す 。 
この 考え 方 は 、 必ず 4 点 す べ て に 要素 を 配置 する 必要 が ある Z 構 図 で は な く 、 ほか の 構図 を 使う と き に も 、 どこ 
に 配置 する か と いう 目安 と し て 使え ます 。 

グー テン ベル グ ・ ダ イア グラ ム も 、 こ の 重心 の バラ ンス の 取り 方 も 、 絶対 的 な も の で は な く 、 あ くま で 目安 で す 。 
お 互い に 相反 する 部 分 も 抱え て いま す 。 こ れ ら に 縛ら れ す ぎ る と 混乱 し た り 、 絵 が 硬く な り ま す の で 、 迷っ た と 
き や 用 途 に 合う と き に 、 使え そう だ か ら 取 り 入 れ て みよ う ぐ ら い の 考 え で 利用 する の が お 勧め で す 。 


グー テン ベル グ ・ ダ イア グラ ム に 従っ た 
| 構図 で す 。 
で OeNA / ハ ッ カ ドー ル THE あみ に め ー し ょ ん 誠 作 委員 会 


主役 の 顔 か ら は じ ま り 、 泥棒 が 
お 団子 を 盗 も うと し て いる と い 
う 情 報 で 終わ る 、 グ ー テ ン ベ ル 
グ ・ ダ イア グラ ム で す 。 すべ て 
の 情報 が 伝わり や すく な っ て い 
ます 。 
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図 藤 N 


バラ ンス を よく する た め の 手 掛か り © 


貢 金 比 


黄金 比 は 、 人 間 が 見 て 美しい と 思う 比率 の 法則 で 「 美 し く 背景 や ロゴ な ど に も 使わ れる 構図 で す 。 

見 せ た い 」「 画 面 に 調和 を 出し た い 」 と き に 向い て いま す 。 企業 の ロゴ マー ク な ど に も よく 見 られ 、 ゲー ムキ ャ ラク 
本 書 で は 黄金 比 に 沿っ て 描か れ た 黄金 螺旋 を 使っ た 構 ター の ソニ ッ ク も 黄金 螺旋 に 則っ た 造形 だ っ た と 話題 に 
図 を 中 心 に し て いま す 。 な り ま し た 。 ま た 、 モナ リザ の 顔 も 黄金 比 に 則っ て 描か 
イラ スト や キャ ラク ター デザ イン な ど は も ちろ ん で す が 、 れ て お り 、 さま ざま な と ころ で 活用 され て いる 構図 で す 。 


構 


黄金 螺旋 の 形状 に 沿っ て 、 
モチ ー フ や 構図 を 描く 。 
従い すぎ る 必要 は な ぐ 、 
ある 程度 曖昧 で も 効果 は 
ある 。 


三 分 割 構図 も 黄金 比 
に 近い 。 


氏 旋 の 形状 自体 に 動き が 
ある の で 、 動き が ある 
作品 に も 向い て いる 。 


黄金 螺旋 は 一 つの 
画面 に 複数 あお っ て も 
構わ な い 。 


和 金 紅 許 を 
断ち 切っ て も 
構わ な い 。 

8 Ln uuo | 

要素 が いく つか ある イラ スト を 
美しく まとめ た か っ た の で 、 
黄金 比 を 使っ て 作品 を 描き 
まし た 。 
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@ 構図 の 基本 


黄金 比 は 、 人 間 が 発見 し た 美 し さ の 比率 で 、 厳密 に は 「]:1.618」 の 
比率 の こと を 言い ます 。 こ の 比率 を 分 か りや すく 図形 で 表し た も の 
が 、「 黄 金 長 方 形 」 と 呼ば れる も の で 、 正方 形 の 左右 も し く は 上 下 の 
片方 を 、 1.618 倍 に 引き 延ばし た も の を 指し ます ⑨ 。 


この 黄金 長方形 で す が 、 実は 無数 の 正方 形 に 細分 化 で きま す @。 
正方 形 と いう 形状 は 、 非常 に 調和 が 取れ た も の で す が 、 黄金 長方形 
は 正方 形 の 集合 体 と いう だ け で も 、 非常 に 計算 され つく し た 、 調和 が 
取れ た 形状 と いう こと が 分 か り ま す 。 


この 細分 化し た 正方 形 の 集合 体 に 則っ て 、 各 正 方 形 の 端 と 端 の 対 角 
線 を 曲線 で つない で いく と 、 螺旋 の 形状 が で き 上 が り ま す 。 こ の 螺旋 
が 「 黄 金 螺旋 」 と 言わ れる も の で す 夫 。 

黄金 比 を 使っ た 構図 と いえ ば 、 基本 的 に は この 黄金 螺旋 の こと を 指 
し ます 。 

キャ ラク ター デザ イン は も ちろ ん 構図 や レイ アウ ト デ ザ イン も 、 この 
黄金 鍵 旋 に 従え ば 、 非常 に 美しく 、 調和 が 取れ た 、 魅力 的 な 形 に な る 
と 言わ れ て いま す 。 


黄金 螺旋 を 使え ば 、 非常 に 魅力 的 な 作品 を 作り 「 や すく 」 な り ま す 。 
で す が 、 その 形状 に 完全 に 従っ て 、 上 手 に 作品 を 作る こと は 非常 に 困 
難 で す 。 螺 旋 全体 で は な く モ チー フ の 一 部 が 螺旋 に 沿っ て いる だ け 
で も 構い ませ ん し 、 沿っ て いて も 一 部 が 螺旋 か ら 外 れ て いた り し て も 
構い ませ ん 。 黄金 螺旋 に 従っ て いれ ば 必ず 美しい 作品 に な る わけ は 
あり ませ ん し 、 黄金 螺旋 に し ば られ すぎ る と 没 個性 的 な 作品 に な り 
ます 。 目安 と し て 使い まし ょ う 。 

な お 、 黄金 螺旋 の 形状 は 、 上 記 の 形 だ け で な く 、 螺旋 が 縦 に な っ て も 、 
横 に な っ て も 、 上 下 左右 に 反転 され て いて も 構い ませ ん 。 

使い や すく し た も の と いっ て も 螺旋 の 形状 が 複雑 な の で 、 厳密 に 使う 
に は ハー ドル の 高い 構図 で す 。 多少 曖昧 で も 構わ な いく らい の 気持 
ち で 、 気楽 に 使う と よい で し ょ う 。 

三 分 割 構図 (p.50) も 、 黄金 比 ・ 黄 金 分 割 と 呼ば れる こと が あり ます 。 
厳密 に は 違う の で す が 、 こ れ は 、 黄金 長方形 を 三 分 割 し た 場合 、 線 が 
黄金 比 の も の と 近い 位置 を 通る か ら で す 。 で す の で 、 三 分 割 構図 も 
美しい 構図 と され て いま す 。 


1.618 


どれ で も OK 
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S 肛 光 7 図 芋 


@⑯ 構図 の 活用 方 法 
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黄金 螺旋 は 、 ポ ー ズ と 構図 どちら に も 使用 で きま す 。 


AA 


黄金 螺旋 は 画面 内 に 一 つ で ある 必要 は あり ませ ん 。 複数 使用 し て も 構い ませ 
ん 。 作例 で は 4 つ 使っ て いま す 。 雲 の よ うに 形状 その まま で 使用 し た り 、 横顔 
の よう に 少し 途切れ て も 形状 に 従っ て いて も 構い ませ ん 。 山 は 曲線 に 従っ て 
描き 、 木 で まとめ た り 、 太陽 と 鳥 の よう に 点 在 で 黄金 妹 旋 に 沿っ て も よい の 
で す 。 


キャ ラク ター デザ イン に 使用 し まし た 。 帰 旋 の 形状 か ら 
魂 を 連想 し 、 さ ら に 弱 旋 に 沿わ せら れる 物 を 持っ て いる 
と いう 連想 で 死神 を 描い て み ま し た 。 螺旋 に 沿わ せる と 
まとまり が 出る 上 に 、 幼 旋 は 形状 自体 に 動き が ある の で 、 
動き の ある 作品 に 向い て いま す 。 


黄金 比 は 、 人 間 が 発見 し た 美 の 法則 と 書き まし た が 、 黄金 比 は 自然 界 で も し ば し ば 
見 られ る 形状 で す 。 

ひま わり ・ 松 ぼっ くり ・ シ ダ な どの 曲線 が 多い 植物 や 、 巻 き 由 の 螺旋 、 果 て は 台風 や 銀 
河 の 形 な ど 黄金 螺旋 の 形状 に 則 し て いる も の は 多く あり ます 。 2016 年 に 話題 に な 
り ま し た が 、 な ん と 九州 の 形 も 、 黄金 螺旋 に 沿っ た 形状 で ある こと が 分 か り ま し た 。 
自然 界 は 、 意外 と 物理 学 や 数 学 に きち ん と 則っ た 様相 を 持っ て いる こと が 多い で す 。 
例え ば 、 全体 の 形状 を 細分 化し て いっ て も 、 その 形状 が 元々 持っ て いた 形状 の ED 象 
か ら 大 きく 離れ な い 図形 の こと を 「 フ ラク タル 」 と 言い ます が 、 これ は プロ ッ コ リー 
や 雪 の 結晶 、 稲 委 、 木 の 枝 分 か れ 、 人 間 の 腸 壁 な ど に も 見 られ ます 。 

長い 地球 の 歴史 の 中 で 、 動物 も 植物 も 現象 も 、 多く の 研 鎖 を 重ね て 現在 の 姿 に 落ち 
着い て いま す 。 それ に 美 し さ を 感じ る の は 、 生き 物 の 本 能 な の か も し れ ま せん ね 。 


黄金 螺旋 は 画面 全体 に 必ず 収まっ て いる 必要 も あり ませ ん 。 黄 
金 螺旋 を 断ち 切っ て も 構わ な い の で す 。 

多少 、 制約 は 増え て し まい ます が 、 黄金 螺旋 を 断ち 切る こと に 
よっ て 、 画面 は より 複雑 に な り ます 。 黄金 比 を 使っ て いる こと 
が 目立た な いよ うに 利用 し て いる プロ も いま す が 、 その 際 に も 
この 方 法 は 有効 で す 。 

黄金 比 は 、 そ れ 自 体 で 、 も う 完 成 さ れ た 構図 で は あり ます が 、 
目 が 慣れ て いる 人 や プロ な ど は 、「 黄 金 螺旋 か 」 と 気づく こと 
も 多い で す 。 気づか れ て は いけ な いと いう わけ で は あり ませ ん 
が 、 で きれ ば 作品 は 純粋 な 目線 で 見 て も らい た いも の で す 。 黄 
金 昌 旋 の サイ ズ を 大 きく し て みた り 、 小 さく し て みた り 、 斜め 
に し て みた り 、 ほか の 構図 も 積極 的 に 組み 合わ せる な ど し て 工 
夫 し て みる と よい で し ょ う 。 


上 下 に 二 つ の 黄金 氏 旋 を 使っ て お り 、 それ ぞ れ キャ ラク ター 
と 猫 に 螺旋 が 収束 する よう に し て いま す 。 


左右 に 二 つ の 黄金 螺旋 4 
を 使っ て いま す 。 
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オー バー ラッ プ 構 図 は 、 手前 の モチ ー フ と 奥 の モ チー フ 
が 重なり 合っ た 構図 で す 。 「 奥 行き を 表現 し た い 」「 作 品 
を うま く 見 せ た い 」 と き に 向い て いる 構図 で す 。 

オー バー ラッ プ 構 いう の は 本 書 の 造語 で 、 映像 技 
術 の オー バー ラッ プ と は 異な り ま す 。 本 書 で は モチ ー フ 


構図 の 


MEMO | 

三角 関係 の 三 人 を 、 た だ 漢 然 と 描く の 
で は な く 、 より 物語 性 が 伝わり 、 また 
魅力 的 な イラ スト に し た か っ た の で 、 
オー バー ラッ プ 構 図 を 選び まし た 。 
真ん中 の 主役 と 、 あこ が れ の 人 を 重ね る 
こと で 、 主 役 の 親近 感 や 想い を 表現 。 少 
し 苑 れ た 少女 は 、 想い を 秘め て いる 

の で 主役 と は 重ね て いま せん 。 


キャ ラク ター 同士 を 
重ね て も OK。 

思い 切っ て 主役 に 別 の 
モチ ー フ を 重ね て も 
効果 的 。 


オー バー ラッ プ 構 図 は 無理 

な く ほ か の 構図 と 組み 合わ 

せら れる ) 
ここ で は 、 全体 は 三角 形 構 i 
図 (p.26) で 構成 。 

また 奈 白 構図 (p.54) で そ 
れ ぞ れ の キャ ラク ター の ス 
タン ス を 暗示 し て いる 


重ね る モチ ー フ は 
サイ ズ や 位置 が 
適切 に な る よう 、 
こま め に 調整 する 。 


を 重ね て 奥行 き を 出す こと と を 、 オー バー ラッ プ と 呼ん で 
いま す 。 

イラ スト に 限ら ず 、 絵画 や 彫刻 、 静物 デッサン で も モ 
チー フ を 重ね て 描く こと は 大 事 に され て いま す 。 意識 す 
る だ け で 作品 の 完成 度 が グッ と 上 が り 


シー 


\ 重ね る も の は 、 主役 
より 目立た せな い 
よう に 気 を つけ る 。 


重ね る モチ ー フ を 工夫 し 、 
互い に 関係 性 が ある も の 

同士 を 重ね る と 、 イラ スト 
の メッ セー ジ 性 が 上 が る 。 


キー と な る あこ が れ の 人 は 、 
あえ て 大 きく 描い て いる が 、 

目 を 描か な か っ た り 、 断ち 切っ て 
存在 感 を 調整 し て いる 。 


\\ 


モチ ー フ と な る ニー 以上 の 要素 を 、 一 つ は 手前 に 、 一 つ は 奥 に 置き 、 重ね る 
こと に よっ て 手軽 に 「 奥 行き 」 を 表現 する こと が で きま す 。 こ れ を 本 書 で は 
オー バー ラッ プ と 呼び ます 。 

奥行 き を 表す に は パー ス や 空気 遠近 法 な ど が 有名 で す が 、 オー バー ラッ プ 
構図 で は 要素 と 要素 を 重ね る だ け で 奥行 き が 表現 で きま す 。 し か し 、 簡 単 
だ か ら こ そ 意 識 を し な いと 使え な い 構図 で す 。 

画面 内 の 上 下方 向 の 空間 を 表す Y 軸 、 左右 方 向 の 空間 を 表す X 軸 を 意識 で 
き て いる 人 は 多い の で す が 、 イラ スト を 始め て 間 が な い 人 は 奥行 き の 空間 を 
表す Z 軸 に まで は 気 が 回 っ て いな い 場 合 が 多い で す 。 だ か ら こ そ 、 こ の オー 
バー ラッ プ 構 図 を 意識 する だ け で 作品 が ぐっ と 上 達し て 見 える の で す 。 

も ちろ ん 、 プロ に と っ て も 大 事 な 構図 で す 。 


因 落 Asu- ニ ー\ / 図 勤 


効果 的 な オー バー ラッ プ 構 図 に は 思い 切り が 大 切 で す 。 
キャ ラク ター に も 背景 - も オー バー ラッ プ 構 図 は 有効 で す 。 イラ スト の 主役 
で ある キャ ラク ター に モチ ー フ を 重ね 一 部 を 隠し て し まう こと に は 思い 切り 
が 必要 だ と 思い ます が 、 重ね る だ け で 奥行 き を 表現 する こと が で きる の で 、 
思い 切っ て 重ね た 方 が イラ スト の 世界 観 を より 深め る こと が で きま す 。 

デジ タル イラ スト で は 重ね て か ら 位 置 を 動か し て 様子 を 見 る な ど 、 あと で 配 
置 の バラ ンス を 調整 で きる の で 色々 と 試し て み ま し ょ う 。 


ん A の 図 は 、 オーバー ラッ プ 構 
図 に 則っ て 、 主役 に 花 の モチ ー 
フ を 重ね て いま す 。 し か し 、 大 
きす ぎ て 色 も 濃く 主役 より も 目 
立っ て し まっ て いま す 。 花 が 主 
役 に な る 場合 は これ で も よい の 
で す が 、 思い 切る の に も 限度 が 
必要 で す 。 こ の 場合 は 重なっ て 
いる モチ ー フ を 『 小 さく する 」 
「 顔 に か か ら な いよ うに する 」 
「 色 や 存在 感 を 主役 より 薄く す 
る 」「 ぼ か し を か け て みる 」 な ど 
が 有効 で す 。 

特に ぼかし を か け て みる と 写 ー 
真 の ぼけ (p.118) の 表現 の な より の イン バク ト の 方 が 強 す ぎ て 、 花 。 花 の 存在 感 を 落と すこ と で 、 メ イン を は っ き 
うに 、 さら に 奥行 感 が 高まり ま が 主役 の イラ スト に な っ て し まっ て いま す 。 りさ せま し た 。 


す 。 この よう に 、 作画 後 も 調整 する と 、 作品 の 完 
成 度 は 高まり ます 。 
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オー バー ラッ プ 構 図 で は モチ ー ン 同士 を 重ね る こと に より 簡単 に 奥行 き を 表現 で きま す が 、 関連 性 の ある モチ ー 
フ 同 士 に し た り 、 洒落 の きい た モチ ー フ を 重ね る な どす る と 、 イラ スト の 魅力 や メッ セー ジ 性 を さら に 高め られ 
ます 。 


主役 自身 の 一 部 (武器 ) を 使っ て オー バー ラッ プ を 構成 し まし た 。 
画面 全体 を 主役 で 効果 的 に 埋め つつ 、 距離 感 や スピ ー ド 感 を 出し て いま す 。 対 
角 線 構図 (p.42) を 用 いて 、 さら に 動き を つけ て いま す 。 また 迫力 が 出る よう 
に アオ リ (p.8) も 使っ て いま す 。 

オー バー ラッ プ 構 図 は 、 無 理 な く ほか の 構図 と 組み 合わ せる こと が で きま す 。 


美 少 女 ち もち の の マン ガ な ど で よ く 見 られ る 構図 で 3 前 
の 葉っぱ で 描写 で き な い 部 分 を 隠し て み ま し , 
ア の ある 雰囲気 が 出 て いま す 。 


オー バー ラッ プ 構 図 と は 


オー バー ラッ プ 構 図 と いう 名 称 は 、 実は この 本 の 造語 で す 。 今 まで 色々 と 技 
法 書 を 読ん で きま し た か が 、 該当 する 内 容 を 見 た こと が な いわ り に 、 と て も 重 
要 な 内 容 だ と 思っ て いま す 。 この 本 の 中 で 一 番 語 り た い ほど 、 有効 な 構図 な 
の で す 。 

私 の 経験 上 、 この オー バー ラッ プ 構 図 は 、 や っ て いる こと 自体 は 非常 に 簡単 
な こと な の で す が 、 ある 日 、 映画 を 見 て いる 最 中 に 、 モチ ー ズ 同士 を 重ね る こ 
と の 有効 性 に 気づき まし た 。 そし て 絵 で も 意識 する こと に よっ て 、 よう や く 使 
える よう に な り ま し た 。 それ だ け 意 識 する こと は 大 事 な の で す 。 

うま い 人 の 絵 に 比べ て 、 今ひとつ 自分 の 作品 に は 何 か 壁 が め る よう に 感じ る 
人 は 、 絵 を 描い て いる と き に 「 重 ね る ] 「 重 ね る 」 と 意識 し て 描い て みて くだ さ 
い 。 慣れ れ ば 、 自然 と オー バー ラッ プ 構 図 が 描け る よう に な り ま す 。 
重ね る 以外 に も 、 Z 軸 と いう 奥行 き の 要 素 も し ば し ば 頭 か ら 抜け 落ち る こと 
が 多い で す 。 奥行 き の 技術 は 絵 の 上 直 に 必要 不可 欠 な も の で す の で 、 一 つ で 
も 多く 習得 で きる よう 頑張 り まし ょ う 。 


オー バー ラッ プ 構 図 は 必ず し も 別 の モチ ー フ で 主役 を 隠さ ね ば 表 
現 で き な い も の で は あり ませ ん 。 例え ば 廃 法 や エフ ェクト な どの 半 透 
明 な 要素 や 、 ガ ラス や プラ スチ ッ ク な どの 透明 な 要素 で 透け させ て 
し まえ ば 主役 を 隠さ ず に オー バー ラッ プ 効 果 を 追加 する こと が で き 
ます 。 

イラ スト に と っ て 透明 と いう も の は と て も 大 事 で 、 例え ば 鉛筆 デ ッ サ 
ン で も 、 上 級 者 向け に 「 透 明 な ビニ ー ル を モチ ー フ に か ぶせ て 描く 」 
と いう 練習 方 法 が あり ます 。 言い 換え れ ば 「 透 明 を 描く 」 こ と が で き 
れ ば 作品 を 上 級 者 らし く 見 せる こと が で きま す 。 オーバー ラッ プ 構 
図 は 、「 作 品 を うま く 見 せる 」 こと も 目的 の 一 つ で す の で 、 こ の 「 透 明 
を 描く 」 と いう 手法 と 親和 性 が と て も 高い の で す 。 

デジ タル で は 、 透 明度 を 調整 する だ け で 手軽 に 半 透 明 に で きま す 。 
主役 を も っ と 見 せつ つ 、 オー パー ラッ プ 構 図 を 表現 し た いと き に 、 透 
明 を 重ね る と いう 方 法 も 試し て みて くだ さい 。 


、 ヘン ゼル と グレ ー テ ル で す 。 
重ね る こと で 二 人 の 関係 性 
ンー を 強調 する だ け で な く 、 片方 
を 傾け て バラ ンス を 消す こ 
と に より 、 画面 の 動き と 、 キ 
ャ ラク ター が 支え 合っ つて いる 
様子 を 表現 し て いま す 。 
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ニー / 図 


ヨ 薄 <MI 一 


切り 取っ て 構図 を 変更 する 


ドリ ミン ク 


トリ ミン グ は 完成 後 の 作品 に 手 を 加え る 加工 技術 の 一 
つ で す 。 「 構 図 を 変え た い 」 「 主 役 を 変え た い 」「 断 ち 切 っ 
て 特殊 表現 を し た い 」 と き に 使え る 技術 で す 。 

ゲー ム 業 界 で は ワン ショ ッ ト の 全身 図 を トリ ミン グ し 、 
アッ プシ ョ ッ ト 、 バ スト アッ プ 、 ニー ショ ッ ト な ど に 変え た 


基本 は 完成 原稿 の 
拡大 で 調整 する 。 


断ち 切り は その 先 の 
世界 の 表現 ・ 動 き の 表現 
キャ ラク ター の 魅力 を 
強化 で きる 。 
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Oe 


りす る こと も あり ます 。 そ うい っ た 特殊 な 場合 以外 で も 、 
作品 の 最終 的 な 印象 を 調整 する の に よく 使わ れ て いま 
す 。 

デジ タル だ か ら こ その 技術 で す が 、 知っ て お く と さま ざ 
まな 場面 で 活か せま す 。 


| am MEMO | 

トリ ミン グ で キャ ラク ター を 
断ち 切る こと で 、 画 面 外 へ の 
想像 の 祭 地 の 追加 と 、 動 き の 
強化 を 試み まし た 。 


拡大 を する 場合 は 、 
解像度 に 注意 する 。 | 


マ 


グ 後 に 足り な い 
部 分 を 描き 足し て も 
構わ な い 。 


半 構 図 の 基本 


トリ ミン グ と は 「 不 要 な 部 分 を 取り 除い て 画面 を 整え る こと 」 で す 。 そ の 言葉 通り 、 完成 後 の 
作品 を 調整 し て 、 より よい 作品 に 仕上 げ る た め の 工 程 の こと を 指し ます 。 

描き 始め て 、 最後 まで 一 買 し て その まま 最高 の 仕上 が り に で きる 人 は 、 な か な か いま せん 。 
キャ ラク ター が 大 きす ぎ ・ 小 さす ぎ で 思っ た よう な 印象 に な ら な いこ と や 、 ウエ スト アッ プ で 
描き 始め た が 、 後 で バス ト ア ッ プ に し た く な る こと も あり ます 。 そ の 際 、 拡大 縮小 を し て 調整 
すれ ば 「 構 図 を 変え られ 」、 二 人 い る キャ ラク ター の うち の 一 人 を 大 きく すれ ば 「 主 役 に で き 」、 
も う 一 人 も 「 断 ち 切れ ば 」 画面 内 に 存在 する 意味 を 変え られ ます 。 上 手 に 使え ば 、 と て も 役 立 
つ 技 法 で す 。 特 に 余白 構図 (p.54) と 相性 が よい 技法 で す 。 

な お 、 ラフ 段階 で ドリ ミン グ し て 清書 や 着色 に 入る 人 も いま す 。 間 違い で は あり ませ ん が 、 色 
を 塗る と 印象 が 変わ り 、 ど うし て も 最終 的 に サイ ズ や 位置 の 調整 が 必要 に な っ て きま す 。 そ 
の 際 、 トリミング され た 部 分 (元々 の 全体 像 ) は 着色 し て いな い の で 、 絵 を 動か し た り 、 縮小 
し た りす る と 塗ら れ て いな い 部 分 が 画面 内 に で きま す 。 そ の 部 分 は 描き 足し が 必要 に な り ま 
す の で 、 基本 的 に は トリ ミン グ に 完成 後 が お 勧め で す 。 


人 の 図 は 、 主役 の 迫力 が 出る よう アオ リ (p.8) で 、 な お か つ 日 「 ト リ ミ ッ ク 前 

の 丸 構図 (p.34) で 目立た せよ うと し た の で す が 、 カメ ラ か ら A 
遠 す ぎ て 余白 が 大 きく な りす ぎ 、 静か な 印象 に な っ て 迫力 が 
出 て いま せん 。 そ こ で 主役 を 拡大 し て 余白 を トリ ミン グ し 、 画 
面 い っ ぱい に な る よう に 構図 を 変更 し まし た 。 結果 、 ア オリ だ 

け で な く 、 身体 や 刀 で 対角線 構図 (p.42) も 成立 し て 、 より 

飼 力 が 出 て キャ ラク ター の 魅力 が 増し まし た 。 

ここ まで 顕著 な トリ ミン グ で は な く て も 、 ほん の わずか に | 
拡大 を し て 、 微 調整 を 行う トリ ミン グ も 、 大 変 有 効 で す 。 


トリ ミン グ は 、 作品 の 拡大 が 基本 に な り ま す 。 拡大 する と 、 その 分 、 確実 に 画像 は 荒く な り ます (付録 「 デ ー タ の 
作り 方 (p.171) 」 参照 )。 拡大 の 割合 が 大 きけ れ ば 大 きい ほど 、 画像 の 劣化 も 大 きく な り ま すし 、 何 度 も 拡大 を 繰 
り 返 せ ば どん どん 画像 は 劣化 し て いき ます 。 

拡大 より も 縮小 の 方 が 画像 の 劣化 は 少な く な る た め 、 最初 は 想定 の 仕上 が り サ イズ の 数 倍 の サイ ズ (同じ 比率 ) 
で イラ スト を 描い て お き 、 仕上 が っ た ら 想 定 サ イズ の 画面 の 方 に 描い た イラ スト を 持っ て き て 、 そこ で 『 縮 小 」 を 
か け て トリ ミン グ を する と いう 方 法 が あり ます 。 こ の 逆転 の 発想 で 対処 を 行う と 、 劣化 は 極め て 少な く な り ま す 。 

また 、 拡大 縮小 は 一 度 で 済ま せる べき で す 。 ま ず 原 画 の コピ ー を 作っ て 何 度 も 拡大 縮小 を 試し 、 理想 的 な トリ ミ 
ング の 結果 が 見 つか っ た ら 、 改め て 、 原画 を その 理想 的 な か トリ ミン グ と 同じ に な る よう に 、 一度 だ け 拡 大 縮小 を 
すれ ば よい の で す 。 


A3 か ら 、A 4 へ と 作品 を トリ 理想 的 な トリ ミン グ を 探 
ミン グ す る と 、 この よう に A3 し 、 構図 を 整え まし た 。 
で 描い て いた と きよ り 大 きく 作 WSN あら か じ め 目 標 サ イズ 
品 が 表示 され ます 。 准 ぐ より 大 きく 描い て お く 
て の 原画 サイ ズ な ら 「 縮 小 」 が b こと 、 融 通 が 効く の で 、 癖 
で きる の で 、 画質 劣化 も ほとん M に する こと を お 勧め し 
ど あ り ま せん 。 ます 。 


WV に テイ 図 菊 


キャ ラク ター や モチ ー フ を 画面 端 で 「 断 
ち 切 る 」 こと は と て も 有効 な 表現 方 法 で 
す 。 画面 に すべ て が 収まっ て いれ ば 、 説明 
は で きま す が 、 想像 の 余地 が 少な く な り 、 
画面 と いう 閉じ た 世界 に キャ ラク ター が 
いる よう な 閉講 感 が 出 て し まい ます 。 断 
ち 切 る こと で 、 見 て いる 人 は 「 そ の 先 は ど 
うな っ て いる ん だ ろう 」 と 想像 する こと 
が で き 、 作 品 の 面白 さ が 増し ます 。 ま た 、 
画面 外 に も 世界 が 広がっ て いる こと を 示 


すこ と が で きる の で 、 生き 生き し た キャ 。 = rE 
単に 走っ て いる 絵 と いう 印象 で す 。 断ち 切り 、 画面 か ら は み 出さ せる こと 
ラク ター 描写 が 可能 で す 。 も う 少 し 面白 味 を 出し た いと ころ で す 。 で 、 その 先 の 世界 と 、 想像 の 余地 を 号 


また 、 断 ち 切り は 動き を 感じ させ る こと えま し た 。 

に も 長け て いま す 。 〇 の 図 の よう に 足 を 断ち 切る こと で 前 に 進ん で いる と いう 印象 を 強化 で き 、 また 、 画面 外 で 
と て も すご い 動 き を し て いる の で は な いか と 、 見 て いる 人 が 想像 し て くれ る 効果 も 期待 で きま す 。 

し か し 、 全身 を 描か な けれ ば 身体 の バラ ンス が 取れ な いと いう 人 も 多い で し ょ う 。 そ こ で 、 一 旦 ワ ン シ ョ ッ ト な ど 
で 描い て お き 、 拡 大 を する こと に よっ て 、 最 も 効果 的 な 断ち 切り の トリ ミン グ 結 果 を 探す と いう 方 法 を お 勧め し ま 
す 。 も ちる ん 、 先述 の よう に 解像度 に は くれ ぐれ も 気 を つけ て くだ さい 。 


トリ ミン グ や 断ち 切り に よっ て 、 主役 を 変更 する こと も で きま す 。 また 、 そちら の 方 が 効果 的 で ある な ら ば 、 横 画面 
の 作品 を 縦 画面 に 変え て も 問題 あり ませ ん 。 


手前 に いる キャ ラ が 大 きい の で 、 どう 見 て も 手前 の キャ ラ が 主役 で す 。 


大 きい キャ ラク ター を 思い 切っ て 断ち 切る こと で 、 キャ ラク ター の 存在 
感 を 薄め まし た 。 その 分 、 奥 の キ ャ ラク ター が 存在 感 を 増し 、 主役 の 雰 還 
囲 気 が 出 まし た 。 断ち 切っ た キャ ラク ター も 何 か 意味 を 成す よう に 、 視 朋 
線 を 女の子 の 方 へ 向け まし た 。 また 、 縦 画面 に し た 方 が 、 効果 的 な 断ち 
切り が で き 余 計 な 余白 が な く な る の で 、 画面 を 縦 画面 に 変更 し まし た 。 
断ち 切り は 、 キャ ラク ター の 魅力 を 出す だ け で な く 、 逆 に 魅力 や 存在 感 
を 落と すこ と も で きま す 。 


トリ ミン グ と は 逆 に 、 バス ト ア ッ プ や ニー ショ ッ ト な ど を 描い て いて 、 物 足り な く な っ た ら 逆 に 完成 イラ スト を 縮 


小 し て 、 足り な い 部 分 を 必要 な と ころ まで 描き 足す と いう こと も 、 デジ タル な ら 可 能 で す 。 


狙っ た と ころ に 、 狙っ た よう に 最初 か ら 最後 まで 一 度 で 描け れ ば よい の で す が 、 現実 に は な か な か そう は いき ま 
せん 。 トリ ミン グ の 技法 は 、 デ ジタル イラ スト な ら で は の 大 変 有効 な 技術 で す の で 、 より よい 作品 を 目指 し た い 


場合 は 、 ぜひ 取り 入れ て みて くだ さい 。 


断ち 切り を 意識 し て 描き まし た が 、 無 計画 に 断 
ち 切 っ た の で 物 足 り ず 、 全身 を 描き た く な り ま 
し た 。 


縮小 し て 全身 を 描き 足し まし た 。 つい で に 空 
いた だ 部 分 に 背景 を 描く と 、 と て も 華やか な イラ 


スト に な り ま し た 。 


厳密 に いう と トリ ミン グ と は 違い ます が 、 最終 処理 で キャ ラク ター の 配置 を 変更 する こと も 、 仕上 が り に は 大 き 
く 影響 し ます 。 ま た 、 反転 させ て 印象 の 違い を 見 て も よい で し ょ う 。 
これ ら の 機能 に あま り 頼 りす ぎる と 最初 の 意図 を 見 失っ て し まう 可能 性 が あり ます が 、 最終 調整 を する こと は 作 


品 の 完成 度 を 上 げ て くれ ます 。 デジ タル な ら で は の 技術 な の で 、 有効 活用 し まし ょ う 。 


余白 構図 (p.54) な どの 知識 を 使っ て 、 ぜひ 挑戦 し て みて くだ さい 。 


右 よ り の 右傾 き 、 右 断ち 
切り で す 。 

奈 白 構図 の 項目 で 説明 
し まし た が 、 右側 は 過去 
な どの ネガ ティ ブ な 印 
象 を 与え ます 。 


上 上記 を 反転 させ 、 左 よ り 
の 左 傾き 、 左 断ち 切り に 
し まし た <。 

祭 白 構図 の 項目 で 説明 
し まし た が 、 左側 は 未来 
な どの ポジ ティ ブ な 印 
象 を 与え ます 。 


も ちろ ん 、 深い 意味 は な く 、 た だ 見 た 目 の 良 し 悪し で 決め て も 構い ませ ん 。 大 切な こと と は 、 仕上 げ と し て 色々 と 


調整 を 試し て みる こと で す 。 


wv に テイ 図 壮 
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顔 を 中 心 と し た 構 


た アッ プシ ョ ッ ト 


ここ か ら は 、 各 シ ョ ッ ト を 描く 際 に 、 有効 な 考え 方 や パ 
ター ン を 解説 し ます 。 

アッ プシ ョ ッ ト は 、 主 に 顔 を アッ プ に し た 構図 で 、「 主 役 
へ の 感情 移入 」「 訴 求 力 」「 感 情 演 出 」 な ど が 表現 で き 
ます 。 


構図 の 7 
LR MEMO| 


サス ペン ス 映 画 の よう な 狂気 を 
強烈 な イン パク ト で 描き た か っ た 
の で アッ プシ ョ ッ ト を 選び まし た 。 


生 首 に な ら な いよ う 
に 気 を つけ る 。 


絵 の タ ッ チ に よっ て は 、 
カメ ラ が 近く に な る ほど 、 
給 を リア ル に する の も 効果 的 。| 


顔 の 角度 に よっ て 
与え る 印象 が か な り 
変わ る 。 


顔 を 大 きく 描く の で 、 
表情 や 顔 の パーツ の 
デッサン に は 気 を つけ る 。 


OKO 


古く か ら 肖 像 画 と し て も 人 物 の 顔 は 描か れ て きま し た 。 
筆者 が 長年 手掛け て いる 似顔絵 も アッ プシ ョ ッ ト の 一 つ 
で す 。 


アッ プシ ョ ッ ト は 、 顔 が 中 心 の 「 構 図 」 で す 。 顔 だ け と いう こと で 漢 然 と 描い て し ま 


い が ち で す が 、 シ ンプ ル だ か ら こ そ 、 小さ な 技術 や 知識 が 光り ます 。 キ ャ ラク ター 
の 顔 が 全面 に 押し 出さ れる の で 、 当然 ど の 構図 より も 主役 へ の 感情 移入 」 を 狙う 
こと が で き 、 大 胆 な 構図 な の で 「 訴 求 力 (イン パク ト ) 」 が 高く 、 顔面 を 大 きく 描く 


の で 「 感 情 演出 」 も 得意 で す 。 


し か し 、 使い どこ ろ を 間違え る と 、 いわゆる 「 生 首 」 と 言わ れる 、「 顔 し か 描か け な 
い 」「 顔 し か 描か な い 」 イラ スト と 同列 に 扱わ れ て し まう こと が あり ます 。 勇気 の い 


る 構図 で す が 、 し っ か り 狙い を 持っ て 効果 的 に 使い まし ょ う 。 


アッ プシ ョ ッ ト は 、 顔 だ け な の で 言い 訳 の で き な い 、 正 々 堂々 
と し た 構図 で す 。 顔 の 描写 と 、 後述 の 工夫 で 魅力 的 な イラ スト 
に 仕上 げ な けれ ば いけ ませ ん 。 

当然 の こと で す が 、 まず 第 一 に で きる だ け 粗 を 少な く 、 し っ か 
り 描き まし ょ う 。 キ ャ ラク ター の 上 魅力 を 存 分 に 引き 出せ る よ 
う 、 表情 や デッサン に は 気 を つけ て 描く こと が 大 切 で す 。 

また 、 顔 に カメ ラ が 人 迫る ほど 、 少し ずつ デフ ォ ル メ を 落と し て 
いき 、 使 う 線 の 本 数 を 増やし て いく な ど し て 、 ク ロー ズ ア ッ プ 
し た 感じ を 表現 で きる と 、 より 現実 感 が 出 ま す 。 これ は アニ メ 
の アッ プシ ョ ッ ト で よく 使わ れる 手法 で す 。 


人 の 図 は 、 アッ プシ ョ ッ ト を 
まっ た く 意 識 し て いな い 例 
で す 。 絵 を 描き 始め た 人 が 
落書 き で よく 描い て いる 絵 
で す 。 と と で 、 アッ プシ ョ ッ 
ト を 意識 し て あげ る と 途 端 
に 落書 きか ら 「 作 品 」 に な り 
ます 。 

髪の毛 を 円 構図 (p.38) に で 
きそう な の で 、 円 を 意識 し 
て まとまり よく 描く こと で 、 
ポー トレ イト と し て の 役割 
を 果たす よう に な り 、 魅 力 
が 引き 立つ よう に な り ま し 
た 。 


漠然 と 描い た 、 い わ ゆ る 生 首 と 呼ば れる 状態 で 
す 。 意図 の な い 余白 、 影 や 色 の な さ 、 基本 顔 の 
の み で 申し 訳 程度 に つい て いる 首 な ど が 特徴 で 
す 。 描き な れ て いな い 人 が 、 よく や っ て し まう 
パタ ー ン で す 。 


デフ ォ ル メ の レベル を 
変え る 際 に は 、 タッ チ 
が 変わ D り すぎ な いよ う 
に し まし ょ う 。 
髪の毛 、 ま ぶた や まつ 
げ 、 服 の シワ を 若干 増 
や すこ と か ら 試 し て み 
る と よい で す 。 

涙 袋 や 、 鼻 の 穴 、 上 下 
口唇 の 線 を 加え る こと 
で も 、 タッ チ を あま り 
変え ず に 少し リア ル に 
近づけ られ ます 。 


/ 


アッ プシ ョ ッ ト と いう 意識 を 込め て 描き 直し ま 
し た 。 訴求 が ある よう ダイ ナミ ッ ク に 描き 、 
影 や 類 の 色 を つけ て み ま し た 。 また 、 肩 まで 続 
く ラ イン を きち ん と 描く こと で その 先 に キャ ラ 
クタ ー の 身体 や 世界 が ある こと を 想像 させ て 
いま す 。 


テ cuwulst 7 図 攻 
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角度 に よる 違い 


アッ プシ ョ ッ ト は 、 顔 の 角度 や 表情 に こだわ る こと が 大 切 で す 。 

例え ば 、 最も 訴求 力 (インパ クト ) が 出る の は 正面 の 顔 で す 総 。 隠す 感情 が な い 、 正直 な 印象 を 与え られ ます 。 正 
面 の 顔 は シン メト リー が 基本 で す が 、 眼帯 を し て いた り 、 左右 非対称 (アシンメトリー) の 髪型 に し て も OK で す 。 
髪 の 流れ で 構図 も 作り や すい で す 。 

斜め 顔 ア ッ プ は 、 正面 より 若干 複雑 な 感情 を 伝え る こと に 向い て いま す 9。 

横顔 アッ プ は 、 少し 突き 放す の で 、 訴求 力 は 若干 落ち ます が 、 読者 に 特別 な 感情 ( 主 に 哀 林 や 強い 思い な ど ) を 
伝え る こと に 向い て いま す 9。 

顔 を か し げ る こと に よっ て 、 表情 を より 印象 深く 伝え る こと も で きま す ⑨。 動き が 生ま れ 、 対角線 の 効果 も 果 た 
し ます の で 、 元気 な 顔 の 表現 な ど に も 向い て いま す 。 


正面 で 素直 な キャ ラク ター の 描写 。 髪 も 円 形 を 意識 し 、 や さ し さ ・ 


素直 さ を 表現 し て いま す 。 斜め 顔 で 難し い 性 格 の キャ ラク ター。 機 粒 が 悪 そ う で す が 、 
何 か い う の を 我 恨 し て いる と いう 複雑 な 表情 を させ まし た 。 


横顔 で 、 突き 放し た 印象 を 狙い まし た 。 冷た い 目 が 強い 数 り を 物語 
っ て いま す 。 か し げ 顔 で 、 動き を 作り 元気 な 印象 を 狙い まし た 。 要 表 の な 
左 方 向 に 断ち 切る こと で 、 立ち 去 ろう と し て いる か の よう な 印象 も さ を 出 す た め に 正面 を 向い て いま す 。 

加え て いま す 。 


⑧) 構図 の 活用 方 法 


アッ プシ ョ ッ ト は 極め て 要素 が シン ブル で す が 、 工夫 で き な い わけ で は あり ませ ん 。 

例え ば 、 ア オリ (p.8) で 圧迫 感 ・ 高 圧 感 を 出し た り 、 フ カン (p.12) で 可愛 らし さや 落ち 込ん で 下 を 向い た 表情 
な ども 表現 で きま す 。 ま た 、 表題 イラ 
スト で も 使い まし た が 、 画面 端 で 断ち 
切る こと も 効果 的 で す 。 本 来 見 える も 
の が 見 えな いこ と で 、 見 る 人 に 驚き を 
与え られ ます し 、 顔 を 半分 隠す こと で 、 
二 面 性 の 表現 、 狂気 や 冷酷 さ の 表現 な 
ど が で きま す 。 

顔 だ け で な く 、 無理 の な い 範 囲 で 小物 
を 入れ る の も よい で し ょ う 。 例え ば 、 
恥ず か し さや 焦り を 表す 汗 、 不 腺 さ や 
余裕 を 表現 する た め に 何 か を 食べ させ 
る と いっ た 描き 込み で す 。 1 
発想 と 工夫 次 第 で 、 い くら で も で きる ga 


こと は あり ます 。 や や フカ ン で 、 自信 の な さ ・ 落 ち 込み を 汗 で 恥ず か し さ を 表現 し て いま す 。 端 を 
表現 し て いま す 。 フカ ン や アオ リ で な く 断ち 切る こと で 、 隠れ よう と する か の よ 
正面 絵 で も 、 顔 を 下 や 上 に 向け る こと で うな 印象 を 与え 、 恥 ず か しさ を 人 強調 し ま 
同様 の 効果 も 狙え ます 。 し た 。 


ガム は 不 朋 や 不 淡 を 表し 、 アオ リ の 視線 は 人 の 見 下 し を 表現 し て い 顔 は 四角 型 で 、 性 格 の 現さ を 表し まし た 。 
ます 。 ssuactaE 眼鏡 レン ズ の 片方 に 光 の 反射 表現 を 入れ て 目 を 隠す こと で 、 何 を 考 


えて いる が 分 か ら な い キ ャ ラク ター を 表現 し て いま す 。 
SoentRE 


89 


reuvyue 7 図 攻 


| 手 を 上 げ て ポー ズ を つけ 


胸 よ り 上 を 見 せる 構 ⑲⑯ 人 4 3 
バス ト ア ッ プ 


バス ト ア ッ プ は 、 ポー トレ イト (人 物 ・ 肖 像 画 ) イラ スト の 大 きく 動き を つけ る こと は 少し 苦手 で す が 、 腕 や 髪 な ど 
最も 基本 と な る 構図 の 一 つ で 、「 キ ャ ラク ター へ の 感情 の パー ツ を 使う こと で 動き を つけ る こと も で きま す 。 
移入 」「 安 定 感 」「 感 情 演出 」 な ど が 表現 で きま す 。 バス ト ア ッ プ は 、 顔 が 描 り る よう に な っ た 人 が 、 し ば し 


ノベル ゲー ム な どの キャ ラク ター の 立ち 絵 に 使わ れ て い ば 選ぶ 構図 で 、 落書 き な ど で も 頻繁 に 描か れ て いま す 。 
ます 。 


構 


[nm weuo | 
ゲー ム の 立ち 絵 で よく 見 る 
形 構図 (p.26) | 


バス ト ア ッ プ を 描き まし た 。 
りや すい 。 キャ ラク ター の 人 性格 や 感情 
が 伝わる よう ポー ズ や 表情 
を 工夫 し まし た 。 
[fH 
Ny 
\ 肩 や 髪 で 


た り 、 構図 を 作っ た り 、 


物 を 持た せ た りす る と 

| 表現 カ は と て も 高まる 。 

動き は 工夫 次 第 で 

つけ られ る 。 

レニ 0 
基本 的 に 正面 の 給 。 
強 Q フ カン ・ ア オリ 
[ | 有 ア | は バス ト ア ッ プ で は 
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少々 使い づら い 。 


頭 か ら 胸 ま で を 描く 構図 で す 。 し ば し ば ウエ スト アッ プ (p.94) と 混同 さ 
れ 、 ひ と くく り に 「 パ ストア ッ プ 」 と 呼ば れる こと も 多い で す が 、 本 書 で は 
バス ト ア ッ プ と ウエ スト アッ プ に 分 け て 解説 し ます 。 

バス ト ア ッ プ の 場合 は 、 顔 か ら 肩 まで が メイ ン で す 。 胸 は 、 半分 まで か 、 
せい ぜ い 胸 下 あ た り ま で で す 。 バ スト アッ プ は 顔 が 大 きく 描写 され る の で 
「 キ ャ ラク ター へ の 感情 移入 』 を させ や すく 、 ま た 表情 も よく 見 える の で 
「 感 情 の 表現 」 も 得意 で す 。 場合 に よっ て は 手 な ど を 描く こと も で きる の 
で 「 感 情 演出 」 も や りや すい で す 。 さ ら に 、 身 に まとっ て いる も の が よ ぼ 
ど 奇 抜 で な い 限 り 、 頭 を 頂点 と し て 肩 で 収まる 綺麗 な 三角 形 構図 に な る 
の で 「 安 定 感 」 も 抜群 で す 。 


バス ト ア ッ プ は 、 全身 を 描か な いた め 、 動き を つけ る こと は 少々 苦手 で す 。 
アッ プシ ョ ッ ト で は 顔 の 描写 に つい て 解説 し まし た が 、 バ スト アッ プ は そ 
れ に 加え て 肩 の 描写 に 気 を つけ て くだ さい 。 よ く 肩 で 感情 を 語る と 言わ れ 
ます 。 部 っ て いる と き は 両 肩 が 上 が り 、 落ち 込ん で いる と き は 両 肩 が 下 が 
り 、 驚い て いる と き は 両 肩 が 鋭く 上 が る な ど 、 肩 は と て も 感情 豊か で す 。 
髪 で も 同じ よう な こと は で きま す 。 門 っ た と き に は 「 怒 髪 天 を 衝 く 」 よう 
に 髪 を 逆 立 て た り 、 落ち 込ん で いる と ぎ に は 髪 を 下げ て みた り 、 驚い た と 
き に は 髪 を 鋭く < 立て て みた り と 感情 を 表現 で きま す 。 使え る 要素 が 少な い 
の で 、 身体 の パー ツ を 効果 的 に 使い まし ょ う 。 


の 図 は 、 荻 き を 表し た バス 
ト ア ッ プ で す 。 表情 は 確か に 区 
いて いま す が 、 ほ か の 要素 で も 
う 少 し 感情 を 表現 で きそう で 
す 。 〇 の 図 は 、 あ る も の を フル 
に 使っ て 驚き を 表現 し まし た 。 
髪 と 肩 を 上 げた こと で 、 より 驚 
いて いる 姿 を 表現 で きま し た 。 
アッ プシ ョ ッ ト 、 バ スト アッ プ 
は 顔 が 大 きい の で 、 表情 だ け に 
頼る こと も で き な く も な い の で 
す が 、 より よい 感情 表現 が し た 
い 場合 は 、 こ の よう に 工夫 し ま 
し ょ う 。 


目 を むく 表情 と 、 口 で 驚き を 表現 し まし た 。 
目的 は 伝わっ て きま す が 、 も う 少 し よく で き 
そう で す 。 


画面 内 に ある 扇 や 髪 を 使う こと で 、 驚き を 
より 大 きく 表現 する こと が で きま し た 。 次 項 
で 説明 する 手 に よる 感情 表現 も 組み 合わ せ 
る と より 効果 的 で す 。 
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MS テニ 


バス ト ア ッ プ で は 、 腕 や 手 を 使っ た ポー ズ で 感情 表現 を 追加 する こと が で きま す 。 
手 は 特に 感情 を 表し や すい バー ツ で す 。 手 や 腕 を 使っ て 感情 表現 の 幅 を 広げ て み ま し ょ う 。 


腕 を 回 すこ と で 、 若干 の スト レス や いら 
だ ち を 表現 し て いま す 。 また 身体 を 州 め 
に し て 線 を 形 作 り 、 腕 も また 線 を 意識 し 
て X ぃ 動き を 人 強調 し まし た 。 


だ らし が な い 人 に 対し て 叱 芝 ・ 激 励 を し 
て いま す 。 怒り で は な い の で 、 扇 は そこ 
まで 上 げ ま せん が 、 力 を 込め た 表現 の た 
め に 、 拳 に 筋 を 入れ て いま す 。 


いじ けた と き の 定 番 ポ ー ズ で す 。 拳 は 大 ま か な 、 指 は 細か な 怒り も 暴力 を 運 想 させ る ポー ズ ば か り が 表現 方 法 で は あり ませ ん 。 片手 の 
感情 を 表現 する こと が 得意 で す 。 サム ズ ダ ウン で 、 相 手 へ の 挑発 を 表現 し て いま す 。 
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《⑯) 構図 の 活用 方 法 


構図 や 小物 も 積極 的 に 使っ て 変化 を つけ まし ょ う 。 
⑩ は 、 オーバー パー ス (p.130) を 使っ て いま す 。 た だ 
で さえ イン バク ト が 出 や すい バス ト ア ッ プ に 、 より イン 
パク ト を 追加 し た い 場 合 に 効果 的 で す 。 ま た 、 テン ガ 
ロン ハッ ト を 使っ て 逆 三 角形 の シル エッ ト を 構築 し て い 
ます 。 こ ちら は 魔女 帽子 や 、 両 角 の は えた 見 な ど で も 
可能 で す 。 逆 三角形 の シル エッ ト は 不思議 や 不安 を 感 
じ さ せる キャ ラク ター に 向い て いま す 。 

⑬ は 、 フ ラス コ を 持た せ て 、 研究 者 の 感じ を 出し て い 
ます 。 小物 を 持た せる と 、 より 「 ら し さ 」 を 表現 する こ 
と が で きま す 。 ま た 両 腕 を 広げ る こと で 三角 形 構図 の 
印象 を 強め て 、 よ り ま と まり を 出し て いま す 。 

応用 次 第 で バス ト ア ッ プ で も いく つか の 構図 は 使え ま 
す が 、 ゲ ー ム グラ フィ ッ ク の 用 途 の 場合 は 、 強 い ア オ 
リ 、 強い フカ ン 、 強い オー バー パー ス は あま り 向 きま せ 
ん 。 

キャ ラク ター か ら 画 面 を 引く ご と に 、 組 み 合 わせ られ 
る 構図 は 増え て いき ます 。 


内 / // | \ |/ 量 も パ 
強い フカ ン は ゲー ム の 立ち 絵 に は 向き ませ ん 。 若干 の フカ ン で あれ ば 、 高 圧 的 に 手 を 入れ た こと で 魔法 が 追加 で きま し た 。 と ん が り 帽 
見 せ は た いと き な ど 、 用 途 に よっ て は 効果 的 に 使え ます 。 cSwdentRE 子 の イメ ー ジ と 魔法 で より キャ ラク ター 設定 が 強く な 


り ま し た 。 で SgentRE 


MSN テ ハニ 


上 半身 を 見 せる 構 


() 
回 アウ エス ト ア ッ プ 


ウエ スト アッ プ は 、 バ スト アッ プ (p.90) と 同様 に ポー バスト アッ プ よ り 表 現 で きる 要素 が 増え た こと で 、 動き 


トレ イト (人 物 ・ 肖 像 画 ) イラ スト の 最も 基本 と な る 構図 が つけ や すく な っ て いま す 。 
の 一 つ で 、「 キ ャ ラク ター へ 請 移入 」「 安 1 
情 演出 」「 動 き 」 な ど を 表現 で きま す 。 


ゲー ム の 立ち 絵 を 、 

色々 な 表現 が で きる 構図 で 
描き た か っ た の で 、 ウエ スト 
アッ プ を 選び まし た 。 


上 半身 と 服 を 有効 活用 し て 
ー ズ を 作る 。 


腰 と いう 要素 が 増え た の で 、 
ポー ズ の 幅 は 非常 に 広く な る 。 


ウエ スト アッ プ か ら は 、 
棒 立 ち が 目立っ て し まう 
の で ポー ズ に 気 を つけ る 。 
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基本 的 に 頭 か ら 腰 下 まで を 描く 構図 で す 。 広義 的 に 見 る と 、 バ スト アッ プ 
に 分 類 さ れる こと が し ば し ば あり ます 。 

ウエ スト アッ プ の 場合 は 、 頭 か ら 、 腰 下 (太もも まで いか な い ) まで の 範 
囲 が 基本 で す 。 アップ ショ ッ ト (p.86) ・ バ スト アッ プ よ り 顔 が 小さ く な 
り 、 描く 要素 が 増え ます が 、 ま だ 「 キ ャ ラク ター へ の 感情 移入 」 は 高い で 
す 。 ほ ぼ 確 実に 腕 と 手 が 入り 、 また 腰 も 使え る の で 「 感 情 の 表現 ・ 感 情 演 
出 」 は 増し 、「 動 き 」 も 表現 し や すく な っ て き て いま す 。 ま た 三角 形 構図 
(p.26) に な りや すい で す が 、 バス ト ア ッ プ より は 底辺 が 狭く な っ て くる こ 
と が 多い の で 、「 安 定 感 」 は 若干 落ち ます 。 

総合 的 に は と て も パラ ンス の よい 構図 で す 。 


基本 的 に は 、 アップ ショ ッ ト 、 バス ト ア ッ プ で 踏ま えて きた コツ は その ま 
ま 使 用 で きま す 。 

アッ プシ ョ ッ ト 、 パス ト ア ッ プ で は 制限 が 非常 に 大 きか っ た の で す が 、 ウエ 
スト アッ プ ま で 来る と か な り 緩和 され ます 。 そ の 分 、 構図 自体 の イン パク 
ト が 落ち ます の で 、 そ れ を 補う ポー ズ や 、 構図 へ の 工夫 が 必要 と な っ て き 
ます 。 

両手 を 自然 と 表現 で きる こと に 加え て 、 上 半身 の 服 が 描写 で きま す 。 こ 
ちら を 上 手 に 使い まし ょ う 。 上 着 や マン ト で 動き を つけ る こと は 容易 に な 
り ま す 。 ま た 、 ロン グ へ アー も 腰 ま で 描写 で き 、 有効 活用 で きま す 。 こ の 
あたり は 髪 ・ 服 (p.142) を 参考 に し て くだ さい 。 


人 の 図 は 、 棒 立ち で ウエ スト 
アッ プ の よさ を 活か し きれ て 
いま せん 。 バ スト アッ プ ま で は 
ポー ズ が つか な く て も 上 顔 の イン 
パク ト が 強く 、 ま た 見 て いる 人 
に も 制限 が 強い と いう 理解 が 
ある の で 、 簡 単 な ポ ー ジ ング で 
も 作品 に は な り ま し た が 、 ウエ 
スト アッ プ に な る と 棒 立 ち ポ ー 
ズ は 悪 目立ち し ます 。 髪 ・ 服 な 
ど 上 半身 全体 を 使っ て 、 よ り 魅 
力 的 な ポー ズ を 作り 、 キ ャ ラク 
ター を 彩り まし ょ う 。 


バス ト ア ッ プ を 習得 し た 人 が よく や っ て し ま 
う 棒 立ち で す 。 急 に 表現 で きる も の が 増え 
た の で 、 ポー ズ に まで 気 が 回 ら な い パ ター ン 
で す 。 


新しく 使え る 要素 を 利用 し て 、 魅力 的 に し 


て み ま し た 。 
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Ns コテ >HT / 図 欧 


アッ プシ ョ ッ ト 、 バス トシ ョ ッ ト と 比べ て ウエ スト アッ プ の 大 き な 利 点 は 腰 が 描写 で きる こと で す 。 腰 を 使う こと 
で 、 ポー ズ に ひね り を 加え た り 、 曲げ た りす る こと が 可能 に な り ま す 。 ま た 、 女性 の 場合 は 腎 部 へ 続く 美しい ライ 
ン も 見 せる こと が で きま す 。 

腰 を 使え る と いう こと は 、 コ ント ラボ ポス ト (p.120) を 使っ た ポー ズ が 可能 と いう こと に な り ま す 。 ウ エス ト ア ッ 
プ は 、 スタ イリ ッシュ な ポー ズ か ら 、 バ トル 描写 の 構図 まで 、 と て も 応用 の 効く 構図 で す 。 


N ノン ム NN / 
ウエ スト アッ プ は 肢 か ら 懇 ・ 骨 部 へ の コン トラ スト が 美しく 表 腰 を 描く の で コン トラ ポス ト が 効果 的 に 使え ます 。 
現 で きる 構図 で す 。 で 式 会 トミ ー ウ ォ ー カ ー ド シル バー レイ ン ) 


N 
W N、/ ) 


ウエ スト アッ プ で は 腰 の 表現 が 追加 され る の で 、 バス ト ア ッ ね じ り や ひね り は 、 大 き な 力 の 動き を 感じ させ ます 。 腰 が あ 
プ で は 表現 し に くい 逆 三角 形 構図 (p.30) や ロン グ ヘ ア も つて こそ で きる 表現 で す 。 
描け ます 。 で は 式 会 せ ア イキ ュー ブ 


⑳ 構図 の 活用 方 法 


大 きく 描か な いと イン バク ト が 出 な い ア ッ プ ショ ッ ト や 、 肩幅 まで の アッ プ な の で 画面 を 幅広 く 取 っ て し まう バス 
ト ア ッ プ は 、 一 枚 の 画面 に 一 人 以上 の キャ ラク ター を 載せ る こと が な か な か 難し い 構 図 で す 。 ウ エス ト ア ッ プ で 
は キャ ラク ター が あま り 幅 を 取ら な い の 
で 、 二 人 以 上 の キャ ラク ター を 描写 し や 
すく な り ま す 。 ニ ー シ ョ ッ ト (p.98) な ど 
で も 同じ で す 。 

ゲー ム に よっ て は バス ト ア ッ プ で も 二 人 
以上 の キャ ラク ター を 表示 し て いる も の 
も あり ます が 、 ポー ズ の 幅 が 増す ウエ スト 
アッ プ や ニー ショ ッ ト で は 途 端 に キャ ラク 
ター 同士 の 掛け 合い が 感情 豊か に な り ま 
す 。 その た め に も 、「 あ る も の を 上 手 に 使 
う 」 と いう 「 ア ッ プ ショ ッ ト 」「 バ スト アッ 
プ 」「 ウ エス ト ア ッ プ 」 の 重要 な 点 は 、 ぜひ 
身 に つけ て くだ さい 。 


バス ト ア ッ プ まで は 難し か っ た 、 腰 を 曲げ た 前 傾 姿 勢 に する こと で 、 ウエ スト アッ プ ま で くる と 大 き お 武器 も 画面 に 入れ や すく な り ま 
混 臭 い キ ャ ラク ター を 描写 する こと も 可能 で す 。 す 。 逆 三 角形 構図 も 使い や や すく な り ま す 。 断ち 切り で 方 向 性 や 大 き 
RT24ー タ ー テン ドル 1 カー さ の 表現 を し て も 効果 的 で す 。 cxakts- ウ ァ ー カ ー は ンド ブレ イカ ー! 


Ns コテ >IHUT / 図 症 
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膝 上 まで を 見 せる 構 OHS 


ニー ショ ッ ト 


ニー ショ ッ ト も 、 ポー トレ イト (人 物 ・ 肖 像 画 ) イラ スト の ウエ スト アッ プ (p.94) に 足 の 表現 が 追加 され まし た 。 
基本 と な る 構図 の 一 つ で 、「 キ ャ ラク ター へ の 感情 移入 」 表現 の 幅 が 広がっ た の で 、S 字 ポ ー ズ (p.124) や オー 
「 安 定 感情 演出 」「 動 き 」「 色 気 」 な ど が 表現 で きま バー パー ズ ス (p.130) な ど を 使っ て さら に 動き を つけ る こ 
す 。 と が で きま す 。 


! ゲー ム の 立ち 絵 で 女性 
バス ト ア ッ プ より も 空間 キャ ラク ター の 色気 を 
が 空き や すく な る 。 暇 や 表現 し て 描き また か っ た 
服 、 小 物 な ど を 有効 活用 の で 、 ニ ー シ ョ ッ ト を 
で きる 。 選び まし た 。 


関節 を 多く 描け る の で 、 
S 字 ポー ズ (p.124) や 


コン トラ ポス ト (p.120) が 
作り や すい 。 


脚 が 出る の で 
色気 を 出し や すい 。 
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(人 構図 の 基本 


顔 ま で の 「 ア ッ プ ショ ッ ト 」、 胸 まで の 「 バ スト アッ プ 」、 腰 まで の 「 ウ エス 
ト ア ッ プ 」 に 続き 、 膝 上 まで の 「 ニ ー シ ョ ッ ト 」 で す 。 脚 の 一 部 が 登場 し ま 
し た 。 ニ ー シ ョ ッ ト で は 、 太 も も まで 描く こと が 一 般 的 で す 。 膝 まで 描く 
こと は あま り 多 く あ り ま せん 。 

引き の 絵 に な り キ ャ ラク ター が 小さ く な る の で 、「 キ ャ ラク ター へ の 感情 
移入 」 は 下がり ます が 、 全身 の イラ スト に 比べ れ ば 感情 移入 度 は より 高い 
と いえ ます 。 動き. が 出し や すく な る の で 、 感情 の 表現 が より 強く 出せ ま 
す 。 また 、 下半身 の 要素 が 出 て きた の で 、 「 色 気 」 が 表現 し や すく な り ま す 。 
ほか の 3 点 に 比べ る と ゲー ム の 立ち 絵 で は あま り 見 られ ませ ん 。 画面 か 
ら 遠 さか っ て し まい 、 親近 感 が 薄れ て し まう か ら で す 。 た だ 、 距離 感 まで 
考慮 し て いる ゲー ム で は 、 離れ た ら ニ ー シ ョ ッ ト 、 近づい た ら バ スト アッ 
プ で 表示 する な ど 、 上 手 に 使い 分 け て いま す 。 


前 項 で ニー ショ ッ ト は 色気 を 出し や すい と 説明 し まし た 。 特に 女性 キャ ラ 
クタ ー で は 顕著 で す 。 女性 らし さ の 象徴 の 一 つ で ある スカ ー ト が 描け ま 
すし 、 魅力 的 な 太もも も 描写 で きま す 。 ま た 、 画面 内 に 描写 で きる 関節 が 
多い の で 、 こ の 時 点 で S 字 ポー ズ が と て も 作り や すく な り ま す 。 
女性 で な く て も 、 男性 も 色気 を 出す こと が で きま す 。 例え ば 、 腰 の 位置 を 
高く 描い て 脚 を 長く 見 せる こと で 、 ウ エス ト ア ッ プ まで より も スタ イリ ッ 
シュ な シル エッ ト が 狙え ます 。 


人 A の 図 は 、 ウ エス ト ア ッ プ で 描か れ 
た も の で す 。 ダ ンス を し て いる キャ 
ラク ター で 、 こ れ で も 動き は 感じ ま 
す が 、 より 魅力 的 に する 方 法 が な い 
か 探し て み ま し ょ う 。 

〇 の 図 は 少し 描き 足し て ニー ショ ッ 
ト に し て み ま し た 。 脚 の 動き が 加 
わっ た た め 、 動き の 雰囲気 が 増し 、 
また 女性 キャ ラク ター の 脚 が 出 た の 
で さら に 色気 の ある 絵 に な り ま し た 。 
必ず し も 最初 に 決め た 構図 その まま 
に 描い て 完成 させ る 必要 は あり ませ 
ん 。 より よい 仕上 が り に な る よう 、 脚 
を 描き 足し て ニー ショ ッ ト に し た り 、 
逆 に ニー ショ ッ ト を 拡大 し て ウエ スト ます 。 で す が 、 現 状 で 満足 せ ず 、 より よく 
アッ プ に する な ど し て 印象 の 変化 を 。 な る 方法 を 錠 し し み ま し ょ う 。 
試し て みる こと は と て も 大 切 で す 。 


の / / リ WWN 


こち ら で も イラ スト と し て は 完成 し て い 


少し 画面 を 下 に 伸ばし て 、 ニー ショ ッ ト に 
する と 、 動き や S 字 ポー ズ の 効果 も 出 て 
きま し た 。 動い て いる 描写 は 、 ウ エス ト ア 
ッ プ より も 得意 で す 。 


99 


ププ さ ツー| 1 


100 


ニー ショ ッ ト は 脚 ま で 描写 で きま す 。 見 て いる 人 に 、 画面 外 の 部 分 で ある 下半身 の 動き まで 想像 させ る こと が で 
きる の で 、 こ れ ま で より も 格段 に 動き の 表現 が し や すく な り ま す 。 

また 、 ニ ー シ ョ ッ ト は 足 先 まで 出 な い の で 断ち 切る 必要 が あり ます が 、 断ち 切り は その 先 の 世界 まで 感じ させ 、 動 
き を 強調 で きま す 。 ニ ー シ ョ ッ ト は 動き を 表現 する 構図 と し て も と て も 優秀 で す 。 


空い た 空間 は 、 小物 で 埋め る 手段 も 効果 的 で す 万 まで 漠 全 で きる の で 、 重心 を 意識 し た 格闘 技 の 構え も 表現 


S 字 を 意識 し て 脚 を 出す こと で 、 幼い キャ ラク ター で も 色気 で きま す 。 
が 出せ まし た 。 


2 


脚 を 上 上げ て も も ちろ ん 構い ませ ん 。 この よう に ニー ショ ッ ト 空い た 空間 に 髪 や 服 を 流し 、 風 や 動き も 表現 で きま す 。 
で は 大 き な 動 き の 表現 も 得意 で す 。 は 会 は アイ キュ ー ブ 


構図 の 活用 方 法 


ニー ショ ッ ト は 色気 を 出す こと に 向い た 構図 で す 。 そこ を 
さら に 掘り 進め た 構図 を 考え て み ま し ょ う 。 

ニー ショ ッ ト ほ ど に な る と 、 要素 が 多い の で 、 顔 を 断ち 切っ 
て も イラ スト と し て 成立 し や すい で す 。 右 の 図 で は 思い 
切っ て 女性 キャ ラク ター の 顔 を 断ち 切り 、 胸 と お し り と い 
う 性 的 な パー ツ を 画面 内 に 残し まし た 。 する と 、 と て も セ 
クシ ー な イラ スト に な り ま し た 。 

顔 は 本 来 、 主役 の 部 位 で す 。 そ の 主役 を 除外 する こと に 
よっ て 、 残っ た 目立つ 部 分 (こと で は 胸 と お し り ) に 主役 が 
シフ ト し ます 。 結果 、 顔 が ある 状態 より も 色気 が 出る 仕上 
が り に な っ た の で す 。 い わ ゆ る アダ ルト 広告 で も こう いっ 
た 表現 は 使わ れ て いま す 。 

特殊 な 構図 の 使い 方 で は あり ます が 、「 顔 を 断ち 切っ て は 
いけ な い 」 と いう ルー ル は あり ませ ん 。 時 と 場合 に よっ て 
は 使っ て みて くだ さい 。 


色気 が 出る の は 女性 キャ ラク ター だ け で は あり ませ ん 。 股 を 高い 位 
置 に 設定 し 、 脚 を 長く 出す こと で 、 男性 キャ ラ も 色気 を 出し や すく バー ス (p.130) も 無理 な く 入 る よう に な り ま す 。 


な り ま す 。 で SudetRE 


で 44 式 合 せ ト ミー ウォ ー カ ー『 シ ル パ ー レ イン 』 
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全身 の 構 ⑯ 
ワン ショ ッ ト (全身 ) 


ワン ショ ッ ト は 、 ポー トレ イト (人 物 ・ 肖 像 画 ) イラ スト の 顔 や 、 体 の 一 部 だ け を 描く と いう の を 卒業 し 、 全身 を 描 
基本 と な る 構図 の ー つ で 、「 キ ャ ラク ター へ の 感情 移入 」 ける よう に な れ ば 表現 の 幅 は さら に 広がり ます 。 

「 感 情 演出 」「 動 き 」 「 説 明 』 な ど が 表現 で きま す 。 

ゲー ム や アニ メ の キャ ラク ター デザ イン で 非常 に よく 使 

われ ます 。 


構 
[am MEMO | 


キャ ラク ター デザ イン 用 の イラ スト 
で す 。 どう いう キャ ラク ター が 説明 
し つつ 、 魅力 的 に 仕上 げた か っ た の 
で ワン ショ ッ ト を 心掛け まし た 。 
三角 形 構図 (p.26) の シル エッ ト に 、 
持つ て いる 花 の 番傘 を 使 構図 
(p.38) で 、 円 中 心 に 配置 し た 顔 へ の 
視線 誘導 を 意識 し て いま す 。 


構図 や ポー ズ を 組み 合わ せ て 
オリ ジ ナ リティ を 出す 。 


全身 を 使っ て 表現 で きる の で 
構図 や ポー ズ の 自由 度 は 高く 、 
どう いう キャ ラク ター か 説明 
ハ く 足元 が 大 事 。 する こと に も 向い て いる 。 
最も 注意 し て 描く 。 ーー 
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。 ワン ショ ッ ト の 基本 。 。 


頭 か ら 足 先 まで 、 全身 を 描く 構図 で す 。 アッ プシ ョ ッ ト か ら ニ ー シ ョ ッ ト ま で 
と 比べ る と 、( ア オリ ・ フ カン で な い 限 り ) 一 番 引い た 画面 で キャ ラク ター を 
描く こと に な る の で 、「 キ ャ ラク ター へ の 感情 移入 」 と いう 意味 で は この 中 で 
は 少な く な り ま す が 、 それ で も 効果 は 感じ られ ます 。 

「 感 情 演出 」「 動 きま 」 も 、 全身 を 使え る の で 得意 で す 。 また 、 全身 くま な く 描 写 
する の で どう いう キャ ラク ター か の 「 説 明 』 に も 向い て いま す 。 部 分 アッ プ 
の 構図 より も 要素 が 多い の で 、 構図 や ポー ズ は 最も 作り や すく 、 ま た 幅 が 広 
いで す 。 反面 、 手癖 で 描い て し まっ て 、 気がつく と いつ も 似 た よう な 姿勢 を 
キャ ラク ター に 取ら せ て し まう こと が し ば し ば あり ます 。 さまざま な 構図 や 
ポー ズ を 使っ た 工夫 や 新しい こと に 挑戦 し まし ょ う 。 


全身 が 入る の で 、 特に 着地 し て いる ポー ズ の 場合 、 足 先 は 最 重要 パー ツ に な 
り ま す 。 必ず 「 地 面 」 が 感じ られ る 足 を 描き まし ょ う 。 足 先 の 描写 に 失敗 し 
て いる と 、 空中 に 浮い て いる 、 ま た は 異 空間 に いる よう な 強い 違和感 を 与え 
て し まい ます 。 

例え 棒 立ち の キャ ラク ター で あっ て も 、 厳密 に 従い 過ぎ な く て も 構い ませ ん 
の で 、 最初 に アイ レベ ル を 設定 し まし ょ う 。 ま た 、 箱 描き を は じ め と し て 、 
立体 と し て 紙 の 中 の キャ ラク ター を 考え る ・ 掘 り 起 こし て いく こと が 大 切 で 
す 。 立体 が 頭 の 中 に 構築 で き て いな い 人 は 、 と に か く 立 体 を 身 に つけ る こと 
を 意識 し て 鉛筆 デッサン を する こと を お 勧め し ます 。 


足元 は 最 重要 。 普通 に 立っ て いる 場合 、 
必ず 着地 を 意識 し て くだ さい 。 


※ の 図 は 、 立っ て いる イラ スト で す 
が 、 足元 を 漠然 と 描い て し まっ て い 
る た め 、 そこ だ け で 全身 が 宙 に 浮い 
て いる よう に 見 えて し まっ て いま す 。 
この 場合 は 、 足 元 を 接地 面 に 合わ せ 
る よう 意識 し て 修正 する こと で 、 違 
和 感 を な くす こと が で きま し た 。 
足元 を 接地 させ る 。 た っ た これ だ け 
の こと で は あり ます が 、 イラ スト の 仕 
上 が り を 大 きく 左右 し て し まう 重要 
な 部 分 で す 。 


その ほか は 、 それ ほど 違和感 は な い の で 足元 を 修正 する だ け で 大 きく 違和感 を な 
す が 、 足元 が 地面 に 治っ て いな い の で 、 全 くす こと が で きま し た 。 
身 に 違和感 が 出 て し まっ て いま す 。 
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(Mg) プ ェ mWva/ 図 甘 


ワン ショ ッ ト は 、 絵 に 慣れ て きた 人 が 一 番長 く 付き 合 
っ て いく 構図 で す 。 た だ 、 漠然 と 描い て し まっ て いる 
人 は 多い の で 、 そ の 時 々 の 目的 の た め に 工夫 し て 、 効 
果 的 な ワン ショ ッ ト を 描き まし ょ う 。 

キャ ラク ター デザ イン も 重要 で す が 、 要素 や 自由 度 が 
高く 、 主役 が 一 人 し か いな い ワ ン シ ョ ッ ト は 構図 と ポ 
ー ズ が 命 で す 。 基本 構図 も も ちる ん 効果 的 で す が 、 個 
性 を 出し た い 場 合 は アル ファ ベッ ト 構 図 (p.66) で 、 
ほか に は な い イ メー ジ を 出す こと も お 勧め で す 。 

さま ざま な 構図 や ポー ズ を 効果 的 に 組み 合わ せ て 、 また 
時 と 場合 に よっ て は セオ リー か ら 外 し て みて くだ さい 。 


逆 三 角形 構図 (.30) & 変形 Y 構 図 で 動き を つけ 、 三 分 割 構図 
(p.50) の 配置 に し まし た 。 コン トラ ポス ト (p.120) の ポー ズ で 、 武 
器 は や や オー バー バー ス (p.130) に し て 迫力 を 出し て いま す 。 


座っ て も も ちろ ん 構い ませ ん 。 座る と 三角 形 構図 に な りや すく な り 
ます 。 円 を 意識 し た タバ コ の 煙 と キセル で 顔 へ の 視線 誘導 を し て い 
ます 。Z 構 図 (p.70) も 意識 し まし た 。 


[ 


コン トラ ボス ト の ポー ズ に 、 エフ ェクト で 構図 を 作っ て いま す 。 小 
物 で 三角 形 構図 も 意識 し て 、 動き の ある 画面 の 中 に も 安定 感 を 出 
し て いま す 。 


逆 三 角形 構図 の シル エッ ト に 、 円 構図 の 背景 で まとめ まし た 。 
ワン ショ ッ ト な ら 、 武器 の 全貌 も 無理 な く 入 り ます 。 


ハイ パー アン グル の ワン ショ ッ ト 


ハイ バー アン グル と は 、 ダイ ナミ ッ ク に 飛ん で いる キャ ラ 
クタ ー を 下 か ら ア オリ で みた アン グル や 、 キャ ラク ター を 
真 上 か ら みた 強烈 な フカ ン な ど 、 日 常 で は まず 見 られ な 
い 非 日 常 的 な アン グル の こと で す 。 

描き 方 の コツ は 、 箱 描き を な どの アタ リ の 時 点 で 、 立体 を 人 
意識 し て 作画 を し て いく こと で す 。 この 時 点 で 、 左右 反 
転 表示 を し て 、 デッサン の 違和感 を で きる だ け 削 っ て い 
きま し ょ う 。 立体 把握 が 苦手 な 人 は 、 デッサン 人 形 を し っ 
か り 参 考 に し まし ょ う 。 3D デ ッ サ ン 人 形 を 駆使 する こと 
も 有効 で す 。 

また 、 撮影 が 可能 な アン グル の 場合 に は 、 デジカ メ の タ ーー- ーー ニー ニニ ーー 
イマ ー 和 を 使っ て 、 アオ リ な ら 地 団 に カメ ラ を 置き 、 プ て 9 が 、 は ま ど 見 る と と が で きま ない アン グル お の て 、 錠 に 
カン で あれ ば 高い 位置 に 置い た り 、 自 撮り 棒 を 使っ て 、 実 イン バク ト が あり ます 。 

隈 に 自分 で その アン グル の 写真 を 撮っ て 参考 に する こと も 有効 で す 。 


| 
スト リー ト 系 の 仕上 が り を 求め られ た の で 、 足元 に 少し オー バー バ 三角 形 構図 と 日 の 丸 構図 (D.34) で す 。 より 面白 味 を 出す た め に 、 
ー ス を つけ て いま す 。 を 倒せ ミー ウォ ー カ ー ド シル バー レイ ン ) 三角形 の 頂点 を 傾け て いま す 。 
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(MH9) プ suwvu/ 図 症 


二 人 の 関係 性 を 見 せる 八 へ) V $ に) ( 〇 ) る 


ツー ショ ッ ト は 、 二 人 を 一 つの 画面 に 描く 構図 で 、「 対 比 」 わっ て きま す 。 

「 仲 間 」「 恋 愛 」「 敵 対 」 な ど 二 人 の 関係 性 を 表現 で きま マン ガ な ど 複 数 の 人 物 を 扱う 作品 で は 必須 の 構図 と い 
す 。 えま す 。 

キャ ラク ター が 二 人 以 上 に な る と イラ スト の 世界 が と て 

も 広がり ます 。 ま た 、 構 図 に よっ て 二 人 の 関係 性 が 変 


の キャ ラク ター の 関係 性 や 

物語 を 、 効果 的 に 表現 し た か っ た 
の で 、 ツーショット を 選ん で 描き 
まし た 。 


要素 が 多い の で 、 
構図 は し っ か り と 
練る 。 


同じ 動き を させ る 
こと に よっ て 、 お 互い の 
関係 性 を より 強化 で きる 


二 人 を 同時 に 描く 構図 で す 。 画面 の 中 が 一 人 の 世界 で は な く 、 
二 人 の 世界 に な る の で 、 キ ャ ラク ター 同士 の 「 対 比 , が 表現 で 
きま す 。 ま た 、 特 別 な 二 人 を 描く と いう こと で 「 仲 間 」 や 「 恋 
愛 」 表現 に も 向い て いま すし 、 争い も 効果 的 に 描写 で きる の 
で 「 敵 対 」 表現 に も 向い て いま す 。 

お 互い を 無 意 味 ・ 無 関係 に た だ 並べ て 描く と いう 状況 は ほ と 
ん ど あ り ま せん 。 基本 的 に は お 互い の 関係 や 物語 が イラ スト 
に か らん で きま す 。 そ の 点 を 描写 し よう と 意識 し て 描く と 、 
より 味わい の ある 深い 作品 に で きま す 。 

ツー ショ ッ ト 以 上 の 人 数 を 描く 場合 は 、 漠然 と 描か ず 、「 こ の 
よう に 表現 し た いか ら 、 こ うし よう 」 と いう 計画 を 必ず 立て 
て か ら 描く よう に し まし ょ う 。 


人 間 と 守護 神 と いう イメ ー ジ の 
P 構 図 。 オー バー ラッ プ で 関係 
性 を 強化 も し て いる 。 空中 浮遊 
し て いる キャ ラク ター が いれ ば 、 
構図 の 幅 は 広がり ます 。 


多 人 数 を 描く 場合 に 意識 し て 欲し い の は 、 キ ャ ラク ター 同士 
を 「 対 等 」 に 描く の か 「 対 比 , し て 描く の か で す 。 「 対 等 』 に 描 
く と 、 仲間 や 恋人 同士 と いっ た 関係 を 効果 的 に 描写 で きま す 
が 、 反面 、 う まく 描写 し な けれ ば 下 の A の 例 の イラ スト の よ 


うに 、 画面 は マッ ト で イン バク ト が 薄い も の に な り が ち で す 。 
一 方 、「『 対 比 」 し て 描い た 場合 で は 、 と て も 強い イン パク ト を ー シ ョ ッ ト と ワン シ 
与え る こと が で きま す 。 反面 、 主 役 と 胎 役 が 生ま れ て し まい 、 2 
画面 内 で の 力 関係 が で きる の で 、 キャ ラク ター の 扱い は 平等 ャ ラク ター に ほ は フ 
で な く な り ま す 。 ど ちら も 間違い で は あり ませ ん 。 目 指す 表 ーー イッ 
現に よっ て 使い 分 ける よう に し まし ょ う 。 比 も 試み て いま す 。 


へ と の 〇 の 図 の どちら も 、 敵対 を 
意識 し て 描い た 作品 で す 。 人 の 
図 は 無 計画 に 描い た も の で 、 偶 
然 シ ン メ トリ ー の 様相 を 呈し て 
いま す が 、 効果 的 な 使い 方 で は 
な く 、 あ まり 敵対 感 が 出 て いま 
せん 。 〇 の 図 は 、 計画 を 立て て 
同じ く シ ン メ トリ ー で 鎧 迫り 合 
い の シ ー ン を 描い た も の で す 。 
お 互い に 敵対 し 、 殺し 合 お うと 
する 印象 が 生ま れ ま し た 。 | 
シン メト リー は ツー ショ ッ ト に と 1 
て も 効果 的 な 構図 で は あり ます にらみ 合っ て いる 視線 以外 、 敵 対 の ドラ マ の 同じ シン メト リー で す が 、 アッ プ に する こと 
NER tm 
構図 で も あり ます 。 不向き で す 。 (p.42) を 使い 、 画面 を 分 断 す る こと で 互い 

の 世界 (考え 方 ) が 違う こと を アピ ー ル 、 か 

つ X 構 図 と し て 剣 を 交差 させ る こと で 、 関 係 


が 平行 線 に な る こと は な いと いう 意味 も 込 
め て いま す 。 


107 


で u ペ マー で 
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ツー ショ ッ ト は 二 人 を 描く の で ワン ショ ッ ト と 比べ る と 描く 要 
素 が 二 倍 に な り ま す 。 

構図 を し っ か り と 計画 を 練っ て 組み 立て る こと が 特に 大 事 で す 。 
まとめ る だ け で は な く 、 キャ ラク ター 同士 や 物語 の 意味 も 込め ら 
れる と 最高 で す 。 ツー ショ ッ ト に は 、 三角形 構図 (p.26)、 逆 三角 
形 構図 (p.30) 、 円 構図 (p.38)、 対角線 構図 (p.42)、 二分 割 
構図 (pb.46) (シン メト リー 構図)、 三 分 割 構図 (p.50) な ど が 
使い や すい で す 。 

アッ プシ ョ ッ ト や バス ト ア ッ プ な ど 部 分 を 描い た キャ ラク ター 
と 、 ワ ン シ ョ ッ ト で 全身 を 描い た キャ ラク ター が 同じ 画面 に 
あっ て も 問題 あり ませ ん 。 な お 、 イ ン パ クト を 出し た いと き 
は 、 積極 的 に 対比 も 意識 し まし ょ う 。 


バス ト ア ッ プ と ワン ショ ッ ト ・ 男女 に よる 対比 ・ ア オリ 
(p.8) と フカ ン (p.12) を 同時 に 使用 する あり 得 な い 状 況 
の 対比 で 、 強烈 な イン パク ト を 表現 し て いま す 。 


シン メト リー に 対角線 構図 と 日 構 図 を 組み 合わ せま し た 。 
シン メト リー 構図 で の バト ル 表 現 は 動き が お と な し い E 印 
象 な の で 、 オ ー バ ー バ ー ス (p.130) も 加え て いま す 。 


シン メト リー 構図 に 、 対角線 構図 、 X 橋 図 を 組み 合わ せ 、 
絡ま せ た 腕 で 関係 性 を 強化 し て いま す 。 


Mat キョー 


2 2 
円 構図 に 加え 、 二 人 の キャ ラク ター を 三 包 形 構図 で ま と 
め 、 日 の 丸 構図 (p.34) で 配置 し まし た 。 


的 確 な 構図 を 選び 、 要素 を まとめ 、 構図 の 効 
果 を 有効 活用 し て 画面 を 組み 立て る こと は と 
て も 素晴らし いこ と で す 。 で す が 、 それ だ け 
で 満足 すず 、 ツ ー シ ョ ッ ト の 画面 を それ 以上 
豊か に する エッ セン ス を 一 つ ご 紹介 し ます 。 
それ は 「 キ ャ ラク ター 同士 に 、 同じ か 、 関係 
の ある 動作 を させ る 」 と いう こと で す 。 右 
の 図 は 、 ダ ンス を 踊っ て いる 二 人 の キャ ラク 
ター で す 。 細身 の 女の子 と 体つき の よい 黒人 
男性 で 、 互 い に 違 う ダ ンス を 踊っ て いま す 。 
動き と 、 体つき 、 性 別に よる 対比 を 施し て お 
り 、 構図 は シン メト リー で す 。 

キャ ラク ター 性 が まっ た く 違 う 二 人 で 、 ダン 
ス も か み 合 っ て いま せん 。 で す が 、「 ダ ンス を 踊る 」 と いう 共通 の ポー ズ を 取ら せる こと に よっ て 、 な ん と な く 二 
人 は 仲 が よく 、 と て も 楽し そう な 印象 が 伝わっ て きま す 。 こ の よう に 、 何 か し ら の 関連 性 が ある ポー ズ を させ る 
こと に よっ て 、 単なる 構図 や 、 単発 の ポー ズ 以 上 の 魅力 を 引き 出す こと と も で きる の で す 。 


人 間 と 動物 も 立派 な ツー ショ ッ ト で す 。 大 き さ に よる 対比 が つき や ヘン ゼル と グレ ー テ ル を 描い た 作品 で す 。 背景 に は 円 構図 を 使用 。 
すい うえ 、 種 の 違い と いう 大 き な 対 比 が 期待 で きま す 。 燃え て いる 家 の 煙 で 視線 誘導 を し て いま す 。 そし て オー バー ラッ ブ 
SYM 構図 (p.78) で 関係 の 強化 を し て いま す 。 ツー ショ ッ ト は シン メト リ 
ーー に な り が ちな の で 、 キャ ラク ター を あえ て 右 に 寄せ て 断ち 切っ て 

面白 味 を 出し て いま す 。 
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で マー ミ < 


スリ ー シ ョ ッ ト は 、 三 人 を 一 つの 画面 に 描く 構図 で す 。 ざま ざま な 構図 を 活用 し て 、 三 人 の 関係 を し っ か り 描 く 
「 対 比 」「 仲 間 」 「 恋 愛 」「 英 対 」 な ど が 表現 で きま す 。 こと が 重要 で す 。 

キャ ラク ター が 以上 に な る と イラ スト の 世界 が 広 が 

り ま す が 、 画面 に 入れ る バラ ンス を 考え る 必要 が で て き 

ます 。 


大 きく 描い た ヒロ イン 
yns スリ ー シ ョ ッ ト で 中 国 格闘 マン ガ の 
は 主役 と 同じ ウエ スト 4 
アッ プ で 関係 性 を 暗示 。 紅 風 に 描き まし た 。 
ーー キャ ラク ター の 大 き さ ・ 扱 い に よる 


て いま す 。 


\ | 取 は 分 り と 割り 切っ て 
小さ くし 、 ま た 青 中 を 


ンー 
の VN 向け て 印象 を 下げ た 。 
// " 


/) @® ME マン キャ ラク ター 同士 の 
4 対比 を 意識 する 

ノン 平等 に 扱い た い 場合 
/ は 工夫 を する 。 


全体 の シル エッ ト は 
逆 三 角形 構図 (p.30) で 、 
下 の 頂 点 の 目立つ 位置 に 
主役 を 配置 。 


ヒロ イン の 髪 で 
主役 へ 視線 誘導 
させ て いる 。 


ーー } 余 日 構図 (D.54) の 知識 で 
な で 和 ヒロ イン (ポジ ティ ブ ) は 
を 埋め た り 、 全体 を 左 。 測 (ネガティブ ) は 
まとめ た りす る こと を 向け て いる 

も 効果 的 。 = 
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三 人 を 同時 に 描く 構図 で す 。 三 人 の 世界 が 生ま れる の で 、 キ ャ ラク ター 同士 の 
「 対 比 」 が 表現 で きま す 。 三 人 の 仲間 の 関係 性 は も ちろ ん の こと 、 三 角 関 係 な 
ど 複雑 な 「 恋 愛 」 の 表現 に も 向い て いま す 。 一 対 一 対 一 、 一 対 二 や 二 対 一 な ど 
の 「 英 対 」 も 表現 で きま す 。 

三 人 と も な る と 、 画面 の 要素 は 非常 に 多く な り ま す 。 あら か じ め き ちん と 計画 
を 練っ て 、 要素 を 整理 し て 構図 や ポー ズ を 選ぶ こと が 大 切 に な っ て きま す 。 

人 数 が 多い の で 、 ど うし て も 画面 は キャ ラク ター メイ ン の も の に な り ま す 。 背 
景 を 描写 し た い 場 合 に は 、 遠方 に カメ ラ を 設定 する な ど 、 構図 を 工夫 する こと 
が 大 切 で す 。 


ツー ショ ッ ト ま で は 、 画面 内 で キャ ラク ター を 対等 に 扱っ て も 、 あ る 程度 は 魅 
力 の ある 作品 に で きま し た 。 で す が 、 ス リー ショ ッ ト 以 上 の 場合 は 、 人 数 が 多 
い の で 、 対 等 で の 表現 は より 難し く な り ま す 。 こ れ は 人 物 だ け に 限っ た こと で 
は あり ませ ん 。 

や は りお 勧め は 、 対比 て す 。 キ ャ ラク ター の 大 き さ に 差 を つけ た り 、 見 せ た い 
キャ ラク ター を 重要 な 位置 に 配置 し た り 、 キ ャ ラク ター を 遠景 ・ 中 景 ・ 近 景 に 
配置 し て 奥行 き で 表現 し た りす る こと も 効果 的 で す 。 と に か く 主 役 を 意識 し 
まし ょ う 。 場合 に よっ て は 、 残り 二 人 を 和 飾り 要素 と 割り 切る こと も 大 切 で す 。 


女性 一 人 、 男性 二 人 の 三角 関係 
を 意識 し て 描い た 作品 で す 。 男 
性 二 人 を 愛し て 揺れ 動く 女性 が 
主役 で す 。 

% の 図 は 、 対比 は で き て いま す 
が 、 男性 二 人 が 手前 で 、 女性 が 
後ろ を 向い て いま す 。 男性 二 人 
が 主役 の よう に 見 え 、 また 男性 
二 人 が 女性 に あこ が れ て いる よ 
う で 、 ス トー リー を 表現 で き て 
いま せん 。 

〇 の 図 は 逆 に 女性 を 手前 に し て 、 
奥 に 後 る 向き の 男性 二 人 を 配置 
し まし た 。 よ り ス トー リー に 合っ 
た イラ スト に な り ま し た 。 こ の よ 
うに 同じ 構図 で あっ て も 、 使い 方 
を 間違え る と 意図 が 正確 に 表現 
で き な く な っ て し まい ます 。 


男性 二 人 が 大 きい 上 に 、 女性 が 後ろ を 向い 
て いる の で 、 男性 二 人 が 主役 に し か 見 えま 
せん 。 


3 人 いれ ば 、 背 の 高い 、 低い キャ ラク 
ター を た だ 漢 然 と 並べ た だけ で も 逆 
三角 形 構図 (p.30) が 成立 し ます 。 


三 人 い れ ば 、 要素 が 多い の で 、 人 物 


だ け で も 無理 な く 円 構図 (p.38) 
が 作り や すい 。 


主役 を 大 きく 、 男性 二 人 は あく まで 胎 役 と し 
て 扱う こと で 、 同じ 構図 で も 正確 に スト ー リ 
ー が 描写 で きる よう に な り ま し た 。 
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スリ ー シ ョ ッ ト は 三 人 が メイ ン の 要素 に な る の で 、 三角 形 構 
図 、 逆 三角 形 構図 と 極め て 相性 が よい で す 。 ま た 、 そ れ ぞ れ 
の キャ ラク ター ご と に アッ プシ ョ ッ ト 、 バス ト ア ッ プ 、 ウエ スト 
アッ プ 、 ニー ショ ッ ト 、 ワン ショ ッ ト の どれ に する か 、 分 け て 考 
える こと も 大 切 で す 。 

どう し て も すべ て の キャ ラク ター を 同じ 大 き さ で 描き た い 場 
合 は 、 目立た せ た い キャ ラク ター を セン ター に 置い た り 、 画 
面 全 体 を し ぎ や か に し て 平坦 な 印象 を 避け る な ど を 心掛け ま 
し ょ う 。 構図 の 隙間 も 多く な る の で 、 髪 や 服 で まとめ る こと も 
効果 的 で す 。 


二 対 一 の 敵対 表現 で 、 敵 優位 に 描写 し て いま す 。 大 きく 描い た 敵 キ ャ ラ の イ 
メー ジ が 、 主役 た ち を 円 構図 で 囲ん で 目立た せる だ け で な く 、 敵 の 手中 に 画 
ち つ つ あ る 状況 も 描写 し て いま す 。 


三 分 割 構図 (p.50) で 、 ほ と ん ど 対 比 も な く 描 いた も の で 
す 。 対比 の な さ を ア ッ プ ショ ッ ト (p.86) の 迫力 で 補う つこ 
と で 、 あま り 対比 が な く て も 魅力 的 に 仕上 げ て いま す 。 ゲ 
ー ム の カッ トイ ン や 、 合体 攻撃 の エフ ェクト な ど 味 方 同 圭 
の 表現 か ら 、 敵対 表現 に まで 使用 で きま す 。 

コツ は 、 顔 だ け で し か も 断ち 切ら れる の で 丁寧 に 描く こ 
と と 、 少な い 要 素 の 中 で 上 手 に 変化 を つけ た り 名 キャ ラク 
ター らし さ を 出 すこ と で す 。 


写実 的 に 画面 内 の キャ ラク ター の 大 き さ に 差 を つけ た い 場合 は 、 カメ ラ の 位 
置 を 意識 し まし ょ う 。 一 番 大 きく 描写 し た い キ ャ ラ の 近く に カメ ラ が ある と 
いう イメ ー ジ で す 。 この イラ スト の よう に アオ リ (p.8) を 使え ば 、 同じ 画面 
内 に 、 自然 に ニー ショ ッ ト 、 ウエ スト アッ プ 、 バ スト アッ プ が 描写 で き 、 クール 
な 印象 に 仕上 が り ま す 。 


あま り 対 比 表現 が で き な い ・ 使 いた く な い 場合 は 、 複 数 人 
の 構図 な ら で は の 表現 方 法 で ある 「 キ ャ ラク ター 同士 の 
絡み 」 を 前 面 に 押し 出し て 魅力 を 出し まし ょ う 。 


構図 の 活用 方 法 


スリ ー シ ョ ッ ト 以 上 の 人 数 の 作品 や 、 グ ルー プシ ョ ッ ト に は ちび キャ ラ 
を 使う こと も 有効 で す 。 90 年 代 に 流行 っ た 手法 で す が 、 今 で も マン ガ 
や ライ トノ ベル の 表紙 な ど で 見 か け ま す 。 

ちび キャ ラ を 使う こと の メリ ッ ト と し て は 、 キャ ラク ター が 小さ い の 
で 、 配置 が 楽に な り 、 画面 が ど ち ゃ ご ちゃ に な ら ず に 済む 点 で す 。 そ 
し て 何より も 画面 が に ぎ や か で 可愛 らし く な る こと が あげ られ ます 。 
デメ リッ ト は 、 ちび キャ ラ の 影響 で 一 気 に 画 面 が コミ カル に な っ て し 
まう こと で 、 シ リア ス な 作品 に は まっ た く 向 きま せん 。 

ちび キャ ラ を 使う 際 に は 、 や は り 対比 を 意識 し まし ょ う 。 すべ て ちび 
キャ ラ に する こと で 平坦 に な る 画面 を 、 に ぎ や か な 印象 で 補う と いう 
方 法 も あり ます が 、 基本 的 に は 主役 は 一 人 大 きい まま で デフ ォ ル メ せ 
ず に 描い た 方 が 、 イ ン バ パク ト の ある 作品 に 仕上 が りや すい で す 。 

スリ ー シ ョ ッ ト に お いて 、 主役 が マス コッ トキ ャ ラク ター 的 な 立ち 位 
置 の 場合 、 脇役 二 人 を 大 きく 描き 、 主役 を ちび キャ ラ に し て も 面白 い 
作品 に な り ま す 。 


ス 
リ 
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大 きい キャ ラク ター の 視線 を 、 次 に 目立た せ た 
い キ ャ ラク ター へ 向け る こと で 、 キャ ラク ター 
の 画面 内 で の 順位 づけ も で きま す 。 


主役 の キャ ラク ター は 大 きく 、 次 に 重要 な キャ ラク ター は 足 の オー バー バー ス (p.130) で 迫力 を 
つけ 、 一 番 奥 の キャ ラク ター も 回 と 身体 で フレ ー ム 構図 (D.58) を 作っ て 視線 誘導 を し て いま す 。 
どの キャ ラク ター に も 目 が 行く よう に し まし た 。 で は 式 会 ミー ウォ ー カ ー ド シル バー レイ ン 】 


グル ー プ ショ ッ ト は 、 多 人 数 を 一 つの 画面 に 描く 構図 で 、 
合 絵 と も 呼ば れ て いま す 。 「 対 比 」「 仲 間 」「 恋 愛 」「 英 
対 」 「 迫 力 」 が 表現 で きま す 。 


プシ ョ ッ ト 


人 数 が 増え る と まとまり を 作る の が 難し く な っ て きま す 。 
優先 度 を し っ か り と 意識 する こと が 大 切 で す 。 


攻 反 し た り 、 死 亡 し た りす る キャ ラ 
クタ ー は 、 後ろ を 向 か せ た り 模 顔 に 
し た り し て スト ー リ ー の 「 含 み ] を 
出し て も よい で し ょ う 。 

また 、 余裕 が あれ ば 、 互い に 関係 性 
が 深い キャ ラク ター 同士 を 近く に 
配置 する な どの 方 法 も あり ます 。 


どの 表現 を 使う 場合 も 、 
基本 的 に 主役 は 目立つ 
位置 に 配置 。 
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キャ ラク ター が 多く 、 難 し い 構 図 で す が 、 グ ルー プシ ョ ッ 
ト に は 、 独特 の 迫力 が ある の で 活用 し て みて くだ さい 。 


ポー ズ と 表情 で も 
台 キ ャ ラク ター の 
個性 を 表現 する 。 


逆 三角 形 構図 (p.30) で 


下 の 項 京 を 構成 する よう 
に 描い て いま す 。 


a 


対等 と 対比 は 大 切 で は ある が 、 
人 数 が 多い と 対等 の 表現 で も 
迫力 が 出る 。 


ライ トノ ベル の 表紙 を 想定 し て 描き まし た . 


マン ガ も ライ トノ ベル も 、 帯 が ある 関係 上 、 
重要 な も の を 下 に 描く こと が 禁じ られ て い 
る こと が あり ます 。 ほか に も 、 タイ トル スペ 
ー ス な ど を 意識 し て 残さ な けれ ば いけ な い 
場合 も あり ます 。 


四 人 以上 を 同時 に 描く 構図 で す 。 多 人 数 に な り ま す の で 、 キ ャ ラク ター 同士 の 
「 対 比 」 が 表現 で きま す 。 ま た 仲間 同士 の 関係 性 は も ちろ ん の こと 、 ハー レム 
も の な どの 「 恋 愛 」 の 表現 に も 向い て いま す 。 多 対 多 、 多 対 一 な ど 「 英 対 」 の 
表現 も で きま す 。 ま た 、 人 数 が 多く な れ ば な る ほど 、 画面 の 「 迫 力 」 が 増し ま 
す 。 こ の 人 迫力 は ほか の 構図 で は な か な か 出せ な いも の で す 。 

人 物 が 多く な れ ば な る ほど 、 ま と め る こと が 大 変 で 難易 度 は 上 が り ま す 。 描 
き 始 め る 時 点 で 、 ど の 構図 を 使っ て 、 ど こ に 主役 を 配置 する か な ど 、 ス リー 
ショ ッ ト ま で より も 、 さらに 級 密 な 計画 が 必要 で す 。 ま た 、 描 く 要素 も 多く 根 
気 や キャ ラク ター た ち へ の 愛情 も 必須 で し ょ う 。 

し か し 、 グル ー プ ショ ッ ト に は 、 強い 迫力 や キャ ラク ター 同士 の 個性 や 兼ね 合 
い に よ る 物語 性 、 下記 の 「 密 集 の 美 」 な ど 、 独特 の 強い 魅力 が あり ます 。 


グル ー プ ショ ッ ト で も 対比 や 対等 の 考え 方 は 必要 で す 。 主役 は 対等 に 
する と 埋もれ る の で 、 ほか の キャ ラク ター より 大 きく し た り 、 存在 感 
の ある 場所 に 配置 し た り 、 ポー ズ や 衣装 を 目立つ よう に し まし ょ う 。 
で す が 、 グル ー プ ショ ッ ト は 対等 の 表現 で も 独特 の 魅力 を 出す こと が 
で きま す 。 美術 に は 「 密 集 の 美 」 と いう 概念 が あり ます 。 こ れ は 多く 
の 情報 が 画面 内 に あれ ば 「 平 坦 」 を 超え 、 全体 で 「 飼 力 」 が 発生 する 
と いう 考え 方 で す 。 

根気 を 込め て 描き 込ん だ 、 塗り 込ん だ 作品 が 魅力 的 に 見 える の は 、 そ 
の た めで す 。 描 きた い イ ラス ト の テー マ に よっ て 対比 と 対等 を 使い 
分 け ま し ょ う 。 対等 の 場合 は 、 くれぐれも 主 役 の 位置 に 気 を つけ て く 
だ さい 。Z 構 図 (p.70) を 意識 し て 、 右 下 に 主役 を 置く な ど 、 こ れ ま 
で の 知識 で 工夫 を し まし ょ う 。 


主役 を セン ター に 置い て 円 構図 (p.38) に し て 
いま す が 、 大 き さ な ど は ほとん ど 同 じ 扱い に し 、 
「 密 集 の 美 ] で 迫力 を 出し た 作品 で す 。 ーー esa 


人 ム の 図 は 、 集合 写真 風 の グ ルー プ 
ショ ッ ト で す 。 全員 が 対等 に 配置 さ 
れ て お り 、 主役 も 微妙 な 位置 に いる 
の で 、 誰が 主役 な の か パッ と 見 で は 
分 か り ま せん 。 構図 に 工夫 が な く 、 
情報 が 整理 され すぎ て いる の で 、 密 
集 の 美 も あま り 真 価 を 発揮 し て いま 
せん 。 

こう いっ た 場合 で は 、 や は り 主 役 を 
セン ター に 置く な ど 、 目立た せる エエ 
夫 が 必要 に な っ て きま す 。 ま た 、 集 
合 写真 で あれ ば 、 休ん だ 人 の 写真 が 
掲載 され る 右上 の 場所 も 有効 活用 
で きま す 。 こ の 場合 は 、 主役 の 次 に 


主役 は 右上 に 居る キャ ラ で す 。 


主役 を 真ん中 に 。 両端 を 女の子 に し て 男 


目立た せ た い キャ ラク ター な ど を 配 
置 す る と よい で し ょ う 。 


モブ (群衆 脇役) は モブ らし く 描 いて 、 
多少 主役 と も 対比 を 出 そ う と し て いま す 
が 、 そこ まで 作品 に 大 き な 影 響 は 与え て 
いま せん 。 


女 の 対 比 を 出し まし た < 女の子 の 足 を 主 
役 側 に 向け て 、 視 線 を 誘導 し て いま す 。 
右上 に は ヒロ イン に な る よう な キャ ラク 
ター も 配置 し て み ま し た 。 ある も の を 有 
効 活用 する こと が 大 事 で す 。 
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グル ー プ ショ ッ ト と 組み 合わ せ や すい 構図 は 三角 形 構図 (p.26)、 
逆 三角 形 構図 (p.30)、 円 構図 (p.38)、 対角線 構図 (p.42) で す 。 
さら に それ ぞ れ の キャ ラク ター の シー ン を 変え た い の で あれ ば 、 
コマ 割り 構図 (p.62) を 活用 し ます 。 

また 、 キャ ラク ター の 配置 に は 、 余白 構図 (p.54) や 、 Z 構 図 の 考 
えも 加味 する と よい で し ょ う 。 キ ャ ラク ター に 優先 順位 を つけ 、 
どこ に 、 誰 を 、 ど の よう に 置く か を 強く 意識 し て 描く と 、 グ 
ルー プシ ョ ッ ト の 成功 率 は 上 が り ま す 。 


te 


基本 を 踏ま えた 、 非常 に 素直 な 三角 形 構図 で す 。 基本 の 構図 に と て も 綺麗 に 
五 人 が 収まっ て いま す 。 主役 の キャ ラク ター を 頂 京 に 置く な ど 、 セオ リー も 守 
つて いま す 。 


ソン ビ と の 乱戦 の 様子 で す 。 数 十 人 の キャ ラク ター が 描か れ て いま す 。 ゲー 
ム で も フカ ン (p.12) に カメ ラ が 設定 され て いる こと が 多い で す が 、 あま り 
に 多い 人 数 を まとも に 描こ うと し た ら 、 フカ ン が 最も 効果 的 で す 。 主役 二 人 
は 、 や や 大 きく 描い て 余白 も 多少 取り 、 後 は エフ ェクト な ど で 視 線 が 集中 する 
よう に 工夫 し て いま す 。 
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ちび キャ ラ を 使っ た 作例 で す 。 キャ ラク ター の 人 数 が 非 
常に 多い の で 、 主役 の 腕 で フレ ー ム を 作り 、 雑多 な キャ 
ラ は アッ プシ ョ ッ ト (p.86) で まとめ まし た 。 その ほ 
か 、 見 せ た い キャ ラク ター や 重要 な キャ ラク ター は 全身 
を 描い た り 、 ま た 目立つ 位置 に 配置 し て いま す 。 


ww ・ 幸 


乱戦 の イメ ー ジ カッ ト で す 。 敵 は あく まで オマ ケ と 割 
り 切り 、 主役 た ち を メイ ン に 描写 し て いま す 。 大 きく 
は 逆 三 角形 構図 で 動き や 緊張 感 を 出し 、 それ ぞ れ の キ 
ャ ラク ター に は また 別々 の 構図 を 割り当て て いま す 。 仲 
間 同 士 の 身体 の 一 部 ずつ を オー バー ラッ プ 構 図 (p.78) 
に する こと で 共に 闘っ て いる 感じ を 出し 、 敵 を 外側 に 
断ち 切る こと で 、 情 報 を 整理 し て いま す 。 


本 トミ ー ウ ヴォー カー ド シ ル バー レイ ン 


構図 の 活用 方 法 


グル ー プ ショ ッ ト を 魅力 的 に する に は 、 構図 の 組み 合わ せ が 最も 重要 で す 。 で す が 、 ポー ズ や 表情 で 、 各々 の キャ 
ラク ター に 個性 を 出す こと も 、 より 魅力 的 な 作品 に 仕上 げ る た め に 非常 に 大 事 な と と で す 。 全員 が に こ や か に 
笑っ て いる 作品 も 幸せ そう で よい の で す が 、 その 中 で も 怒っ て いる キャ ラク ター、 驚 いて いる キャ ラク ター、 泣 い 
て いる キャ ラク ター が 混じっ て いる だ け で 、 表情 の 対比 が 生ま れ て 画面 が 豊か に な り ます 。 

また 、 元気 な 性 格 の キャ ラク ター は ダイ ナミ ッ ク な 動き を させ て 、 お と な し い キ ャ ラ ・ 引 っ 込み 思案 な キャ ラク 
ター に は 動き の 少な い ポ ー ズ を させ る な ど 、 ポー ズ の 対比 も 意識 し まし ょ う 。 グル ー プ ショ ッ ト は 、 一 人 ひと り の 
キャ ラク ター の 存在 感 が 希薄 に な っ て し まう こと も 多い の で 、 そ こ を 各々 の キャ ラク ター の 個性 で 補う こと で 、 
より よい 作品 に 仕上 が る の で す 。 


%/ 多 対 多 の 敵対 構図 で す 。 非常 に 多く の 情報 が 入 
|』 っ て いま す 。 名 々 の 「 ら し さ 」 が 表現 で きる よ 
うな 表情 と ポー ズ を 大 事 に し まし た 。 
主役 側 ( 右 下 ) は 安定 感 や 力 強 さ を 出す た め に 
三角 形 構図 、 ラ イ バ ル 側 は (左上 ) で 不安 定 感 や 
夫 内 不気味 さ を 出す た め に 逆 三 角形 構図 。 全体 の 配 
置 は Z 構 図 を 基本 に 、 対立 を 表現 する た め 、 余 
白 で 対角線 も 入れ て いま す 。 
\ また 、 各 々 の キャ ラク ター は さら に それ ぞ れ 、 
イメ ー ジ に 合っ た 構図 で 仕上 げ て いま す 。 
NM 届 キ ャ ラ や 、 とら われ の ヒロ イン ・ 人 憶 れ の 人 な 
ど は 左上 に 大 きく 配置 する こと が 多い で す 。 左 
上 は Z 構 図 の アイ キャ ッ チ に な る 上 、 負け る 側 
の 印象 づけ が で き 、 また 同時 に 上 と いう 位置 で 
圧力 も 表現 で きる か ら で す 。 
主役 は 右 下 に 配置 する こと が 多い で す 。 Z 構 図 
の 締め と な る 上 に 、 勝 つ 側 の 印象 づけ が で き 、 
また 下 と いう 位置 で 挑む と いう 表現 も で きる か 
ら で す 。 


敵 と 味方 を ちり ば め た HRPG の バッ ケー ジ 風 イラ スト で す 。 
役 た ち を 三角 形 構図 に し て 安定 的 で 力強く 描写 し まし た 。 敵 
と な る キャ ラク ター た ち は 数 が 多く 個性 的 な の で まとめ る た め 
に 円 構図 に 。 敵 の ボス は 逆 三 角形 構図 を 意識 し て 主役 た ちの 
上 に 配置 し 、 不 安 感 を 意識 し て いま す 。 


で 革 桂 せ ミ 中堂 夫人 民夫 放 「 中 学 天 話さ RPG ブ ラッ ク 』 柏 式 会 な べ を っ セコ ー ギ レー ショ ン 逢 


非常 に シン ブル で 素直 な グル ー 
プシ ョ ッ ト で す 。 主役 を 中 心 に 、 
円 構図 で ヒロ イン を 配置 し て い 
ます 。 右手 と ジー プ で バラ ンス を 
取っ て いま す 。 
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テ ゞ um を さ / 図 問 
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ぼかし を 活用 する 


写真 や 映像 で 、 ビン ト を 合わ せ た 物 以 外 の 背景 が ボケ て いる の を 見 た こと は あり ませ ん か が? 

この ぼけ の 効果 を イラ スト に 活用 する こと が で きま す 。 メイ ン の 人 物 以外 を ぼかす こと は 、 イラ スト に 立体 感 を 与え る だ け で な く 、 
主役 と 脇役 を 明確 に する と いう 意味 で も と て も 有効 な 技法 で す 。 

オー バー ラッ プ 構 図 (p.78) で も 手前 に ある も の を ぼかし て 、 メイ ン の 人 物 を 目立た せる た め に 活用 し て いま す 。 


O と 〇 の 図 で は 、 真ん中 に いる 猫 に ピン ト が 合っ て 
いる 状態 で す 。 
ーー < そこ か ら 郊 れる ほど 、 ボケ も 強く な り ま す 。 


a 


% の 図 は NG 例 で す 。 一 番 遠 い 猫 に ピン ト が 合っ 
て いて 、 前 に 向かっ て 徐々 に ポケ が 強く な っ て 
いま す が 、 途中 の 猫 の ボケ を 強く し すぎ た こと 
で 、 遠近 感 が 5 おぶ は ぐに な っ て し まっ て いま す 。 


NG 


し っ か り と ルー ル を 守っ て 使う こと で 、 イラ スト の 幅 も 広がる の で ぜひ 活用 し て みて くだ さい 。 


CO 
O Ny 
ボー 


コン トラ ボス ト 
S 字 ポー ズ 
オー バー パー ス 
シル エッ ト 
重心 

髪 ・ 服 

喜 怒 哀楽 
表情 

アク ショ ン 
必殺 技 

魔法 発動 


動 的 な ポー ズ の 考え 方 


ーー 
に 


コン トラ ボ ポスト と は 、 人 物 を より 美しく 見 せる た め の ポ ボー 
ジン グ の 一 つ で 、 「 動 きま 」 の ポー ズ を 表現 し た いと き に 向 
いて いま す 。 意識 する こと で より 自然 な ポー ズ を 描く こ 
と が 可能 で 


骨 有 般 と 肩 の 方 向 が 重要 。 
骨盤 の 片側 を 上 げ て . 
その 上 の 肩 は 下げ る 。 
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ア 彫 刻 の 時 代 か ら 現代 の 彫刻 な ど 、 現代 美 
更 わ れ て きま し た が こ な っ て スト の 


eo 
グラ ビア の よう に 多 力 的 で 
動き の ある イラ スト が 描き た 
か っ た の で 、 コン トラ ポス ト を 
意識 し て ポー ズ を つけ まし た 。 


全身 イラ スト で な く て も 、 
恨 以上 が 描写 され て いれ ば 
使用 可能 。 

立ち 姿 以外 に も 使え る 。 


コン トラ ボス ト と は 簡潔 に いう と 、 骨 盤 と 両 肩 の 上 が り 下 が り が 、 それぞれ 逆 に な っ て いる ポー ズ を 指し ます 。 
例え ば 、 片方 の 足 の み に 重 心 を 掛け た 場合 、 も う 片 方 の 足 は 横 に ずれ る の で 、 重心 の 掛か っ て いる 側 の 骨盤 は 上 
に 上 が り ま す 。 逆 に 、 上 半身 は バラ ンス を 取る ろう と し 、 重 心 の 掛か っ て いる 側 の 肩 は 下 に 下がり ます 。 そ の 結果 、 
骨盤 と 肩 が お 互い 「 左 右 非対称 」 に な り 、 ポ ー ズ に 「 動 きま 」 が 出 ます 。 

立ち 姿 以外 に も 応用 の 効く ポー ズ で す 。 人 体 に と っ て この バラ ンス の 取り 方 は と て も 自然 な 行為 で す の で 、 コ ン 
トラ ポス ト を 意識 する こと で 自然 な イラ スト を 描く と と が 可能 で す 。 ど うし て も キャ ラク ター の 描写 が 硬く な っ て 
し まう 、 ま た 動き が 不 自然 に な っ て し まう 場合 に 、 特に 効果 的 で す 。 


コン トラ ボス ト で 重要 な の は 、 骨 


盤 と 両 肩 の どちら が 上 が っ て いる へ 、、、、 生息 が 左上 が り 
か 、 下がっ て いる か と いう 方 向 の 左側 が 本 は 
把握 で す 。 上 が っ て いる 骨 般 

コン トラ ポス ト を 意識 し た ポー ズ ニー 一 

を 目指 す 場 合 は 、 最初 に 骨盤 の 方 

向 を 決め まし ょ う 。 ま ず は 単純 な 

線 で 左右 どちら に 上 が っ て いる か > 

を 決め ます 。 

次 に 、 描い た 骨盤 の 線 と は 逆 の 傾 

き で 両 肩 の 線 を 描き まし ょ う 。 こ 

の と き 、 背骨 の ライ ン を 入れ る と 、 

イメ ー ジ が し や すく な り ま す 。 
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ーー] 


に | 


骨盤 と 両 肩 の 線 が 決ま っ た ら 、 必 
要 で あれ ば 箱 描き で 形 を 描き ま 
す 。 こ れ は 人 体 の アタ リ な の で あ 
ら か じ め イ メー ジ が で き て いる 人 
は 、 こ の 時 点 か ら 描き は じ め て も 
構い ませ ん 。 

最後 に 内 づけ を し まし ょ う 。 

コン トラ ポス ト を 意識 し た 自然 な 
歩き ポー ズ が で きま し た 。 


服 な ど で 余計 な 動き が つか な いよ う 、 分 か りや すく する た め に 裸 で 説明 し ます 。 

人 ム の 図 は 、 コン トラ ポス ト を 適用 し て いな い 例 で す 。 動き が 硬い 印象 で す 。 〇 の 図 は 、 コ ント ラボ スト を 意識 し 、 
左 の 骨 毅 を 上 げ 、 左 の 肩 を 下げ まし た 。 より 自然 な 動き に な り 、 ポー ズ の 魅力 が 上 が り ま し た 。 コン トラ ボス ト は 、 
使い に な せる よう に な る まで は 混乱 する こと が 多い ポー ズ で す 。 ます は 「 骨 盤 と 両 肩 の 上 下 を 逆 に する 」 と いう 
こと を 覚え る と よい で し ょ う 。 


元気 そう な 雰囲気 は 出 て いま す が 、 コン トラ ポス ト に し て い コン トラ ボ ポス ト を 意識 し て 、 肩 と 骨 鱗 を 狼 め に し て 措 き 直し 
な い の で 、 どこ か 動き が 硬く な っ て いま す 。 た だ け で す 。 より 生き て いる 感じ が 出 て 、 ポー ズ が 魅力 的 に 
な り ま し た 。 
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コン トラ ボス ト は 、 座 っ て いて も 、 寝 て いて も @、 飛 ん で いて も @ ど 
ん な ポー ズ に も 使え ます 。 生 き 生 き と し た キャ ラク ター の 描写 の た め 
に 、 さま ざま な ポー ズ に 組み 込ん で 活用 する こと が で きま す 。 


aN 光 UU テロ / 一 基 


寝 姿 の コン トラ ポス ト で す 。 ジャ ンプ を し て いる ポー ズ に 組み 込ん 々 で み ま し た 。 
身体 を くね ら せ る 必要 が あり ます の で 、 自然 と 色気 が 出 ます 。 身体 の ライ ン も 強調 アク ショ ン (p.154) の 項目 で も 説明 し ます が 、 回 
で きる の で 、S 字 ポー ズ と 同じ く 女性 らし いし な や か な 表現 に も うっ て つけ で す 。 動 感 を 表現 する 方 法 は いく つか あり ます 。 コン ト 


ラボ ポス ト も その 一 つ で す 。 身体 を 大 きく 反らせ る 
こと で 、 躍動 感 を 強調 する こと が で きま す 。 


ニー ショ ッ ト で も コン トラ ボス ト は 可能 で す 。 男性 の コン トラ ポスト も 素敵 で す 。 この よう に 奥行 き を 
swe 感じ させ る よう に 体勢 を 斜め に 向け て も よい で し ょ う 。 
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女性 の し な や か な 動き を 表現 ぐら 


>, S 学 ボー ズ 


S 字 ポー ズ は 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の S の 字 を 意識 し て 描く 世界 的 に 有名 な 日 本 画 『 見 返り 美人 図 』 の 立ち 姿 も S 字 
ポー ズ で す 。 「 美 し さ 」「 や わら か さ 」「 自 然 な 奥行 き 」 を ポー ズ と いえ ます 。 

表現 で きま す 。 

特に 、 女性 の 美 し さ を 表現 する の に 適し た ポー ズ で す 。 


EE 

ーー 女性 の な め ら か な 美 し さ を 
S 字 の 形 に 能 密 に 表現 する た め に S 字 で 
こだわ る 必要 は ポー ズ を つけ まし た 。 


な い 。 た だ 、 曲線 
を 意識 する 。 


点 在 する 要素 で も 
S 字 ポー ズ は 作れ る , 


身体 を 大 きく 反 ら 
せる こと で S 字 を 
強調 させ る 。 


画面 内 の S 字 は 複数 
あっ て も よい 。 
複数 の S 字 を 組み 合わ 
せ て さら に 画面 を 彩る 
こと も 効果 的 。 
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S 字 の ライ ン を 意識 し て 描く ポー ズ で す 。 体 の 要素 を な め ら か な 曲線 で 描く こ 
と で 「 美 し さ 」「 や わら か さ 」「 自 然 な 奥行 き 」 を 表現 で きま す 。 また 、 画面 が 
単調 に な ら な い の で 、 リ ズム も 生ま れ ま す 。 

S 字 ポー ズ と いっ て も 、 必ずしも ポー ズ や 要素 が S 字 の 形 に な っ て いる 必要 は 
あり ませ ん 。 S 字 と いう の は あく まで 便宜 的 な 呼び 方 な の で 、 印象 深い 曲線 に 
な っ て いれ ば 、 例え ば S 字 の 逆 の 形 を し て いよ うと も 構い ませ ん 。 曲線 と いう 
部 分 が 大 事 で す 。 

美 し さ や 、 や わら か さ を 表 現 で きる の で 、 女性 の 身体 を 描く と き に 非常 に よく 
使わ れ ます 。 特 に 、 身体 の ライ ン に 曲線 が 多く な る グラ マー な 女性 を 描く と き 
に 使う と 効果 的 で す 。 


ハー 半 HHo ペー 光 


S 字 の 印象 を 助け られ る 要素 は 、 積極 的 に 使い まし ょ う 。 特 に 有効 な の は 、 画 
面 内 の 曲線 を 増やす こと で す 。 増やす 曲線 は 、 S 字 に 治っ て な く て も 構い ませ 
ん 。 画面 内 に 曲線 が 増え て いる こと が 重要 で す 。 

人 体 に 付属 し て いる 要素 だ け で も 、 S 字 の 印象 を 強め る も の は た くさ ん あり ま 
す 。 例え ば 髪 な ど は 、 な び か せれ ば 容易 に 曲線 を 作る こと が で きま すし 、 ス 
カー フ な どの 長く て ひら ひら し た も の も 同様 で す 。 

背景 も 場合 に よっ て 人 物 に 絡ま せま し ょ う 。 イラ スト は パラ ンス さえ 取れ れ 


ば 多少 無理 な ポー ズ を させ て も 写真 より 違和感 を 感じ させ に くい も の で す が 、 
ポー ズ だ け で は バラ ンス が 怪し い 場 合 、 身体 や 手 を 背景 に 添え て バラ ンス を 
取る な ど 調 整 を する こと も 大 切 で す 。 


S 字 ポー ズ は 思い 切り が 大 切 で 
す 。 

人 ム の 図 は 、 グ ラマ ー な 女性 を 
描い て いる の で 、 S 字 に は な っ 
て いま す が 、 曲線 が まだ 弱い で 
す 。 こ うい っ た と き に は 思い 切 
っ て 身体 を 曲げ た りく ね ら せ た 
り し ます 。 そ の 際 に 、 重要 と な 
る パー ツ は 、 頂 点 に あっ て 誘 目 
性 の 高い 頭 、S 字 を 形作る キモ 
と な る 腰 、 そ し て 締め くく り の 
足 で す 。 ま た 、 曲線 を 作る エッ 
セン ス と し て バ パスト や ヒッ プ も 
突き 出す な ど し て 有効 活用 し 
まし ょ う 。 大 腸 な 曲線 を 意識 す レッ プ な と が 和 を 形 作っ て いま す 用 を 鬼 D、 足 を 曲げ る な ど し て 、 よ り 大 き な 
る こと で 、 キ ャ ラク ター の 和 鬼 力 。 が 、S 字 が 弱く 、 も う 少 し イン バク ト が 欲し 。 流れ の S 宇 を 作り まし た 。 要 所 要 所 を 突き 出 


が より 3 引き 立ち ます 。 いと ころ で す 。 すこ と で 、 女性 の 美しい 身体 の アビ ピー ル が 場 
し まし た 。 
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9 構図 と し て 活用 


S 字 は 背景 の 構図 を 決め る と き に も 有効 で す 。 奥行 き の 表 現 と し て も 優秀 で すし 、 画面 に リズ ム を 与え る エッ セ 
ンス と し て も 効果 的 で す 。 

S 字 を 構図 に 使う と き は 、 ち ょ うど よい アイ レベ ル の 高 さ を 選 ぶ こ と が コツ で す 。 

例え ば S 字 に な っ て いる と は いえ 、 道 を 真 上 か ら 描い た り 総 、 逆 に アイ レベ ル を 低く し て ら S 字 の 奥 を 圧縮 し すぎ 
る @ と 効果 が や や 薄く な っ て し まい ます 。 適正 な 高 さ の アイ レベ ル @ で 、 自然 な 奥行 き を 表現 で きる よう に し ま 
し ょ う 。 


真 上 ( 高 すぎ る 位置 ) か ら 見 た S 字 の 道 で 低 す ぎる アイ レベ ル か ら 見 た S 字 の 道 で 適切 な アイ レベ ル で 構図 が 作ら れ た S 字 の 
す 。 平面 9 で 奥行 き を 感じ ませ ん 。 す 。 圧縮 され すぎ て 、 こち ら も 異 行き を 感 道 で す 。 奥行 き を 感じ ます 。 


じ に くく な っ て いま す 


対角線 構図 (p.42) の 項目 で も 説明 し まし た が 、 必ず し 
も 上 繋が っ た 線 で S 字 に する 必要 は あり ませ ん 。 点 在 する 
要素 で 、 そ れ ら し い 流 れ が で き て さえ いれ ば 、 S 字 は 効 
果 を 発揮 し ます 。 S 字 に 要素 を 配置 する と 、 安定 感 の あ 
る バラ ンス の よい 画面 に な り ま す 。 

先ほど の 「 構 図 と し て の S 字 」 と 同じ く 、 奥行 き を 意識 
し て 、 適 切な アイ レベ ル の 高 さ で 要素 を 並べ て 描き ま 
し ょ う 。 

な お 、Z 構 図 (pb.70) で も バラ ンス の よさ は 得 ら れ ま す 。 
S 字 や Z 構 図 に 限ら ず ア ルフ ァ ベ ッ ト の 形 に も の を 並べ 
る と 安定 し や すく 、 親近 感 の ある イラ スト と いう 印象 を 
期待 で きま す 。 
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ほか の 線 と 組み 合わ せる 

エッ セン ス と し て 画面 内 に ほか の 線 も 取り 入れ て み ま し ょ 
う 。 S 字 だ け で も 魅力 的 な 画面 は 作れ ます が 、 より 魅 力 的 な 
画面 に する た め に は S 字 一 本 の 線 だ け で な く 、 い くつ か 別 の 
線 を 取り 入れ ます 。 

追加 する 線 は 、 ほか の 曲線 ・ 円 ・ 直 線 な ど が 挙げ られ ます 。 
画面 内 に ほか の 曲線 を 入れ る と 、 よ りや わら か い 印 象 の 画面 
に な り ま す 。 ま た 、 曲線 で すべ て が 構成 され て いる 円 で も 同 
様 の 効果 が 得 られ ます 。 

直線 に は 、S 字 だ け の 画面 より 、 さ ら に S 字 の や わら か さ を 
引き 立て て くれ た り 、 画面 に 緊張 感 を 与え て くれ る 効果 が あ 
り ま す 。 た だ し 、 直線 は 上 手 に 使わ な けれ ば 、 主役 の 印象 を 
弱く し て し まう の で 注意 が 必要 で す 。 対角線 構図 の 項目 で も 
説明 し た 、 線 の 印象 を 操作 する 方 法 を 使っ て 調整 し て みて く 
だ さい 。 


S 字 ポー ズ は し ば し ば コン トラ ボス ト (p.120) と 同時 に 成立 複数 の S 字 が 存在 し て も 構い ませ ん 。 画面 端 の 植物 や 惑星 の 曲線 で 、 さ ら に や 


し ます 。 わら か しい 印象 に し て いま す 。 


で 区 会 な アド レナ ライ ズ [ 家 員 ラン ラン 』 人 和 
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ハー テ え Ho / メー 芝 


人 体 の 可動 域 


人 体 の 四肢 や 頭 、 指 、 腰 な どの 関 征 は か な り 和 柔軟 に 動き ます が 、 構造 上 動か せる 範囲 に は 限界 が ありま す 。 人 間 が 自分 の 意志 で 動か 
せる 範囲 の こと を 人 体 の [可動 域 」 と 呼び 、 こ の 範囲 を 外れ た 絵 を 描い て し まう と 骨折 し て いる か の よう な 違和感 を 与え て し まい ます 。 
どこ まで 動く の か 、 どの あたり が 人 体 に と っ て 限界 な の か を 押さ えて お く こ と は 、 ポー ズ を 決め る 際 に と て も 重要 な 知識 で す 。 


@ 腕 と 脚 正面 @ 腕 と 脚 横 


上 半身 

eH 9 首 

真っ すぐ に し た 状態 か ら 、 手前 に 引く 一 方 前 後 左 右 に 動き ます 。 
向 に し か 曲がり ませ ん 。 真っ すぐ 以上 に 広 


げ よ うと する と 骨 に よっ て ロッ ク が 掛か り ーー 
ます 。 左右 に も 振れ る よう に 見 えま す が 、 
これ は 肩 に よる 動き で す 。 
| 
と て も 可動 域 の 広い 部 分 で す 。 


背中 の 一 部 の 範囲 を 除い て 、 ほぼ 真っ すぐ に 回 転 させ る こと が で きま す 。 


0 手首 
前 後 左右 の 限ら れ た 範囲 で 可動 し ます 。 手首 の 付け 根 に は 小さ な 
骨 が 多く 、 可動 域 は 意外 と 狭い で す 。 


ポ ボ 
I 
指先 
手足 両方 の 指 は 、 真っ すぐ な 状態 か ら 、 折り 曲げ る まで の 範囲 と 若 当 
干 左右 の 範囲 に も 動か せま す 。 真っ すぐ な 状態 か ら さ ら に 若干 反 ら ポ 
すこ と も で きま す が 、 骨 に よる ロッ ク が 掛か る の で 、 それ ほど は 反 メ 


り ま せん 。 
な お 、 女 性 の 指 を 表現 し た い 場 合 、 若干 反 り の 範囲 を 多め に する と 
よい で し ょ う 。 


下半身 

e 厩 る 股 (大 馳 骨 ) 

前 は 胸 が 足 に つく まで 、 後ろ も 大 きく 反 ら す こ 腰 よ り 下 は 前 後 左右 に 動か せま 
と が で きま す 。 左右 の 可動 域 は 狭い で す が 、 そ す 。 前 は 頑張 れ ば 6 一 7 割 ま で 上 
れ な り に 動か が せま す 。 が り ま す 。 前 跡 り な どの 表現 で は 
中 国 雑技 団 の 人 た ち を 見 て いる と 、 訓練 し た ら 必要 に な り ま す 

いく ら で も 反らせ そう な 気 に か り ま す が 、 通常 

の 人 の 可動 域 を あま り に 超え た ポー ズ は 違和感 

を 与え ます の で ほど ほど に し まし ょ う 。 


人 @ 膝 
肘 と 同じ く 、 真っ すぐ か ら 後 ろ に 
折り 曲げ る まで の 一 方 向 で す 。 


9 足首 

上 下 に 動か が せま す 。 左右 に も 多少 
動か せま す が 、 こち ら も 手首 と 同 
じ で 小さ い 骨 が 多い の で 、 可 動 域 
は 狭い で す 。 
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パー ツ を 誇張 し て 迫力 を 出す 3 人) 


けっ オー バー パー ス 


オー バー パー ス と は 、 身体 の 一 部 を 誇張 させ て 「 人 迫力 」 迫力 が 出 で 
や 「 勢 い 」「 奥 行き の 誇張 」「 部 位 の 強調 」 を 表現 する 技 あり ます 。 主 に 少年 向け の 作品 で 多用 され る 技法 で す 。 


イン パク ト が あ ー ズ で 、 独特 の 個性 が 


法 で 
も の の マン ガ の 見 せ ゴ マ で 昔 か ら 多用 され て 


1 


主役 の ポー ズ を 、 師 力 を 出し \ 
格好 よく 表現 し た か っ た の で 、 奥方 向 に オー バー バー ス 
を つけ る 方 法 も ある 。 


オー バー パー ス を 使い まし た 。 
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モチ ー フ の 特定 部 位 の パー ス を 誇張 し て 手前 に 大 きく 描く ポー ズ で す 。 現実 を 無視 し て いる の で 「 嘘 パー ス 」 と 
も 呼ば れ ます 。 手前 に 人 迫る 雰囲気 が 出る こと に よっ て 「 迫 力 」「 勢 い 」「 奥 行き の 誇張 」 が 表現 で き 、『 部 位 の 強調 」 
を する こと も で きま す 。 

描き 方 の コツ は 、 誇張 に 必要 な 身体 の 箇所 を 関節 と ブロ ッ ク 単 位 で て とらえ る こと で す 。 例え ば 手前 に 突き 出し て 
いる 拳 を 描き た い 場 合 、 拳 、 腕 、 二 の 腕 
と 3 つの ブロ ッ ク で パー ス の 強 さ が 変わ 
る と 考え ます 。 単純 に 腕 を 一 本 の 棒 と 
考え て し まっ て いる と 、 腕 の 関節 な ど 広 
が っ て いる 部 分 を 違和感 な く 描写 する こ 
と が で きま せん 。 必ず 、 関節 と ブロ ッ ク 
を 意識 し まし ょ う 。 

また 、 筋肉 知識 も 、 細か い 部 分 の 補足 に 
と て も 重要 で す 。 筋 内 に つい て は 付録 
(p.166) で 解説 し て いま す 。 


オー バー バー ス の 作画 は 自分 の 感覚 に 頼る あほ か な い の で 、 非常 に 難し いも の で す 。 難し い の で す が 、 イラ スト な 
ら で は の 魅力 的 な 技法 な の で 、 描き た い タ ッ チ に よっ て は この 上 な く 効 果 を 発揮 する 大 切な ポー ズ で す 。 ぜひ 身 
に つけ まし ょ う 。 

デジ タル で は 「 切 り 取 り 」 と 「 拡 大 縮小 」 の 機能 を 使っ て 、 請 枯 す る 部 分 を 何 度 も 調整 し て 違和感 が な い 大 き さ を 
探す 方 法 も 有用 で す 。 た だ し 、 線 の 太 さ の 違い や 画質 の 違い が 目立っ て し まう こと も ある た め 、 ペ ン 入 れ 後 や 完 
成 原稿 に は この 手法 は 適し ませ ん 。 下 描き ぐら いま で の 調整 に し て お きま し ょ う 。 


な げ な わ ツ ー ル な ど ちょ うど よい 大 き さ 
で 目標 の 箇所 を 選択 まで 拡大 し まし ょ う 。 


し ます 。 


マン ガバ パース 機能 
CLIP STUDIO PAINT に は 3D デ ッ サ ン 人 形 に 、 身体 の 一 部 を 拡大 する 「 マ ン | 


ガバ ー ス 機能 ] が あり ます 。 場合 に よっ て は こち ら を 目安 に し て も よい か も し 
れ ま せん 。 た だ 、 これ ら の 機能 に 頼り すぎ て し まう と 作品 が 硬く な っ て し まい 
ます の で 、 あく まで 目安 と し 、 最終 的 に は 自力 で 描け る よう に な る こと が 望ま 
し いで す 。 
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※ の 図 は 、 オー バー バー ス に 挑戦 
を し よう と し て 失敗 し て いま す 。 
思い 切り が 足り ず 、 身体 や 関節 を 
プロ ッ ク 単 位 で と ら え て いな い の 
と 、 違和感 の 削減 に 失敗 し て いる 
こと が 原因 で す 。 

〇 の 図 は も っ と 思い 切っ た 作画 に 
変え て 勢い を 出し まし た 。 ま た 身 
体 と 関節 の 意識 を 持ち 、 身体 に 抑 
揚 を つけ まし た 。 細 かい 違和感 の 
削減 を 行う こと で 自然 な オー バー 
バー ス に な り ま す 。 


よく ある 失敗 例 で す 。 全体 的 に 修正 を 施し 、 違和感 の な い オ ー バ 
主 な 原因 は 「 思 い 切 り の 少な さ 」 「 身 体 を 単 "一 パー ス に し まし た 。 

純 に と ら え すぎ て いる 」「 違 和 感 の 削減 を オー バー バー ス は と て も 難し いで す が 、 そ 
し て いな い 」 こと で す 。 れ だ け の メリ ッ ト は あり ます 。 


パー ズ の 活用 方 法 


よく 見 られ る オー バー パー ス は 腕 と 手 で す が 、 足 や 武器 に 使用 し て も も ちろ ん 効果 的 で す 。 構造 を きち ん と 理解 
し 、 距離 感 を 圧縮 し 誇張 する 思い 切り と 、 違和感 に 気づき 削減 する 感覚 を 鍛え る こと は と て も 重要 で す 。 

も し 、 デッサン 人 形 や 、 モデ ル ガ ン な ど 、 見 本 に な る も の が ある 場合 は よく 観察 し まし ょ う 。 特 に 目 に 近づけ て 見 
る と 強く パー ス が 掛か る の で 形 を つか みや すく な り ま す (モデ ル ガ ン な ど を 使う と き は くれ ぐれ も 発射 し な いよ 
うに 注意 し て くだ さい )。 


外 り を 詩 張 し て 描き まし た 。 三角 形 構図 (p.26) で 使っ た キャ ラク ター と ポー ズ 
で す が 、 人 迫力 が 段違い で す 。 


ロ ポ ボット の 決め ポー ズ 風 に 描い て み ま し た 。 武器 の 詩 
張 で す 。 オー バー バー ス が 掛か っ た 部 分 を 断ち 切る と 
さら に 奥行 き や 迫 力 が 誇張 され ます 。 


オー バー バー ス は 遠く の モチ ー フ に も 掛か り ま す 。 今 ま で は 手前 の オー バー バー ス に つい て の み 書 いて きま し た 
が 、 奥 の 方 向 に も オー バー パー ス を 掛け る こと が 可能 で す 。 奥 の オ ー バ ー パ ー ス の み を 使う こと は そう そう あり 
ませ ん が 、 手前 の 物 を 大 きく する オー バー バー ス と 奥 の 物 を 小さ くす る オー バー バー ス を 組み 合わ せる こと で 、 
より 効果 的 に な り ま す 。 
手前 に 掛け た オー バー パー ス を より 強調 する た め に 対比 と し て 使っ た り 、 奥 か ら 何 か が 迫っ て き て いる こと を 表 


現す る 場合 な ど 、 特 殊 表現 で 主 に 
使用 し ます 。 こ ちら も コツ は 、 身 
体 や 関節 を ブロ ッ ク 単 位 で と ら え 
る こと で す 。 手前 と 奥 の オ ー バ ー 
パー ス を 画面 内 に 同時 に 入れ る 際 
は 、 手前 を 大 きく 、 奥 を 小さ く 描 く 
の で 、 該当 部 分 の バー ツ の み を 大 
げ さ な フカ ン で 描く よう な 感覚 で 
描く と 成功 し や すい で す 。 

オー バー パー ス は 感覚 で 描く も の 
で す が 、 そ の 分 自由 な も の と いえ 
ます 。 描け り る よう に な る た め の 通 
り 道 も 応用 方 法 も 、 千 差 万 別 で す 。 
自分 が 一 番 描き や すい 方 法 を 選び 
まし ょ う 。 


全身 を フル に 使っ て ダイ ナミ ッ ク な 
オー バー バー ス を 作っ て み ま し た 。 
で SdenrRE 


より 小さ く 


オー バー バー ス は 、 や ん ちゃ な キャ ラ や 、 デフ ォ ル メ の 強い SD イラ 
スト な ど に も 非常 に 向い て いま す 。 


で ね A 区 会 せ トミ ー ウ ィ ー カ ー ド シ ル バー レイ ン 】 
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No 


シル エッ ト は 、 ポー ズ や 構図 に と っ て 、 大 切な 考え 方 の 一 エッ ト だ け で キャ ター が 分 か る よう に デザ イン し て 
「 印 象 に 残る キヤ ラク ター を 描き た い 」「 個 性 的 な いる と も 言わ れ て い : 

ポー ズ を 描き た い 」 と き な ど に 意識 する と 効果 的 で す 。 要 な イラ スト に は この 考 

キャ ラク ター デザ イン に 見 られ る 全身 絵 を 描く 場合 に す 。 

最も 有 ゲー ム の キャ ラク ター デザ イン で は 、 シ ル 


ED ーー 
印象 に 残る 個性 的 な キャ ラク ター 
具体 的 な 形 が ある 構図 や 図形 を を 描き た か っ た の で 、 シル エッ ト の 
意識 し た シル エッ ト に する と 考え 方 を 使用 し て 描き まし た 。 
まとまり が よい 。 
ここ で は 三角 形 や 円 を 意識 し て 
いる 。 


シル エッ ト に コン トラ スト 


を つけ る と よい 。 

シル エッ ト の 時 点 で 造形 が 
よい と 、 仕 上 が り も うま ぐ 
いく 。 


最初 に シル エッ ト を 
描い て 、 そ こ か ら 
イラ スト を 掘り 起こ す 
方 法 も ある 。 


N 1 
キャ ラク ター デザ イン 
に も 有効 。 
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シル エッ ト と は 「 輸 郭 の 中 が 塗り つぶ され た 単色 の 画像 」 の こと を 指し ま 
す 。 黒 塗り の 影絵 を 想像 する と 分 か りや すい で し ょ う 。 また 、 単 に 輪郭 ( ア 
ウト ライ ン ) だ け を 指す こと も あり ます 。 

シル エッ ト を 考え て 描く と いう の は 、 複雑 な 情報 ( 顔 や 表情 ・ 髪 や 服 な ど ) 
は ひと まず 置い て お いて 、 全体 を シン プル な 「 形 」 の み で 考え る と いう こ 
と で す 。 こ うす る と 余計 な 情報 に 惑わ され ず に 「 印 象 的 な キャ ラク ター」 
や 「 個 性 的 な ポー ズ 」 を 考え る こと に 集中 し て 取り 組め ます 。 

キャ ラク ター デザ イン と ポー ズ が 一 番 に 重要 視 さ れる ゲー ム 業 界 で は 、 


シル エッ ト は と て も 大 事 に 考え られ て いま す 。 
シル エッ ト を 意識 する と 、 キャ ラク ター デ 
ザイ ン や ポー ズ は より 面白 く な り ま す 。 


7 斑 ポー ズ の 活用 方 法 


シル ーー ミン に 2 キー n i a 
リ @ 逆 三 角 で 動き が ある シル エッ ト を イメ ー ジ 。 
頭 と 左手 で 逆 三角 に な り ま し た が 、 両 腕 を 
シル エッ ト を 使っ た 作画 の 方 法 を 紹介 し ま 後ろ に 伸ばし て Y に し た 方 が シル エッ ト と 
ッ シル エッ ト の 「 に し て 面白 そう で す 。 両院 は 大 きく 膨らみ 、 足 
PGI2GMSi ジ SEI.1 隊 志 は し ぼん で いる コン トラ スト を 意識 し て い 
第 一 に 注意 を 払い 、 仕上 げ ま で 内 部 の 造形 ます 。 
に は 気 を 取ら れ な いこ と で す 。 
まず は キャ ラク ター の 素 体 を 描い て いき ま 
す 。 この 時 点 で シル エッ ト を 意識 し ます 。 © 


三角 形 、 円 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト な ど 具 体 的 な 

二村 羽ばたく 鳥 の よう に 見 える の で 、 鳥 を イメ ー ジ し 
> = つ に . ヽ ーー 

と まり や 意味 の ある シル エッ ト を 形 作 り ま た シル エッ ト の 装 人 を 即 し て いき ます 。 また 、 両 内 


し ょ う 。 が 則 じ 動作 な の で 、 装 もち 洒 に 。 罰 ポイ 
TO Ne ント と な る 両院 を 周 し た く な い の で 、 ボニー テー 
また 、 シル エッ ト の 随所 に コン トラ スト を ル に し て 、 ポニ ー テ ー ル で 円 構図 を 作る こと に し 


つけ る と より よく な り ま す 。 出っ張っ た 部 ます 。 尻尾 の よう な も の が 欲し か っ た の で 腰 帯 を 
分 と 引っ 込ん だ 部 分 、 大 きい 部 分 と 小さ い 導 加 > 路子 の 印象 も 出 て きま し た 。 


部 分 、 と が っ た 部 分 と 丸い 部 分 な ど 、 落差 
を つけ て 画面 に 対比 を 生む こと を 意識 する © 

時 一 度 塗 りつ ぶし て シル エッ ト 化 し 、 余計 な 空 
と よい で し ょ う 。 間 は な いか 、 さら に つけ 足せ る 要素 は な い 
次 に 、 印象 的 に な る よう に 髪 や 服装 を 考え て か 考え ます 。 後ろ 寿 の 空間 が 空き さす きなこ 

ら と と 、 腰 の 布 で も う 少 し 大 き な 円 が 作れ そ 
いき ます @。 場合 に よっ て は 小物 も 入れ て うな こと に 気づき まし た 。 
シル エッ ト 自 体 の 完成 度 が 高まる よう に し 
まし ょ う 。 よい 効果 が 出る の は 、「 何 これ ? と 
の 


気 に な る シル エッ ト 」 や 『 見 て いて 気持 ちの 
よい シル エッ ト 」 で す 。 逆 に シル エッ ト だ け 
で 想像 が つい た り 、 面白 味 が な い 、 な ん と な 
く 気持 ち が 悪 い シ ル エ ッ ト な ど で は 、 あま り 
よい 効果 は 期待 で きま せん 。 シル エッ ト の コン トラ ス 
a ト と し て 丸い 要素 が 欲 
た ま に 別 レイ ヤー で 黒く 塗り つぶ し て 、 シ [し ぶっ た の と 、 島 の 戸 ・ 
ル エ ッ ト の 形状 を 見 て @、 全体 の バラ ンス 踊り 子 の 音楽 を 意識 し 
や yd て 鈴 を つけ まし た 。 最 
を 整え ます 。 よ い シ ル エ ッ ト に 仕上 が っ た 生 に 紋 で 補間 を 坪 め て 
と 思っ た ら 、 清書 を し て 完成 で す @。 完成 で す 。 


ペー 光 


<H で ツ 
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シル エッ ト を 利用 し て 、 さら に 作品 を 個性 的 に する 方 法 が あり ます 。 

前 ペー ジ の 作例 で は 、 描き な が ら シ ル エ ッ ト に 当て は め て いき まし た が 、 こ ちら は その 逆 で 、 ま ず シ ル エ ッ ト あ り 
き で 、 そ れ に 合わ せ て ポー ズ や 構図 ・ キ ャ ラク ター デザ イン を 考え る 方 法 で す 。 

最初 に 、 ベタ で シル エッ ト を 描き ます ⑨。 図形 を 意識 し て 描い て も よい で すし 、 より 独特 の 作品 に 仕上 げた いな 
ら 、 ある 程度 ラン ダム に シル エッ ト を 描き ます 。 ラン ダム と いっ て も 、 完全 に 適当 に シル エッ ト を 描く の で は な く 、 
こち ら も ある 程度 、 基本 図形 に 沿う よう に 描く と 、 仕上 が り が まとまり や すい で す 。 

見 て いて 面白 い ・ 気 持ち の よい シル エッ ト が 描け た ら 、 今度 は 、 そ の シル エッ ト に 合う よう に 、 キャ ラク ター を 描 
いて いき ます @。 線 を 整え つつ キャ ラク ター の 方 向 性 を 決め ます ⑨ 。 浮か ん だ イマ ジ ネ ー シ ョ ン で 整え て 、 仕 上 
げ ま す 。 あ る 程度 の 運 も 関わ っ て きま す が 、 通常 の 常識 と は 違っ た 描き 方 で す の で 、 思い も よら な い 作 品 が で 


き 上 が る こと も 多い で す 。 


ある 程度 縦横 無尽 に 筆 を 走ら 
せ 、 消 し ゴム で 削っ た り し 、 ベ 


自分 の イマ ジ ネ ー シ ョ ン を 膨 
ら ま せる よう な 、 面白 く 気 持 
ちの よい シル エッ ト を 描き ま 
し ょ う 。 


ラフ を 整え て いき ます 。 も し どう に も その シル エッ ト に 沿う 人造 
形 が 思い つか な か っ た り 、 ほか に よい アイ デア が 浮か ん だ 場合 
は 、 シ ル エ ッ ト か ら 多 少 外れ て も 構い ませ ん 。 

下 の ギ ザ ギ ザ が スカ ー ト に 見 えた の で 、 女の子 に 決定 。 この 時 
点 で バー サー カー っ ぽく 見 えて きた の で 、 ワイ ルド な 印象 の 作 
品 に し よう と 思い まし た 。 


@ シル エッ ト の 湊 明 度 を 落と し 、 


その 形 に 沿う よう に 、 キャ ラ 
クタ ー を 描い て いき ます 。 大 
切な 点 は 、 し つか り と 考え 、 で 
きる 限り 、 その シル エッ ト に 
従う こと で す 。 


後ろ 手 に 持っ て いる 武器 が 、 イ カリ の よう に 見 えて きた の で 、 
女 海賊 と いう イメ ー ジ で 衣装 を 仕上 げ て いき まし た 。 この 時 
点 で 、 整合 性 が あま り に 取れ て いな い 部 分 は シル エッ ト か ら 外 
し て も 構い ませ ん 。 

普通 に 考え て いて は 思い つき に くい キャ ラク ター デザ イン ・ ポ 
ー ズ ・ 構 図 の 作品 に 仕上 が り ま し た 。 


空間 を 描く ? 


今回 は 、 シル エッ ト の 「 内 側 ] を 意識 し て 描く と いう お 話 を し まし た が 、 逆 の 方 
法 も あり ます 。 シル エッ ト の 「 外 側 ] で ある 「 空 間 ] を 描く と いう 考え 方 で す 。 
模写 や 、 クロ ッ キ ー、 鉛筆 デッサン な ど で 、 どう に も 形 を 取る こと が 苦手 と い 
う 人 が いま す 。 それ は 「 モ チー フ の 形 以外 の も の 」 に 惑わ され て 、 実際 の 形 よ 
り も その 物体 の 持つ 印象 や 意味 な ど に 気 を 取ら れ て し まう こと が 原因 で す 。 模 
写 な ども 上 達する に つれ 、 そう いっ た も の を 無視 する こと が で きる よう に な り 、 
物体 の 形 その も の に 集中 で きる よう に な る の で す が 、 それ が まだ 難し い 人 は 、 
モチ ー フ の 輪郭 の 外 で ある 「 空 間 ] を 描く よう に し て みて くだ さい 。 その も の 
自体 の 余計 な 印象 に 気 を 取ら れ な く な る の で 、 結果 的 に より 早く 正確 に 形 が 取 
れる よう に な り ま す 。 

シル エッ ト の 考え 方 は 、 ゲー ム 業 界 と 関係 が 深い の で す が 、 こち ら の 技法 も 、 
有名 な ゲー ム デ ザイ ナー さん が 実践 され て いる 方 法 だ そう で す 。 


シル エッ ト を 工夫 し 、 面白 い ポ ー ズ 
や 造形 を 考え て み ま し た 。 舞 を 踊る 
和風 魔法 少女 と いう イメ ー ジ で す 。 
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<H で W 


安定 感 や 不安 定 感 を 表現 する 


ラス ト に 必要 な 要素 で す が 


人 体 の 中 で 一 番 重 た い 部 分 は 
頭 部 。 人 間 は 基本 的 に 頭 部 を 
支え られ る よう に 重心 の 
バラ ンス を 取っ て いる 。 


立ち 止ま っ て いる 場合 
は 重心 は お へ そ に あり 、 
地球 の 中 心 に 向かっ て 
下がっ た と ころ に 
重心 線 が ある 。 


動き が ある ポー ズ の 場合 は 
ポー ズ の 中 に 「 そ の 動き の 次 の 
動作 を 予測 させ る ポー ズ を 
盛り 込ん る で お く 」 と 、 重心 の 
バラ ンス が よく 見 える 。 


アク > 
を 描く と き に 効果 的 
映像 や マン ガ の よう に 


ショ ン 


前 後 の シ 


EE 
Y 字 バラ ンス は 片足 に 体重 が 
掛か る ポー ズ で す 。 し っ か り と 
重心 を 意識 し て 描き まし た 。 


フィ クシ ョ ン の 重心 で も 基 
本 の ポー ズ で 説得 力 を 持た 
せら れる 。 

また 、 止ま っ て いる と き と 


動い て いる と き で は 重心 の 
バラ ンス の 取り 方 は 異な 
る 。 

日 ご ろ の 観察 が 特に 大 切 。 


動い て いな い ポ ー ズ で は . 
重心 線 が 地面 と の 接地 面 の 
範囲 内 に あれ ば 、 そ の ポー ズ 
は 重心 が 取れ て いる 


一 番 重要 な の は 「 頭 」 で す 。 次 に 「 足 」「 お へ そ 」 と 続き ます 。 

人 体 の 中 で 最も 重量 が ある の は 「 頭 」 で 、 落下 する 際 に 頭 が 下 に な る の は その 
た めで す 。 ほ か に 重たい 物 を 持っ て いる 場合 を 除い て 、 基本 的 に 人 体 は 頭 を 支 
えよ うと 重心 の バラ ンス を 取っ て いる と 考え て も よい で し ょ う 。 

し か し 、 最終 的 に 体 を 支え て いる の は 地面 に つく 足 で す 。 こ の 部 分 が 和 宙 に 浮い 
て いる よう に 見 える と 、 ほか が 完璧 で あっ て も 、 見 る 人 に は 重心 が 取れ て いる 
イラ スト に は 見 えま せん 。 き ちん と 地 に 足 が つ いて 見 える よう に 、 厳密 で な く 
て も 構い ませ ん の で 、 ア イレ ベル が どの あたり で 地面 が どう な っ て いる か と い 
うこ と を 注意 し て 描き まし ょ う 。 

普通 に 立っ て いる 場合 、 重心 は 身体 の 中 心 点 で ある お へ そ に あり ます 。 厳密 に 

は 丹田 」 と いっ て お へ その 5cm 下 あたり な の で す が 、 武道 を や っ て いて 、 理想 
的 な 体 運 び を し て いる 人 以外 は お お よそ 、 お へ そ に 重心 が ある と 考え て くだ さ 方 を 美しく 見 せる た め の 方 法 で す 。 
い 。 


前 項 で お へ そ に 重心 が ある と 説明 し まし た 。 地球 に は 重力 が あり 、 重心 か ら 
真っ すぐ 地球 の 中 心 に 向かっ て 引力 が 働き ます 。 立っ て いる 場所 が 坂 に な っ て 
いて も 、 地面 側 で な く (地球 の 中 心 側 と いう 意味 で ) 下 に 引力 が 働き ます 。 こ 
の 線 を 引く と 重心 の バ パラ ンス の 把握 が し や すく な り ま す 。 こ の 線 を 重心 線 」 と 
呼び ます 。 普通 に 立っ て いる 場合 、 左右 の 足 が 接 地 し て いる 飾 囲 の 中 に 重心 線 
が あれ ば 倒れ そう な 印象 は 薄く 、 逆 に 範 園 外 に 重心 参 が くれ ば 、 倒れ そう な 印 
象 に な り ま す 。 な お 、 つ ま 先 立ち な ど で 、 足 の 接地 の 範囲 が 少な く な れ ば 、 重心 


の バラ ンス の 取れ る 範囲 も 狭まり ます の で 、 画面 に 緊張 感 を ぶ え られ ます 。 地 紀 回 の 中 に 重夫 が あれ ば 下 

この 目安 は 、 動い て いる 場合 は 変わ る の で 、 注意 が 必要 で す 。 月 が In ほど 下旬 は 弥 ま り ま 
す 。 三角 形 構図 (p.26) の 原則 と 同 
じ で す 。 


坂道 に 立っ て いる イラ スト で 考 
えて み ま し ょ う 。 公 の 図 は 、 重 
心 を 意識 せ ず 描い た の で 今にも 
倒れ そう で す 。 そ こ で 重心 線 を 
描き 重心 を 意識 し ます 。 重心 線 
が 範囲 内 に な る よう に 足 を 広げ 
て 描く こと で 、 倒れ そ うな 雰 囲 
気 が な く な り 、 重心 の バラ ンス が 
取れ た イラ スト に な り ま し た 。 

画面 内 で 足 が 地 面 に 設置 し て い 
る 描写 が ある 場合 は 、 特に 重心 
が 目立ち ます 。 意図 し て 重心 の 


バラ ンス を 上 崩す 場合 を 除い て 、 

重心 は ちゃ ん と 意識 し まし ょ う 。 アグ 
重心 線 が 両足 か ら 離 れ て いて 、 キャ ラク タ 片足 を 伸ばし て 安定 の 範囲 を 広げ る こと で 、 
ーー が 倒れ そう で す 。 重心 線 が その 中 に 収まる よう に な り ま し た 。 


重心 の バラ ンス が 取れ 、 倒れ そう な 雰囲気 
は な く な り ま し た 。 
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動い て いる 場合 、 動き に つら れ て 重心 は 移動 する の で 、 先 述 の 法 億 
則 は あて は ま ら な く な り ま す 。 こ ちら に は 具体 的 な 法則 は あり ま 
せん 。 た だ 、 ひ と つの 目安 と し て 、 ポー ズ 全 体 を 逆 三角 形 で と ら 
え 、 その 下 側 の 頂点 を 重心 と する 考え 方 も あり ます 。 

動い て いる キャ ラク ター の 重心 の バラ ンス を よく する に は 、 キャ 
ラク ター の 次 の 動作 を イメ ー ジ で きる よう な ポー ズ を 組み 込ん で 
お く と よい で し ょ う 。 そ の 組み 込ん だ 次 の 動作 が 、 重心 の 移動 を 
予測 させ る の で す 。 

例え ば 、 走っ て いる イラ スト な ら ば 、 次 に 後ろ 足 が 前 に 出 ます 夫 。 
その 後ろ 足 を きち ん と 描写 し て お く こ と が 大 切 で す 。 ほか に も 、 
正 拳 突 き を し て いる イラ スト で あれ ば 、 逆 の 手 を ちゃ ん と 引き 手 
に し て 、 動き で 移動 する 重心 の バラ ンス を 取る @ な ど 、 重心 へ の 
細か い 配 慮 に よっ て アク ショ ン は より 完成 度 を 増し ます 。 


この 動き で は 次 に 後ろ 足 が 出 て きま す 。 前 に 出 て い 
る 足 の お まけ 程度 と 考え て は いけ ませ ん 。 重心 移動 
を イメ ー ジ させ る 、 大 事 な 部 分 で す 。 


引き 手 は た だ の ポー ズ で は あり ませ ん 。 
後ろ に 引く 運動 で 、 突き 出し た 拳 に 、 よ 
り 上 半身 の 体重 を 乗せ る 効果 が あり ま 
す 。 重心 移動 を うま く 使 っ た 技術 で す 。 


バラ ンス を 身 に つけ る 


私 事 で す が 、 私 は 何より 「 キ ャ ラク ター の 動き ] に こだわ っ て 絵 を 描い て きま し 
た 。 正直 、 動き の ある 絵 を 描ける よう に な る た め に 、 と て も 苦労 を し まし た 。 
そん な 私 で す が 、 現在 、 ア クション を 描く と き に 重心 の 何 を 注意 し て いる か と 
言い ます と 、 ぶっちゃけ 「 何 も 考え て いま せん 」。 全部 感覚 で 描い て いま す 。 も 
ちろ ん 、 動き の ある 絵 を 最初 か ら 思い 通り に 描け て いた わけ で は あり ませ ん 。 
マラ ソン 選手 を は じ め 、 アス リー ト の 写真 を た くさ ん 模写 し た り 、 映画 を 注意 
深く 見 て 、 重心 の 研究 を し て いま し た 。 そう し て いる うち に 、 頭 の 中 で と て も 
曖昧 な 「 重 心 の バラ ンス 」 が で き 、 見 た こと が な い ポ ー ズ 、 オリ ジ ナ ル な ポー ズ 
で も な ん と な く 重 心 の バラ ンス が 取れ て 描け る よう に な っ た の で す 。 

見 られ る も の な ら 、 ぜひ 参考 写真 を 見 まし ょ う 。 で す が 、 ハイ バー アン グル や 
オリ ジ ナ ル の ポー ズ の 場合 は 資料 に 頼れ な いこ と も し ば し ば あり ます 。 その と 
き の た め に 普段 か ら バ ラン ス 感 覚 を 養う こと が 大 切 で す 。 
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DM ポーズ の 活用 方 法 


超 巨 大 で いか に も 重 そ うな 剣 や 銃 を 振り 回 す キ ャ ラク ター が いま す 。 体重 より は る か に 重い 武器 を 、 超人 的 な 筋 
力 で 支え て いる と いう 描写 で す 。 し か し 、 現実 に は 人 間 の 筋力 で は 出せ る 力 に 限界 が あり ます 。 細身 の 人 間 が マッ 
チョ の 人 間 よ り 大 き な 筋 力 を 出せ る こと は 残念 な が ら 
あり えま せん 。 け た 外れ に 重い 武器 と いう の は 現実 で 
は な く フ ィ ク ショ ン に な り ま す 。 

そう いっ た フィ クシ ョ ン を 表現 で きる の も イラ スト な ら 
で は で す 。 重い 武器 を 細い キャ ラク ター が 振り 回 し て 
も まっ た く 問 題 あ り ま せん 。 そ れ は むし ろ る 対比 が つい 
て と て も 魅力 的 で す 。 し か し 、 そ の 中 で も 重心 の バ パラン 
ス を よく 見 せる た め に は 、 重い 物 を 持つ と き に どう い 
う ポ ー ズ を 取っ て いる か を 考え て 描く こと が 大 切 で す 。 
例え ば 右 の 図 の よう に 、 重い 物 を 背負 うと き は 、 人 間 
は バラ ンス を 取 ろ うと 前 傾 姿勢 に な り ます 。 簡単 な こ 
と で す が 、 こ れ だ け で 違和感 を 大 きく 消す こと が で き 
ます 。 

フィ クシ ョ ン で も 、 説得 カカ を 持た せる た め に 、 基本 の 
ポー ズ を 取ら せる こと は と て も 大 切 で す 。 ど うい っ た 
と き に どう や っ て 重心 を 取っ て いる か 、 日 ご ろか ら 意 
識 し て 観察 を する よう に し まし ょ う 。 


か な り 重 そう な 刻 で す 。 ポー ズ で 剣 を 支え る 片手 を 用 意 し まし た 。 また 空い た 右 部 分 に 完全 に ハン マー に 重心 が ある イラ スト で す 。 


財 ト ミー ウォ ー カ ー シル バー レイ ン ] 


髪 を 置く な ど し 、 三 角形 構図 (.26) の 旗 辺 が 大 きく な っ て 安定 する よう 意 諾 し まし た 。 
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動き が ある 画面 で 、 構 図 も 
し っ か り 構 築 し た か る 
髪 や 服 の 動き に 
ポー ズ を つけ まし . 


服 で 構図 の 
足り な い 部 分 を 
補強 する 。 


IONEIEOINT! 

髪 や 服 の 動き は 、 ある 程度 自由 に 
大 げ さ に 描い て も よい 。 た だ し 、 
リア ル タ ッ チ の 人 は や りす き ぎ て 
現実 感 を 損なわ な いよ う 注 意 が 
必要 。 
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服 や 髪 は 、 ほ と ん どの キャ ラク ター が 持っ て いる 要素 で 、 効果 的 に ポー ズ 
や 構図 を 構成 で きる 重要 な パー ツ で す 。 髪 や 、 特 に 軽い 服 は 、 風 や 人 体 の 
動き の 影響 を 受け て 形 が 変わ りや すく 、 さま ざま な 状況 で 利用 で きま す 。 
また 、 髪 や 服 は (は げ 頭 や 全裸 で な い 限り ) 画面 内 に あっ て 不 自然 な も の で 
は な い の で 、 ど の 構図 や ポー ズ と も 自然 に 組み 合わ せ て 使う こと が で きま 
す 。 特に 「 動 き 」 や 「 空 力 表現 」 に は 効果 的 で 、 ア クシ ョ ン ポ ー ズ に は 必要 
不可 欠 な 要素 で す 。 

髪 ・ 服 の 効果 を 利用 し や すい の は 、 髪 が 長い キャ ラク ター や 、 長い 服 ・ ひ ら 
ひら し た 服 を 着 た キャ ラク ター で す 。 逆 に 、 髪 が 短い キャ ラク ター や 、 身体 
に ピタ ッ と フィ ッ ト し た 服 を 着 て いる キャ ラク ター に は 難し いで し ょ う 。 そ 
の 場合 は 、 髪 や 服 に 頼ら な い 構 図 や ポー ズ を 探す 必要 が あり ます 。 


髪 が 短かっ た り 、 小さ くま と め て いた り 、 


服 が ぴっ ちり な 場合 は 不向き で す 。 
直立 で 動い て いな い 
髪 や 服 で 動き を 表現 し た い 場合 、 大 原則 が あり ます 。 そ れ は 「 人 体 が 動い 状況 で す 。 今 は まだ 
て いる 方 向 と は 逆 に 動か す 」 と いう こと で す 。 4 者 Gb 
髪 も 服 も 、 自分 で は 動き ませ ん 。 人 の 動作 が あっ て は じ め て 、 そ れ に 引っ 張 
られ る よう に 動く の で す 。 基本 的 に は 服 も 髪 も 、 人 の 動い て いる 方 向 と は 
逆 に 方 向 ゴブ けけ まし ょ う 。 動き を 出し た いか ら と いっ て 、 湾 然 と 髪 な ど を 無 i 
作為 に 動か し て は いけ ませ ん 。 場合 に よっ て は 動き の 助け に な る どこ ろか 、 AN み ま し た 。 前 方 に 重 
方 向 性 を 阻害 し て し まう こと も あり ます 。 た だ し 、 強風 が 吹い て いる 、 空 か で 
気 の な い 宇 宙 空 間 に い る な どの 特殊 な 状況 で は その 限り で は あり ませ ん 。 て いる の で 服 の 袖 も 
後ろ に 流し ます 。 
服 の 中 で 一 番 動き の 影響 を 受け や すく 、 また よく 人 に 
見 られ る 場所 は 「 袖 」 で す 。 袖 は ほか の 部 位 よ り も 基 
本 的 に 軽い の で 、 上 記 の よう に 引っ 張ら れる 動き が 出 
や すい で す 。 ま た 、 手 に も 表情 が ある と 言わ れる よう 3 
に 、 人 は 手 に 注目 する の で 、 手 と 関係 が 深い 袖 も 目 立 SA 


ち ま す 。 で 棒 は 箱 の 前 方 に 持つ て いっ つて いま す 。 


袖 の 動き は 立体 を 意識 し て 描き まし ょ う 。 平面 的 な 袖 
を 描い て し まう 人 が 多い の で す が 、 箱 を イメ ー ジ し て 
立体 的 に 描く と 説得 カ が 出 ます 。 重 い 素材 の 袖 な ら 、 
箱 の よう な 形 の まま で も よい で す が 、 軽い 素材 の 袖 の 

合 は 、 引っ 張ら れる 方 向 と は 逆 の 部 分 を すぼめ て あ 
げ る と 、 ら し さ が 出 ます 。 


角 を 取れ ば 、 袖 の 完成 で す 。 前 薄い 布地 な の で 、 後 ろ を 絞り ま 
に 引っ 張ら れ て いる の で 、 力 が す 。 厚い 布地 より も 力 が 掛か っ 
掛か っ て いる 方 向 か ら シワ を て いる 部 分 の シワ は 強く 入れ 
入れ ます 。 厚い 布地 の 場合 、 後 ます 。 

方 の 丸み は ある 程度 残し ます 。 
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※% の 図 は 、 右 か ら 左 に 動い 
て いる キャ ラク ター で す が 、 
キャ ラク ター の 動い て いる 向 
き と 同 じ 方 向 に 髪 と 袖 が 動い 
て いる の で 、 右 か ら 左 へ の 動 
き が 阻害 され て 見 えま す 。 そ 
こ で 「 動 いて いる 方 向 と は 逆 
の 方 向 に 動か す 」 と いう 大 原 
則 に 則っ て 、 髪 や 服 の 方 向 を 
変え る こと に よっ て 、 画面 全 


体 で 右 か ら 左 へ の 動き を 形 作 
り ま し た 。 
動い て いる と いう より 、 背中 か ら 強 風 が 吹い 動き の 方 向 を 整え まし た 。 より 右 か ら 左 へ の 
て いる よう に 見 えま す 。 動き の 印象 が 強まり まし た 。 
“ee ミ 
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髪 や 服 で 足り な い 空 間 を 補っ た り 、 飾り に する な ど 、 撃 や 服 を 構図 の デザ イン 要素 と し て 使う こと も 有効 で す 。 
人 物 は 、 た だ 立っ て いる 全身 イラ スト や パス ト ア ッ プ で 逆 三 角形 構図 (pb.30) を 構成 する こと は 難し い の で す 
が 、 風 で 長い 髪 や スカ ー フ を な び か せる こと に よっ て 逆 三 角形 構図 に する こと が で きま す 。 

この よう に 、 通 常 で は 構成 が 難し い 構図 で も 、 髪 や 服 を 用 いれ ば 自然 と 形作る こと が で きる の で す 。 


(CO 


動い た り 、 風 に 任せ る だ け で は な く 、 寝 転 が れ ば 髪 や 服 の 可能 性 は より 広がり ま 
す 。 この イラ スト で は 円 構図 (p.38)、T 構 図 (アル ファ ベッ ト 構 図 (p.66) )、 
逆 三角 形 構図 な ど を 使っ て いま す 。 


船 に 乗っ て る 漁師 の 少女 と いう イメ ー ジ で す 。 動き の 
少な い ア オリ で は 逆 三角 形 橋 図 は 難し い の で す が 、 強 
風 で あお られ る 髪 と ハッ ピ を 使う こと で 表現 で きま す 。 


グル ー プ ショ ッ ト (p.114) の 項目 で も 書き まし た が 、 髪 や 服 は 、 
多 人 数 を まとめ る エッ セン ス と し て 、 と て も 有効 で す 。「 あ と も う 
少し で この 構図 が 完成 する 」 と き に 、 足り な い 形 を 補っ た り で き 
ます 。 

髪 も 服 も 現実 で は そう そう うま く 動 いて は くれ な いも の で す が 、 
イラ スト の 世界 で は 自由 に 動か すこ と が で き 、 同 時 に 、 作品 に 自 
由 さ と いう 印象 も 加え て くれ ます 。 

た だ し 、 髪 や 服 に ダイ ナミ ッ ク な 動き を つけ る 場合 、 リ アル タッ 
チ の 人 は 注意 が 必要 で す 。 デ フォ ル メ が 強い ほど 、 現実 を 無視 し 
た 髪 や 服 に し て も 違和感 は な い の で す が 、 デフ ォ ル メ が 少な い リ 
アル タッ チ の 場合 で は 違和感 が 発生 する こと が あり ます 。 その 場 
合 は 髪 や 服 の 動き を 少し 抑え め に する か 、 構図 を 少し 変え る な ど 
の 方 法 も あり ます が 、 そ うし な く て も 質感 を し っ か り 塗り 込む こ 
と で 現実 感 を 補強 し 、 違和感 を 少な くす る と いう 方 法 も あり ます 。 
ソー シャ ル ゲ ー ム の イラ スト で は ダイ ナミ ッ ク な 動き と 重厚 な 質 
感 が 同居 し て いる イラ スト も 多々 見 られ ます 。 


ヒー ロー らし い 動 き を 出す た め に マン ト で ダイ ナ 
ミッ ク に 逆 三 角形 を 構成 し 動き を 出し て いま す 。 
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楽 は 基本 と な る 4 つの 感情 で す 。 表情 だ け で は 
ズ で も 喜 怒 哀楽 を 表現 で きま す 
よっ て 人 間 ら し さ が 増 し 「 感 情 の 強調 」 が 可能 


る ポー ズ は 、 アニ メ や マン ガ で は 特に 


ポー ズ 次 第 で 、 
表情 だ け よ り も 
感情 表現 を さら に 
強化 で きる 。 


手 と 肩 の 動作 で 
感情 を 表現 

さら に 髪 で も 感情 
を 追加 で きる 。 


構図 も 感情 表現 に と て も 有効 。 
この 場合 は 逆 三 角形 構図 (p.30) 
に し て 動き を 強化 し 、 喜び の 
勢い を 増し て いる 。 


> ev 
喜び の 感情 を 、 さら に 豊か に 
描き た か っ た の で 、 奏 類 誤 楽 
の ポー ズ を 意識 し まし た 。 
重心 の バラ ンス や 次 の 動き 
を 予感 させ る ポー ズ は 、 動き 
の 整合 性 と し て 重要 で す が 、 
強い 喜び や 怒り な ど は 、 感情 
任せ に な る の で 、 後 先 考え な 
い 無 鉄砲 な 動き の 表現 も 有 
効 で す 。 
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必須 で す 。 ゲー ム の パス ト ア ッ プ な どの 

差分 だ け で 感情 表現 を し て いる も の も 3 

に 強い 感情 を 表現 し た い 場 合 に は 

ち 絵 を 用 意 し て いる こと も 多い で す 。 キ ャ ラク ター を 絶 
力 的 に 見 せ た い 場合 に は 、 特に 有効 で す 。 


基本 的 に 表情 と 


喜び ・ 門 り ・ 哀 し み ・ 楽 し みな どの 四 大 感情 は ポーズ で 表現 で きま す 。 人 
間 は まず 相手 の 顔 を 見 ます の で 、 表情 に よる 感情 表現 が 最も 効果 的 で は 
あり ます が 、 そ れ は 表情 (p.150) で 説明 し ます 。 

より 魅力 的 な キャ ラク ター を 描き た い 場 合 に は 、 ポー ズ に よる 「 感 情 の 強 
調 」 も 必須 の 表現 で す 。 ま た 、 顔 だ け で は な く 動 き を 取り 入れ る こと で 、 
より 「 人 間 ら し さ 」 が 表現 で きま す 。 逆 に 、 冷酷 な 人 物 や 、 人 外 な ど を 描 
きた い 場 合 は 、 顔 だ け で 表情 を 表し て ポー ズ を つけ な いな どす る と 効果 
的 で す 。 

肩 ・ 手 ・ 髪 ・ 全 身 ・ 構 図 な ど を 、 状況 に 合わ せ て 有効 に 使い 、 画面 全体 で 
感情 を 表現 で きる よう に な る と 最高 で す 。 


昔 か ら 「 怒 髪 天 を 街 く 」 と 言い ます が 、 髪 
を 逆 立 て る の は 怒り の 表現 に と て も 向い て 
いま す 。 


顔 の 次 に 、 感情 表現 で 重要 に な る の は 、 肩 や 手 で す 。 バス ト アッ プ (p.90) で も 説明 し まし た が 、 肩 や 手 は 感情 表 
現し や すい パー ツ で す 。 
さら に 、 デフ ォ ル メ に よっ て は 髪 も 有効 で す 。 感情 に 合わ せ て 動か し て み ま し ょ う 。 た だ し 、 こ ちら は リア ル な 
作風 で 使う と 、 現実 感 を 損なう こと が ある の で 注意 し て くだ さい 。 
ここ で は 特に メジ ャ ー な 表現 方 法 を まとめ ます 。 


hil CF 
肩 上 が る 。 
90 107 手 . 上 が る 。 手 を 開い て ラー 


いる こと も 多い が 、 
喜び が 大 きい と 握り 
と ぶし に も な る 。 


髪 : 広がる よう に 上 が る 。 


= 
に ーー 


UM @ 款 


を 隠し た り 、 隠 さ な 
いま で も 上 髪 の 落 影 を 
| 強く する と 、 さ ら に 
悲し み を 強調 で きる 。 


肩 : 下がる o p 肩 : 多少 上 が る こと も あ 
手 : だ ら り と 下がる 。 強 る が 、 リ ラッ クス し 
い 悲 し み の 場合 は 所 て 下がる 場合 が 多い 。 
りこ ぶし 。 手 : 握る こと は 少な い 。 
髪 : 垂れ 下がる 。 髪 で 目 / 髪 : 若 干 広がる 。 楽 は 
の リ 
IN 


3 

肩 : 大 きく 上 が る 。 

手 : 握り こぶ し に な る 。 
上 が る こと が 多い 。 
パン チ の 動き を 予測 
させ る よう な ポー ズ 
だ と な お よい 。 


\ 髪 : 逆 立 つ よう に 上 が る 。 
の 


@ 楽 


ツー ニュ ー ト ラル の ポー 
ズ に 近い の で 、 リ 
ラッ クス を 意識 する 。 


も ちろ ん 、 こ れ は 基本 中 の 基本 な の で 、 働 突 を し て いる と き に 肩 を 強く 上 げ る な ど 時 と 場合 に よっ て 変え て も 構 


いま せん 。 


147 


148 


手 や 肩 以外 に も 全身 くま な く 使 うと 感情 が 強まり ます 。 特 に 喜び や 怒り な どの 激しい 感情 は 、 全身 を ふる っ た 
り 、 ひね っ た り 、 飛ん だ り と ダイ ナミ ッ ク な 動き の ポー ズ を させ る と 効果 的 で す 。 アクション (p.154) や 髪 ・ 服 
(p.142) も 参考 に し て みて くだ さい 。 

また 、 構図 に よる 感情 表現 の 強化 も 可能 で す 。 積極 的 に 使い まし ょ う 。 


喜 。 ガッ ツ ツ ポ ー ズ を 基本 と し 、 片 腕 ・ 両 腕 を 振り 上 げ る 
こと が 有効 で す 。 身体 も 曲げ た りく ね ら せ て 喜び を 表 
現し まし ょ う 。 表題 の イラ スト の よう に 大 きい 喜び は 
ジャ ンプ な ども 効果 的 で す 。 

また 、 あま り 余白 を 作ら ず 、 ダイ ナミ ッ ク に 画面 を 使う 
構図 や トリ ミン グ を し た 方 が 高い 効果 が 得 られ ます 。 


怒 。 アオ リ (p.8) で 迫力 を 出す こと も 有効 で す 。 対角線 構図 (p.42) な ど で 
緊張 感 を 出し て も よい で し ょ う 。 オー バー バー ス (p.130) で こぶ し を 強 
調 し て も 効果 的 で す 。 こち ら も 余白 は 少な め に する と 師 力 が 出 ます 。 


京 。 手 を 顔 で 聞 う 、 体 を 折り 曲げ て ぶさ き 込む な ど が 
放し 楽 。 間近 い の で す が 、 より リラ ックス し た 雰 加 気 を 意 議 し まし ょ う 。 手 
es な ど を あま り 振り 上 げす ず 、 脱力 な ど を し て いる ポーズ を 意 諾 する と よい 
で し ょ う 。 や さ し さ を 表現 で きる 円 捕 図 (p.38) な ど が 向い て いま す 。 


喜ん で いる さま を 描こ うと し ま 
し た 。 愉 の 図 は 、 表 情 は 笑っ て い 
ます が 、 ポ ー ズ は まる で 怒り を 
表現 し て いる よう で 、 逆 に 狂気 
を 感じ ます 。 こ れ は 、 表 情 と ポー 
ズ が 合っ て いな いか ら で す 。 〇 
の 図 の よう に 喜ん で いる 表情 な 
ら 喜 ん で いる ポー ズ と 合わ せ て 
描写 し まし ょ う 。 

狂気 を 感じ る と 書き まし た が 、 
そう いっ た 特殊 表現 を し た いと 
き に は 向い て いま す 。 人 間 の 感 
情 は 複雑 で す 。 単純 な 喜 怒 哀楽 
に と ら わ れ な い 表情 を 描き た い 
場合 は 、 別 の 感情 の ポー ズ と 表 
情 を 組み 合わ せ て も 間違い で は 
あり ませ ん 。 


表情 と ポー ズ が 合っ て いま せん 。 狂気 を 表現 
し た いな ら 、 この まま で も よい の で す が 、 今 
回 は 喜ん で いる さま を 描こ うと し て いる の で 
ミス マッ チ で す 。 


で いる 感じ が 強く 出 ま し た 。 セオ リー か ら 外 
れ て も 構い ませ ん が 、 目標 と する 感情 を 表現 
する こと を 第 一 に 考え まし ょ う 。 


肩 を 上 げ 、 腕 を 組み 、 疑 を 上 げ 、 ある も の すべ て を 利 


用 し て 怒っ て いま す 。 


eSwontre 
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| ロ の 作画 は 立体 
を 意識 し て 描く 
と うま くい <。 


歯 を 出す と 
感情 が 強く 
表現 で きる 。 
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ポー ズ を より 強調 させ る 表情 


人 情 


表情 は 、 最も 基本 と な る 「 感 情 表 現 」 の 方 法 で す 。 ま た 
「 人 間 ら し さ 」 や 「 キ ャ ラク ター の 魅力 」 を 伝え る と き に 
重要 で す 。 イ ラス ト が 関わ る の 分 野 須 の 技能 
で す 。 

マン ガ や アニ メ で は 目まぐるしく 表情 を 変え る こと で 


層 や 口 は ポジ ティ ブ 
表現 で は 上 が り 、 
ネガ ティ ブ 表 現 で は 
下がる 。 


キャ ラク ター の 感情 を 表現 する と 同時 に 
を 生 お 役割 も 担っ て いま す 。 

すべ て の キャ ラク ター イラ スト 作品 で 
の 一 つ で す 。 


作品 に リズ ム 


最も 重要 な 技術 


メイ ン で 伝え た か っ た の で 、 
表情 に 注力 し て 描き まし た 。 


シワ は 表情 の 感情 表現 を 
強化 し て くれ る が 、 気 を 
つけ て 使う 。 


ア 


最も 重要 な 感情 表現 の 要素 で す 。 喜 門 哀楽 (p.146) の よう に 、 笑っ た 顔 ・ 怒 っ た 顔 ・ 
哀 し ん だ 顔 ・ 楽 し ん だ 顔 が 基本 で す が 、 感情 は 複雑 な の で 、 無限 の 可能 性 が あり ます 。 
右 の 図 の よう に 、 少し 眉 を 動か し た り 、 口 を 下 に アー チ を 描く よう に し て 笑み を 表現 す 
る な ど 、 初心者 で も 簡単 に 表情 を 作れ ます が 、 そ うい っ た 方 法 だ け で は 限界 が あり ま 
す 。 より 「 人 間 ら し く 」「 キ ャ ラク ター の 魅力 」 を 伝え られ る 表情 の 作り 方 を 紹介 し ます 。 
さら に 、 表情 と ポー ズ を 組み 合わ せる と 、 よ り 魅 力 的 な 感情 表現 が で きま す の で 、 セッ 


ト で 身 に つけ て くだ さい 。 


表情 を 作る 上 で 、 最も 重要 な も の は 、 目 と 眉 で す 。 人 は 相手 の 感情 を 推し 測る と き 、 まず 相手 の 目 を 見 ます 。 そ 
し て 、 目 の 一 番 近く に あっ て 目 と 筋肉 が 連動 する 眉 に も 強く 注目 する の で 、 目 と 眉 は ワン セッ ト で 考え まし ょ う 。 


人 @ 喜 び の 感情 表現 

優し い 感 情 の と き は まぶた と 下 の 筋肉 が 目 を 挟み 込み 、 や や 目 が 細く な り ま 
す 。 眉 は 八 の 字 に 下がっ た り 、 上 に アー チ を 描い て 上 が り ま す 。 大 きい 感情 
の と き は 目 は 見 開き 、 し ば し ば 三 白眼 ・ 四 白眼 に な り ま す 。 眉 は 上 に アー チ 
を 描い て 大 きく 上 が り ま す 。 黒目 の ハイ ライ ト は 上 で す 。 


⑧ 疫 り の 感情 表現 

普通 の 怒り で は まぶた が 下がり 、 目 の 端 が 吊り 上 が り ま す 。 眉 は 逆 八 の 字 で 
吊り 上 が り ま す 。 激しい 怒り で は 目 は 見 開き 、 瞳 孔 を 小さ く 描く と 効果 的 で 
す 。 眉 は 逆 八 の 字 で 大 きく 吊り 上 が り ま す 。 ど ちら も デフ ォ ル メ に 合う な ら 
ば 、 眉間 に し わ を 寄せ る と よい で す 。 黒目 の ハイ ライ ト は 上 か 、 な し で す 。 


る 哀しみ の 感情 表現 

普通 の 哀しみ は まぶた が 下がり 、 目 の 端 が 下がり ます 。 眉 は 八 の 字 に 下がり 
ます 。 激しい 悲し み は 目 は 見 開き 、 瞳孔 は あや ふ や に 描い て 潤 ま せ た り し て 
も 効果 的 で す 。 眉 は 逆 八 の 字 で 大 きく 下がり ます 。 ど ちら も 涙 を 描い て も よ 
いで す が 。 涙 は 端 に た まっ て いる より 、 流れ て いる 方 が 悲し み は 強 いで す 。 
黒目 の ハイ ライ ト は 下 か 、 場合 に よっ て は な し で す 。 


信楽 し み の 感 情 方 法 

普通 の 楽し み は 瞳 が 若干 隠れ る 程度 に まぶた や 目の下 の 筋肉 で 目 を 細く し 
ます 。 居 は や や 平行 で 上 気味 に 。 上 に 多少 アー チ を 描い て も よい で す 。 激 
し い 楽し みか とい う の は な か な か な いで す が 、 少し 目 を 見 開い て 、 眉 を 上 の 位 
置 で 、 上 に アー チ さ せる と よい で す 。 い ずれ も リラ ックス が 基本 で 、 あま り 
オー バー に は し な いで くだ さい 。 黒目 の ハイ ライ ト は 中 くら い の 位 置 で す 。 


り は 基本 に 従い ます 。 


眉 と 目 の 動 き は 、 思い 切っ て ダイ ナミ 
ッ ク に 描く 方 が 伝わり や すく な り ま す 。 


目 を 閉じ る と いう 方 法 も あり ます 。 ネ ガ テ ィ ブ な 感情 ( 怒 ・ 嘉 ) 
の 場合 は まぶた が 下 に アー チ を 描き 、 ポジ ティ ブ な 感情 ( 喜 ・ 
楽 ) の 場合 は 上 に アー チ を 描き ます 。 ど ちら も 層 の 上 が り 下 が 
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口 は 感情 を 言葉 に し て 発する バー ツ で す 。 口 の 形 も 表情 の 表現 に は と て も 大 切 で す 。 
口 の 描写 に 重要 な の は 、 ポジ ティ ブ な 表現 の と き は 口 の 端 を 上 げ 、 ネガ ティ ブ な 表現 
の と き は 口 の 端 を 下げ る こと が 基本 で ある と いう 点 で す 。 

また 、 積極 的 に 口 は 開き まし ょ う 。 閉じ た 口 で は 、 感情 表現 に は 限界 が あり ます 。 


@ 喜 び の 感情 表現 @ 活 り の 感情 表現 

普通 の 感情 の と き は 下弦 の 月 の よう に 開き ます 。 歯 を 普通 の 感情 も し く は 耐え る 怒り の 場合 は 、 口 角 が 下 が 
閉じ て 口角 を 上 げ て も 喜び が 表現 で きま す 。 喜び が 大 り 歯 を 食い し ば り ま す 。 大きな 女 り の 場合 は 大 きく 開 
きけ れ ば 大 きい ほど 、 上 の 口 も 開い て いき 、 歯 を 見 せ 。 きま す 。 四 方向 に 広がる よう に 描く と 効果 的 で す 。 こ 
る と 喜び の 表現 が と て も 強く な り ま す 。 ちら も 歯 を 見 せる と 表現 が と て も 強く な り ます 。 


人 @ 嘉 し み の 感 情 表現 信楽 し み の 感情 方 法 

普通 の 哀しみ は 、 悔し そう な 場合 は 口角 を 少し 下げ 、 と の 場合 は 閉じ た 口 も 効果 的 で す 。 開け る 場合 も 、 あ 
食い し ば る と よい で し ょ う 。 下 口唇 を 若干 強調 する と まり 大 きく は 開き ませ ん 。 ポジティブ な 表現 な の で 、 
効果 的 で す 。 強い 悲し み は 、 口角 を 下方 向 に 広げ て 大 口 の 端 は 上 げ 気 味 に する と よい で し ょ う 。 

きく 開け る と よい で し ょ う 。 さ ら に うる ん だ 目 の よ う 

に 、 口 の 輪郭 を 若干 ゆ が ま せ て も 効果 的 で す 。 


口 を 描く 


開い た 口 は 、 立体 を 意識 し て 描き まし よう 。 

上 と 下 に U の 字 を 二 つ 描 きま す 。 口 の 接合 部 は 、 貝 
柱 の よう に 筋肉 で つなが っ て いる と 考え る と よい で す 。 
の @ 歯 の アウ トラ イン を 取り ます 。 

歯 や 舌 を 描き 込み ます 。 タッ チ が リア ル で な い 場 合 
の 端 は 少し 出す くら い に 留 め ま す 。 


表情 を 強調 する の に 、 時 と し て と て も 有効 な ペー ツ が 「 シ ワ 」 で す 。 表情 筋 に より 力 が 入っ て いる こと を 表現 で 
きる の で 、 感情 表現 を 強化 で きま す 。 表情 に よっ て よく 出る シワ と し て は 、 ほ うれ い 線 な ど 口角 の 端 に で きる シ 


ワ 、 目じり の こめ か み 付 近 に で きる シワ 、 眉 間 の シワ 、 お で この シワ な ど で す 。 
た だ し 、 近 年 流行 の シン プル な 画風 に は 向 か な い 表 現 で す 。 劇 画 タ ッ チ な ら 効 果 的 な 表現 で す が 、 デ フォ ル メ の あ 


る イラ スト や 、 美少年 、 美 少 女 の 顔 
に シワ を 入れ る と 、 一 気 に キ ャ ラク 
ター が 年 を 取っ た よう に 感じ られ て 
し まい 、 ま た 生々 し く な っ て し まい 
ます 。 

どう し て も 使用 し た い 場 合 に は 、 デ 
フォ ル メ に 上 手 に 組み 込み まし ょ う 。 
眉間 の シワ は 眉 と 同化 させ た り 、 品 
角 の シワ は 口 の 端 と 同化 させ た り 、 
で きる だ け シ ワ 単 体 で 目立た な いよ 
うに する こと が 大 切 で す 。 

も ちろ ん 、 考 人 キャ ラ を 描い た り 、 
狂気 の 表情 を させ た い 場 合 な ど に 
は 思い 切り シワ を 入れ て みる こと も 
効果 的 で す 。 


キャ ラク ター な ど に は シワ は お 勧め で す 。 


ペー 光 


し だ け 、 デ フォ ル メ の シワ を 入れ まし ょ う 。 


クラ イア ント の 要望 で 思い 
切り 表情 を 強調 し て いま 
す 。 表情 と 情景 の 両方 を 効 
果 的 に 描写 で きる よう 、 コ 
マ 割 り 構図 (D.62) で 主役 
を 入れ る な ど 工 夫 を し て い 
ます 。 


モク ェ ー ム スズ 王 
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っ | コ スピ ー ド 感 を 表現 する に A 
アク ショ ン 


これ まで の 構図 ・ ポ ー ズ の 知識 を 応用 し た ポー ズ に つい バト ル シ ー ン な どの アク ショ ン だ け で な く 、 ス ポー ツ や 


て 解説 し ます 。 キ ャ ラク ター に 動 的 な アク ショ ン ボ ポーズ ちょ っ と し た キメ ボー ズ に も アク ショ ン の 要素 が 活用 で 
を させ る と 「 動 き 」「 ス ポー ツ 」「 バ トル 」「 生 き 生き し た 感 きま す 。 
じ 」 が 表現 で きま す 。 


ク に バト ル を し て いる 
キャ ラク ター を 描き た か っ た の で 、 
真正 面 や 真 模 だ け で な く 、 アク ショ ン ポ ー ズ で 描き まし た 。 
アオ リ (p.8) な どの 

アン グル に も こだわ っ て 


動き を 出す 。 2 / [ 6 い 
ンジ wa 


背景 が ある 場合 は 動き 
を 補助 する つも り で 。 
阻害 し て は いけ な い 。 


断ち 切っ て も 動き を 
表現 で きる 。 


つじ つま が 全う よう に 
し っ か り ア タリ を 取る 。 
アク ショ ン は 人 体 を 

大 きく 動か す 必 要 が 
あり 、 デッサン の 崩れ 
が 発生 し や すい の で 、 
違和感 を 与え な いよ う 重心 の バラ ンス 
= が 大 切 。 
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アク ショ ン に は 、 ど こ に 何 が ある か と いう 目安 と し て 関節 ・ 筋 肉 の 知識 が 必須 で 
す 。 動き が 大 きく な る 場合 は 重心 の パラ ンス も 大 事 に な り ま す 。 スポ ー ツ シー ン の 
描写 な ど 特 定 の 目標 が ある 場合 、 そ の 動き へ の 理解 も 必要 と な る の で 、 日 頃 か ら 
映画 や スポ ー ツ 番組 な ど 映 像 作品 を 観察 し 知識 を 敬 え る こと が 上 達 へ の 近道 で す 。 
アク ショ ン を 描く と き は 、 箱 描き な ど を し て 、 普段 より も し っ か り ア タリ を 取る こ 
と も 大 切 で す 。 少し 作画 が 崩れ て し まっ た だ け で 、 キ ャ ラク ター が 骨折 し て いる よ 
うに 見 えて し まう こと が ある の で 、 注意 が 必要 で す 。 

また 、 作画 ミス を 防ぐ た め に 「 イ ラス ト を 頻繁 に 左右 反転 表示 し て みる 」 こと も 有 
効 で す 。 反転 し て 見 る と 、 思わ ぬ 作 画 ミ ス が 見 つか りや すく な る の で す 。 左右 を 反 
転 し て 、 お か し い 部 分 を 修正 し 、 少し 描い た ら ま た 反転 表示 し て みて 修正 を する 
… と いう プロ セス の 繰り 返し で 、 違和感 を 取り 除い て いき ます 。 

また 、 頭 の 中 で アク ショ ン を イメ ー ジ する こと が 苦手 な 人 は 、 乏 働 部 位 の 多い デ ッ 


サン 人 形 を 色々 と 動か し て 、 よ い ア クシ ョ ン ポ ー ズ を 探し て みる と よい で し ょ う 。 


アニ メ や ゲー ム と は 違い 、 一 枚 の 止ま っ た 絵 で 動き を 感じ させ る こと は な 
か な か 難し いも の で す 。 マ ン ガ で は 集中 線 で 動き を 補助 する こと が で き 
ます が 、 カラ ー イ ラス ト で は 集中 線 を 使う 表現 は 難し い の で 、 構図 を 使っ 
て 補助 し まし ょ う 。 対角線 構図 (p.42) や 逆 三 角形 構図 (p.30) な ど 、 動 


き が 出る 構図 を 意識 し て キャ ラク ター の ポー ズ を 組み 立て た り 
素 を 線 と 考え て 動き を つけ る こと も 大 切 で す 。 こ こ で 大 事 な の は 、 あ え 
て 構図 の バラ ンス を 崩す な どの 意図 が な い 限 り 、 キ ャ ラク ター の 動き の 邪 


廃 に な る よう な 線 や モチ ー フ が 発生 し な いよ うに する こと で す 。 


人 AA の 図 は 、 走っ て いる キャ ラク 
ター の イラ スト で す が 、 背景 と 
いえ ど キ ャ ラク ター の 向かっ て 
いる 方 向 に 不要 な 線 (電柱 ) が 
あり ます 。 そ の まま だ と キャ ラ 
クタ ー と ぶつ か っ て し まい そ 
うな 印象 を 与え て 、 動き を 阻害 
し て し まっ て ます 。 そ こ で 、 那 
魔 に な り そ う な 線 を な くす こと 
で 、 キ ャ ラク ター の 方 向 性 を 
すっ きり と 感じ られ る よう に し 
まし た 。 この よう に 、 背景 が あ 
る 場合 は 画面 全体 で 動き を 補 
助 す る つも り で 要素 を 考え る と 
よい で し ょ う 。 


動い て いる よう に 見 えま す が 、 前 方 に 余計 な 
線 が あり 、 動 き を 阻害 し て し まっ て いま す 。 


背景 の 要 


線 を な くす こと で 、 より 前 進 し て いる 印象 に 
な り ま し た 。 


逆 三 角形 構図 に する に は 工夫 が いり ます 
が 、 と て も 効果 的 で す 。 
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ペー 江 


Vu 


バー ズ の 活用 方 : 


アク ショ ン も 真正 面 や 真横 だ け で は な く 、 ぜひ さま ざま な アン グル を 試し まし ょ う 。 

画面 に 収め な いで 断ち 切る 方 法 は 、 動き を 感じ させ る の で と て も 大 切な と と で すし 、 アオ リ で 人 迫力 を 増す の も 非 
常に 難易 度 は 上 が り ま す が と て も 効果 的 で す 。 ア ング ル が 難し く な っ て も 、 箱 描き で の 立体 把握 や 、 筋肉 の 知識 
を 思い 出し て 、 落ち 着い て 描き まし ょ う 。 


抱き つい て 来 よ うと する ヒロ イン を 受け 止め る アン グル で す 。 アク ショ ン は バ 
トル だ け と は 限り ませ ん 。 


アオ リ で 迫力 を 出し まし た 。 斬ら れる 人 間 の 目線 も 表 
現し て いま す 。 


アク ショ ン ポ ー ズ に 慣れ て きた ら 、 一歩 進ん だ アク 
ショ ン 表 現に 挑戦 し て み ま し ょ う 。 それ は 、 動い て い 
る 途中 の 絵 を 描く こと で す 。 

多く の 人 は アク ショ ン の ピー ク で ある 動作 が 完全 に 決 
まっ た 瞬間 の ポー ズ を 描き た が り ま す が 、 最も 動き を 
感じ させ る こと が で きる 瞬間 は 、 動い て いる 途中 で 
す 。 パン チ が 伸び 切っ た 瞬間 @⑪ より 、 パンチ を 決め よ 
うと 腕 を ふる っ て いる 途中 @ の 方 が 動き を 感じ させ 
ます 。 アク ショ ン の ピー ク を 描く より も 迫力 は 少な い 
上 に 、 難し く な る の で す が 、 よ り 動 き に こだわ り た い 
場合 に は 意識 し て 描い て みて くだ さい 。 
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アク ショ ン ポ ー ズ は 、 い つも 重心 の パラ ンス が し っ か り 取れ て い 
れ ば 正解 と いう わけ で は あり ませ ん 。 時 と 場合 に よっ て 不安 定 な 
バラ ンス に する こと も 、 よ り 動き を 感じ させ る こと が で きる の で 
効果 的 で す 。 

例え ば 、 右 の 図 の よう な や られ ポー ズ の 場合 は 、 重心 が 取れ て い 
る 方 が むし ろ 不 自然 に な る の で 、 思い 切り バラ ンス を 崩し まし ょ 
う 。 主役 も 疲労 困 仁 で 今にも 倒れ そう な 雰囲気 を 出す た め 、 や や 
前 傾 姿 勢 に し て バラ ンス を 崩し て み ま し た 。 

動き と いう も の は 、 ポー ズ だ け で な く 構 図 や アン グル 、 オー バー 
バ パース (p.130) な ど を 考慮 すれ ば 、 無限 に 表現 の 可能 性 が あり 
ます 。 映画 や マン ガ な ど で 、 昔 か ら 多用 され て いる 正解 に 近い も 
の は あり ます が 、 時 と 場合 に 応じ て た ま に は セオ リー を 崩し て み 
る の も 大 切 で す 。 


特撮 の アク ショ ン は 非常 に 参考 に な り ま す 。 動い て いる 途中 
か ら 、 決ま っ た と き の ポ ー ズ まで 、 非常 に 計算 され て いる か ら 


で す 。 EARS ックス 


ポー ズ 自 体 は アク ショ ン の 強い も の で は あり ませ ん が 、 武器 を 曲げ た り 、 
煙 を 切っ た り し て 動き を つけ 、 ア クシ ョ ン を 補助 し て いま す 。 


で は 式 会 桂 ト ミー ウォ ー カ ー エン ドブ レイ カー | 
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ー 革 


Vu 


バト ルマン ガ の 見 せ 場 @ 


必殺 技 


必殺 技 の ポー ズ も 、 応用 ポー ズ の 一 つ で す 。 マ ン ガ や ア 人 を ひき つけ た い 」 と き に よく 使わ れ ま す 。 

ニ メ で よく 見 られ る 、 主役 の 見 せ ゴ マ ・ 見 せ カ ッ ト で お な 体 皇 な ど 、 さまざま な 必殺 技 の 考え 方 を 解 
じみ で 、「 キ ャ ラク ター を 目立た せ た い 」「 キ ャ ラク ター て いき ます 。 

の 個性 を 出し た い 」「 格 好 よ い 絵 を 描き た い 」「 見 て いる 


イン ト 
EE 
[ 勢い が あっ て 格好 よい 必殺 技 | 
| の 軌道 を 描い て 、 シー ン を 描き た か っ た の で 、 
| 導い を 表現 。 必殺 技 を 出す 直前 の イメ ー ジ 
で 描き まし た 。 
その キャ ラク ター 
に 合っ て いる か が 
大 事 。 
| 複数 の 構図 や 、 ポ ー ズ を 
積極 的 に 組み 合わ せ て 
画面 全体 で イン バク ト を 
| 8 す 。 


| エフ ェクト も 構図 を 
| 意識 し て 。 ここ で は 
円 構図 (p.38) で 
暫 撃 と 主役 の 強調 を オー バー バー ス (p.130) と 
| イメージ 。 親和 性 が 高い 。 
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必殺 技 の ポー ズ に 大 切な 要素 に は 「 勢 い の ある 構図 」「 勢 い の あ る ポー ズ 」 「 オ ー バ ー 
パー ス 」「 エ フェ クト 」 が 挙げ られ ます 。 さ ら に トリ ミン グ (p.82) も 効果 的 で す 。 

特に 向い て いる 構図 は 斜め 構図 (p.22)、 逆 三角 形 構図 (p.30)、 対角線 構図 (p.42) 
で す 。 オーバ パー ラッ プ 構 図 (p.78)、 アル ファ ベッ ト 構 図 (p.66) も 意識 する と 個性 


が 出 や すく な り ま す 。 


ポー ズ は アク ショ ン (p.154) を 意識 し 、 コ ント ラボ スト (p.120) や S 字 ポ ー ズ 
(p.124) で 動き を 出す と よい で し ょ う 。 必殺 技 は 画面 全体 で イン パク ト を 出す 必 


要 が ある の で 、 そ の ほか の 構図 や ポー ズ も 積極 的 に 使い まし ょ う 。 


描く と き に 注意 すべ き 点 と し て は 、 何 を し て いる の か パッ と 見 で 分 か る よう に す 


る こと で す 。 ア ニ メ や マン ガ な ど で は 、 必殺 技 と 前 後 の シ ー ン で 状況 が 説明 され 無 計画 に 白い た も の で は 、 エ フ 


ェクト な ど を つけ て も 、 あま り 


て いま す が 、 一 枚 絵 の 必殺 技 の イラ スト は 補足 説明 が な いた め 、 分 か りや すく 描く 格好 よく な り ま せん 。 


こと と が 重要 で す 。 


必殺 技 の ポー ズ に は 、 大 きく 分 け て 3 つの 動き が あり ます 。 
0 「 必 殺 技 を 出す ( 直 ) 前 」 

@ 〇 「 必 殺 技 を まさ に 出し て いる 最 中 」 
@⑩ 「 必 有 殺 技 を 出し た ( 直 ) 後 」 

どの タイ ミン グ を 描く か に よっ て 、 印象 は 大 きく 変わ り ます 。 何 を 表現 し た いか を 、 あらかじめ 決 め て お く と 描き 
や すい で す 。 


ピー 


全体 的 に バラ ンス が よい タ 
画面 の 勢い 、 格好 よさ が ちょ うど よく 、 泥 
臭 さ も あり ませ ん 。 激しい エフ ェクト な ど 
に 印象 が 飲み 込ま れる こと も な い の で 、 キ 
ャ ラク ター 自体 を 殴 せ る こと に も 向い て い 
ます 。 


と に か く 格 好 よ い 描 写 が で きま す 。 オー バ 
ー バ ー ス や エフ ェクト が 効果 的 で す 。 難易 
度 は 上 が り ま す が 、 それ に 見 合っ た 印象 深 
いい 画面 に な り ま す 。 


特殊 な も の で 、 ク ー ル な 印象 に な り ま す 。 
日 本 武道 に は 「 残 心 」 と いう 、 技 を 終え た 
後 の 心 の 余韻 を 表す 言葉 が あり ます が 、 こ 
の 終わ っ た 部 分 に 特別 な 感情 を 覚え る の 
は 、 日 本 独特 の 感性 か も し れ ま せん 。 


重要 な の は 、 途中 で タイ ミン グ の 変更 を し な いと と で す 。 @ を 描写 し て いて 、 難し く て 描け ない ので 総 や 9 に 変 
えた りす る と 、 中 途 半端 で 意図 し な い 仕上 が り に な りか ね ませ ん 。 筋肉 や 箱 描き を 練習 し て か ら 、 落ち 着い て 再 


度 挑戦 し て み ま し ょ う 。 
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必殺 技 は 画面 全体 で イン バク ト を 出す の で 、 画面 内 の さま ざま な 要素 を 活用 し まし ょ う 。 

特に 必殺 技 な ら で は の 要素 と し て 大 事 な も の は エフ ェクト で す 。 エ フェ クト も 人 慣れ る まで 難し く 感じ る こと も あ 
り ま す が 、 こ ちら も 構図 を 応用 する こと が で きま す 。 特に 、 対角線 構図 (p.42) や 、 対角線 を た くさ ん 増やし た 放 
射線 を 意識 し て エフ ェクト を 描く と 効果 的 で す 。 


ーー1 CC の 
十字 の 対角線 の エフ ェクト で す 。 三角 形 構図 (p.26) な が ら 、 オー 


バー バー ス (p.130) を 前 後に 使っ て 、 少な い 動き の 中 で も 追 力 を 出 
し て いま す 。 


下方 向 の 対角線 と 八 め 構図 (pb.22) の エフ ェクト で す 。 
すべ て の 方 向 を 合わ せる こと で 動き を 出し て いま す 。 
主役 は 逆 三 角形 構図 (p.30) で す 。 


\ 
の ( 


キャ ラク ター の 描き 込み が 多い の で 、 エフ ェクト に 頼ら 強い 放射 線 の エフ ェクト で す 。 人 物 は 三角 形 構図 で 、 エフ ェクト は 
な く て も 師 力 が 出 て いま す 。 発射 準備 と いっ た 状況 で 描 逆 三 角形 構図 。 アオ リ (p.8) で 迫力 を 追加 し て いま す 。 
いて み ま し た 。 
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静 的 な 必殺 技 

必殺 技 は 動き が 大 きく 、 派手 な も の ば か り で は あり ませ ん 。 

右 の 図 の よう に 、 刀 を 回 すき わ め て 静か な 動き と 、 刀 の 軌跡 の 単 
純 な エフ ェクト だ け で も 、 場合 に よっ て は 十分 に イン パク ト を 出 
すこ と が で きま す 。 こ の 場合 は 、 日 の 丸 構図 (p.34) に 、 さ ら 
に 主役 自身 を 使っ て 円 構図 (pb.38) を 組み 合わ せ て 主役 自身 を 
強調 し て いる の で す 。 そ う 分 析 し て みる と 、 単純 な 動作 ・ 作 画 で 
あっ て も 計算 され て いる こと が 分 か り ま す 。 

例え ば 、 と て も リア ル な 3D で 級 密 に 描か れ た モン スタ ー よ り も 、 
時 に は 暗闇 の 中 で 二 つ だ け 光 っ て いる 目 の 方 が 恐怖 を 感じ る こ 
と が ある よう に 、 必殺 技 で 一 番 大 切な と と は 「 そ の キャ ラク ター 
に 効果 的 に 合っ て いる か どう か 」 で す 。 

静 的 な 必殺 技 も 、 計算 の 上 、 キ ャ ラク ター に 合っ て いた ら 描 く よ 
うに し まし ょ う 。 


カッ トイ ン を 意識 し て 描い た も の で す 。 エフ ェクト が な く と も 、 ポー ズ が 独 
特 で し つか り し て いれ ば 、 必殺 技 の イメ ー ジ に は な り ま す 。 オー バー バー 
ス を 組み 合わ せ て 追 力 を 出し て いま す 。 eSdenrRE 


オー バー パー ス で 銃口 を 強調 し て いま す 。 見 る 人 に 迫っ て 来 
る 感じ や 、 撃た れる と いう 錯覚 ・ 緊 張 感 を 与え られ る の で 、 鉱 
を 描写 する 際 は 銃口 を 手前 に 向け 、 オー バー バー ス を 使う と 
効果 的 で す 。 = は 倒せ アド レナ ライ ズ | 人肉 ラン ラン | / 作 作 和 
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一 革 


溢 導 


ファ ンタ ジー に は 必要 不可 欠 な ポー ズ 


魔法 発動 


魔法 発動 の ポー ズ も 、 応用 ボー ズ の 一 つ で す 。 大 切 で す 。 魔法 の 種類 や 世界 観 に 合わ せ た ポ ー ズ を 考 
ファ ッ タ ジー で は の 魔法 を 発動 する と き の ポ ー ズ える 必要 が あり ます 。 

で 効果 を 入れ る キャ ラク ター を 「 か わい らし く 描 きた い 」 日 本 で は 、 昔 か ら 現在 まで 、 魔 が 一 つの 大 き な 
「 格 好 よ く 描き た い 」「 個 性 を 出し た い 」「 見 て いる 人 を ひ 分 野 と し て 成功 を し て いま す 

きつ けた い 」 な ど 、 表現 し た いこ と を 明確 に する こと が 


イン ト 
人 た 。 : 女 を 、 愛 らし く 印 象 的 に 
| 魔法 発動 に は 3 つの タイ ブ が ー ーー 描き た か っ た の で 、 魔法 発動 の 


あり 、 それ ぞ れ 描写 や ポー ズ 


シー ン と ポー ズ を 選び まし た 。 
| の コツ が 大 きく 異な る < 


逆 三角 形 構図 (p.30) を 
ベー ス に 、 フカ ン (p.12) で 
見 下ろ すこ と で 顔 を 大 きく 、 
身体 を 小さ く 描写 し 、 女の子 
の 可愛 らし さ を 演 出し て い 
る 。 


魔法 の 要 と な る 「 杖 ] に は 

オー バー バー ス (p.130) を 
使い 、 さ ら に 両 肩 を 上 げ る 

こと で 力 を 込め て いる 印象 
を 加え て いる 。 

どの タイ プ の ポー ズ を 描く 

の か 考え て お く こ と か が 大 切 。 


| ェ ッ ェクト は | 
| ほほ 必須 。 


エフ ェクト を キャ ラク ター に 重ね て 、 
オー バー ラッ ブ プ 構図 (D.78) に する 


方 法 も ある 
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魔法 発動 に 必要 な 要素 は 、 な ん と いっ て も 「 エ フェ クト 」 で す 。 基本 的 に は 何 か 
し ら の エフ ェクト が ポー ズ に つい て 回 る と 考え て くだ さい 。 

よく 見 られ る 構図 は 「 三 角形 構図 」「 逆 三角 形 構図 」「 円 構図 」「 八 め 構図 」「 対 角 
線 構図 」 な ど で す が 、 魔法 発動 は キャ ラク ター の タイ プ に よっ て 効果 的 な 描写 
方 法 が 大 きく 変わ り ま す の で 、 ほ か の 構図 も 積極 的 に 使い まし ょ う 。 

ポー ズ は 、 や は り 大 な り 小 な り 動き が 必要 な も の な の で 「 コ ント ラボ スト 」 を 意 
識 する こと も 効果 的 で す 。 魔法 は 昔 か ら 性 と 関係 が 深く 、 な まめ か し い イ メー 
ジ な の で 魔女 や 魔法 少女 を 描く 際 は 「S 字 ポー ズ 」 も 有効 で す 。 

また 、 大 切な 要素 で す が 、 廃 法 発動 は 起点 が 「 手 」 や 「 ス テッ キ ・ 杖 」 に な る こ 
と が 多い の で 、 こ れ ら が 印象 的 に な る よう な 配置 や ポー ズ に する と より 画面 が 
映え ます 。 


魔法 発動 の ポー ズ に は 、 大 きく 分 け て 3 つの タイ プ が あり ます 。 

⑩ 「 廃 法 バ トル を メイ ン に し た RPG タ イブ 」 

@⑥「 キ ャ ラク ター を 前 面 に 押し 出し た 魔法 少女 タイ プ 」 

⑩ 「 昔 の 魔法 少女 や 海外 の 魔女 ドラ マ の よう な リア ル & 秘密 タイ プ 」 

どの タイ プ の ポー ズ を 描く の か 考え て お く こ と が 大 切 で す 。 

まず ⑨ で す が 、 必殺 技 (p.158) の 項目 と あま り 違 い が な い タ イプ な の で 、 そ ち 
ら も 参考 に し て みて くだ さい 。 

基本 的 に 勢い が あり 、 激しい エフ ェクト が 多く 見 られ ます 。 対角線 構図 (p.42) 
や 斜め 構図 (p.22) な ど を 駆使 し た も の が 多い で す 。 

@ は 、 と に か く 可 愛 ら し さ を 意識 し た ポー ズ で 発動 シー ン を 描き まし ょ う 。 コ ユ 
ント ラボ スト (p.120)、S 字 ポー ズ (p.124) で 女の子 の 魅力 を 全面 に 押し 出し 
ます 。 ま た 、 魔法 も の な の で 髪 や 服 の 動き も 、 あ る 程度 現実 を 無視 する こと が 
で きま す 。 髪 ・ 服 (p.142) で 紹介 し た よう に 、 ふん わり と し た 空力 を 与え て 構 
図 を 作る こと も 可能 で す 。 あ まり 何 を し て いる か 説明 的 で な い ポ ー ズ で あっ て 
も 、 か わい いこ と が 最 優先 で す 。 

エフ ェクト は や さ し い 印象 の ある 円 構図 (p.38) で 彩 ら れる も の が 多く 、 ハー ト 
や 光 を メイ ン に 使い ます 。 

バト ル が ある と し て も 、 な る べく 泥 臭 さや 暴力 的 印象 が 生ま れる こと を 避け 、 
で きる だ け ス タイ リッ シュ に 描写 し まし ょ う 。 少 年 も の で は な いか ら か 、 オー 
バー パー ス は あま り 見 られ ませ ん 。 

⑥ は 、 特殊 な も の で 、 と て も シン プル で す 。 指 を か ざす 、 品 の 片端 を 動か す 、 
な ど だ け で 魔法 発動 を 表現 し ます 。 エフ ェクト も な く 、 あ っ た と し て も 最小 限 
で すず 。 

こう いっ た 魔法 発動 表現 は リア ル 系 の 作品 で 、 なおかつ 魔 法 使 いで ある こと を 
周囲 に 秘密 に し て いる キャ ラク ター に 多く 見 られ ます 。 

映画 な ど 、 映像 で は 簡単 な ポー ズ で も 連続 し た シー ン で 魔法 発動 を 説明 で きる 
の で す が 、 イ ラス ト で この タイ プ を 表現 し よう と する と な か な か 難し いで す 。 
どう し て も と いう 場合 に は 、 右 の 図 の よう に 一 つの 画面 内 に ポー ズ と 発動 結果 
を 同時 に 描く か 、 コマ 割り 構図 (p.62) で 説明 を し まし ょ う 。 
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魔法 発動 に は 、 ほぼ 確実 に エフ ェクト が 関わ っ て きま す 。 あ る 意味 必殺 技 以上 に エフ ェクト が 大 切 で す 。 
要素 が 廃 法 な の で 、 エ フェ クト に よる 「 オ ー バ パー ラッ プ 」 が と て も し や すい で す 。 エ フェ クト と 直接 か ぶら な く と 
も 、 詠唱 中 の 光 の 痢 流 か ら 、 余波 の 空気 圧 ・ 吹 きす さぶ 砂 換 な ど を か ぶせ る こと で 、 臨場 感 を 高め る こと も 有効 
で す 。 

見 せ た い エフ ェクト に よっ て は アオ リ (p.8) や フカ ン (p.12) も 積極 的 に 使っ て いき まし ょ う 。 エ フェ クト の 形 を 
取る 際 に は 円 構図 (p.38) や 対角線 構図 (p.42) な ど を 参考 に し て みて くだ さい 。 


ポー ズ や エフ ェクト は 、 派手 な も の で あれ ば よい と いう わけ で も あ 
り ま せん 。 火 の 球 の エフ ェクト の コツ は 、 不定 形 で 了 曖 昧 な も の を 、 
大 き さ の 抑揚 を 意識 し て 描く こと で す 。 火の粉 の 表現 の た め に 塗り 
残し も 用 意 し まし よう 。 


ね じ る 、 ひね る 、 ふり か える な ど は 魔法 少女 ポー ズ の 基本 で す 。 目 
の 付近 に さり げ な く エ フェ クト を 入れ 、 目 へ の 視線 誘導 を 試み て い 
ます 。 


両手 ・ 片 手 を か ざす の は 基本 中 の 基本 の ポー ズ で す 。 風 表現 の と き 上空 の 魔法 陣 を 見 せる た め に か な り 強 い フ カン の 構図 に し て いま 

は 、 単なる エフ ェクト だ け で は な く 、 吹い て くる 風 の 方 向 に 服 や 疑 。 す 。 麻 法 発動 の 代名詞 で も ある 魔法 陣 は 下 ・ 横 ・ 上 、 どこ に 展開 し 

を な び か せま し ょ う 。 て も 効果 的 で す 。 下 は オー ソ ド ッ クス で オー ル マ イ ティ 。 横 は より 攻 
黄 的 な 表現 に 使え 、 上 空 は と っ て お き の 大 技 な ど に 向い て いま す 。 


複合 タイ プ の 魔法 発動 も あり 


魔法 発動 を 大 きく 3 つの タイ プ に 分 け ま し た が 、 場合 に よっ て 
は タイ プ ブ を 複合 させ て も 構い ませ ん 。 

近年 は 多様 化す る ジャ ン ル や 消費 者 の 好み で 、「 肉 弾 戦 を 得意 と 
する 魔法 少女 」「RPG バ トル も の に 紛れ 込ん で いる 魔法 少女 」「 ヤ 
ン キ ー な 魔法 少女 」 な ど 、 特に 大 きい ジャ ン ル で ある 魔法 少女 
が た くさ ん 利用 され る よう に な り ま し た 。 そ の た め 、 個性 を 出 そ 
うと 、 魔法 少女 も の で 禁じ 手 に 近かっ た オー バー パー ス な ど が 
見 られ る よう に な る な ど 、 表現 は 多様 化し て いま す 。 そ うい っ 
た 意味 で 、 イ ン パ クト を 出す た め に タイ プ を 複合 させ て も よい 
で し ょ う 。 

た だ 、 最初 か ら 奇 抜 な こと と ば か りや っ て いる と 、 基本 が お ろ そ か 
に な り ま す 。 創意 工夫 は 本 書 で も と て も 推し て いま す が 、 や は 
り 王 道 も 大 切 に し まし ょ う 。 


複合 タイ プ と は いえ 、 魔法 少女 な ど が ベー ス の 場合 、 
エフ ェクト は 顔 に は 掛け な いよ うに し まし ょ よう 。 電 刺 
の エフ ェクト は 、 大 小 の 差 を: くっ きり し た 線 で 
ザク ザク と 描い て は 削っ て 形 を 整え ます 。 火花 や 細か 
い 分 岐 な ど が ある と より 電撃 らし く な り ま す 。 


RPG タ イブ で す 。 左側 の キャ ラク ター が 魔法 で ゾン ビ を 吹き 飛ば し て いま す 。 格好 よさ 
より も 師 力 の ある 描写 を 重視 し て 描い て いま す 。 会 ミー ウォー カー ドジ シル パー レ イン 
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と 説明 し まし た 


要点 を 説明 


箱 描き の 筋肉 描写 の 大 


箱 描き を 利用 し た 全身 図 の 描き 方 を 解説 し ます 。 
筋肉 の 中 で 、 目立ち や ゃ すい も の は いく つか あり ます 。 
め 首 か ら 肩 の 三角 筋 と 付け 根 に いた る まで の 借 帽 筋 
@ 胸 の あたり の 大 胸 筋 

お な か の 腹 直 筋 と 腰 の くびれ 

© 肩 の 三角 筋 

これ ら は 目立つ の で 、 十 分 に 意識 し て くだ さい 。 
全身 を 箱 描き に し 、 筋肉 を つけ た 場合 は 右 図 の よう に 
な り ま す 。 


⑨ 首 か ら 借 幅 筋 

箱 描き か ら 、 筋肉 を 作る 場合 、 ま ず 首 の 中 ほど か ら 肩 の 三角 
筋 が 始ま る 腕 の 四角 形 の は じ ま り まで に 、 八 の 字 で 線 を 降る 
し まし ょ う 。 こ れ が 僧 帆 筋 と な り ます 。 僧 帽 筋 な し に 、 首 か 
ら 鎖骨 まで スト ン と 降る す よ うに は 描か な いで くだ さい 。 僧 
帆 筋 は 肩 の 説得 力 を 増す 大 切な 筋 内 で す 。 


@ 胞 部 分 

次 に 、 胸 の 四角 形 を 十字 に 4 分 割 し まし ょ う 。 こ 
の 上 の 二 つ を 、 十字 の 真ん中 より も う 少 し だ け 下 
げた も の が 、 大 胸 筋 に な り ます 。 

大 胸 筋 部 分 の 上 に 、 鎖骨 を つけ る と 胸元 の 説得 
力 が 増し ます 。 鎖骨 は 、 首 の 終わ り の あたり か 
ら 、 両 肩 の 三角 筋 の は じ ま り まで に つなげ ます 。 
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@ 腰 部 分 と 腹 直 筋 


大 胸 筋 か ら 、 徐々 に 下 の 箱 が 終わ る 腰部 分 まで 
逆 八 の 字 で 線 を 下 し て いき 、 腰 に し ます 紳 。 腰 
か ら は 、 今度 は 八 の 字 に 線 を 降ろ し て いき (この 
降り る 部 分 を 外 腹 斜 筋 と 言い ます )、 腰骨 の 骨盤 
に 到達 させ ます @。 骨盤 は 外 の 皮 に 近い の で 、 
少し だ け 腰 を 左右 に 失 ら せ て 、 骨 を 主張 させ る 


と よい で し ょ う @。 


そこ か ら は 、 大 転 子 と 呼ば れる 、 太もも が 左右 に 
一 番 広がる 部 分 まで 八 の 字 で 線 を 降ろ し ます ⑨。 


腹 直 筋 は 、 腹筋 の 筋肉 で す 。 
筋 内 質 な キャ ラク ター に は 
欠か せま せん 。 

大 胸 筋 の 下 か ら 発生 し 、 股 
間 に 向かっ て 下 に 降ろ し ま 
す 。 腹 直 筋 の 左右 の 幅 の 広 
さ は 、 人 の 顔 の 横幅 と 同じ 
か 、 若干 広い 程度 が 普通 で 
す 。 真 ん 中 で 割り 、8 つ に 
し て あげ まし ょ う 。 


上 か ら 数 えて 3 段 目 あたり に お へ そ が あり ます 。 


半身 


る 足 


(, 骨盤 が 目立つ 


| | 引っかかり 部 分 


の 三角 筋 か ら 両 腕 

肩 に ある 三角 筋 は 、 と て も 大 
き な 筋 肉 で す 。 肩 か ら ひ じ ま 
で の 上 腕 の 、 上 か ら 4 割か ら 
5 割 程度 まで の 範囲 を 占め 
ます 。 僧 帽 筋 と 鎖骨 の 終わ り 
か ら 、 大 胸 筋 より 若干 上 の あ 
た り ま で 、 下 膨らみ の な だ ら 
か な 橋 円 で 結ん で くだ さい 。 


i 外 腹 人 


UE に 


大 転 子 ⑲ か ら は 、 ひざ @ に 降り 、 ひざ の 終わ りか ら は 、 ふ くら は ぎ 稔 を 少し だ け 左 右 に 膨らませ て 、 足首 に 向かっ 


て 細く し て いき ます 。 


大 転 子 か ら は 、 
ゆる い ア ー チ を 
描い て 膝 ま で 
降り て いき ます 


ひざ は 関節 
な の で 、 独 立 
し て 考え る と 
よい で す 


ぶ ふくらはぎ は 、 
上 腹 筋 に より 、 
ひざ より 

多少 左右 に 
膨らん だ 後 、 
足首 に 向かっ て 
細く な っ て 
いき ます 。 
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@ ひじ か ら 手 首 に か け て 

腕 の 回 転 に よっ て 、 か な り 印 象 が 変わ り ま す 。 
ニュ ー ト ラル と され て いる 手のひら を 前 面 に 向 
けた ポー ズ の 場合 、 関節 に よっ て 膨らん だ ひじ 
か ら 親 指 側 の 腕 の 筋肉 群 が 特徴 的 で ぼ ぽこ っ と 広 
が っ て いま す 。 手の平 を 身体 側 や 外側 に 向け る 
と 、 腕 の 筋肉 群 は 目立た な く な り ま す 。 ひじ か ら 
先 の 腕 は 、 手首 に 向かっ て 細く な っ て いき ます 。 


手のひら を 手前 
に 向け て いる 


状態 が 最も 腕 の ーー ュー 


筋肉 が 膨らん で 
見 えま す 。 


手のひら を 後ろ 
や 身体 側 に 向け 
る と 、 こ の 彫 ら 
の み は 目 立た な く 
な り ま す 。 

な お 、 三角 筋 も 
腕 の 回 転 の 影響 
を 多少 受け ます 。 


アオ リ の 箱 描き の 筋肉 措 写 


アオ リ の 場合 、 地面 を 透過 させ て 、 足 裏 か ら 全身 を 描く …… と いう こと は な か な か な いと 思わ れ ま す の で 、 描く 
頻度 が 多い で あろ う 、 腰 よ り 上 の 描写 に つい て 説明 し ます 。 


⑨ 箱 描き を する @ 顔 と 首 を 描く 
まず 箱 描 き を し ます 。 こ の 時 点 で 立体 を 頭 の 中 で 組 アオ リ の 顔 の 描き 方 (p.13) を 参考 に し て 、 まず 顔 と 
み 立 て て お いて くだ さい 。 首 を 描き ます 。 次 に 、 胸 の 箱 部 分 を 十字 に 分 割 し @⑪、 


フカ ン と アオ リ は 圧縮 に より 、 首 が 描写 し づら く な り 
ます 。 頭 と 胴体 を 首 の 描写 な し で 表現 し な けれ ば い 
け な い 場合 も あり ます 。 で す の で 、 頭 の 位置 は 何 度 
も 描き 直し て 調整 し まし ょ う 。 首 が 見 え に く い の で 、 
僧 帽 筋 も あま り 描写 で き な い こと が 多い で す 。 


上 ニ つ を 使っ て 大 胸 筋 を 描き ます 紛 。 首 か ら 伸び た 僧 
帆 筋 が 終わ っ た あたり を めがけ て 、 鎖骨 を 描き ます ( モ 
チー フ の 真下 か ら 見 上 げた な どの 場合 な ど 、 強 す ぎる 
フカ ン の 場合 は 鎖骨 すら 見 えな い 場 合 も あり ます )。 

大 胸 筋 の 下 あ た り (乳首 付近 ) を 、 す こし 膨らませ ま 
し ょ う 。 胸 の 筋肉 らし く な り ま す 。 


9 2 大 胸 筋 や 服 直 筋 ②③ 
59 は 立体 的 に せり 出 
7 し て いま す 。 より 
ンー よい 筋肉 表現 の Z う 
@ 腹 直 筋 を 描く 


た め に 、 立体 感 を 
意識 し まし よう 。 

分 割 し た 残り の 下 の 箱 か ら 、 く びれ を 作り ます 。 分 割 され た 下 の 箱 の 7 分 目 く ら いか ら 逆 八 の 字 で し ぼり 、 胸骨 の 

形 を 作り ます ⑨。 次 に そこ か ら 、 下 の 箱 (骨盤 ) まで 八 の 字 に 線 を 降ろ し 、 さ ら に 骨盤 の 出っ張っ た 部 分 を 作り ま 

す @。 骨盤 まで で きた ら 、 大 胸 筋 か ら 股 間 を めがけ て 線 を 降る し 、 腹 直 筋 を 描き ます 寺 。 


アオ リ で は 、 上 が 小さ く 、 
下 が 大 きく な り ま す 。 箱 描 
き の 時 点 で 、 バラ ンス よく 
な る よう に し まし ょ う 。 


た 
/ 胸 信 の 終わ り を 角 朋 ま で 外用 人 大 肢 筋 の 下 か ら 
9 Yt 記し て 、 記 の 2 分 お 衣 と し C ゅ su 人 が 股間 に 向かっ 
ミン は じ ま り まで 逆 ン の 字 で 線 を 降ろ の て 、 腹 直 筋 を 失 
フィ 八 の 字 で 絞り ま / し 、 骨盤 を 飛び 出 ノブ ク きま す 。 腹 邊 筋 
す 。 向き に よっ させ て 、 また 八 の も 苦 二 立体 意 
て は 片方 は 腕 で 字 で 下 に 線 を 降 工 す る と 格好 よ 

隠れ て いる 場合 ろ し ます 。 く 拠 け ます 。 

も あり ます 。 
N 4| 


@ 腕 を 描く 三角 筋 の 内 側 は 、 内 この 場合 は 、 手 の ひ 
= 大 移 筋 を 置 っ て 、 ら は 身体 の 内 側 を 向 

軸 属 の 万 和 用 の 質 生 全 0N ゲ アー デ 領 骨 の 真ん中 あ いて いる こと を 夫 定 
を 描く よう に 三角 筋 を 作り ます ⑨ 。 た り に つなが っ て し て いま す 。 手 の ひ 
gs いま す 。 ら の 向き は 説得 カ の 
そこ か ら 腕 を 降ろ し て いき ます @。 お る 前 の だめ に は 、 


腕 の 目立つ 筋肉 群 の 形 は 手のひら 


の 向き で 変わ る の で 、 手 が 見 えて い 


な い 場 合 で も 、 手 が ど ちら を 向い て 


いる か を 想定 し て お きま す 。 
form http://13DL.CO 


| 


Ny 


AT ルル 


重要 で す 。 


フカ ン の 箱 描 き の 筋 肉 措 写 


フカ ン は 、 足元 まで 見 える こと が 多い の で 、 全身 を 描い て 説明 し ます 。 


⑥ 箱 描き を する @ 京 と 首 を 描く A 
箱 描き を し ます 。 フカ ン の 顔 の 描き 方 (p.13) 3 へ 
アオ リ と は 逆 に 、 頭 で 首 が を 参考 に 、 まず 顔 と 音 を 描き ]- - う 
見 え に く く な っ て し まう 場 ます 。 次 に 、 肢 の 箱 部 分 を 十 

合 が 多い で す 。 も し 頭 で 首 字 に 分 割 し 、 上 二 つ を 使っ て 

が 描写 で き な い 場 合 は 、 豆 大 胸 筋 を 描き ます 。 鎖骨 や 、 

と 胴体 の 間 に し っ か り 空 間 僧 帽 筋 も 角度 的 に お か し く な 

が ある よう に 、 距離 を 考え いよ うな ら 描 写し まし ょ う 。 

て 描写 し まし ょ う 。 僧 帽 筋 アオ リ 同 様 に 、 大 胸 筋 の 下 あ 大 胸 筋 や 腹 直 筋 は 立体 的 に せり 


や 鎖骨 も 、 カ メラ の 位置 に 


フカ ン で は 、 上 が 大 き 


た り を 多少 膨らませ まし ょ う 。 


出し て いま す 。 より よい 筋肉 表 


よっ て は 描写 が で き な い こぶ た だ し 、 ア オリ と は 邊 っ て 、 少 で の た め に 、 層 体感 を 最 度 し ま 
と も あり ます が 、 ア オリ ほ バラ ンス よく な る よ し 膨らませ る 程度 で 構い ませ 

ど で は あり ませ ん 。 0 ん (膨らみ すぎ る と 乳房 に 見 えま す )。 

@ 腹 直 筋 を 描く 


分 割 さ れ た 下 の 箱 の 7 分 目 く ら いか ら 逆 八 の 字 で し ぼり 、 胸骨 の 形 を 作り ます ⑨ 。 次 に そこ か ら 、 下 の 箱 (骨盤) 
まで 八 の 字 に 線 を 降ろ し 、 さら に 骨盤 の 出っ張っ た 部 分 を 作り ます @。 骨盤 まで で きた ら 、 大 胸 筋 か ら 股 間 を め 
が け て 線 を 降ろ し 、 腹 直 筋 を 描き ます ⑨。 


胸骨 の 終わ り を 意識 し て 、 
腰 の は じ ま り まで 逆 八 の 宇 
で 絞り ます 。 向き に よっ て 
は 片方 の 腕 が 隠れ る 場合 
も あり ます 。 


骨盤 まで 外 腹 斜 筋 と し て 
ゆる い 八 の 字 で 線 を 降ろ 
し 、 骨盤 を 飛び 出さ せ て 、 
また 八 の 字 で 下 に 線 を 降 
ろ し ます 。 


大 胸 筋 の 下 か ら 股 間 に 向 
かって 、 腹 直 筋 を 措 き ま 
す 。 腹 直 筋 も 若干 立体 を 
意識 する と 格好 よく 描け 
ます 。 


UE に 


の ⑥ 足 を 描く 
フカ ン は 、 上 か ら の 目線 な の で 、 下 方 向 に 圧縮 が か か り ま す 。 で す の で 、 下 に いく に つれ て 、 だ ん だ ん 小さ く 、 短 
く な る よう に 描い て いき まし ょ う ⑨ 。 太もも 、 ひざ 、 ふ くら は ぎ 、 そ うし て 足 と いう よう に パー ツ ご と に 独立 し 


て 考え る と 描き や すい で す 9 @ 。 


| 


S 
/ 9 ( 
の 7 
ひざ は 難し い パ ー ツ で す 
太もも は 、 大 転 子 か ら 、 が 、 足 の 上 下 の 骨 の 周 ら 前 か ら 見 た すね は 、 ほん 
下 彫 れ の アー チ を 描い みや 、 膝 の 皿 ( 腔 医 骨 ) の の 少し 彫 ら ませ る 程度 
て 、 膝 に 向かう に つれ て 影響 を 受け て 周 ら ん で い ) | で 、 全 体 的 に は 若干 後ろ 
細く な り ま す 。 ます 。 に に 反っ て いま す 。 


© 腕 を 描く 


三角 筋 用 の 箱 を 使い 、 ア ー チ を 描く よう に 三角 筋 を 描き ぎ ⑪、 そこ か ら 腕 を 降る ろ し て いき ます @。 アオ リ と 同様 に 
手 が 見 えて いな い 場 合 で も 、 手のひら の 向き は 、 し っ か り と 想定 し て お きま し ょ う 。 


= 
9 


が 


の 


この 場合 は 、 手のひら は 身体 の 内 側 
を 向い て いる こと を 起 定 し て いま 
す 。 手のひら の 向き は 説得 力 の ある 
腕 の た め に は 、 意 外 と 重要 で す 。 


三角 筋 の 内 側 は 、 大 胸 筋 を 
覆っ て 、 鎖骨 の 真ん中 あたり 
に つなが っ て いま す 。 


注意 ! 
注 選 : 
フカ ン や アオ リ の 箱 描き は 、 男性 キャ ラ ・ 女 性 キャ ラ 問 わ ず 、 使え る 方 法 で す 。 


た だ 、 女性 を 描く 場合 は 、 胸 が 膨らみ 、 お 尻 回 り が 大 きく な る 。 ま た 腰 の 位置 は 男性 より や や 高く 、 腰 ・ 手 首 ・ 足 首 は 細く し 
ぼら れ て 抑揚 が つく 、 と いう 要点 を 押さ えて 描く こと が 大 切 で す 。 
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デー タ の 作り 方 


紙 の 縦 と 横 の 比率 に は 、 さ ま ざ ま な 規格 が あり ます が 、 私 た ち に と っ て 最も 身近 な 紙 の 比率 は 、A 列 と B 列 と 呼ば 
れる 規格 で す 。 A4 や B4 サ イズ の 用 紙 を 思い 浮か べ る と 分 か りや すい で し ょ う 。 

A 列 も B 列 も 、「A0」「B0」 と いう 元 の サイ ズ の 紙 が あり 、 そ こ か ら 半 分 に カッ ト さ れ た も の が 「A1」「B1」 と いう 
サイ ズ に な り 、 さ ら に そこ か ら 半 分 に カッ ト さ れ た も の が 「A2」「B2」 と な り ま す 。 こ の よう に 、 半分 ずつ カッ ト 
され る ご と に 、A や B に つく 数 字 が 上 が っ て いき ます 。 

な お 、A 列 も 、 B 列 も 、 辺 の 長 さ は 1: ソ 2 (1:1.414) の 比率 で 作ら れ て お り 、 これ は 本 書 で 紹介 する 「 黄 金 比 」 と 並 
ん で 美しい と され る 「 白 銀 比 , と 呼ば れ て いる 比率 で す 。 と いう こと は 、 A 列 や B 列 の 比率 で 描く と いう こと は 、 
あら か じ め 白 銀 比 の 構図 に 則っ て いる と も いえ る か も し れ ま せん 。 


人 @A 列 と B 列 の サイ ズ 


841mmx1189mm| 80 1030mmx1456mm 
594mmx841mm | B1 728mmx1030mm 
420mmx594mm |B2 | 515mmx728mm | 
420mmX594mm | B3 | 364mmx515mm ] 
210mmX297mm | B4 257mmx364mm 
B5 
Be 


148mmx210mm | 1 82mmx257mm | 

105mmx148mm | 128mmx182mm | 
| 74mmx10smm |B7 | 91mmx12smm | 
5 2mmX74mm BS | 64mmx91mm 


37mmx52mm | B9| 45mmx64mm 
| 26mmx37mm |B1O| 


きき | き | きる | まち も = ち る 


2 計 国 
同じ 数 字 で も A 列 より も B 列 の 方 が サイ ズ が 大 きい と いう こと を 覚え て お いて くだ さい 。 

な お 、 A3、 A4、 B4、 B5 と いっ た あたり は 、 仕事 や 趣味 の イラ スト に か か わら ず 、 非常 に よく 使用 され る 用 紙 サ イ 
ズ な の で 、 数 値 を 覚え て お く と 便利 で す 。 


POINT! 


イラ スト を 描く 場合 は 、A4 な ら A4 そ の まま で 描く の で は な く 、 B4 や A3 と いっ た 一 回 り 大 きい サイ ズ で 描い て お く と 、 応 用 
が きい て 便利 で す 。 

マン が 原稿 は 印刷 され る サイ ズ よ り も 大 きめ に 描き 、 雑誌 や 単行 本 で 使用 され る 際 に は 縮小 され ます が 、 これ は 大 きく 描い 
て か ら 縮 小 す る と 美しく 見 える か ら と 言わ れ て いま す 。 

まず は 大 きい サイ ズ で 描い て 、 あ と で 原 す サイ ズ に コピ ー& ペ ベー スト で 配置 し 、 縮小 する 形 で トリ ミン グ を する と 画質 の 劣 
化 は 少な く て 済み ます 。 トリ ミン グ の 項目 (p.82) で も 解説 し て いま す 。 そ れ 以 外 に も 、 急 に 「 も う 少 し 大 き な サ イズ が 欲 
し い 」 と 言わ れ た と き に 、 あら か じ め 大 きく 描い て お く と 対応 が し や すい の で す 。 

作品 は 指定 の サイ ズ よ り も 、 一 回 り 大 きい サイ ズ で 描く 藻 を つけ て お く こ と を お 勧め し ます 。 


に コ 
s 


斗 ら 吉 8 き SwーN 
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解像度 


用 紙 サ イズ と 同じ くら い 重 要 な 要素 が あり ます 。 そ れ が 「 解 像 度 」 で す 。 

解像度 と は 、 簡潔 に いう と 「 画 像 の 綺麗 さ 、 き め 細 や か さ 」 を 表す も の で す 。 一 般 的 に 「 数 字 +dpi (dots per 
inch) 」 と いう 単位 で 表 さ れ ま す 。 こ れ は 、1 イン チ あ た り に 、 ど れ く らい の 数 の ドッ ト ( 点 ) が 含ま れ て いる か を 
表す 単位 で す 。 ディスプレイ 画面 も 、 印刷 され た も の も 、 突 き 詰め て いく と 点 の 集合 体 で 画像 を 表し て いま す 。 
で す の で 、 同 じ 範 囲 で も 、 そ の 中 に ある 点 の 数 が 多けれ ば 多い ほど 、 表現 の 幅 は 広がる の で 綺麗 に 表示 され る と 
いう こと で す 。 


解像度 が 低い 解像度 が 高い 


上 記 は 、 同 じ A4 サ イズ で 、 同じ く 丸 を 書き まし た が 、 解像度 が 低い 左 は 、 解像度 が 高い 右 に 比べ て 、 粗い 丸 に な っ 
て いま す 。 


る 適切 な 解像度 
解像度 が 高けれ ば 高い ほど 、 綺麗 な 画像 を 表 
示す る こと が で きま す が 、 高く な る ほど その 
デー タ は 多く の 情報 を 持つ の で 、 容量 は 重 た zz-8 | 300-350dpi 程度 
解像度 
く な っ て し まい ます 。 
解像度 は 、 ある 一 定 の ライ ン を 超え る と 、 人 ーー 
間 の 目 に は ほとん ど 違 い が 分 か ら な く な り ま 
す 。 印刷 を せ ず 、 Web な どの ディ スプ レイ 上 ゃ gm 600-1200dpi 程度 
で 表示 させ る 場合 は 、 72~96dpi 程 度 で 十 
分 で す 。 し か し 印刷 物 と な る と 、 高 い 解像度 
が 必要 で す 。 一 般 的 に カラ ー 作 品 は 「300~ 
350dpii が 必要 と され て いま す 。 ま た モノ クロ 作品 は さら に 高く 「600 て 1200dpi」 が 必要 と され て いま す 。 な 
ぜ モ ノ ク ロ は ここ まで 高い 解像度 が 必要 か と いう と 、 モ ノ ク ロ は 「 二 階 調 」 と も いい 、 白 と 黒 の 2 色 で 表現 され ま 
す 。 つ まり 、 カラ ー や グレ ー ス ケー ル と は 違い 、 白 と 黒 の 中 間 色 が 表現 で き な い の で 解像度 を 高く し て 、 き め組 
や か さ を 上 げ る 必要 が ある の で す 。 
な お 、 解像度 低め に 描い て いた デー タ を 、 ソ フト の 機能 で あと で 解像度 を 引き 上 げ て も 、 効 果 は あり ませ ん 。 解 
像 度 は 必ず 、 最初 に 決め て 描き まし ょ う 。 


塗り 足し 


作品 を フチ な し で 印刷 する 場合 に は 、「 深 り 足し 」 を 意識 し た 作品 作り が 必要 で す 。 

家庭 用 プリ ンタ に は 、 作品 を 少し は み 出さ せ て フチ な し で 印刷 で きる 機種 も 多い で す が 、 印刷 所 を 利用 し た 印刷 
で は 、 実際 の 仕上 が り サ イズ より も 一 回 り 大 き な 紙 で 印刷 を し 、 そ れ を 断裁 ( 裁 ち 落と し ) し て 印刷 物 を 仕上 げ ま 
す 。 その た め に 、 原稿 の 四隅 に 「 ト ン ボ (トリ ム マ ー ク ) 」 と 言わ れる 目印 を つけ 、 そ こ を 目安 に 機械 が 断裁 を 行 
いま す 。 


LL 四 陽 に ある 黒い 線 の マー ク が トン 
ボ で す 。 赤 線 の 部 分 で 断裁 され て 
仕上 が の の サイ ズ に な り ま す (この 
赤 線 は 分 か りや すく する た め に 入 
れ て いる の で 、 実際 の 原稿 に は 決 
し て この よう な 赤い 線 を 入れ な い 
で くだ さい )。 


イ ーー F 


断裁 位置 は わずか に ずれ て し まう こと が あり ます 。 こ の と き 、 塗 り 足 し が な いと 印刷 され て いな い 部 分 が 仕上 が 
り に 残っ て し まう の で す 。 
塗り 足し は 、 仕上 が り サ イズ か ら ト ン ボ まで の 範囲 で ある 上 下 左右 に 最低 3mm ずつ 必要 で す 。 


る 塗り 足し を 作る 二 つ の 方 法 

塗り 足し を 作る 方 法 は 二 つ あ り ま す 。 

ー つ は 仕上 が り を サイ ズ ち ょ うど に 作品 を 描い 
て 、 トン ボ を 作っ た 際 に 、 原稿 を 少し 拡大 し て 塗 
り 足 し の 範囲 まで 作品 を 広げ る 方 法 で す 。 こ の 場 
合 は 、 断裁 に よっ て 矢 わ れる 部 分 に は 目 を つぶ ら 
な けれ ば な り ま せん 。 

も う 一 つ は 塗り 足し を あら か じ め 想 定 し 、 仕上 
が り サ イズ より 上 下 左右 に 3mm ず つ 大 き な サ イ 
ズ で 作品 を 描く 方 法 で す 。 例え ば 、 仕上 が り サ イ 
ズ が A4 の 210mmx297mm だ と し た ら 、 上 下 に 
3mm ず つ 足 し て 216mmx303mm の サイ ズ で 描 
きま す 。 


| (最低 3 mm) 


断裁 され る こと で 作品 が 失う 範囲 を あら か じ め 上 記 の 画像 の 、 右上 の トン ボ を 拡大 表示 し て いま す 。 


送り 足し は 上 下 左右 に 最低 3mm ず つ 用 意 し まし よう 。 3mm を 超え 
考え て 描く こと が で きま す の で 、 後 者 の 方 が より て も 構い ませ ん が 、 トン ボ が 隠れ な いよ うに 、 ト ン ボ は 必ず 一 番 上 の 


思い 通り の 仕上 が り に する こと が で きま す 。 レイ ヤー に 配置 する 必要 が あり ます 。 


ご 革 ら さ ー 由 


173 


こ 構 図 づ くり 


本 や 雑誌 で 使う 作品 を 描く 際 は 、 
「 ペ ー ジ も の 」 の 構造 を 意識 し て お 
く こ と が 大 切 で す 。 まず は 各部 位 
の 名 称 を 紹介 し ます 。 


© ノド “ 
本 を 開い て 見 開き に し た と き の 中 ノ ド 小品 
央 部 分 を 指し ます 。 本 と し て 綴 じ 
られ て いる 場所 で す 。 

人 小品 

本 の 外側 の 両 サ イド の 部 分 で す 。 
@ 天 

本 の 上 側 を 指し ます 。 

人 @ 地 

本 の 下 側 を 指し ます 。 


地 


ペー ジ も の の 作品 を 描く うえ で 、 特に 気 を つけ な けれ ば な ら な い の は 
「 ノ ド 」 の 部 分 で す 。 こ の 部 分 は 綴じ られ て し まう 都合 上 、 ノ ド か ら 数 
cm ほど 紙 の 厚み で 見 えな く な っ て し まい ます 。 で す の で ノド 付近 に キャ 
ラク ター の 顔 な ど 、 隠れ て 困る よう な 重要 な 要素 を 配置 する 構図 は 避け 
まし ょ う 。 左右 どちら か の ペー ジ に 描く 場合 も 、 見 開き で 描く 
様 で す 。 


この よう に 、 ノ ド 側 付近 に 顔 な ど 重 
要 な モチ ー フ を 描く と 、 最悪 隠れ て 
し まい ます 。 


小口 は ノド と は 違い 、 綴じ られ て 隠れ る わけ で は な い の で 、 そ こま で 神 
経 質 に な る 必要 は な い の で す が 、 で きれ ば こち ら も 小 ロ ギリ ギリ の 箇所 
に 重要 な モチ ー フ を 配置 する こと は 避け た 方 が 無難 で す 。 読者 の 指 で 
作品 の 一 部 が 隠れ て し まう こと も ある か ら で す 。 

また 、 商業 誌 の 挿絵 の 場合 、 制作 スケ ジュ ー ル の 都合 で 左右 どちら の 
ペー ジ に 作品 が 割り 振ら れる か 分 か ら な い 場 合 が あり ます 。 こ の 場合 
は 、 作品 の 左右 の どちら に ノド が 来 て も よい よう に 、 左右 両方 の 数 cm 
に は 重要 な 要素 を 配置 し な い 構 図 を 選び まし ょ う 。 


左右 どちら が ノド と な っ て も 大 丈夫 な よ 
う 、 ある 程度 余裕 を 持た せる こと が で き 
る 構図 が お 勧め で す 。 
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